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発 干り の こ と は  

農林水産祭は，全国民の農林水産業タこ対する認識を深め，農林水産業者の技術  

改善及び経営発展の意欲の高揚を図るための国民的な祭典として，昭和37年，  

幾林水産業者に天皇杯が御下賜になったのを機会に，従来の新穀感謝祭を発展的  

に拡充して始められたものです。   

この農林水産祭ほ，農林水産省と日本農林漁業振興会との共催のもとiこ，各方  

面の協力を得て，毎年11月23日・勤労感謝の日を中心に開催され，農林水産業  

老に天皇杯などの授与を行う式典や一般国民に農林水産業を紹介する農林水産展  

などきわめて多彩な行事を行ってきております。   

昭和54年変は，その18回目に当たりますが，本年度の最大の特色は，農林  

水産祭の表彰行事の対象部門として，従来の農産，園芸，畜産，蚕糸，林産及び  

水産の6部門のほか㌢こ，新たに「むらづくり」部門が設けられ，これに天皇杯が  

御下賜忙なったということです。   

本年度の天皇杯などの選賓客査の結果は，次のとおりです。   

すなわち，従来からの農産等の6部門8こついてほ，第18回農林水産祭に参加し  

た各種表彰行事（344件）において農林水産大臣賞を受賞した出品財552点の中  

から。天皇杯を授与されるもの6点（各部門ごとに1点），内閣総理大臣賞を授  

与されるもの6点（同），日本農林漁業振興会会長賞を授与されるもの7点（園  

芸部門2点，その他の部門1点）がそれぞれ選考されました。また，新たに設け  

られたむらづくり部門ヶこついては，41県から各1点推薦のあったむらずくり事  

例の中から，天皇杯，内閣総理大臣寒を授与されるもの各1点，農林水産大臣賞  

を授与されるもの14点がそれぞれ選考されました。   

幾林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業番ほ，農林水産業の  

近代化や豊かで住みよい農山漁村づくりへの生きた指標として，関係各方面の方  

々に大いに稗益することと思います。ここに，これらの業績の概要をとりまとめ  

て発行することと致した次第です。   

終わりに，本書の編集に御協力をいただいた執筆者その他の関係各位に対し，  

深甚の謝意を表します。  

昭和55年3月  

財団法人  日本農林漁業振興会   





天皇杯受賓／八女中央茶共同組合  
（農林水産省農蚕園芸局畑作振興課／斉 藤 憲 素）   

内閣総理大臣薯受薯／く玉村町第1稲麦機械化組合……………………… 31  

（農林水産省農事試験場農業経常部長／木 下 率 孝）  

日本藤林漁薬振興会長薯受紫／大倉 寮  

（農林水産省農蚕園芸局農業生産対策室／今 井 伸 治）   



天 皇 杯 受 薯  

出品財 英樹作集団  

受賞者  八女中央茶共同組合  
（代表者 西江敏行）  

（福岡県八女市大′章二本364）  

舞l図 受賞者の所在地  国受賞者の略歴   

八女中央茶共同組合のある八女市は福岡県の  

南部．八女地方のはぼ中央に位置し，九州の中  

心都市福岡から南へ50K澗の地にあり．八女。  

筑後広域市町村圏の中核都市である。また八女  

市は．北ほ国道3号線の要にありさ 久留米．福  

岡方面へと通じ西把筑後の穀倉地帯をひかえ．  

南はみかんの立花町を経て熊本市へ通じている。  

東に耳納連山があり，こ  

の山系に源を発する矢部  

・星野の清流ほ沃野を潤  

し．山紫水明の自然美に  

恵まれている。  

八女市の地形は東北部   

が丘陵地帯をなしている   

はかほ，すべて平趣地で，  

中央に市債地を形成し物  

産の豊富な地域である。   
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地質は古生層結晶片岩を母材とする礫を含んだ埴壌土で士層ほ深い。また．年  

平均気温ほ16．1℃．年降雨量は1，745mmの温暖な地域である。   

市の農用地は乙108h aで，うち茶園面積が340h aで茶，花（電照菊）  

米．麦，果樹等を主産とする農業地帯であるっ   

本組合ほ．八女市の北部丘陵地常に位置する忠見地区にあり．標高80～180  

mの台地で幹線道路．支線．耕作道の整備された茶園で， 昭和44年から48  

年の5年間にわたり県営農地開発車業で改良山成り開墾により団地造成を行なっ  

た地区内で，県下の茶箆産地帯である。   

本組合は，生活に必要な共同利用施設の設置，農作業の共同化，生産物資の運  

搬．加エ，貯蔵又は販売等を通じ組合員相互の生産能率をあけ㌔ 農業経営の改薯  

を図ることを目的として造成地に茶園を有する農家により，昭和48年11月1   

日に設立された。   

組合ほ．37戸の幾家で構成されか 役員とLて組合長。副組合長。会計一 会計  

監事の4名を置き．後継者の組織する青年部，婦∧郡も置いている。協同作業を  

組織的に分担することから給尊弧 荷受部〟 検査部か 販売部p 製造部を設置して  

組合の組織的遵営の効率化を図っている。また。潅水防除を専門的に行うことか  

ら県茶業指導所。普及所♪ 市役所。農協の指導償より．スプリンクラー多臥的利  

鞘施設を設置してp その司令室委員長，副委員長のもとに防除班，連絡班。薬剤  

妹。機械班を設けて吏 各自の分担に応じ責任をもって活動を続けている。組合結  

成以来全員が参加する茶樹栽培に関して共同育苗〟 共同作業を実施するとともに  

研修会．先進地視察等によって栽培管理．摘採技術等農業者として特に心得るベ  
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き事柄を深く意得し．さらにそれを組合独自の発想を加えて消化するなど活発な  

組合活動を続仇 顕著な成果を上げてきている。これらの活動を経て組合員相互  

の結束は固く，組合長の説く「開拓ノ精神ほ之レ創造」という言葉にすべてが表  

現されている。   

また，高能率集団育成対策事業。特産営農団地事業等の事業案施主体となり防  

箱対策など．茶園を組み込んだ営農改善を図るためにも活発な活動を展開してい   

る。  

舞2図 八女中央茶共同組合の組織機構  

圏受選者の経営概況   

組合員全体の耕地面積は64．47haでそのうち茶園が35．74ha．菊6．21ムa  

水稲15．17ba等の作付となっている。  
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組合員の平均耕地面積は1．79haで各農家とも2∧以上の農業専従者を有し  

殆どの彪家が後継者を確保しており，自家労力を主体とした経常を行っている。   

農業収入の主体ほ茶，菊である。1戸当たり茶樹栽培面横ほ98aで．荒茶生  

産量2，765晦．農業粗収益500万札 菊でほ作付面横は2，070扉で生産量  

39万7，400本．盛業粗収益510万円で虚業粗収益は約1，100万円，所得  

490万円と全l卦平均の3倍を確保している。   

また，複合経営の確立による所得の向上を図ることから後継者により経営記帳  

グループを粍成し，経営記帳と経営分析を行い経営改普の研究を行っている。  

大曲機具及び施設の所有状況をろると．トラッククーほ80喀の農家が個∧で  

所有しており．その他コンバイン78飢 劫噴は12戸が2台所有して茶，果樹  
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舞1表 中核農家の経営実績  対象期間52年9月～53年8月  

繰越1支  家族労働力 3 ∧  

物  
菊   水 稲   項目＼－・≠，作  、茶  

経営面横（a）  85   作付 ∽   
2．145   

45  8，758．812   

粗 収 益（円）    4．277，437  3，835，212  646．163  

種  13，800   11，100   1，925  

肥  料  693，725   95，334   25，160  

経  薬  176．590  16乙500   49，460  

i諸 材 料  309，346  495，027   5，068  

雇用 労 賃  385，000   0   0  

営  20，395   53，435   6，975  

修 理 費  7，845   27，237   0  

賃料々金  
25，004  367，073   3，360  

光熱動力  
費  189，252   0   0  

租税公課  55，633   59，390   12，487  

／■‘■■ヽ  
費  457   1乙109   0  

円  9乙812   25，000  

＼J  

経 営 費 計    乙162，222  1，533，907  318．935  4，015，064   

所  得（円）    2，115，215  乙301，305  327，228  4，743，748   

二 と菊の経営内一炊   

茶  菊   
項目 ＼ 部門名  
経  営  面  凝  85a  作付  2，145Jが   

生  産  量     生薬  13，512k汐  90，000   

単  価  316，6  42．6   

粗  収  益  4，277，437  3，835，212   

経  営  費  2，16乙222  1，533，907   

所  得  2，115，215  乙301，305   

所得割合（総所得に占める）  45多  49飾   

農作業労働時間  2，861  乙784   

単  

位   503，228  5，900  
254．379  2，360  

面 積  
当  得  248．848  3，540  

り   3．37  4．28   

豪族労働1日当り所得  9，609  6 ー 

o 1日当り労働時間は8時間である。  
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（3）農作業労働配分表  単位：時間  

茶  園  作  美  
水  

業  

除  
冷  
沙  菊  言†  

●  

ワ  
の  

除  刈  ラ  稲  
被  

肥   

1   6  1  7  163  170   

2  26  42  21  89  135    7 231   

3  18  27  16  73  12  146  100    15 261   

4  13  45  2  4  406  82  29  39  620  71    0 691   

5   5  14  35  1044  12  1  11  1122  53    111186   

6  23  47  11  100  12  19  22  234  171    165 570   

7   6  6 2  180  319    41 540   

8  16  47  20  15  79  177  472    22  671   

9  32  31  54  5  122  163    8 293   

10   4  9  11  1  67  92  410    24 526   

11  10  37  47  335    66 448   

12  25  25  392    3  420   

計  ユ49  310  162  150  1757  12牛  123  86  2β61  2784    362 6〔）07   

注）（1）労鰍時間にほ茶摘採の雇用労働時間を含んでいる。  

（2）茶作業のその他ほ腰水。改植等である。   

等に利用している。茶の摘採機についてほ共同で所有することも検討されたもの  

の各農家の労働配分上からと，良品質茶生産の観点から個∧が責任をもって摘採  

を行なうということから，3戸の比戟的茶園面積の大きい農家が2台所有してい  

る。施設についてほ，荒茶工場把出役した時の休憩所等を兼ねた研修館（姫退会  

館）を共同で所有している。  
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国受牽者の技術と経営   

（1）英樹作導入の契機と経過  

八女中央茶協同組合が位置する八女市忠見地区では．造成前ほ1戸当りの耕地  

面積は狭小で，米麦のみで農業での自立経営ほ成り立たなかった。   

昭和30年代になり電照菊の栽培が導入され．生産技術の研究も盛んになり農  

家経営は若干改善されたものの規模拡大の余地は全くなかった。零細な耕地面積  

をいかして．電照菊と水稲の経営がなされていたが．昭和35年以降．高度経済  

成長が進むにつれ。この経営塾態では経営規模。労働力の面から所得の向上に限  

界がみえほじめた。そこで地区の農家がヵ 電照菊栽培と労働力が競合しないで，  

収益性の高い作物を模索した結果，伝統ある八女茶の主産地形成を目途として，  

茶の栽培を思いついたのである。   

自立経営を志向するにほ未利用地を開発して規模拡大を図るより活路は見い出  

せないということから，八女市北部丘陵地帯を開発して長い間の念願であった自  

立的経営を達成すべく種々検討がなされた。   

その結果．取得した土地ほ部落有林で忠見地区の財産となっている土地50軋  

残り50射ま個∧所有の山林及び水田等となっている。   

区民の財産を利用するということから．その利用については参加者全員で経営  

を行うべきであるとの自覚と，そのような塑態をとることが地区発展につながる  

ものと信じ．共同で行なうことに決定し県営パイロット事業で実施することにな  

った。   

事業は．昭和44年から48年の5カ年にわたり行われた。当時ほ稲作転換推  

進事業が推進されており．団地内に散在していた湿田も団地造成に編入して造成   

が行われた。   

主たる事業内容ほ．改良山成り造成．防除潅水施設。幹線道路等の整備を行い  

総事業費5億2千万円におよんだ。   

茶及び菊の複合経営ということから茶樹栽培の省力化に重点をおき．自家労力  

の合理的配分を図ることとした。  
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荒茶工場の全景   

茶生産の増加にともなって♪ 高度機械化茶業経営パイロット事業（事業費5，7  

00万円）把より．60Kダ2ラインの荒茶工場を建設した。この操業運営につい  

てほ造成時の方針にもとづき，共同による荒茶製造と全巌共同販売を貫き通すこ  

ととした。また，高能率集団的生産組織育成対策車業を導入し，経営の改善と組  

織の育成を図り全員を適所に配置L．責任を持たせると同時に組合員が参画する  

組織体制を作り上げている。   

さらに組合員の熱意と努力により茶葉生産量はめざましく増加したため．昭和  

50年慶に120Kダ2ラインの大型荒茶工場を建設した。   

（2）経営と技術   

以上の経緯を経て，種々の不利な条件等を克服して茶＋電照菊を基幹作目とし  

て導入し。短期間にその際れた技術によって茶樹作の省力化と良品質茶の生産を  

共同により実現するとともに，茶＋電照菊の栽培体系を自家労働を主体として  

定宿させ，経営的にもりっばな成果を⊥げており，その囁徴は以下のとおりであ  

る。  

① 集団としての茶栽培   

本組合が集団として茶栽培を成功させp 経営的に定着させた最も大きな一要因は．  

自立的専業経営をめざすため，校区民一同が校区の発展のため開放してくれた土  

地であり，その利鞘は参加者会見が共同で経営すべきであるとの自覚に立ち，ま  

たそうすることが地域の発展に寄与するものと信じ，共同で造成にふみきった結  

果．組合員の相互の信頼感を茶樹栽培に最大限に生かし，集団活効を通じて地域  

の実態に応じた栽培技術の工気技術の高位平準化 共同作業を組合点が一丸と  

なって推進したことである。  
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の 良質茶を生産するための荒茶工場   

造成された農地に昭和46年より2カ年にわたり植栽し，組合員の熱意と努力  

が実を結び．昭和48年には50tの生葉の収穫があったため．個∧製茶工場に  

委敢加工を待ったが，造成時から自力で製造加工して荒茶で販売することを基本  

としていたため．昭和48年慶高度機械化茶業経営パイロット審美により国及び  

県の助成を得て．処理能力60晦塑2ラインの共同荒茶工場（第一工場）を建設  

し，49年産茶から製造をはじめた。   

昭和50年まで第一工場で製造を行って来たが，生薬生産量は指導部設置によ  

る適切な栽培技術の導入と．濃密な作業効果ほ計画より大幅な生薬生産の伸びと  

なって．昭和51年は320tの収量が見込まれるため臨時総会を開催して♪ 処  

理推力120晦塑2ラインの第二工場を建設した。なお第二工場をもって製造加  

工施設の建設は一応終了したが．集団茶園の成園時（55年）の生菜生産目標は  

730tと推定され．120晦塑1ラインで年間300t程度処理出来るといわ  

れるが．良質茶を生産するために250tにおさえており．現在の機械設備ほ生  

薬生産と調和がとれているといえる。   

灯）荒英工場の効率的な運営   

労働能率を高める荒茶工場の位置は．新鮮な生薬を速やかに製造して良質茶を  

生産することも必要なことではあるが．摘採～製造をスムーズにはこび∂ しかも  

労働能率を上げるため重要となって来る。そのため種々条件を検討したが。①幹  

線道路に画した交通の便の良いこと。 ④あらゆる園からスム“ズに生実の供給  

が可能であること。④作業が深夜に及ぶこともあるので休憩所（姫道会館）の  

近くであること。 ④作業員の交替がスムーズに行えること。 ㊥伝達。連絡が  

しやすいこと等により現在地に設置した。   

茶の製造能率を高めるには製茶機械をいかに連続的に運転させ．処理能力を高  

めるかにより決まる。このため生業ほ合葉制（組合員の生稟を規格別に分け同一  

規格の生薬を混合する方法）を取り，その規格に合わせた機械のセットを最初に  

行なって連続的に操作することにより能率化出来る体制をとっている。工場を動  

かす∧的構成は工場長・副工場長のもとに製造班を7班編成とし．1班の∧員は  
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舞4表 損 益 計 算 書   

自 昭和53年1月1日  至 昭和53年12月31日  

純収益処分額または欠損金処理額とその方法  

0純収益のうち，1，000万円ほ借入金の元金返済にあてる。  

0残りは組合の運営費と営農拡大のための積立金にあてる。  

0現在では純収益が十分でているので．組合員への配当も考慮している。  

（注）（荒茶仕入高）と（緑茶売上高）の関係ほ．共同組合が茶工場で加工された   

荒茶を買いあげてそれを再生して組合員や近くの消費者紅綬茶として販売す   

ることを意味している。  
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舞5表 決  発  表   

1．粗  収  益  昭和53年12月31日現在  

収 益 的 収 入 年 計   66，088．798円   

成員への仕向 け年計   0   

流 動 資 産 増 加 額   0   

固 定 資 産 増 殖 飯   0   

計（粗収益）亘）   6 6，088．798   

2．経  営  費  

収 益 的 支 出 年 計   32，34 4．273円   

成員か ら 仕向 け年計   0   

流 動 資 産 減 少 額   280，035   

固 定 資 産   額   13，577，16 2   

計（経営費）④   46，201，470   

3．純  収  益   

粗  収  益 （G）から）   66．088．798円   

経  営  費（④から）   46，201，470   

差  引 （①－④）   19，887，328   

4．財産純増加徹  

年 度 末 財 産 額   66，228．3 50円   

年 度 始 財 産 額   67，93 4，680   

差 引（財産純増加顎）   △  1，7 0 軋330   

5．年度内資本増減額  

財 政 的 収 入 年 計   0円   

財 政 的 支 出 年 計   0   

差引（年庶内資本増瓶）   0   

（注）1収益的総支出こ収益的支出＋成員から仕受  

収益的総収入＝収益的収入＋成員への仕向  

2．財政的収入ほ．成員からの出資収入  

財政的支出は資本金引出支出  

－21－   



第6表 貸 借 対 照 表  

5 3慶始め  

－22－   



班長を含めて4∧となっており．8時間の交替削としているが，各班とも班長が  

40代前半～30代後半の中堅怠業者で占めており．さら把班員は20代後半か  

ら30代前半の∧逮であるため質的労働力ほ俊秀で作業ほ適格に行われ効率を上  

げている。そのうえ作業終了後の機械の整備点検及び掃除，始業点検を充分行っ  

ているので．操業中のトラブルもはとんどなく順調に作業を行っている。さらに  

工場は処理能力が120勒弧 60晦塑の2穫の機械を導入しており，雨機をフ  

ル運転しているが．摘採初期♪ 雨により摘採還が少ない場合．生薬の供給量に適  

合する機械のみを運転する場合もあり．加エコストの低減にも留意をしている。  

このように省力化された最新型の機械導入を図り。生薬を連続処理に適する合乗  

削を取り組合員の力を結集して，たえず労働能率を上げることに意を用い，茶の  

生産コスト低減に努めている。   

物 合唱化された施設による経堂改善   

組合員相互の協力把より．荒茶施設の共同ほ品質の改善と合理化を進めており   

共同組合の経営内容は，いちじるしく向上した。  

例年決算期に経営分析を行い，組合の反省会の資料としているが．53年皮ほ茶  

の生薬1鞄当りの荒茶加工費が．八女市の平均（44工場）の122円に対し89  

円となっている。荒茶1晦当りの価格でも．52年慶で福岡県平坦地域の1，283  

円に対して1，932円となっており．649円の高値で取引されて，静岡茶市場．  

福岡県茶流通センターにおいても好評を得て，荒茶工場の技術改善と合理化が品  

質の向上と経営の安定に寄与している。   

④ 技術的特色   

伊）早期成園化をねらった団地造成   

茶の収量を高める手段として〟 傾斜をゆるやかにし，暗きょ，側港を作り，寒  

気流の流れを良くして茶芽の生育を図っている。また♪土壌侵蝕防止効果を高め  

茶樹の根張りを良くするため，造成後さらに大型レーキドーザーを使用し耕土を  

深くするため．探さ60c椚に桝起している。  
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灯）共同組合独自の施肥改善   

土壌の改善を図るため桝起時に炭酸カルシュウムを10a当り880晦を投入  

L，士と混和した。また造成した表土が風雨により流亡させないための防止対策  

と有機物の補給のため稲ワラや山草を10a当り2，000Kダ投入している。茶の  

栽培法で根の生育の良否は生産性に最も重要なことから集団の茶園の状況がどう   

なっているかを判別するため閥地に深さ60c澗の穴を掘り根の伸長と肥畢の吸収  

等を時期別に調査を行っている。その終発，造成地は有機物が少ないため，堆肥，  

有機物を施肥することが㌻ニ賀茶生産につながることであるとの結論から，オガク  

ズ堆肥や畜産廃棄物を碍熱させ茶筒に投入し卜壌改良を図っている。   

さらに施肥についても10a当り年間菜種粕500且タ．骨粉100Kダ，魚粕1  

00晦の有機肥料を施用する八女中央茶共同組合独自の基準を作成実施しており．  

良質茶が早期に生産されている。なお茶樹の憶栽は共同育苗を実施するとともに  

鉢付定植を行っている。   

伊 優良品種による産地銘柄   

穂木，苗木を共同で購入し。県茶業指導所及び市担当技術者等の指導を受け共  

同施設で育苗を行った。品種はヤプキクが95痴．その他5愛である。植栽され  

た茶樹は栽培基準に従い．適切な共同管理を実施したことから生育良好で早期に  

成園化が可能となった。さらに座良品種茶園であるた軋 摘採した良質の生葉を  

製造技術の改善と研修をかねて．全員共同で製造し産地銘柄の高揚と品質の確保  

を図っている。   

舛 良質茶生産と経営改毒のため摘採期の調節   

肥料を適期に施開し．病害虫防除を徹底させて。完全な施肥・防除を実施して  

も適採期を逸すると茶葉が硬化Lて良質茶の生産ほ困難となってくるため．（ヨハ  

ウス茶．㊥白いビニール被覆茶．④防霜フアン及びカンレイシャ．④露地摘採茶，  

㊥寒かけ茶．㊥玉露．⑦刈番茶の順序で合理化された技術で荒茶工場の加工能力  

に応じた摘採期の調節を図っている。   

帥 スプリンクラーによる病害虫防除の確立  
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棚かけわら被覆栽培により  全員出役して茶つみ  

摘採期を15日遅らせ生葉  （研修の場となっている）  

の硬化を防止してし、る   

病害虫防除及び潅水を行うための多目的スプリンクラーを全園に設置して省力  

化を図っている。共同化のため防除等作業分捜班を置き．それぞれ専門的把作業  

を行っているため，その効果ほ大きい。作業分担班ほ．機棟軋 薬剤班。連絡班．  

防除班の4班で班長以下6∧の組織で編成され専門化を図ったので，当初にくら  

べて熟練し動作も機敏になりか 現在では10a当り700且散布を5分間で終了   

している。   

この施設ほ．貯水量7万tの溜池から全図に配管きれ，害虫の発生時期や夏季  

の干ばつ時に防除の徹底と茶園の潅水による樹勢の回復及び品質改善と省力化が  

行われ，茶業経営を有利に導いている。   

④ 協業の成果  

荒茶工場の建設運営は個∧でほ資金。∧材の面からも今日では至難なことであ  

り，共同による荒茶工場の設立。運営が農業経営改善にもたらしたメリットは，  

生産費の低減。品質の向上・合理化把よる省力など大きな効果をもたらしている。   

現在，八女中央茶共同組合では，27名の若い農業後継者が茶業を中心とした  

農業経営把とりくんでいる。  
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舞8表 防除・濯水等作業分担  

委員長西村武俊 

県 茶 業 指 導 所  県 普 及 所  苗 役 所   農 協              匝 
l  

防除班   

長 川口辰弘       班長西江正∧   

樋口安則  藤田卓也   野上久義  川口 洋   

野」二正秀  鬼木敏弘  上村安治  中嶋 登   

野日 登  中嶋 実  平島登  野上治男   

古賀勝利  野」ニ王立  加藤専一  江口正伸   
柴田敏則  

l               l             l    ‡連絡班‡ 薬剤班Il機械班l                     班長川口英∧       班長 大津郁夫                                                                         西江道明    川口‖症博    中嶋塵見  

共同組合に所属している経営主が．今日まで日夜努力してきた行動ほ。おのず  

から後継者に開拓の精神を植えつけていった。昭和48年．4名の若者が中心と  

なり自主的に組織格勒を呼びかけ．17名による共同組合の青年部が結成された。  

組合では総会にはかり．毎年青年部の活動螢として予算を計上して〃 後継者の育  

成把つとめている。後継者は，荒茶工場の茶製造技術部門で中心的な役割を果し  

ている。   

また。製造技術部門のはか把経営簿記記帳を実施して経営改善の研究会。実績  

発表会や先進地視察調査など。広い分野にわたって研餞を重ねており．明白を担  

う若∧として将来を期待されている。   

共同組合の青年部の活躍がもととなって．51年に後継者の奥さんによる「若  

妻会」が結成された。若妻会でほ茶の栽培技術講習会などに積極的に参加し．ま  

た独自で茶道についての研究を深めたり，茶の昧を判定する闘茶会などを行って  

いる。鹿家の経営が茶＋菊の複合経営となっているため，特に健康管理に留意し．  

若妻会では健康診断の実施を呼びかけ実践している。また．余暇にほバレーポー  
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婦人部の斗茶会  明日を担う青年部   

ルの練習や若夫婦の集いを行うなど，楽い、雰意気のなかで意欲的な生活を送っ   

ている。   

なお，このようにして農家の共同の努力により，茶と菊の複合経営に基づく地  

域農業が確立されていった。共同の力で創意と工夫を重ねれは．農業の道は大き  

く開けることを八女地域の農民に実績をもって示し，地域の農民把農業への意欲  

をもたらしたことほ高く評価されている。零細で米麦のみの経営から，共同の力  

で．一歩一歩時代に即応して発畏してきたところにこの集団の大きな特徴がある。  

静間題点と今後の発展方向  

（1）問題点   

本組合ほ．茶樹栽培の歴史が浅く．組合とLても栽培技術の改善等に積極的に  

取り組み．一層の生産性の向上に努めているところであるが，今後の改善点とし  

て次のようなものがある。  

① 品種の選定   

現在，ヤプキクが90舜を占め．ヤプキク偏重の傾向があるので．ヤプキクを  

中心にその前後に早・晩生品種を取り入れる必要があり，より地域の実態に応じ  

た収益性の高い品種の導入・定着に努めることが大切であろう。   

④ 摘採技術   

生薬の摘採についてほ良品質茶生産のため．一番茶は全部手摘みとしているが．  
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多数の雇用者の中には，摘採技術に陵劣があり。摘採した生薬が不揃いになるた  

め生薬の受付の場合．規格等級検査を実施して．摘採不良の生薬が出た場合には  

園内マイクで生産者に報知して良質茶の生産把努めているが．生産技術の面から  

改善方策を考える必要が重要である。   

（2）今後の方向   

本組合の農家は。高い技術を支えとして，茶＋菊の組み合せた営幾によって．  

高い農業所得を確保するとともに経営主．主婦．後継者が一致協力し，農家間の  

調和を保って楽しい集団を形成している。今後ほ上にのべた問題を着実に改善し  

つつ．共同化の推進を行い茶＋菊の定着を確かにし，発展させていくことが望ま   

れる。  

ー29－   



団地造成で経営改善めざす  

八女中央茶共同組合  

（代表者 西江敏行）   

害な被ったが，荒茶102tの生産とな  

り現在忙及んでいる。   

茶の摘採は次の要領で調整を因って  

いる。先ずビニールハウス・バロン栽  

培5■％，寒冷紗・防霜フアンを早期と  

し，一般露地物50％，また新薬の硬化  

対策として，わらかけ被噂10％，玉露  

栽培5％，この様にして調整を因って  

いる。  

1茶期は4月中旬より5月中旬まで  

である。この調整作業及び肥培管理に  

ついては，指導部員8名を編成し．関  

係機関と連携して、指導の徹底を因っ  

ている。完成した荒茶全量は茶流通セ  

ンタ【へ出荷．一部は静岡茶市場へ出  

荷し、荒茶の価格維持につとめている。   

37組合員中30名の後継老は，電  

照菊との複合経営で，年間約1千万の  

租所得となり，希望たくましく，精神  

と行動の調和を図り研輩な重ねている。  

八女市は福岡県の南部で人口4万，  

鹿家戸数2，733戸の農村地帯である。  

わが八女市は、古くから八女茶が栽培  

されており，約500年以上の歴史を有  

している産地である。10年前の農業  

情勢は，米麦と電照菊の栽培がなされ，  

耕地面碕の零細は致命的欠陥であっブち  

依っで未開発地であった山林原野の開  

発陀着目し．これが開発の議を興し，  

開発にふみきったのである。103ha  

の内，50糾ま公有林，509♭ほ個人所有  

林であったが，特忙個人所有林の買収  

と選他に伴う移転登記500筆を完了す  

るまで忙は，役員の労苦は言語に絶す  

るものがあり，役員会は年間200回忙  

及ぶこともあった。   

昭和48年より5カ年楯零業として  

事業忙着工したが，当初は階段工法償  

よる計画であったが，作目を茶に決定  

して以来，造成法を改良山張り工法照  

計画の変更を国県忙強く要望して，僚  

斜12～－ノ150の畑地が出来た。   

茶の植付は昭和46′・・・47年忙亘り，  

2年生ヤプキク甫を定植し，早期成園  

化を図った。昭和48年第一工場60キ  

ロ2ライン，51年に第ニュ場120キ  

ロ2ラインを建設し，53年には、大霜  
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内閣総理大臣薯受賞  

出品財 麦 作 経 営  

′受賞者 玉村町第1稲麦機械化  

生産組合（代表者 渡辺寿美保）  

（群馬県佐渡郡玉村町福島1328）  

露受饗者の略歴   

玉村町は群馬県中央最南部に位置し．高崎㍉前橋。伊勢崎の3市に取り囲まれ．  

釆の町界は利根川に接している。標高ほ57～72ケル，北西から再来へなだらか  

に傾斜する平坦地で〟町の南東部は利根川。鳥川。押流川等の合流地点となって   

いる。   

町内の総研地面積1，600ha の約60肇が水田で．水田ほ沖積壌土．畑は砂  

壌土から成り，古くから水団における米麦作と畑桑園漉よる蕃車を基幹とする複  

合経営が行われて来た。   

三方を地方都市に閉まれた玉村町でほ．昭和35年頃から∧口減少が始まり．  

並行して農家戸数。蔑地面積も減少傾向を辿って来た。昭和45年頃から町内で  

住宅団地。工業団地の造成が急速に進み．総∧口は増勢に転じたが．農地の澹廃  

。農業就業∧口の流出等は加速されるようになった。しかし，このような社会環  

境の中にあって．町は依然純農村としての景観を失っていないし．米麦二毛作の  

土地利用方式を維持し，水田麦作薬ほ県下で最も高い町村の一つに数えられてい  

る。その依って来たるところは。町の第1次産業就業∧口が相対的に高く。盛業  

が現在でも重要な産業部門であることにもよるがク それを背景とする役場・農協  

等の支援の下に．先進農家群を中核とする営虔集団が積極的軋農業生産に取り組  

一31…   



玉村町舞1稲妻機械化  
生産組合のメンバー  

んでいることによるものである。   

玉村町第1稲麦機械化生産組合は．それらを代表する営農集団であり．町内に  

組織された6つの機械化生産組合の一つとして昭和50年9月に結成され，最も顕  

著な生産活動を展開して来た。麦作志向の強い専業4。兼業9．計13戸吻農家  

で構成され。米麦一貫作業体系を確立し．麦作の期間借地および作業受託等によ  

る生産規模の拡大を進めて来た。   

本組合ほ。集団長の下に会計。機械・栽培。企画の4係を置き．4戸の専業農  

家が中心となって運営を行っている。運営上特聾すべき点は．合意形成のために  

徹底した論議を行い。集団としての意思決定を行っていることである。年間。作  

季別等の全体的な計画および成果の詳細な検討は勿論として．毎日の計画。問題  

点については，機械格納庫の2階把設けた／」＼部屋に朝夕2固定時に必ず集合し．相  

互に納得の行くまで意見をたたかわしている。集団員の「和」を重視する渡辺集団長  

の経れた指導性に負う処が大きいが．渡辺氏を中心とする集団構成農家の一致協  

力が，今日の輝かい、成果の基礎となっている。   

本組合の運営方法は．集団活動の規範として間辺の農村に多大の影響を及ぼし  

ているはかりでなく．遠く他県からも教えを乞う農家が多く，その業績は高く評   

価されている。  

国受覚者の経営概況   

構成農家13戸の総研地面積は約17ha．うち水田が10haである。専業農  

家4戸の耕地規模は2ha前後，兼業農家9戸は約1haで．いづれも凡そ60痴  
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が水田である。   

生産組合は。構成農家の全水田把ついて機械化一貫体系による米麦生産を行う  

とともに．期間借地による麦作および経営受託による米麦作の拡大を図っている。  

昭和53年について見ると．期間借地ほ会社員。老∧婦∧農家等11戸から3ha  

受託地ほ町長・農協組合長を含む4戸から2．6haで．冬作ほ麦15．6ha．夏作  

ほ水稲と転作作物11．7haの生産を行っている。転作作物ほ大豆94a．牧草  

30aおよび麦125aで，夏作物は経営耕地の申で最も排水条件の良い圃場に  

まとめて作付けを行っている。   

乾燥調製ほ農協施設を利用するので．米麦の生産に必要な機械類に重点をおい  

て，組合の結成された昭和50年慶にトラククー。［日植機。コンバイン′・ブーム  

スプレーヤー等。昭和52年庶に高度麦作集団育成対策総合対策車菜で。‥コンバ  

インの追加，グレンドリル等の導入が行われ．一貫作業体系のための機械は一通  

り整備されている。  

舞1表 生産組合の所有する主な機械・施設  

機  種   台 数   銘  柄   取得率月   

トラククー   1  フォ仙ド660 0   51． 3   

トラククー   1  フォード3000   5 2． 3   

り－《 り－   ロ  ハワードE80   51． 3   

ロータリー   1  ニプロAP1800   5 2． 3   

ドライブハロー   1  ニプロHZ240Ⅰ．A   51． 3   

田 植 機   3  ヰセキPF400D   51． 3   

ブームスプレーヤー  1  丸山BSM－で402   51． 3   

グレンドリル   ロ  ノードストン17条   5 2．11   

にl【】フー   ロ  松本農機鉄工   5 2． 3   

コンバイン   2  ヰセキHD2000DCA   51． 3   

コンバイン   ロ  ヰセキHD2001）DCA   5 2．11   

ノックー   2  ヰセキFN2000   51， 3   

ノックー   ロ  ヰセキFN2000   5 2．11   

格 納 庫   1  鉄骨。スレート。2F   51．1   
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生産組合の経理は複式簿記を用いて管理運営の合理化に努め．機械更新のため  

の内部保留も確保して資金運用の健全化を因っている。構成幾家も個別に複式簿  

記を修得Lて．自己の経営分析を実施するなど．経営合理化に対する意識水準ほ  

極めて高い。   

集団括劫によって米麦生産については大幅な省力化が行われたが．節約労働部  

分ほ個別経営の蕃責。畜産。施設間芸等の拡充強化に振り向けられ．複合経営と  

してのより集約的な展開に機能しているが．一九 兼業農家に対しては就労の安  

定化に役立っている。その紆乳 養秀でほ夏蚕l回の飼育増加がはば定着の域匠  

達しているし．野菜作でほ施設化が次第に進んで春ぎくときゅうり，なすの結び  

ついたハウス栽培が増加しつつある。特に堆厩肥を充分に考えた春ぎくは．特産  

的商品として東京市場で高い評価を得ている。  

恩愛既着の技術と経営  

（1）集団結成の経緯   

昭利37年，農業構造改善パイロ：ツト事業による圃場整備の開始以降，国営。  

県営。団体営の諸事業により，昭和50年までに玉村の全域にわたる水田の圃場  

整備が実施された。しかし，同時並行的に兼業化による土地利用の低下が進み。   

しかも地価の高騰から農地の流動化は停滞し．農業の維持発展を図るためにほ．  

機械魔設の共同利用を軸とする生産の組織化が必要であるという考えが芽生えて  

来た。福島集落でも。昭和48年頃から中核農家の問でトラククーの共同利鞘に   

よる麦作集団の結成が計画され，町役場および農協の積極的な支援を受けて本生  

産組合が誕生するに至ったものである。  

（2）集団の技術と運営管理   

① 生産技術の特徴   

本生産組合は，良質。高生産を目標として環境の改善。栽培技術の向上に努め．  

昭和53年にほ10a当たり569Kダの高収をあげしかも93弱が1等という高品  

質の確保把成功Lている。生産技術の主賓な特徴として以下の諸点があげられる  
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が．それらは特別の技術があるというよりは．むしろ常識的でほあるが守らなけ  

れはならない寮を守り．行わなけれはならない審を正しく実施するために工夫を  

積み重ねているという事につきる。   

そのような努刀の総合効果が極めて高い生産性に柘びついている番が筍塞すべ  

き点である。  

第2裏 表作の作付面積と収養の推移  

ミノリムギ  ヒヨクコムギ   幾林61号  
備考  

面積（a）収励紬  

昭和50年  600  430   

昭和51年  608   230  738  300   湿害  

昭和52年  536   375  100  480  804  405   

昭利53年  705  579  857  559  

の 地力の維持増強   

毎年，稲わら。麦かんの全量を回収し．集団内の有畜農家で堆肥化を行クて．  

10a当り．1．5t簾鑑の圃場還元を行っている。またp 毎年土壌診断を実施し．  

置換容量を高く保持するために連年BM溶燐を魔関している。   

ケ）生育の安定化   

麦の生産向上にほ。出芽。初期生育の安定化が特に重要であることに留意し．  

種子の全量を更新するとともに．入念な砕土と鎮圧麿努めている。播種様式は全  

面全層播きが一般化しているが。出芽。初期座眉が不整－となり易い経験をふま  

えてドリル播きを採用しており，さら払立毛数を確保するため播種登を増加している。   

雑草防除にほ除草剤（乳剤）を使用しているがp 除草効果をあげるため∴…般  

に用いられている散布機の扇形ノズルを線型ノズル打変えるなどエ天が凝らされ   

ている。   

凍霜害の回避にも意を用いてローラーによる踏監を3回丁寧に行い．後期生帝  

の旺盛化のために．茎立ち前に窒素の追肥を行っている。  
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播 種 作 業  ロータリーによる耕転  

コンバインによる収穫   除草剤の散布  

曾）品質の向上   

生産組合が管理している耕地の代表的土壌ほ灰褐色土壌で，比戟的透水性に富  

む良質土壌であるが．地下水の高位停滞の防止．降雨後の急速排水のために，泥  

楊吼 雑草除去などを丹念に実施し，周辺排水路を完全に整備している。   

また．刈取りの競合を避けて適期収穫を行うために。早生のヒヨクコムギとやや  

晩い農林61号を組合せ，品質の向上に努めている。   

④ 集団運営の特徴と経営的効果   

本生産組合ほ。専業農家と兼業農家の混合集団で．全体の運営管理と米麦生産  
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の中心をなす機械作美は4戸の専業幾家によって進められている。しかし，集団  

を維持発展させるためには兼業農家を含めた全構成幾家の合意形成が不可欠であ  

り．協調関係を強めて行くことについては特段の配慮が払われている。それらの  

点をも含めながら．集団として経営的側面からの特徴を要約すると．次のとおり  

である。   

の 兼業農家の出役   

米麦生産のための基幹作業ほ機械化され専業  

農家によって担われているので．一翼体系が確  

立されれは手労力はほとんど不要となる。しかし，  

利用時間の限られた高額機械を多く取り入れな  

けれはならなくなるし，他方では水冒規模把応  

じて兼業農家に訝している義務出校の労働力を  

出来るだけ消化することも必贋である。このよ  

うな一見相矛盾した運営上の問題を，本生産組  

合は．彼等が最も重視している地力維持の具体  

化過程で巧み把調整している。つまり，麦わらの  

搬出。堆肥撒布など人力では比戟的時間を零す  

る作業にほ兼業農家の婦∧が共同で従事するこ  

ととし．ベイラー。マニュアスプレッダの購入  

舞3表 麦作10a当たり  

所薯労働時間  

【三ヨ フフ  女   

種子予措  0．08   

150  

耕  転  
基  肥  H）0  

整  地   

播  種  0β2   

雑草防除  063   

追  肥  050   

畔 卓 刈  072   

鎮圧。麦踏  0．17   

管  三哩  020   

収  榛  2β7   

246   

そ の 他  0β7   

合  計  12β9  496   

総  計   17β5   

を見合わせ．固定費用の節減に役立てている。   

このことは．投下労働時間を増加させ．単位面積当りの所葵労働時間も．機械  

化栽培としては必ずしも省力的ではないような印象を与える。しかし．それによ  

っで単把固定費の節減が図られるはかりでなく．兼業農家の婦∧が就労機会を徹  

出役労賃との相殺により機械利用の料金負捜を磐城出来るという経済効果をもあ  

わせ持っている。  

さらに重肇なことは．構成幾家の大多数が一語になって共同作業を実施するこ  

との意義である。婦∧まで包括した集団意識の醸成が，集団運営の円滑化に計り  

知れない貢献をしている。  
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灯）集団の会計処理   

経理ほ複式簿記を用いて正確。厳密に行っているが．金銭収支のみでなく．物  

財投入量血労働時間等についても詳細な記紀を行い，それらを迅速に集計整理し  

て分析検討を加えることにより．年度途中の対応および次年度計画に役立ててい  

る。克明な資料に基づいて徹底的に論議し．全員が納得の上で運営が行われるので．  

構成農家相互の信頗関係が強化され，技術の高度化と相まって，高い生産性の実  

硯把結びついている。   

麦作の生産性をみると．10a当たり  

りの第2次生産費は65，340円で，  

投入水準はかなり高いが，高収量。   

高品質に支えられて94，412円の  

10a当たり生産をあげており．生産  

物価額が生産費を償い得ない平均的  

麦作とほ格段の相違が認められる。  

以上の結果から10a当たりの所得を  

舞4表 麦作生産性の主賓指標  

試算すると約53，000円（奨励金  

等6．600円を含む）となり．麦作としては抜群の収益性を発揮していることが  

明らかである。   

生産組合の経理は．所要経費を利用料金でまかなうことを原則としている。しかし，  

実際にほ機械利用料金の他に受託地の生産物収入があり，利益金の計上が可能と  

なっている。そこで．構成員の利用料金を引下げるべきか．出役労賃を引きあげ  

るべきかが集団内における論点となっているが．当面ほ機械更新のために内部保  

留し．積立てを行っている。また．員内利用料金も積立金。修理引当金を加算L  

て徴収を行い．余裕金ほ借入金の繰上返済に運用するなど8 健全な資金操作が行   

われている。   

伊 管理労働の評価   

集団を運営するためにほ．直接の生産労鰍の他軋 連絡・調整。実行。結果の  

確認等にかかわる付帯労働が多く，それらのほとんどは役員の肩にかかって来る。  
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これまで各地で試みられて来た多様な集団活動の中には．それらの管理的労働は  

充分な手当もないまま把役員の犠牲によって行われる場合が多く．そのことが集団  

崩壊の原因となっている事例が少くない。   

本生産組合では．連絡業務・諸会議等への出席などの管理的労働についてはオ  

ペレmクー賃金の70舜．記帳手当ほ1∧把つき一審ユ万円を支給しているが，  

必ずしも充分な額とほいえない。この点についてほこれまで総会等で再三にわた  

って検討され．建設的な提案が行われて来ているが．役員側がむしろそれを抑え  

る形で現在に至っている。Lかし．農協。会社等に定職をもつ兼業農家の間には．  

勤務経験から管理業務の董贋性への認識が強まっており，これらの構成員から積  

極的な単価引上げが提起されている。   

役員に対する信頼の上に。管理運営労働に対する正当な評価が形成されつつあ  

ることは，当生産組合の一層の発展にとって望ましい胎動である。  

圏問題点と今後の発展方向   

この集熟ま．米麦の機械化一貿作業体系を軸として陵れた成果をあげるととも  

に♪ それによって構成鹿家の経営発展あるいほ生活安定に多大の寄与をして来た。   

しかし，盛業をとりまく厳しい情勢を考えると，その前途ほ必ずしも安閑とした   

ものではない。   

玉村町はもともと水Ⅲ麦作の盛んな処で。昭和53年には麦作寒が全水田の80  

痴に及んでおり．町内にほ高絶率稲麦作団地脅威事業等により本生産組合と同時  

期に設立された6つの機械利用組合のイ也にも．多くの機械化集団がある。従って  

本生産組合が主眼とする期間借地および経営受託による生産規模の拡大には．お  

のづから限度があるL．むしろ永日利用再編事業の実施に伴う転作作物自作化傾  

向によって期間借地等の可能面積は減少の傾向すらうかがわれる。鹿家の分化・分解  

が更に進むならば．本生産組合のように技術的にも経営的にも信頼性のある集団  

に水田利用が集積化されるであろう審が期待されるが，当面はそのような展開へ  

の障壁ほかなり高くきびい、ものと見なけれはならない。   

この朗匪な途を切り開いて行くにほ．高額地代を負捜しても借地農的展開を図  
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れるような安定的高位生産技術の確立が必要であり．そのためにほ．専業農家群  

と兼業農家群との責任分遊休削．集団と個別経営の労力調整等の諸関係をより一  

層明確化して．作業技術。栽培技術・管理運営技術の整合した体系の完成に向っ  

て努力を続けるべきである。この集団ほ．そのような高次の試練に挑戦する能力  

と気迫に満ちている。  
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生産と生活の有機的関連性   

玉村町第1稲愛機械化生産組合  

（代表者 渡辺寿美保）   

このたびの受賞は，ひとり私達の力  

佗よるものではなく，地域飽業を構成  

する仲間と共陀汗した力の結晶である。  

昭和50年陀高能率生産団地誇成対策事  

業が導入されたわけであるが，その契  

機となったのは，県・町・飽協・普及  

所によるプロジェクトチームの【‾玉村  

町盛業の問題点と今後の方向」であっ  

た。この基本構想・基本計画が盛業老  

陀フィードバグクされ，集落の全体会  

議が約30回も開かれたのである。急速  

に進んだ兼業化と飽莱で生きようとす  

る人々の経営分化が交錯するなかで，  

ともすれは発展の方向を見失い，沈淋  

していた私達に，自らの仕撃をあらた  

めて位置づけ直す好機を与えた。   

組合は，広域的鮫級形成が図られた  

ため托，必ずしも経営展開の方向を同  

じくしない鹿家が結びつくことになっ  

た。したがって，組級運営陀は自ら個  

々の経営の実態が反映されぎるを得ザ，  

多くの場合何らかの相薫二調整の必要が  

あった。澄に構成員の等質性のみを重  

視するのではなく，盛業生産と生活の  

有機的関連性の認識を忘れてほならな  

いだろう。   

私達は当面の目標を増収に求め，地  

域の平均反収をはるかに上垣る，稲麦  

あわせて1t橙りの実現を図った。単  

に機械利用の省力化機能忙着目するだ  

けでなく，高反収をあげるための労働  

や，集団運営の諸々の労働を重視する  

ことが，盛業生産力の発展陀つながる  

と同時に，高度の栽培技術を生かす土  

地条件の整備がなされなけれは，集団  

的生産力をさらK高めていくことはで  

きない。   

豊かな収穫を素直に悦びとすること  

の出来ない状況の中で，いわば白紙の  

上に新しい閣を描いていくような毎日  

である。地域盛業の担い手たちの前に  

立ちはだかる清談魔の解決ほ，80年代  

目本盛業の発展に着実な地歩な固める  

ことになるだろう。  

－41－   



日本農林漁紫振興会長薯受饗  

出品財 大 豆 作  

受賞者 大倉 実  

（秋和県能代市朴i頼字藤切台210）  

舞1図 受賞者の所在地  園地域のあらまし   

（1）米代川の流域地帯  

氏の住んでいる能代市ほ．秋田県の北部に  

位置し．米代川が日本海に注ぐ河口に展けた  

∧口約6万∧の地方都市で．古くから港と木  

材の町とLて知られている。  

市の農業生産状況ほ，粗生産額の中で米が  

66．5多と第1位を占めているが．近年ほ大  

豆，野菜等を中心とした畑作物と畜産の生産  

が伸びている。また♪ 最近っ 田畑半々の3．3  

00ha の造成が進められ．特把畑作営農の  

推進により当地域は，将来の県内の畑作物主  

産地としても期待されている。   

氏の住む藤切台地区ほ市の中心から北東に約3K澗離れた旧詞拓地にある。   

気候ほp 年間平均気温10．6℃．積雪期間ほ約100日。最大積雪探は30珊  

と雪国の秋闇の甲で．開拓地としては比戟的恵まれている地域である。夏季間は  
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日本海から吹きよせる冷涼な風の影響により．畑作に適した気象であり．病虫害  

の発生が少なくなっている。Lかし，1月と2月の寒気ほきびしく．冬期間の豚  

の飼育管理には細心の注意を払わなけれはならないことがある。   

土壌条件は．海抜20仇産庶の洪積火山灰士からなる台地で，排水は良好であ  

るが，必ずしも土壌条件には恵まれていないところである。  

国縫営の変遷  

（1）水田利用再編対策を契鰍こ大豆と饗豚の複合経営の確立   

① 入植当時   

昭和29年，氏の父が離農後の跡地を買取って入植した当時牲．陸稲を中心（  

その他の作物として′」、豆．大豆。ナクネなど）とした畑作農業であったがか 経営  

が安定しなかったので．全面的に開関して水稲経営を試みた。   

しかし，水稲単作経営では．冬期農閑期ほどうしても出稼ぎとなり．このよう  

な経営を改める必薯があった。   

④ 肇豚の導入   

42年にはβ 養豚を導入しか その後逮次規模拡大を図り．49年には畜舎を自  

ら増倹し多頭飼育に踏み切った。養豚を始めた理由として。出稼ぎの解消の他に  

聴きゅう肥を利用した水口の地力増強，それに少ない面積で高い所得をあげるこ  

とが可経であると考えたからである。   

④ 米の生産調整を契磯に大豆との複合経営   

45年からの米の生産調整と稲作技術を生かしながらp 経営の複合化により収  

益性を高めるため順次水田転換を図り，白菜，大豆等を導入し，水稲＋大豆．白  

菜＋養豚の複合経営に踏み切ったのである。   

53年にほ水稲の作付は全てやめ．水関の全面積に近い3．9haに大豆を作付  

し．経営の主体を尊厳と大豆作にしたものである。  

（2）地域の大豆作の先駆者  

氏は盛業経営に対して素餐な態度と情熱を持ち．入植当時の苦労と出稼ぎから  

脱却し，生活の安定を求めるための努力を続けてきており．この前向きの生き方  
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が今日まで，絶えず経営努力を行っているという態度として現われている。   

このことは．水稲を完全に大豆に転作する一方，畜舎は自己設計により自らの  

手で建設し経費節減を図っていること，借入金は極力抑え過度の投資を控え合理  

的な営農を行っていることで，端的にうかがえることができる。   

同時に．これまでの経験から大豆は士で作るという確信を得ており。徹底した  

地力対策を施すなど各所にその情熱と計算された冷静な経営態度が伺える。   

地域において．特に大豆作についてほ先駆的立場にあり．養豚についても第一  

∧者と高く評価されており．今後地域のリーダーとして一層の活躍が期待されて   

いるところである。  

圏経営の概況  

（り 転作大豆4haと肥育豚400頭飼育  

現在（53年）の経営は畑作（主に大豆）と養豚部門とを組み合わせた経営で   

ある。  

畑作部門はp 大豆3．89ha．′」、豆03ha，牧草0．16haの合計4．35ha   

である。このうち小豆は畑地であるが，あとの全は場は転換田である。すなわち．  

水稲の作付は全て止め．ほとんど全てを大豆に，一部ほ牧草への転作を実施して  

いる。51年にほ1．80haの水稲作付があったのであるが．52年から自家飯  

米も残さず全部転作したことになる。なお。牧草地は豚舎の簡辺にあり．應の運  

動場や飼料として活用しているものである。   

舞1表 研種部門の作付状況  

① 転作水田の内訳（ha）  ④ 農作物の作付状況（昭和53年度）  

（ha）  水 稲  

年度    作付面積   
転作水由   

49   1．80   2．25   

50   1．80   2．25   

51   1．80   2．25   

52  4．05   

53  4．05  

作物名  作付面積  う匂転作面積   

大 豆   3．89   3．89   

′」、 豆   0－30  

その他  （牧草）0．16   0．16   

計   4．35   4．05   
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転作田に作付された収穫間近かの大  
一 豆連作大豆であるがかなりの高  

率収が期待されている（左上）  

自己設計，自家労働力によって建設  

した畜舎（右上）  

天井は断熱材使用，中央に研究尿通  

路を設けるなどエ夫をこらした豚舎  

内部（右下）   

次把養豚部門は，肥育豚400頭（年間販売頭数にして約800頭），繁殖豚   

50頭の飼育である。当初ほ繁殖腰10頭から始め，穫雌豚は自家育成または地   

域の養豚鹿家から導入し，三元交配を主体とした肥育豚を生産してきたが，肥育   

豚の資質把パラツキが大きく経営としてマイナス把なった。このため，51年か   

ら穫雌豚の更新把あたって繁殖能刀と強健性把重点をおき，同一系統から生産さ   

れた一代雑種を導入して肥育豚の資質向上と斉一化に努めている。  

このように，42年に養豚を導入してから48年までは，繁殖を主体としてい   

たが，49年からは繁殖，肥育の一貫経営に切替え逐次増頭を図ってきている。   

（第2表）  

－45－   



舞2表 養豚飼養状況  

（カ 53年慶  

肥 育 豚   800頭 （年間販売頭数）   

繁 殖 豚   50 〝   

肥育育成豚   3 5 〝   

牡  豚   4 〝   

（参 規模の推移  

ミ涼し  昭和 42年  43  44  45  46  47  48  49  50  51  52  53  

繁殖豚  

肥育豚   160   

（2）3年連作で490Kgの高率収実現   

前述したように，氏の大豆作は。生産調整を契機にかっての畑作技術を生かし  

ながら，経営の複合化により収益性を高めるため，45年以降桝檀那門の主体を  

大豆作にしたものである。   

このように．稲作を止め。大豆を全面的に取り入れた理由ほ。①転作作物とし  

てほ価格が補償され有利であること．④養豚から得られる堆きゅう肥の有効利用  

ができること．（計数陳部門との労働力の配分がうまくいくこと等把よるものであ  

るが．最大の要因は．これまでの経験から大豆の高収量確保に強い自信を持って   

いることによるといえよう。   

① 作付地の分布状況と作付体系   

経営土地ほ♪ 自宅近くの作業場を中心にして，数カ所に分散している。しかし  

ながらク その距離ほ歩いて数分とかからないところ把位置しており．比戟的近く  

に集合されている。   

1つのは場のまとまりは．大規模なものから小規模なものまであり．175a．   

60a．55a．29a．8aなどである。この55aのは場（転作地）が20  
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aと35a区画に分かれており．35aの方が昭和53年鍍金国豆類経営改蓉共  

励会の出品は場である。また．作業場に隣接した転作地は54年鑑から大豆多収  

穫爽証モデル実験はに指定されている。   

作付体系ほ一 現在一 非常に単純である。53年に大豆が作付されたところでほ，  

54年も続けて大豆が作付されている。しかし．52年以前ほ。白菜．飼料かぶ  

などがそれぞれのは場で導入されていた。英励会把出品されたは場の作付体系ほ．  

野菜（49年）→野菜（50年）→大豆（51年）→大豆（52年）→大豆（5  

3年）である（54年慶の作付も大豆）。なお．このは場に隣り合っている転作  

持では．49年から大豆の連作をしているほ場である。   

また．転作牧草地（16a）でほ従来からラジノクローバーを栽培している。  

この転作牧草地ほ隊舎の周辺にとりまいて位置している。なお．畑地は小豆の作  

付を52年より続けている。   

舞2図 経営土地の分布状況  
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「大豆多収穫実証モデル実験ほ」  

に指定されている大倉氏のほ場  

舞3表 作何体系図  

欄ろ：己jl鋸よ：ウ〉（Dの35aの‡ユナ射ごくては・，よ‡桐た甘改削〔励会のJ】描▲はI鋳である   

④ 労働力状況   

労働力としては，本∧．妻。弟の3∧が作業の分担を決めて営農を行っている。  

通常。午前中は養豚の飼養管理。午後は大豆作というよう把労働力をうまく配分し  

ている。また。10月中旬ノ・、－下旬にかけての大豆の刈取りク 島立てなどに延50∧  

を臨時雇い把雇用している。   

⑨ 技術概況   

耕種技術の内容は第4表のとおりである。栽培品種は．県の奨励品種である「ラ  

イコウ」に53年は統一している。堆肥は10a当り4もの多投をしている。播種  
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舞4表 出品豆類技術の内容（昭和53年皮）  

作  餅  起  整  地  

付 面  

積  期日方法探さ             石灰の 種類  施同義 （ユOa）  魔用時 期     期 日  方 法  回 数   

ha  月 日  炭カル  100Kタ  月 日  月 日  トラクク  151是       3       5．13  5．10     5，12 B  
5．20   

施 肥 （含聴きゅ う肥）  掩  穫    療帝×株間  間 引   

期日  方法  肥料名  成分量  施用蚤 （10a  期日  方法  播礫義 （10a）  C〝ヱ  珊  期日  方法   

月日  4β0併ダ  月 日   

5．5   手動式   月日   
5K9  627×143    人力  5．13  ら敷布  合25  1 3 3  20K9  5．25 播種傲     6．20   

′′  ライム  熔 燐  p18Kダ  90〝   （多瑚  （11ユ50  
ソワー  塩 加  k．24〝  40〝  株パOa）   

除草剤  j侠   機  
10a当機 

機関の有触  
（Kダ）  

（除寒剤名）   散布量  出 品  
（10a）  期 日  方 法    皮衣（群）  当該都 道府県   

月日  月日  
無  甲耕除算  

3回  

増」二  
1回   クイムシ   
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は手動式播種機により．10a当りl万株以上の密植である。中耕除草3回，培  

土l軌病害虫防除2回であり，収穫ほ草刈機で行っている。   

この共励会出品大豆の10a当り収量ほ490晦でふ県の単収136鑑ダに比べ  

て極めて高水準の単収を実現している。これは3年連作のは場であり，その技術  

の工夫夕就中。連作障害防止対策のための堆きゅう肥の多投，深弧線中抵抗性  

品種の作付等はとくに匪れているといえる。   

なお．農機具装備はトラクク叫24PS，ライムソワー，ショベルローダー13  

P S等である。  

舞5表 施設農機具整備状況（昭和53年皮）  

区  分  単  位   

農  具  庫   （60〝ヂ）  

施  設  作  業  場   （70ナガ）  

豚  舎   （1，452チげ）  

堆  肥  舎   （100〝ヂ）   

トラククー24PS   1台  

ライムソワ岬   1  

トラクター  
ショベルローダー13PS  1  

畑作管理機  1  

および  
動 力 散 粉 機   1  

大豆専用脱穀機   1  

主要大  
唐 箕 （動力）   1   

魚用トラック 2t   1  

農 機 具  
草  刈   磯   ユ   

園受賞財の特色（徹底した地力増強対策）   

① 徹底した連作障害防止対策   

大豆の栽培に当っては．十分な石灰．燐酸資材を投入し土壌改良を実施してい  

る（53年は10a当り炭カル．熔燐，それぞれ100Kダp 90晦を投入してい  

る）。  
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これに加えて「大豆は土で作る」という信念を持っておりさ 地力増強にほ特に  

留意している。このため聴きゅう肥を10a当り4t投入して土壌改良効果な高  

めるとともに．土壌保水力の確保に努めている。   

このような徹底した土壌改良と深耕によりタ大豆を3～4年竃庶の連作では収  

量の減少をきたさないという確かな裏付げを持っている。以下。連作障害を防止  

するために講じられている対策を列拳してみよう。  

（刀 見通しもなく連作しているのでほなく，あるバロメーターを持っており．  

常に大豆の作付を考えている。   

それほ．49年から連作している圃場（20a），大豆連作年限が最長であり  

54年で連作6年になるが，そこに作付されている大豆の単収の動向を常に見守  

りながら，次年の大豆の作付可否の検討をしていることである。54年において  

も6年連作の大豆は成積が良いということである。  

（イ）堆きゅう肥の多投 養豚部門から得られる塵富なオガ屑きゅう肥を大量に  

投入している。この義ほク 53年においては10a当り4tであるが．年々増加  

させてきている。  

（ウ）深耕に努めている 通常より桝探を深くするよう桝起に努めている。また，  

54年からほプラク桝を始めており．桝深25甜奄度ほ確保しているようである。  

この深耕ほ－聴きゅう肥の多投が行われているので。その効力が十二分に発揮さ   

れるものである。   

回 線虫抵抗性の強い品種「ライコウ」の作付 大豆の連作障害の大きな要因  

ほ線虫の多発にあると考えられている。そのため．線虫抵抗性の強い「ライコ勿  

を選んでいる。この品種ほp その他に播種期。収穫期の幅が広くp 気象条件の変  

動把も強い良質な品種である。   

④ 品種の統一と更新  
好   

県の奨励品種である「ライコウ」に統一（53年変）しているとともに．種子  

は毎年更新しており．安産した生産を確保している。   

④ 既存の機械の有効活用   

生産費を極力節減するため。既存の機械を効率的把活欄Lている。は穫把は隆  
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稲は種磯を改造，収穫は刈払い磯を活用している。またp 乾煉は露地島立自然乾  

燥であり．脱穀はスレッシャーをは場内に持ち込み。は場内脱穀を実施するなど．  

省力化と手持ち機械の有効利明に努めている。   

④ 大豆穀の有効利用  

者腰部門からは堆きゅう肥の供給を受けているが．一方。逆に養豚部門に対し  

てほ．大豆の得策やくず豆を供給している。大豆の梓英は豚の教科として用い，  

豚のストレス解消に役立てている。また，くず豆も原の飼料に利′喝されている。  

このように両部門は密接に有機的な結合が図られている。  

（2）技術上の特色  

① 排水対策   

ほ場ほ火山灰土の洪積台地であり．水田の全面積を畑地化したため．周辺から  

の浸水冠水の心配ほないが，降雨時の停滞水を排除するため簡易な明きょを設け．  

排水対策にも十分留意している。  

（参：施肥改善   

毎年堆きゅう肥を多投しているため．土壌が肥沃になっていることから。基肥  

の窒素量を減らし標準施肥量の409あとしている。このことが大豆の過繁茂防止  

となっている。燐酸，加堅は標準8～10晦を施潤し．土壌の肥沃慶に応じた施  

肥体系によって肥料の節減を図っている。   

また，豚の糞尿をうすめ，ポンプアップLて大豆の栄養生長終期にあたる7月  

下旬から8月上旬に湛水を兼ねて瞳間に施用しており，夏期の乾燥防止と収量の  

増大の大きな要因把なっている。   

④ 密植栽培   

安定した収量を確保するため栽橋本数の確保に重点を置いている。条播後に間  

引きを行い．収穫時の植付本数と10a当り11，000～12，000本確保し密  

植栽培を行っている。さらに．適期中耕と培土により雑草防除と倒伏防止に努め  

ている。なお．鳥寄対策については．地域内の一斉は種を行うとともに，「かか  

し」を巧みに利鞘し，その被害摩滅を因っている。  
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④ 病害虫防除   

この地域ほ，栽培期間中を通じて日本海からの涼風があるた軋 病害の発生は  

比叡的少ない。しかしながら。クネバェ，アブラムシ．マメシンクイムシ等の虫  

害防除に紐心の注意を払っている。とくに．クネバェ等の虫害は多いため．種子  

に粉衣剤を粉衣して播種している。   

（3）高所得（1千万円以上）経堂の実現   

このように，賂代市の郊外藤切台に入植してから20有余年，現在では大豆と  

養豚との有機的な連携による安定的な複合経営が確立した。   

この結免 53年の所得は1，200万円と待望の農業での自立化が可能となり．  

生活面のゆとり，不安定な冬期間の出稼ぎ解消が図られた。   

大まかな経営収支（53年）をみると，大豆及び小豆の販売価格並びに転作奨  

励金を合せた耕種部門の粗収益は760万円．経営費170万円であるから．差  

引き約600万円の所得となる。これに加えて養豚部門の所得約600万円があ  

るので総所得1，200万円となっている。  

舞6表 経営収支（53年）  

粗 1況  益 （千円）   経  営  費 （千円）   

⑦ 作物（大豆一 ′J、豆）部門   ゆ 購入物財費  計26A76   

0販売価額  計 3，616   ㊥ 支払生産費   

㊥ 畜産物（養豚）部門   0雇用労賃  計 165   

0販売価額  計37，062   0支払負債利子 計 342   

0 転作奨励金  計 3943   0 そ の 他  計 5385   

計 44，621   計 32，368  

差引純利益 12，252千円  

なお，付け加えておくと♪秋田県は独自の大豆の奨励制度を設けており1俵（  

30Kグ，3等以上）2万円近い価格を保証している。また，県あげて「大豆作り  

1，2，3遊動」を展開している。このような行政的な支援が．氏の大豆経営を  

支える一つの大きな柱となっていると考えられる。  
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英の充実した大豆株  
（54年10月 品種ライデン）  

閻今後の課題   

大豆をとりまく一般的な問題はなお多いが，氏の大豆経営に限定して今後の課  

題を簡単に述べる。  

（1）地力が高いと藁化しやすい品種であるライコウからライデ／に移行するこ  

とにより．一層の安定多収を昌ざすことが必要である（54年で一部実施）。  

（2）長年の連作ではやはり減収が予想されるので，将来は小麦．野菜との輪作  

体系，あるいは一定期間は場を湛水し連作障寄の解消を区るなどの対策を講じる  

ことが必要となる。   

連作大豆で高単収を実現されている氏の大豆作には。それ相当の経営的努力と  

技術的裏打ちがあって始めて実現されているものである。一般的には．大豆の連  

作ほ良くないとされているが．この大豆作のように．相当長期間にわたり高単収  

水準を維持してきている経営があるということは多くの意味で注目に催するもの  

である。今後，経営，営農上本格的に畑作を発展させるには，氏も述べてい  

たように．少なくとももう一つ大豆以外の安定Lた畑作物を導入 確保すること  

が極めて必要であると考えられる。今後の経営の一層の発展が期待されている。  
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転作大豆と養豚経営にかけて  

大倉   

ます。また病虫害や，鳥害の防止托ほ  

私なりの創意工夫をこらす等「披管理  

托も細心の注濠を払っております。こ  

うしたこと托より連作障害は殆んどあ  

らわれることなく，10a当り 平均収畳  

も350kダの高収袋を維持しております。   

もう一つの経営部門である，養豚に  

ついては，現在価格が低迷し長期化す  

る傾向にありますが，弟，それ陀重源  

仲間と芋をたずきえ，より高庶な生産  

技術の確立陀全力をあげ，これを克服  

していきたいと思っております。   

今後とも安定した複合経営を確立す  

るため現在の大豆＋養豚経営をさら陀  

発展させて行きたいと思っております  

が，現在県では水田利用再編対策の憲  

点作品として，大豆をとりあげており  

ますので，私は例え′」、さな点であって  

も，この増産運動の先頭となって邁進  

するつもりであります。  

昭和29年，今は⊂き父と共に藤切台  

開拓地㌢こ入植してはや26年，文字通り  

「ゼロ」からの出発で，しばらくは陸  

稲や雑穀中心の畑作単純経営でした。  

また開拓地は日本海に近く，風干冷害  

の脅威に常に悩まされ「水田」に茨望  

の目を向けながら冬期は出稼ぎの遵統  

でありました。   

こうした不安定な経営を改めるには  

有畜腱業以外道はないと考え，42年豚  

を導入したのであります。44年には水  

の確保にメドがつき畏年の夢であった  

水田化が町絶となり「水稲＋養豚」で，  

ようやく幾業らしい経営形態となった  

のであります。しかし，翌45年から始  

まった生産調整を契機に，水稲に懸念  

をもち経営の主体を大豆＋養豚へと移  

す方針を匡めました。その後，畑作経  

営忙は多少の自信もあったことから，  

大豆の作付を逐次増加し，53年からの  

水田再編対策の実施に伴ない，水稲作  

を全くやめ，その大半を大豆忙転換し  

ました。   

その大豆ですが，私は大豆は「土か  

ら作られる」という信念のもと陀，養  

豚から得た聴きゅう肥な有効忙使うな  

ど地力増強対策に万全を尽くしており  
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天 皇 杯 受 薯  

出品財 ダ イ コ ン  

受賞者 高鷲村高冷地野菜生産出荷組合  
（代表者 川端 豊）  

（岐阜県郡上郡高鷲村大驚）  

国受牽者の略歴   

岐阜県長良川の最上流．大日山麓に広大な野菜団地が広がっている。ここが岐  

阜県高鷲村である。標高700～900mの高冷地にク夏季の冷涼な気象条件を  

利用してのダイコンの主産地を形成している。年間降雨量3，000吼冬期12  

月～3月には2釈前後の積雪がある。土壌ほ，粘賀の赤土（安山岩類残債士）が  

分布している。   

舞1囲 受賞者の所在地   

高鷲村の総面積は103．68   

Kチげであり．うち約86多は  

林野で占められている。4珍  

強の農用地は水田217ha．  

畑161ha．樹園地14ha．  

草地119ha把分かれ。戦  

後開拓の野菜さ 酪農団地は．  

相対的把水田が′」＼さい。農家  

数は674戸，うち専業農家68戸。第1種兼業農家155戸，第2種兼業農家  

451戸である。   

「ひるがの高原ダイコン」として名高い当集団のダイコン栽培は，昭和3R年  
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高鷲村高冷地野菜生産  
出荷組合のメンバー  

ごろを囁矢とし．昭和44年噴から急速に拡大し．京阪絶 ゃ泉北陸市場の夏  

ダイコン産地として成長した。昭和53年慶の作付面積は．115ha．102  

戸（系統共販）で．1戸当り平均作付面積110a．粗収入534万円をあげて  

いる。   

この夏ダイコンを基幹とした個別経営の高所得確保と主産地の形成ほ。一朝一  

夕把できたものではない。多くの産地が一度はたどる単品目による産地拡大が，  

連作障害と病虫害の多発（特にイオウ病）をもたらし，産地移動の危機に瀕した  

時．この産地は総力を結集して自力でそ 舞2図 高鷲村大根の生産と価格  

れを乗り越えた。その集団による創意工1嘉  

夫が，技術を革新し，新しい土地利用と  

輪作体系を定着させ．地域複合農業への  

展開を推進した。さらに徹底した品質管  

理による銘柄産地の確立，また．経済的  

なゆとりを支え把自分の生活や地域社会  

に日を向軋 健康や生活改善把積極的な  

とり組みをしている。   

第2図は£ 高鷲村のダイコンの生産と  

価格の推移である。昭和4R年140ba  

の作付に達した囁からイオウ病が発生し．  

10a当り収量の低迷をみた。そのため  

に一時作付の減退があっ一たが．徹底した  

総
出
荷
蕊
－
灘
 
㈱
 
瀾
 
瀾
 
瀾
 
 

昭43 44 45 46 47 48 49  

ま出所：箭常村産業投資軋   
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品質管理による販売単価の向上，土壌管理や輪作体系の確立により昭和53年，  

14R haの作付と6，000t余の出荷量に回復しつつある（全村）。資料ほ古  

いが．昭和52年の村の総販売額に占める夏ダイコンの販売額は66多を占め．  

6億6千万円に達している。   

囲受覚者の概況   

夏ダイコンの中心である台地畑作地帯は．戦後引揚者によって開かれた。交通  

条件の不備と厳い、自然条件の甲での営農は．極めて西経な状況にあり。一時は  

離農があいつぎ．過疎への道をたどクた。村に残クた者も，農業だけでは生活で  

きず．農閑期の出稼は普通であった。ある主婦は．当時を振り返えり．「家族が  

1年一緒に生活することが夢であった」と話す。   

昭和35年ごろから御母衣ダムの飯場へ納入する野菜の栽培と．漬物加工業老  

との契約による原料ダイコンの栽培がはじまった。だが．それもダムの完成と療  

物加工の不振が続き．窮余の策として．昭和40年把ダイコンを名古屋市場へ出  

荷したところ。高い評価を受け，以後青果用夏ダイコンの栽培が始まった。当時  

の作付面積は．加工ダイコン当時の昭和3R年は4ha．青果用ダイコンのはじ  

まった昭和40年は10haであった。  

その後，夏ダイコンの栽培は，奥飛騨地方にも波及し．昭和42年には隣接地  

域を含めて．野菜指定産地となった。   

昭和37年ごろ，現在の母体である任意出荷組合が結成され．10年を経た昭  

和47年．農協傘下の部会活動として一本化され，今日に至っている。   

本集団は102名の組合員からなり。5支部に分かれ．支部長が理事を兼任し  

ている。組合長（1名），副組合長（2名）．会計（1名），書記（1名）．監  

事（2名）は．各支部より選出した役員会によって互選し総会で承認を得て決定  

する。   

第3図ほ，その粗放図である。  
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夏大根の栽培ほ場  

舞3図 高鷲村高冷地野菜生産出荷組合  

圏受賞者の特色  

（1）立地を読んだ産地形成   

高冷地における夏ダイコン産地の一般的な作塑と品種構成は．低温期の5月に  

は．春蒔みの早生を入れ．高温期となる6月から7月にかけては．耐暑性のある  

夏みの早生が作付されている。この産地における作塑の特徴は．宮重青首ダイコ  

ンの早まきによる早出し出荷である。   

当時の主要出荷先である名古屋市場は．宮塵ダイコンの発祥地で，以前から青  

首種を好む消費嗜好があり，また，煮ダイコンとしての消費も年々早まり，夏の  

暑さの峠を越した只月中旬ごろから供給が要求されていた。この集団は一 この事  

に注呂し．呑まきに耐える青首系品種をさがしたが，固定種は根の形状が悪く，  
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抽台性のため適品種が得られなかった。いくつかの試作の中からT種苗会社のFl  

から陵良な品種を選択し．はじめて青首ダイコンの夏出し栽培に成功した。宮重  

系になじみの深い中京市場はもちろん，関西市場にも出荷して∧気を呼び「宮重  

系青首ダイコン」ブームの端緒を作った。これは，その後「耐病総太り」と命名  

されて市販され．東京市場にも定着されつつあり，全国的な流行品種となった。   

現在では，夏みの早生と並行して6月下旬よりまき付けが行われ．市場へは只  

月中旬から出荷されている。この時期に中京。関西市場把出まわる青首ダイコン  

は．この産地のものがはとんどである。   

こうして．この産地の   

夏ダイコンは出荷期の拡   

大を図るため。春蒔みの  

早生（5月まき）β 夏み  

の早生（6月～7月まき）  

耐病総太り（6月下旬～  

R月まき）の作塑を組み  

合わせて7月～10月の  

4カ月聞達続出荷体制を  

確立することが出来た（  

第4図∂ 第5図）。  

標高700～900竹も  

という高冷地で．未経験  

の生産者が，立地条件と   

品種の特徴を活かした作  

塑を開発し♪ 市場把おい   

ても有利に販売している  

この集団の技術革新と市  

場対応は高く評価されて   

いる。  

舞4図 ひるがの高原の温度から見た栽培体系  

第5図 ひるがの高原大根の作塑と品種  
（標高600～950〝り  

6  7  8  g】10  
品  種  生育 日数  5月            上や下  上や下  上中．下  上中．下  上中下ト≒中下   

長岡交配容  
蒔みの早生   

長岡交配  
富みの早生  
（一号，三号）   

53  
長岡交配  
酎病総太り  

ー・70  
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f2）単作型産地拡大の限界  

「ひるがのダイコン」産地は，夏季の冷涼な気象条件を利用した限定された品  

目と作型である。他に有利な作目が少ないことから．郵敷戸数とも飛躍的に増  

加した。またか市場対応の面からも。ある登のまとまりが必繋であるから単品目  

の産地拡大が図られた。その結鼠多くの場合p連作障害や病虫害の多発するこ  

とになるが．この産地もその例外ではなかった。   

ダイコンの作付面積は。最近やや回復をみせているが．昭和47年以降，横這  

い傾向にあり，また10a当り収量も低迷している。この原因の主なものは．単  

品作産地拡大による土壌管理の不徹底と病虫害の多発一 とくにイオウ病の急速な  

発生であった（第1乗）。  

舞1表 高鷲だいこんの収量推移と萎嚢病発生幾家  

44年  45  46  47  4R  49  50  51   

総  収  竜（t）  2757  2920  5β54  7，212  5β84  5∂只3  5422  5P20   

10a当たり収量q（∂  4β73  4444  5ユ06  5ユ66  4ユ05  4β只2  3995  3775   

栽 培 農 家 数  102  104  136  157  14R  136  136  136   

発 生 数 家 数   4  19  52  67  97  105  111  115  

農林統計調査1977軸6月号  

その主な問題点を次の諸点に整理し，産地をあげてその対策にとりくんだ。  

① 機械開墾把よる急速な画板拡大がなされたため，土壌改良が追いつかなか   

った。  

④ 圃場が未整理のまま作付けが進められた。  

④ 有機質の確保が困難でありか 化学肥料の依存度が高い。  

④ ダイコンの補完として輪作作物の導入が考えられていなかった。  

㊥ 機械化による作業の粗放化があった。  

潮 イオウ病撲滅の総力戦   

ダイコン生産農家にとってイオウ病の発生は死活問題であった。生産鹿家はも  

ちろん∴軋 普及軌 農軌試験場などが協力して，その漢威のための総力戦を  

開始した。  
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まず，被害拡散のルートの洗い出しである。その主なルートは①ブルトーザー  

やトラククーに付着Lて拡散．④傾斜畑が多く．土砂で流軋 拡散タ ④大根洗浄  

水で拡散－ ④被害ダイコンの放置で拡散などであり，それぞれに具体的な対策を  

実施した。たとえば．スチームクリーナ把よる共同利用機械の熟殺菌洗浄．園場  

周閉匠二重側簿と牧草によるグリ冊∴／ベルトの造成さ 防除用水の井戸水使用など   

である。   

さらに発生そのものの一時的。応急的対策庭一 土壌消毒がある。昭和45年頃  

からクロールビクリンが使われてきたがβ この地方は遅くまで残雪があり．まき  

つけまで期間が短かく消毒期間が限定されること．消毒効果が上らず．薬畳も40  

ヱ／10aを要することなどから対応療法の限界に気づき，総合的な防除対策を  

創比 定着させた。   

その考え方は「飼料作物（含む牧草）との輪作によって蘭密変の低下を図り．  

併せて経常的な有機物の多投により土壌微生物の塙抗作用を助長する」審を基本  

とし．「特に蘭画変の高い場合には補助的紅葉剤防除を採用する」という防除体  

系で各種の技術的改善や葦置が講じられた。その主なものをあげるとつぎのとお  

りである。  

① ほ場カルテの作成   

各生産農家のほ場別に．は場特性β 栽培経歴。発病経過．堆厩肥投入量などを  

年次別に記録L。土壌管理（輪作ソ 有機質施乳 イオウ病の分祝 伝染経路メ 防  

除方法など）の適確な判断としている。  

④ 輪作体系の確立   

夏ダイコンの補完作物として．トマト，ニンジン ．キャベツなどが導入され（  

昭和54年12ha）．さらに牧草90ha．裏作菱刈麦20haの作付による輪  

作を組み立てている。とくに被害率の高い圃場は．5年間牧草に転換する尊とし．  

経営耕地の少ない農家は．酪農農家との圃場交替によって．酪農家には粗飼料を  

野菜農家把は未汚染耕地と有機質肥料を提供し合う方式を確立しつつある。それ  

は．つぎに述べる地域複合農業への展望を開く尊になった。  
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牧草との交ざ輪作   機械営農班による堆肥撒布  

⑨ 地力増強対策   

ダイコン作把ついて毎年3t／10aの堆厩肥の投入を義務づけている。現在  

堆厩肥の村内自給率は40葬でありp 不足分ほ．のこくづ，バーク堆肥．もみが  

らなどを村外から導入している。また。野菜団地と畜産団地の相互協力体制を確  

立するため，露地野菜モデル団地事業を実施しか 地力増強対策としで第2表のよ  

うな機械㌧施設を導入した。さらに，土壌改良のため2～3年把1回天地返しを  

行うこととし。後継者グノレープのオペレーク…が共有大型機械を使い共同作業を  

行っている。  
舞2表 露地野菜モデル団地事業で設置した機械施設  

種  別  台数  利 用  目 的   

フロントローダー  2 堆肥積込みおよび処理   

ク業ファームワゴン  1 音刈飼料藻草運搬  
ク  
l機モ  喜作フォーレ一声、一ヾスター    1 育刈飼料刈り取り     7          1 音刈飼料刈り取り  マニヤスプレック    2 堆肥散布機   
堆 肥 運 搬 車    2 ダンプカー（2t）   

バ キ ュ ー ウ ム カ ー    2 ふん鼠運搬車   

小 型 シ ョ ベ ル  1 堆肥処理運搬   

堆  肥  盤    15 堆肥集積所   

だいこん茎葉処理施設    1セット だいこん茎兼および青刈類乾燥施設   
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④ 土壌消毒法の改善   

薗密度の高いは場は．クロールビクリンでの土壌消毒を行う。被覆なしでは防  

除効果が不安定なのでク 現在はポリフイルムによる被覆を完全実施Lている（  

6m幅×100m長さ×2本／10a）。さらに消毒後の再汚染で病原菌が急速  

に復活するのを避けるため．消毒  牧草2～3年作付  ダイコンの作付を行  

い有用微生物の復帰を図っている。  

⑨ 総力戦の成果   

現地では．イオウ病に対する農家の関心は異常なはど高く，産地が一体となっ  

て．この困難な総合防除の効果を実証しつつある。第3表は高鷲村全体でのダイ  

コンイオウ病の発生とその防除効果である。その成果は100多までには至って  

いないが，被害面債。発生面積ともに着案に減少している。被害の完全な解消把  

は年月を饗するが，次々と新しい対策を考え．現在は，下層土の菌にどう対処する  

か，④抵抗性青首品種の検象④低り病性品應（tくなつとみ”など）と少量土壌  

消毒の併用などに関心をもっている。そのため♪ この集団は普及所の指導を得て  

試験ほ場をもちp 自主的な試験研究も実施している（試頗は場30a，村と農協  

の経費補助70万円）  

舞3表 高鷲村におけるダイコン萎黄病の発生および防除効果  

昭44  45  46  47  48  49  50  51  52  53   

A栽 培 面 積匝ゆ  59．0  67．0  104．9  140．2  143．4  125．8  130．3  132．5  139．0  148．0   

B萎黄病発生面積（hめ  2．6  12．6  184  30．5  70．3  80．0  105．3  105．0  90．0  70．0   

C ′′ 被害面秩（h∂）  1，0  4．1  9．1  14．5  30．0  45．0  80．0  71，0  20、0  18，0   

D 〝 発生面積（痴）  4．4  18．8  17．5  21．8  49．0  63β  80．8  792  14．4  13｛）  E妨 除 面 積（ha）  0．6  2．6  9．5  6．0  19．0  25．3  53カ  69．2  80．0  100．0  F 同 率 払／A（喀）  1．0  3β  9．1  4．3  132  20．1  40．7  52．3  57．6  64．1  GlOaあたり出荷量匹ク）  4β82  4β36  5，107  5，166  4，105  4，281  4，171  3790  4，410  4，500   
註 発生面熟ま被害株率1肇以上。被害面横率は被害株率6痴以上  

w66－   



現在，実施Lている防除対策ほむ すべて技術的把みて当を得たものであり．な  

かにほ試験研究ではなかなか発想できないようなことを現場からとりあげ．その  

効果を実証している。この集団の総合防除体系ほ一 そのままどこでも真似のでき  

るものでほないが．生産農家が指導機関の協力を得て。地域性に合った体系を白  

からつくり上げている実態ほレ その集団活動の方法。手順として。他の露地野菜  

窪地の参考把なる賽が大きい。   

り）地域複合農業への展開   

産地の維持■拡大は個々の技術的対応だけでは十分ではない。産地ぐるみの総  

合的な計画と運営が基本である。イオウ病というひとつの病気に対処して暮 化学  

薬品による対応療法から生態防除一 さらに地域農業の再編まで展開した産地運営  

は．この集団を核とした科学的な実態の把虔とその対策にある。その結果一 産地   

の継続的な発展の方向をつぎの4点とした。   

㊤ 地域性をいかしたダイコンを主幹作物とし．ニンジン。バレイシヨ ．スイ   

トコーン．キャベツ 

（夢 連作は場は牧草畑に転換すると典把，裏作を利用して晋刈ライ麦とヘヤリ   

。ペソチとを混堵。栽培し，近接の鮨漁家および肉牛団地と有機的把結びつ  

け，堆厩肥との相互交換を行って．有機物肥料の多投を行う。   

④ 野菜農家の中でも畜産の導入が可能なものについてはレ 複合経営の方向に  

移行させるが．その場合，野菜出荷時の労力競合を避けるため夏季放牧場を  

設置する。   

④ 酪農家との苅場交換を計画的軋 地域ぐるみで実施する。   

以．上のような産地育成を進めるにほ．鹿家間∂ 営農数剋間の協力が必要であり．  

そのため村．農協一 普及所の躇噂で高簡村総合営漁協議会が設置された。   

高冷地野菜生産組合と畜産振興会（離農生薙組合，肉牛生産組合）が野菜団地  

と畜産団二他の有機的結合と相互交換を企！讃したもので少 その組織体制ほ第6図の  

とおりである。   

野対乱地でほ一 地力増進．連作障害の回数輪作体系の確立，そLて畜産団地で  
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舞6図 団地間結合の組織体別図  

＿、 1  

は．粗飼料の確保∫ 多頭化，  

飼料自給率の向＿上の必要があ  

った。相互互恵の内容は。は  

場の交換利乳 粗飼料の供給一  

堆厩肥の供槍が中心であるが．  

この外に機械営農班（オペレ  

ーク鵬）である農業青年クラ  

ブ員が両団地把またがった活  

動を行い∂ 大型機械を利用し  

て深耕。堆暁肥運搬‘同散布．  

粗鋼科の運搬などを実施Lて  

いる。近年，野菜と畜産の複  

有機的結合  
相 互 交 換  

機械化磐定隻鮮  
魚基層年クラブ員  

ほ場牒‖針利用   

一箪刈および乾葦   

聴き ～p う肥  

粗飼料確保   

多 頭 化   

針姶率直上  

地力の増進   

連作繚㌍回避  

輪作体系確立  

合化の事例報告が多いが，多  

くの場合畜産から野菜への一  

方交通である。この村の場合．二つの団地のお互の必要から結合L。地域複合農  

業のモデル的運営が進められているといえよう。   

（5j 能動的な市場対応   

「ひるがの高原ダイコン」は∂ 常に他産地のダイコンに比べ20～30痴ほ高  

く売れているといわれている。昭和53年，同じ夏ダイコンの岡山ひるせんダイ  

コンがR3円／K頼対し110円であった。市場での評判は肌がよい．日持ちが  

よい．味がよいと品質面での評価が高い。それはp 徹底Lた品質管理と市場への  

安定供乱 そして組合員相互のきびしい自主規制にある。   

「ひるがの高原野菜の生産及び集出荷把関する規定」では．㊤文部検査員の責  

任指導．④検査雄の編成と巡回検査の実施の外に組合員に対しては一④選別及び  

規格の緻一，④集出荷場持込み時間の厳守（午後3時）．㊥出荷前臼抜き取り。  

出荷当日調整（前日洗い．調整の禁止）∴㊥出荷予約量の厳守，⑦時期別播種計  

画の厳守，㊥指定外出荷の禁止㊥水切りの完全化⑲若採り収穫ノの徹底などを  

義務づ軋 それらに違反した場合は．違反金の徴収を定めている。こうした品質  
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大根の洗浄作業  コンテナ輸送  

管理への取り決めはク文章だけでは実効は上らない。この集団では集荷場を単位  

とした′j＼グループ組織が。日常の接触の中で情報の交換と同時軋∴産地維持のた  

めの相互兢軌相互期別の機能を十分働かせている。さら軋，品質保持のための  

手洗浄（機械洗浄はキズがつく）の励行〕コンテナ鵬（5本束で1コンテナ50  

凍を入れリフトで積み下ろLをする）㈲送も特記しておかなけれはならない。   

伯）∪ターン青年を含めた薫い担い手達   

この村で一現在56名の若者が夏ダイコ∵／作り軋，畜産叔と意欲的匿とりくん  

でいる（野菜中心3R名か離 舞7図 ダイコン栽培面積と後継者就幾数  

段中心16名．肉牛中心2名）。  
（野菜栽培農家136戸）  

とりわけ特筆すべきことは．（ha）  
160  

140  

120  

100  

人
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1
0
 
 

都会へ勤めていた青年達が，  

夏ダイコンの面積がふえるの  
Jユ面 碩  

。・－・後継者就農数  

59   
把正比例してどんどん帰農L．80  

組織の原動力として活動して  
60  

いることである（第7図）。  

郡上農業改良普及所，長尾幹  

氏が紹介する彼等逮にはレ澤  

がさ工場の工嵐 中華料理店  

38～414243444546474849505152（年）  
39  
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のコックさん．すし屋の蔵前さん，自動車工場の整備士などさまざまである。tJ  

ターン絶とは異なる「脱都会．」の青年（二∧の大学卒）まで加わり地域農業の担  

い手となっている。とくに野菜団地と畜産団地の有機的結合のため把．彼等は大  

型機械のオペレークーとなり「相互補完」の機動隊として活動Lている。   

昭和53年5月に調査した30才以下の岐阜県内還流青年は7R名一 そのうち  

25名が高常村で占めている。農業生産基盤が確立L．農業でも生活できる条件  

が整えは。農業の担い手はおのずから確保されるということであろう。   

ちなみに，当集団のl戸当りダイコン販売板は530万円（115a）である。  

所得率は60～70肇とみられるのでi中間の65痴とすると340万円の農業  

所得である。夫婦2∧の適正規模は150aといわれているので，約450万円  

の所得となる。それに補完作物としてのキャベツ，ニンジン ．さらに肉用牛等の  

飼蕃を加えれは．十分自立経営として成立する。ダイコンの作業期間は夏場の6  

カ月である。冬は雪のため農作業ははとんどない。その間．民宿やスキ…場把農  

外所得を求めて就業するものが多い。なかにはスキー教師のライセンスを取り指   

導にあたっているものもいる。   

（7）うるおいのある生活を求めて   

ダイコン作りの10a当り労働時間ほ211時間（昭和44年）から140時  

間と減少したが．毎日の，とくに主婦の手にかかる農作業は．大きく軽減された  

わけではない。全労働時間の60肇を占める▲収穫。調贋作業はし 少しも変わって  

いない。もっとも忙い、時には朝の3～4時頃から畑に出ることもめずらしくは  

ない。家族ぐるみのダイコン作りを高鷲小学校6年生の古家ゆかりさんは．その  

苦労と楽しみを家族と共に確かめ合う。そんなつづり方で昭和53年度文部大臣  

賞を受賞した。作付規模を拡大すれは．手作業部分が多くなりジ その重労働ほ生  

活をあづかる主婦の双肩にかかっている。当集団の婦γ∧部は．経済的なゆとりを  

支えに家族の健康や家庭の生活ン そして地域社会に目を向け出した。たとえば．  

農業者健康モデル事業の実施（昭和51年）や共同給食の試行（昭和53年，54  

年）である。とくに後者は．在宅栄養士と野菜農家以外の在宅者委が共同給食づ  

くりに参加する展望が開らけ．婦∧グループの新たな連携と活動の場が形成され  
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ようとしている。  

園普及性と今後の方向   

山村，開拓という苦難把耐え抜いた∧遵が，ようやく夏ダイコンという適作物  

をみつけて市場を開拓し仁組合という集団の力で自主的研究を積み重れ 連作障  

害（イオウ勉）を乗り越え，村を背負うー大産業常成長させた。その通産での問  

題解決の方法と手順は．不安定といわれる露地野菜作の産地づくりとか その道営  

把多くの示喫を与えている。   

その窮1ほ。産地移動の危機から立ち上った組織の力である。組合長を中心と  

する役員の先見性あるリー∵ダーシップとともに，集落を基礎とした文部活動（日  

常的な接触と相互協力）が．この集団の不断の活力の源泉である。組織が大きく  

なり，形式的な整備が進むと．とかく機関や役員中心の集収的な管理把陥る例が  

多いだけに．この集団の運営方式には．学ぶべき点が多い。もちろん．この集団  

を外から援助，サポートしてきた村，農協，普及所の役割も大きい。とく把郡上  

虚業改良普及所の村駐在普及員制遮は．生産農家l戸1戸の指導を積み登れ 野  

菜幾家集E軋 畜産農家集乱 さらに村農業全体の展開に，その指導性を発摩して  

いる。   

第2は，イオウ病の発生を．ひとつの病害という局所的対応にとどめず。その  

抜本的解決を農業生産の生態的構造の回復，改良打求め，輪作，地力増強事 さら  

に地域農業全体の再編成へと展開した寮である。それは．自然を相手とする露地  

畑作農業の構造的欠陥（土地基盤の不備。地力消耗的生産システム．分散錯節糾  

価格制度など）への壮大な挑戦ともいえる。   

第3は，こうした組織をあげての活動が．個々の農業経営を確立させ．芸者を  

再び村に呼びもどし．婦∧逮にほu 健康や生活を考えるゆとりを与えたことであ  

る。この集団の新鮮さは一 この青年や婦∧適の活動にあるといってよい。   

地域幾業の将来に斯い、展望を開いた．これらの渚活励も▲ 現在j 完全なかた  

ちで定着しているわけではない。圃場の分散．魚道の末整鳳 収穫・調整労働過  

重負担，補完作物の相対的低収益性など克服すべき課題も多い。また。基幹であ  

るダイコンそれ自体も．いつ技術的欠陥があらわれるかわからない。住宅と畑地  
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青年の野外研究会  

が離れていることからくる通勤耕作もジ家事労働との競合．農村カギッ子など教  

育上の問題も残している。さらに新興産地の台頭による産地間二競争，価格形成な  

ど市場。流通上の問題もある。   

しかし。この集団には．これらの課題を解決するシクミが．すでに用意されて  

いる。生産農家の日常的な話し合いを基礎に組織化された各種磯絶集団とその活  

動。市場調査。品質管理など絶動的な市場対応。さらに各生産農家の経営実績の  

記録と評価。圃場別診断カルテ．新技術開発のための現地試験など科学的データ  

の蓄積がそのシクミであり．その具体的行動が方法である。この集団の普及性か  

らの評価は．解決されたひとつ．ひとつの技術だけではなく．集団としての課題  

解決把向けてのシクミと方法である。  
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「土づくり◎信用づくり◎健康づくり」  

高麓村高冷地野菜生産出荷組合  

（代表者 川端 豊）   

我々の生産組級は，戦後引揚窓連に  

よって開かれた標高9007花前後の台地  

にあり，文通条件の不備と厳しい自然  

条件のなかで，いかに営飽を確立する  

か試行錯謬星の末，夏季の冷涼な気象条  

件に素月し，連署これなうーまく利用し  

た夏出し粗大顎の作型を見い出し，以  

来，面密，戸数とも年々増加し，中東，  

京阪神，北陸市場において高い評価を  

受けるようにまでなりました。   

本組合（102名）活動の基本型念は，  

①良品生産と連作障害防止のための  

「土づくり」「輪作体系」「土壌消毒」  

④市場有利販売のための「計画生産と  

計画出荷」「選別規格の統一」「集荷  

及び翰送の合理化」，④健康で働ける  

ための「集団検診」「健康教室」「食  

生活改善」の実施の以上，3点をモッ  

トーに銘柄産地化への努力を統けてお  

ります。   

この夏大根を基幹とした主産地が形  

成されるまでには，幾多の間毯にぶつ  

かり，そのたびに地が固まり，より結  

束して方向を見定めて参りましたが，  

その中でも特に「大根事案病」の貰延  

による産地移動の危機に畷した時は，  

t’もうだめだ”との声の聞かれるなか  

で，組合員1人1人が問魔意識をもち，  

創意工夫をこらし，また括轟機関によ  

る技術穣助を横篠的に受け入れ，技術  

な革新し，新しい土地利用と輪作体系  

な定着させ，他に先がけて地域複合漁  

業への展開をするなど，地域農業の推  

進によって解決に当って米ました。   

こうした総合力の結集によって，自  

力で試練を乗り超えて釆たことは，今  

後の産地維持発展に‘tなせはなる”と  

いう大きな自信のようなものにつなが  

ったことは，大きな収穫であったと思  

っております。   

さらに，今後は経済的なゆとりを支  

えに，自分の生活や地域社会に目を向  

け，健康や生活改善に療梅的に取り組  

み，漁業後触老として若い青年連が，  

他の産業に就くより教業をやっていた  

方が儲かるんだ，生活にもゆとりがあ  

るんだ，と言って暦複的に飛び込んで  

釆てくれる野菜産地づくり・村づくり  

を行うことが今回の天皇杯にお応えす  

る大きな使命でほないかと思い，この  

栄誉に恥じないよう一層の努力をかさ  

ねてまいりたいと思います。  
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内閣総理大臣発受薯  

二・J  二；  出品財 琶プ  

受賞者  沢口果樹共同防除組合  

（代表者 篭谷豊作）  

（秋口県平鹿郡増田町沢口）  

国地域のあらまし  

奥羽本線が山形県との県境，雄勝峠を越え．やがて閑教な水田地帯に入る。そ  

こは雄物川の上流．皆瀬川が港漑する湯沢市を中心とした平鹿の盆地である。奥  

羽本線を大文字駅で下車し．南東に2K閉会走ると．平鹿郡増田町の徳地に達する。  

平鹿はもとより秋田県南部のリンゴ産地  

としてつとに知られ．秋田リン∵ゴの発祥  

の地であり，現在では無袋の高品質リン  

ゴの産地として名を挙げつつある。   

昭利54年慶の第18回農林水産祭の  

園芸部門において．内閣総理大臣賓の栄  

にかがやく／－沢口果樹共同防除組合ガ’ほ♪  

増田町の中心部からさらに東北方へ2伽  

余の．平野から山籠に至ろうとする地の  

沢口部落のリンゴとイネの共同組織体で  

ある。細魚村にはめずらしくtt寅∧公園”  

やt’国民保養センター”を部落内に配し  

ており。訪う∧に何かしら。暖か昧をい  

舞1図 受賞者の所在地  
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だかせる土地柄である。   

土地柄といえほ，部落内にたつ応燭（おうよう）園地帯の父祖の開園事業とそ  

の労苦を顕彰した碑は．名実共に秋闇リンゴ最古の地帯であることを示し。碑文  

によれはtt応簡閲共同入植開園の業は明治27年のリンゴ植栽常・…‥”始まり．  

その精神を伝承した，30～40才台のリンゴ生産者の．今日の共同防除の結成  

となって具現している，といえる。幸いに，ここでほ後継者が続々と育っている  

（後掲）という。   

見せていただいた顕彰の碑も♪ 今日の盛況を喜び．将来に安堵しているに違い   

ない。  

圏tt共防’’の内容   

表彰された出品財の名称tt沢口果樹共同防除組合”と開くと，ややもすると共  

同防除施設か．と牽く考えがちとなる。聾者もそういう予見をもったことは否め  

ない。しかし．秋用県では，リンゴの共同化をすすめるにあたり，単に防除作業  

に留まらず．種々の作業英同～協業を広く対照としながらも。名称はt一兵同防除  

組合（略して共防）”と冠した経緯をもつ。すなわち．秋田県では○（⊃共防とい  

えは．共同化の組合であると解しなけれはならない。沢口もその通りであって．  

リンゴの品種統一に始まり，整枝弊誌卜漁猟 摘恩．病虫害防除等と作業を共同  

化し．水口転作を耕地統合して行い。機械化稲作を共同利別ヒし。リンゴの無袋  

と共同出荷はいうに及ばない，という状態に適している。生半可な共同体制でな  

いことは以下に紹介してゆきたい。   

因みに．昭和43年庶の天皇杯受登の徳沢果樹典防組合も同様の性格をもって  
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いる。   

農林水産祭にあたって，審査に赴いた聾者と川島東洋一氏（虚業技術研究所経  

営研究部主任研究官）は．内容の実体を説明するのに語彙の足りなさを嘆きなが  

ら．次のtt推薦の理由”を署いた。沢口共防の全体像を把握するのに簡賃である  

と考えたので．敢て掲げておきたい。  

『沢口果樹共同防除組合は．37戸のリンゴ農家の集団として内容の充実した  

1組織体に近い性格をもつ。昭和32年新農村建設事業で．リンゴの個∧選果を  
●■●■■●●■■  

共同選果把改めて以来，共同の理念が高まり．昭和40年に組合を発足以東，リ  

ンゴ園31．7haを共防を中心として．品種統一などを含めた栽培協定を実施し． ●■●●  

完全な無袋栽培を成功させ．水田の集団転作成果（昭和46年．R ha団地のリ  

ンゴ園化）は模範的な状態である。   

結成と同時に．機械格納′軌 定置式防除施設を設け．まづリンゴ栽培技術の高  

度平準化に成功した。昭和47年には共防の高給率化に着手し．スピードスプレ  

ーヤー（現有2台）によって∂ 定置配管方式を補完し。共防の成果を一層高める   

よう把なった。   

その結果．高収益j 高労働生産性．高所得率（リンゴ10a，3．7t．140  

時間。所得率72啓）を挙げている。   

加えて，水稲14．7baについても∂リンゴ主体経営を補完するため軋｝ 稲作  

体系を増招町高度稲作機械利用組合沢口班として活動することによって。機械化  

一貫体系を実施し．成果を挙げている。   

以上の成果を挙げる背景としては．父祖のリンゴ園謂拓の強固な精神を引き継  

いだ30～40才台の経営者が，はとんど全部活動の中心となり．自主的なしか  

も科学的な活動を行ったことが強調される。また．後継者の育成には集落をあげ  

てとりくみ．高校卒業後の研修方法には興味ある特長を有する。   

この組合の活動理念はβ 真に広くリンゴ産業と農民の範とするに足り，その成  

果もまた然りということが出来，国p 県の指導方針の真実の実施体として，大い  

に推賞すべきものと考え．その功績を費えつつ推薦するものであり．最高位の受  
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登に適うものと信ずる。』と。  

団リンゴ共防組織と高度稲作磯城利用組合   

旧くから共同意識の高い部落であり，昭和32年に新農村建設事業による個遠  

から共同選果への改亀，といった下地があったにせよ，品種統一と共防を目的と  

する組合の組織化が．時の30～40才台の生産者が提唱し．かつ結成主体とな  

って．自主的把話が進められ．100日余で集団が結成されていったことは第l  

の優れた点である。  

第2図 沢甘果樹共同防除組合と高度稲作機械利用組合沢口縫  

との関係，組織  

増詔町議慶稲作   
機械利用組合  

亀田地区   
7部落  

一 内部関係   

… 外部関係  
同．トラククー部会栽培部会  

増田町農協  増田町共防  
連絡協議会  同防除組合  沢口果樹共   

増田町高度稲作   
機械制動阻合  
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当初の定置配管による防除施設や，昭和47年共防の高給率化のために導入し  

たS Sなどの生産装備のほとんどは，健全財政を建前として自己資本であり。し  

かも償却積立貯金による更新体制も万全である。リスクを背負った施設財政を避  

けた当初からの体制は健全そのものである。   

リンゴの共防組織ほ第2図のとおり．増田町農協の末端組織として位置し。そ  

の組織体系，運営。会計．収益の配分法などはなかなか匪れている。すなわちp  

なかでも研究，指導，調査。査定の各班が自主的ながらも相互関連して，防除法  

や栽培法のとりまめp 成果の倹討を有機的に実施していること。薬剤費賦課法は  

樹容積別12級分けをし，査定委員10名の園地慮査定（9月上旬実施）により  

決定し．模範園を定めて金額算出を公平にしていること。Lかし，SSの導入後  

は．苗木の10年生若木．成木，老木の4区分と単純化する方向で研究が進めら  

れており．これは過去の経験の蓄積と共防把よる技術の平準化の結果のたまもの  

に外ならないこと，散布は他園を他∧が作業する方式を，厳守していること，等  

である。  

高度稲作機械利鞘組合に沢口班として部落ぐるみ傘入の動機ほ。リン∵ゴ作を主  

経営として専念出来る体制を作るため．とあり。あくまでも沢口の主経営はリン  

ゴである．との理念は固い。増田町高度稲作機械利陽阻合の亀田地区（7部落．  

197戸，水員260ha）の沢口班として．14．7ha，27戸，106t収穫  

の水稲作の育苗，桝起♪代掻，防除．刈取を一貫機械化（第1表。第2表）農作  

業を実施している。このため．水稲作においてもり／ゴ作と同様に品種．施肥．  

防除を中心に．栽培協定を行っている。共同事業は首尾一貫性と徹底性を求めね  

は成功しないといわれるが，沢口ではリンゴに始まって．水稲へと一貫した方針  

が実施されていると言えよう。   

さらに♪ 共防精神の波及を退い求めるならば．沢口では共防を契機に。共同集  

団活動が江んとなり，技術情報交換や村作りp 生活改善の話合いが活倭に行われ．  

連帯性豊かな村作りに成功しているやに見える。要約すれは．集落農場別による  

リンゴ．水稲の複合化集団活動というべきか。   

この共同イヒ活動は当然外へも発動し．増田町農協のリンゴ出荷場把おけるCA  
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舞1表 沢口のリニ／ゴと水稲作付面積及び生産額  

（昭和52年）  

作付面積   生産量  単位あたり 生  販 売 額   
産景  

リ ン ゴ  31．7ha  R 9 3 t  成園  1只7，47R千円   

（うち，未成閲   3，732噸  
9．Oha）  未成園  

509Kダ  

水  稲  14．7   10 6   720   30，4R2   

舞2表 共防及び稲作機械利用組合の機械装備  

組  織  有   個 ＜ 有   

定置配管一式   8，0007花   

スピードスプレーヤー   2（1，500ヱ）   

ン′  スワー∵ヌ∴スプレーヤー   1（ 350£）   
ゴ  噴  霧  機   2   

部  フ‾  ‾  フ  ‾   1   4  

門  モ ー タ ー   2（10ps．5 ps）  

揚  水  機   

稲 作  警 
4  

ノバン乗 

部 門  トラククー   1ps（46ps）   

共  草  刈  機  4 0   

用  軽ト ラ ッ ク  2 7   

嵐 冷蔵康の導入や∂ 農道作りなどの新しい試みは．沢口部落の横磯的な提言が  

ブロモーターとなっていることが多いという。  

団リンゴの生産活動の特色  

ここでまづ少 栽培協定という耳馴れない言菜を解説しておかねはなるまい。   

科学的な調査研究を背景として．栽培協定と共同作業とを実施する．すなわち．   

品種統▲一岬 ふじ50臥．ゴ⊥ルデンデリシャス25乳 スターキングデリシ  
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鶉 定 作 業  防除の検討風景  

ヤス15‰ そのイ也10飾。   

整枝勇定職雪害防止の整枝法研究   

施肥一土壌調査に基き，土壌統別に単位面積あたりのチッソ量をきめ．10  

aに3～6晦と少肥に規定し，無袋栽培との連関をはかる   

摘席上】第1回は摘果剤（ミクロデナボン）の積極利用   

野そ対策－－、一一斉駆除の励行  

と。組合幹部はその内容を説明されたが，要は共同防除を基調とLて，栽培全汎  

を協議し．統】して行なってゆく方式である。   

中心の共防技術の優れている点はどうかというと．発生予察による適期防除と．  

年ユ2回（第3表）の薬剤散布の徹底防除匠より．品質向上と販売収益の増加に  

成功している点，第3表に掲げたS S2台，定置配管，スワーススプレーヤーの  

3つの施設と機械との配合が巧みであり，スワースはSSの散布不可能な場所の  

散布や．品種別の摘果剤選択散布に役立ち．施設面でも防除の徹底が工夫されて  

いる点，．薬剤による駆除が完全でないハリトーシ対策として．落果処理を徹底し，  

より品質向上に努力Lている点，などが列孝出来る。   

箋者の驚きは．全園の見事な無袋栽培であった。リンゴの無袋化が叫はれてか  

ら久しいのにもかかわらず♪－一種の壁把つきあたったかのように，その普及率は  

のびない。しかし秋田リンゴは60啓以上を顛袋化し．北海道，岩手と並んで．  

無袋化率の高い県であると聞いていた。それは，当時の平鹿果樹農協組合長の田  

中正市民の強力な提唱と指導が力になってであることほ．誠に尊敬にあたいする  

－80－   



ことである。  

舞3表 昭和52年の防除実績  

回  散布月日   薬  剤   総散布量   対象病虫害   

1  4月21日  ジクロン剤 1，200倍  65．000乙  モニリヤ病   

2  4月27日  トッフジンM l，000倍   モニリヤ病  

■→－5月1日   

エルサン  
l，500〝  

69，POr）            800〝   ハマキムシ  
キ リ ガ   

3  5月 9rヨ  トッアッシM l，500倍  71．，700  ウドンコ病   

4  5月26日  ダイカモン  500倍   ウドンコ病  

106，400  
へ一30巨l   800〝  アブラムシ（摘 果）   

5  6月 8ヨ  トップジン朋 1，500悠  103，950  ウドシコ病   

6  6月20E】  オーゾサイド  800倍   ハンラク病  

120，000  
ダイアジノン ．1，000〝  ハリトーシ   

7  7月 3日  ポリオキ  2，000倍   ハンラク病  

129，200      かソサイド   800〝   フハイ病  

サリチオン  1，00り〝  ハリトーシ，キンモノ   

8  7月1日  ニオーソサイド  800倍   ハンラク病  

j．47，400  
■～19Eヨ  プリクトラン  ダ   

9  8月 3ヨ  キノンドー  700倍   キンモン病  

生石 灰  157，100          ハンラク病  

サリチオン  ニL，（）0り盈  ハリトーシ   

10  8月25日  ハンラク病  
151，200   ハリトーシ  

一～27日   ハマキムシ   

四  9月 5日  オuリグイド  800倍   総合防除  

一スマイト  144，7i）0         1，000〝   ハリトーシ  

サリチオン  1，000〝  キンモンなど   

12  9月22日  ヒオモン   34，250  （落果防止）   

しかしながら，沢口のリンゴ園を視て，このように完全に♪ しかも品質良く無袋  

栽培が行われていることは．田中正市氏の提唱を沢口が餐党案汚している結果に  
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組合のリンゴ園  

外ならなk。一般把は布袋品種といわれるゴールデンでさえも．10動無袋化し  

成功している様は．如実に無袋化栽培の徹底ぶりを物語っている。また，単に無  

袋托しているというだけでなく，勇定．摘乳 施肥（前記）．防除．着色管理な  

どが．触発栽培を総合し．かつ平準化している実情は極めて立派の一語につきる。  

そのことが反映して．10aあたり労力を40ヲあも減ずることの主原因となり．  

勿論所得率向上に大い把役立っている。リンゴの糖度が2～3度ふえて高品質と  

なり．単価にはねかえり．この点からも所得率向上に役立っていることは言うま   

でもない。  

リンゴ園を歩いてみて．土壌の物理性の良さに気づく。よい無袋リン∵ゴ作りの  

ためにほ土作りが大切なことは，生産者は体験的に熟知しているようである。土  

壌PHの矯正．塩基飽和変の向上に焦点が向けられている。具体的には．苦土石  

灰の腐乱 草生草刈の適期（年間4～5回）実施，草生把よる土壌マット化のト  

ラククーによる部分更凱 稲わらと地域内畜産農家の厩肥との交換などによって，  

生理障害のない．有機物の豊富な健全樹掬地を維持することに努めている。   

さらに」特記すべき生産改善点として．養蜂の利用が挙げられよう。31．7haの  

り／ゴ園に少 養蜂業者との契約により，蜜蜂50群を導入し，リン∵ゴの受粉は多  

労力な∧工受粉把よることなく省力化把役立たせている。開花1週間前から落花  

期の約20日間の薬剤散布は全く行わないなどの規制ほよく守られている。因み  

に．養蜂業者に対する受粉料の支払いは行わず，自治体が洛力費とLて運搬トラ  

ック代の半分を補助する助成を行っているとのことである。  
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圏優れた生産活動がリンゴ経営によく反映   

第4表に示すように．所得率は何と75痴の高率で．その原因は前項で列記し  

た生産技術の高度化把よるものである。なれ 沢口兵防と県平均とを第5表把比  

較して．その際秀性を強調してみよう。  

舞4表 沢口の1戸あたり所得率  

経営規模平均   粗収入  経営費  所得率   

リ ン ゴ  85．7a  
（うち，未成閲25a）  4，732干円  1，163干円  75解   

水  稲   39，7   812   194   75   

計  5，544  1，377   75   

第5表 リンゴと水稲生産性の沢口と県平均の比敏  

沢  口   県 平 均   

リンゴ  

10aあたり収量   3．732Kダ   1，720晦   

品 質  秀 80珍   秀．29珍  

優 15肇   陵 329昌  

良5啓  良26褒  

並13珍  

10aあたり労働時間  233時間  

晦あたり単価  221円  138円   

水  稲  

10aあたり収量   720晦   583晦   

品  質   3等米以．上94拶  3等米以上629あ   

10aあたり労働時間   42時間   74時間   

10aあたり経営費   50，210円   59，958円   

リンゴ作の労働時間の少ない特色は．共防と無袋の成果に帰せられるのである  

が．沢口共防における10a140時間の内訳は．勇走20．草刈5．摘果20．  
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収穫32．除雪11，薬剤散布18，勇定彼処理4．着色管理10．諸運搬15，  

ハリトーシ被害果処理2，施肥その他3各時間であり．いうまでもなく．人工受  

粉，袋軌 除袋労力は0である。   

生産技術の高度化は．リンゴの価格水準  

準を向上させ．所得率向上に貢献してい  

る。第6表をみてみよう。さら軋 これ  

を平鹿地方でも高水準の増田町8部落（  

沢口も含む）と対比してみると．7品種  

平均の生産者手取金は沢口が15晦あた  

り3，088円で．8部落平均の同乙828   

円よりも陰っている。  

舞6表 リンゴ単価の沢口と  

県平均の比戟  

（Kダあたり）  

品 種  沢 口  県平均   

ふ  じ   241円  205円   

スク…キング  93  
デリシャス  

ゴっレデン  
デリシャス   

圏リンゴの販売活動の特色   

増田町農協－⑳平鹿果樹農協724haの傘下－の⑲選果琴に全量892  

t，100移出荷を堅持している。因みに．㊦全体で80万箱．約20億円，  

組合利用率82．5愛である。   

沢口共防では全量を収穫と同時軋低温．CA貯蔵庫に搬入し，100貯蔵リ  

ンゴとして，京浜～ 京阪札名古鼠∴矧乳九州に出荷している。100喀貯蔵  

するということも極めて特色であると，感嘆せずにはいられない。   

昭和41年∵ゴールデン無袋会’’発足以免無袋栽培のための技術緻一はもと  

より。無袋リンゴの計画販売に腐心し，当初は布袋ものより．15Kダあたり300  

円安く販売されたが．市場開拓の結風 発足6年目からは価格差は逆転した0  

圏後継者も育っている   

後継者育成が徹底しているのは．共防の成果が挙っている実証であり。後継者  

が育っていることはこの共防の前途が明るい♪ ともいえる。   

リンゴ作の拡大安定により，農家経済は向上安定し．後継者層に将来の希望を  

与え．共防発足後37戸中．15戸に世代交替があったが．県内外への転出者は  
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皆無であるし．出稼ぎの解消にも役立っている。  

後継者はすべて高校卒業後．秋田県果樹試験場に1．年間実習生として技術習得  

を行う。共防組織内では始めから5年間は調査班に属せしめ．調査活動の中から  

実践技術を体得させている。  

園今後の課題  

簡単に指摘するならば．まづ個別面積が少ないことのため．リンゴ部門の規模  

拡大が最も大きな課題であることである。その対策として．亀田地区220戸共  

有財産の未利岡地50ha．うちSS導入を基準としての開墾適地15haの利用  

を計ることを真剣に考慮すべきことと思う。  

舞7表 沢口果樹共同防除組合のあゆみ  

記  事  

明治27年   

昭利32年  

40年  

46年  

47年  

50年  

52年  

53年  

54年  

応贋園共同入植開園事業リンゴ植栽  

新農村建設事業により．リンゴの共同選果を開始  

果樹共同防除組合発足  
機械格納嵐 定置式防除施設を建設  

水田転作奨励により．8haの水田をリンゴ園に集団転作  

共防の高能率化と．水田転作リンゴ園の共防をはかるため．  
S Sの導入をはかる   

県によって，集落数場化集団として指定  

知事賞受裳  
格納庫（資材庫．集会場を兼ねる）を建設  

リンゴ園の農場を整備  

集落農場化集団褒鼠 優秀賞（知事賞j 農林大臣裳）  

第18回幾林水産祭園芸部門において  
内閣総理大臣裳を受嘗  
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無袋栽培でおいしいリンゴづくり  

沢口果樹共同防除組合  

（代表者 篭香登作）   

私達のりんご栽培のあゆみほ決して順  

風満帆ではなかったのです。47年の価  

格の暴落，49年には史上例をみないと  

いわれた豪雪により全園忙亘って枝が  

折れ，その年の収穫が激減する等幾多  

の困難もありました。   

こうした難局も長年培ってきた仲間  

との連帯意識，そして何よりも個々の  

農家のりんごに対する情熱忙よりこれ  

を克服してきたのであります。   

さいわい，こうした集団ぐるみの営  

鹿努力により，現在では県内有数わり  

んご生産集団となりましたが，まだ多  

くの課題も残されております。   

今後とも仲間と常把手を取り合い，  

強い連帯意識のもとに，おいしくそし  

てみんな忙喜ばれるりんご作りと経営  

の改善により一層の努力を重ねる覚悟  

であります。  

私達のりんご栽培の歴史ほ古く遠く  

明治27年にさかのばります。当時県内  

でりんごを栽喝しているところは少な  

く，いわば県りんご栽培の草分でもあ  

り，父祖伝来のりんご作りに対する魂  

が，個々の鹿家に現在まで引き継がれ  

ております。   

昭和40年，それまで個別作業であっ  

たりんご栽培を組級化し，集団で高生  

産・高品質りんご栽培の確立に取り組  

みました。最初は，大型S・Sを導入  

し，省力化陀よる病害虫防除の徹底忙  

つとめました。45年托ほ米の生産調整  

を契機に8haの水田転換と，集落所有  

の未利用地をりんご園忙造成して個々  

の幾家の経営規模を拡大してきました。   

また，私達の最大の顕いは，いかに  

消費者匿おいしいりんごを供給するか  

ということであり，このため当時まだ  

技術が確立されていない「無袋栽培」  

を先駆的に導入し全園庭これを普及し  

たのであります。   

こうした私達の努力の結果，県平均  

を上廻る高い生産性を上げることがで  

き，また「ふじ」「コ㌧－ル」を中心と  

した無袋りんごも中央市場で銘柄とし  

て確立するまで忙なりました。しかし  
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日本農林漁莫振興会長欝垂圏  

出品財 チューリップ  

受賞者 囲 山 峯 一  

（新潟県北蒲原郡京ヶ瀬村京ヶ島202）  

国受凝着の略歴  

京ヶ瀬村は新潟平野のはば中心弧 阿賀野川の沖積扇状地帯の一角に位置し，  

新潟市まで20K乱 国鉄羽越本線．国道49号練が横断していて，地方の主要部  

市である新津†れ 盛栄汚，水原町などと隣接している水田単作地滞の純幾村では  

あるが．交通は便利である。   

園山氏は昭和17年水原数学校を卒業し，当時240aの耕地を桝作するかた  

わら，米穀商を営んでいた父親から盈菜経営の一切を受けつぎ少経営面横を拡大  

Lて所得の向上を図るべく。鋭意努力を違ね   

てきた。学業を終えて間もない青年が農業経   

営を実践できたことは，一任した父親の卓見   

もさることながらp それを受けて立った園山   

氏の農業に対する熱意のほどがうかがわれる。   

それ以来自主独立，一筋に農業と取組み，父  

の付託にこたえるだけでなく，一家の中心と  

して責任を全うしてきたのである。  

若くして幾菜を一任された園山氏が．まず   

手がけたのは経営面横の拡大であった。その   
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ために小作地を借り受軋 あるいは農地を買入れたのである。しかし経営規模の  

拡大は耕地の拡大だけではなく．耕地の高度利用という方法もあると考え．独力  

で収益性が高いチューリップの研究に着手した。因習的な親ゆずりの農業から解  

放され，稲作農業に固執することなく．自由に将来の農業へと歩みはじめたので  

ある。もちろん，それは苦難の道ではあったが．着実に技術を蓄積し．昭和32  

年に父親が米穀商を退いた時点で．本格的にチューリップの拡大にふみ切った。   

このように園山氏は研究心に富み，水田単作地帯で新しい土地利用体系の確立  

に先駆的役割を果し，－一つのモデルを創りあげている。その功積は衆目の認める  

ところであるが，早くも28才になる長男に経営権を一任し▲ つぎの発展を息子  

に期待している。まだ51才であるから引返の年令ではないが．氏は若くして父  

親から農業を一任されたことがよかったことから．後継ぎにもその道を与えたの  

である。前者のよい教訓を後者に伝えようとする配慮がうかがえる。   

家庭は三世代そろった家族構成で，和気あいあいとした温かみを感じさせる雰囲気  

を醸しだLている。父親は山野の草花を集めて栽培し 経営主は盆栽．長男は写  

真やスキーといった趣味をもち．ゆとりのある円満な家庭を築きあげている。   

温厚で誠実．責任感の強い∧柄は．人望を集め．地域農業を推進するための助言．  

指導者として期待がよせられ．峯一氏は県委嘱の指導農業士．村教育委具に推挙  

され．また長男孝氏は青年農業士として活躍している。まさに地域農業振興の要  

の役割をはたしている。  

圏受発着の経営概況  

地域の土壌は沖積層からなり。表土は埴壌土。壌土が主で。中には砂質壌土も  

あり。複雑ではあるが地味は肥沃である。地下水位は一般に高く，一部把低湿地  

で湛水がみられるがβ 近年．土地改良が進展して揚排水機場が完備され．干閏奉  

が80多に達し．裏作はもとより花き．野菜顆の作付けが容易となっている。   

だが初霜は11月上旬．初雪11月中丸 晩霜4月上旬。融雪3月中下吼 最  

大積雪量は1．2仇で根雪期間は90凱 年平均気温は14，4℃で．m5℃以下に  

下ることははとんどない。積雪寒冷地帯として冬季の気温ほ比戟的ゆるやかであ  
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るが．雪害は受けやすい。   

村内の総研地面積は1，837haで，水田が1，721haを占め，水掛率は94勿  

という水田単作地帯である。夙山氏ほ耕地357aを経営しているが，村の平均耕  

作面積が176aであるから村内では経営規模が大きい階層に属している。そのう  

ち水田が296aで．やはり水田寒が82，9多と高い。ただし．その水田には経  

営受託が56a含まれている。受託水田のうち単年度契約が32a．長期契約が  

24aで．受託料は村内平均が米3～3ノ5俵であるのにたいし．前者は5俵 後  

者には米4俵＋転作奨励金を全額支払っている。このように高い受託料の支払い  

は経営の収益性が高いことにもよるが，積極的な経営拡大の意向の現れともみら   

れよう。   

京ヶ瀬村の水田転作ほ125haであるが，そのうち管理転作が40多におよ  

び，零細農家の委託耕作が進行している。しかし受託をして経営を拡大しようと  

する農家が少ないのが現状で，隣接都市に工場その他の就業機会が多く，通勤兼  

業が可能なことから兼業化の進展がいちじるい、。総農家数1，069戸のうち，  

専業農家は僅か11戸という状況である。園山氏はその数少ない専業農家の一粒   

なのである。   

家族構成は7名であるが，常時盛業に就業しているのは経営主と長男の夫婦4  

人である。ライフステージからみて最も家族労働力が充実している時点である。  

作付作目ほ水稲・チューリップを基幹とし，それ把野菜を組み合せた複合経営を樹  

立しているが，それは充実Lた労働力と長年の技術の蓄積とが一致し，新しい土   

地利用の確立を可絶にしたのであろう。   

桝地は20カ所ほどに分散しているので，必ずしも条件がよいとはいえない。  

主な作目別の作付面積は水稲184a，チューリップ105a，長芋32a，キ  

ャベツ60a，はくさい24a，さといも14a，その他人参，馬鈴薯，西瓜が  

30aである。野菜は主に秋冬孝把収穫L，調整して出荷するので，年間を通し  

て農業に従事できる仕組みとなっている。雇用労働力は近隣の主婦を6名，チュ  

ーリップの掘取り，調整に15日間雇用するだけである。  
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圏受饗財の特色   

この経営の特色は，水田単作地帯においてチューリップと野菜の複合経営を樹  

立し，高所得の専業自立経営を確立したことである。冬季間の積雪で稲作農家は  

盤閑期となるが，そこに野菜を取入れ，年間家族労働力を就業させる農業経営を  

組み立てたことほ，その努力と合せて今後の稲作地帯における農業の指針としても  

評価されるところである。   

もとより新潟県はチューリップの栽培の歴史が古く，囲山氏が先鞭をつけたと  

はいえないが，県内の生産兵家が昭和45年の2，097戸から53年には882戸  

と急速把減少し，また1戸当たりの平均作付面積は18．7aと小さい中で，着実  

にその作付面積を拡大しているのである。チューリップの作付面積の推移は第1  

表の通りであるが，54年には120aを作付け，県内では100a以上の作付  

農家が2戸であるから，その1戸が閻山氏である。いまや県内ではトップクラス   

のリーダ…である。  

舞1褒 チューリップ作付面積の推移  

年次  碍34  35  36  37  38  39  40  41  4243   44   

面積   払 136  17．0  203  23．1  31．0  235  29．5  38．0  35（）  37．0  52．0  

年次  45  46  47  48  49  50  51  52  53  54   

面積  585  72（）  59｛）  85．0  90（）  90｛）  900  90，0  105．0  120．0  

チューリップほ水稲とならぶ経営の基幹部門であるが，それには安定した高収  

益の裏付けがなけれはならないく）10a当たり収量は県平均が21－594球で，  

閻山氏は21，800球と変らないが，検査等級割合は甲が県平均で82肇を占め  

るのに対して93多であり，不合格品は少ない。その販売額は，県平均36万  

円に対して51万円となっている。いかに園山氏の生産技術が鰹れており，また  

轟い収益性が稲作との代替を可能にしているかが明らかであろう。その高い経済  

性が稲作農業の平にチューリップを基幹部門として位置づけたのである。   

このようにLて水稲とチニL、－－リップの輪作体系が確立するが，昭和45年に米  

の生産調整が開始され，それにつづく水Ⅵ転作に対応Lて，チューリップ後作の  
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園山氏とほ場全景（左）  

球根の植付け（石）  

水稲を野菜作に転換し，水稲，チューリップ，野菜という作付体系を確立したの   

である。   

耕地の利用体系は，①田畑輪換用，④水門転作閏，④畑の3つ把分れている。  

水門転作面積は103aで，水m面積の34，8痴と高い水準把ある。京ヶ瀬村は  

10肇であるのと対比しても，いかにその素地がつくられていたかが明らかであ  

ろう。転作昌は野菜であるが，各作付練糸にチューリップが組み入れられ，つぎの  

ような作付順序となっている。（第2図）  

舞2図 作 付 体 系  

1 勾三 日   2 年 冒   3 年 巨  

4 5 6 7 8 910111212 3  4 5 6 7 8 910111212 3  4 5 6 7 8 910111212 3   

叫  
転換i＝i〕  キャベツ ー白菓  水稲  

遠藤  匝・・－－′○   

薫を 芋  水稲  

転作川   ¢叫      ▲  
j．毒  手  馬鈴薯  チューーリップ   人 参   

細   チュh＝－リッフ   ‾仙   人 参   長  芋   

長いもは水［冒に作付けると桝盤を破壊するので，水田把筏元しにくい。それで  

－91㌦   



永久転作田となるのである。ともあれ，このように水稲とチ＝L・－－リップ，野菜類  

の作付体系と複合経営が完成しているのである。   

チューリップの品種はGハーベスト38a，マルク60aで県の主力品種と変  

りがない。また，球根の販売は全量球根農協を通しているが，特定の産地業者へ  

出荷するという販売方法をとっている。販売価格は協定で設定されており，全量  

県規格検査を受けているが，生産を援助し，また産地を育てた業者と結合してい  

るのである。その点富山県産はほとんどが全県統一共版であるのと対象的である。チュ  

ーリップは近年列執句けが少量となり，また水田転作の作付増加と合せて内需向  

けが増加している。それに加えて，全般的に切花需要の伸びが停滞していること  

もあって，球根生産は試練の時代に入りつつあり，競争はいよいよはげしくなり  

つつあるが，それを乗り切るには特定の流通経路をもち，それに合った品種を選  

び，生産規模の拡大によって生産費を低減する方向しかないのである。圃山氏は  

その点に十分に配慮Lている。   

野菜は一部夏ものもあるが，主に秋冬野菜である。積雪地帯で冬季の露地野菜  

作は番兵に感じられるが，秋に作付けて雪下で越冬させながら収穫し，調整して  

出荷をしているのである。したがって出荷期間は12月下旬～3月上旬までで，  

新潟中央卸売市場へ連続的に毎日1．5t車で出荷をしている。   

新潟県は野菜の消費県である。とくに冬季間は不足し，東京市場から転送され  

るはどであるから，県外産の入荷が多い。その点に着目して冬季間に出荷する野  

菜の生産を行ったのであるが，それは農閑期の遊休労働力を有効に利用する方法  

でもある。雪に埋れた野菜を掘り起して出荷するには多くの労働力を質するが，   

市場では他の産地よりも高値で販売しているのである。その一例をあげておこう。  

第2表 主要野菜の価格  
円′／1晦当たり  

月別 品目別  1月  2月  ～ 3月  4月   
21  

きゃべつi志腎莞  58   

はくさいi志山氏  2 0  13  2 2  3 6     2 0  129  6 6   
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野菜は冬期間の出荷であるが，価格が低落している時期陀は出荷を控え，その回  

復をまって出荷する。多品目を生産しているので，市場へは常時出荷でき，また  

価格変動の危険が分散できるのである。卸売市場価格の動向については市場とよ  

く打ち合せ；∴市場が要求する出荷量と品目を計画的に出荷している。個∧出荷では  

あるが，県内生産者としてまとまった荷を出荷している荷主が少ないので，市場  

の側も配慮しているのである。これは近郊生産者の出荷方法として学ぶところが  

多い。  

また長いもはプリパックもとり入れて出荷している。秋に収穫して貯蔵し，少  

しづつ出荷するが，その間に折れたものが生ずるので，その商品性を高める方策  

として，この包装販売をとり入れているのである。   

以上のように，この経営は複合経営とはいえ，地場市場を有効に組み入れ，農閑  

期を利用して高所得経営を創りあげている点把特徴があると言えよう。ではその  

経営成果はどうか。過去3カ年問の農家所得をあげておこう（第3表）。  

舞3表 幾家所得の推移  

昭50年   51年   52年   52／50拘   

農業粗収入  13，996千円  15，787理】  16．117千円  11．59あ   

農業所得   8－210   9，168   9，015   110   

転作奨励金   450   500   540   120   

農家所得   8．660   9，668   9，555   110  

昭和52年の農業粗収入は1，611万7千円で，農某所碍は901万5千円で  

ある。農外所得としては転作奨励金の54万円だけである。したがって農業所得  

率は55，9多，農家所得は955万5千円となる。900万円をこえる農業所得  

は，専業自立経営を維持するのに十分な所得水準といえよう。   

各作目部門別に収入と支出。所得をあげるとつぎのようになる（第4表）。   

このように野菜の所得が最も高いが，チューリツプ球根は自家生産なので，そ  

れを所得に加えると550万円と．なり，総農業所得は1，451万円となる。チュ  

ーリップと野菜は稲作部門をはるかにしのいでいるのである。  
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舞4表 部門部農業所得  

：昭52年  

米   チエーリッフ  野菜   言†   

収  入  3，180千円  6．839千円  6．098千円  16．117千円   

支  出  1，515   5，233   5，980   12，738   

所  得  1，932   2，704   4，289   9，015   

投下労働時間   770時間  2，300時間  8，730時間  11，800時間   

1日当たり労働  21．0   
報酬（千円）  

9．4   3．9   6．1  

だが，1日当たりの家族労働報酬は稲作はどには高くない。それだけ労働集約  

的な部門だといえるが，野菜は冬期間の遊休労働力の活用であり，チューリッフ  

の投下労働時間把はコン㌧パインで刈取った稲賽の処理や厩肥との交換，運搬，視  

察研修時間等が含まれているのである。その労働時間を差引くと普及所管内の平  

均よりは低い（窮5表）。   

舞5衰 チューリップ作業別労働時間  

昭52年10a当り  
註（1）労働時間が他に比して多  

いのは，＝7ンパイン導入  

による叫つの弊害と考え  

られる稲ワラ処理に多く  

の時間を用いている，一  

方土作りのため稲ワラと  

厩肥の交換堆肥作り等に  
用した時間も含めた。また  

指導農業士でもあるため  

各産地の視察研修等も実  
施しているのでそれらの  

時間もチューリップ栽培  

のために零したのでそれ  

ぞれ含めた。   

（2）富山県の例は昭51年花  

き統計による。   

（3）管内平均 水原普及所管  

内の平均である。   

項 目  園山峯－  管内平均  富山県   

耕起，整地   2   8竃   4筒   

施  肥  37．4   7，3   5   

植付，覆土  38．8   42．5   72   

中桝，除草   2．2   3   2   

防  除  17．1   36．5   20   

その他の管理  31．5   29   21   

収穫ナ調整  169．4  188   114   

選別，出荷  30．3   33   43   

小 計  328．7  347．3   28ま   

稲築搬出及   51，9  
び厩肥運播  

堆肥作り  32   

視察研修  13   

合  計  425．6  347．3   281   
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圏受凝着の技術と経営   

この経営は兼業化寒が高い水田単作地帯において，チューリップと野菜の複合  

経営を確立し，家族労働力の有効な配分と土地利用の高度化をはかり，高所得盛  

業を確立して水田単作地帯の将来展望に資する経営のモデルを提示した。   

農業家族労働力は4名であるが，年間盛業把従事し1∧はば300日の就業と  

なっている。この従審日数は，過重労働ではないかという疑念を飽かせるが，そ  

れよりも家族労働力がそれだけ就業できる農業経営を樹立したことに注目すべき  

であろう。その1日当たり労働報酬ほ，兼業所得を上回る水準を維持Lているの  

である。   

したがって各部門とも収量水準が高く，また商品性も高い。投下労働時間が多  

いのは，とくに野菜の冬期閣の収穣・調整労力であって，それを除いては管内  

の農家と変りがない。キャベツとほくさい把ついて作業別時間をあげておこう（  

第6表，第7表）。  

舞6表 キャベツ作業別労働時間  
昭52年10a当たり  

項  目  夙山峯一  管内事例   

育 苗■ 二重 欄   1．0時間   1．0時間   

は  種   1．7   2．2   

育 苗・管 理  35．0   18．7   

桝 転・瞳立て   1．7   11．5   

施  肥  12．0   10．0   

定  植   6．7   15．7   

防  除  10．0   4．2   

その他の管理  3．5   19，7   

収 穫 ■ 調 整  179．0   67．0   

出  荷  24．3   13．5   

小  計  274．9   16′3．5   

市場価格確認調査  10．0  

堆 肥 作 り  20．0   

合  計  304．9   163．5   

註（骨一般栽培管理は標準  

並みであるが冬期雪  

の中から収穣し，調  

整して出荷するため  

11～12月収麺に  

比べて2倍以上の時  

間を要する   

（2）一般より多収のため  

出荷に時間を要した   

（3j冬期間の自家労力を  

有効に経営内部で利  

用した   

（4）管内事例は水原普及  

所管内の12月収稜  

の例である   
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舞7衰 はくさい作業別労働時間  
昭52年10a当たり  

項  目  観山峯－  管内事例   

育 苗 準 備  11．0喝間  13．0時間   

は  種   1．0   4．5   

育 苗・管 理   4．3   9．5   

耕 転・瞳立て   2．0   8．5   

施  肥  13．5   13．5   

定  植  43．0   15．0   

防  除  1aO   6．5   

そのノ他の管理  21．1  19．0   

収  穫  4て．0   

調  261．0  27．0   

出  荷  54．3   16．0   

′J、  計   423．2   179．5   

囲 い 貯 蔵  55・0  

除 雪 運 搬  174．0  

市場価格確認調査  21．7   

合  計  673．9   179．5   

証（け一般栽培に要する時  

間は標準並みである  

が，冬季高値時出荷  

のため，除雪，適搬  

に時間がかかる。   

（2）冬季出荷のため寒害  

による外菓の損傷が  

著しいため調整に多  

くの時間がかかった   

（3卜一般標準より反収が  

多いため出荷等把も  

時間を要した   

（4）多くの労働時間を要  

したが冬期間の自家  

労力を経営内で有効  

利用出来た   

作業日数が多いが，それには野菜の調整といった蜜労働が含まれているので，  

とくに過重であるとはいえない。しかし，農業労働を逐次合理化するために機械  

を導入し，チューリップでは掘取機，植付・覆土機を，また野菜では洗浄機を導  

入する等，機械化に心がけている。と同時に作業場を拡張し，球根の乾燥と野菜  

の調整絶率を高め，球根の種子は乾燥場に地下室を設置して保存効果をあげる工  

夫をしている。施設整備は，とくに目新しいものはないが，県内農家には一般に  

普及Lているものはそろえているといえよう。   

堆肥は畜産農家と稲築の交換をし，自家製造によってチューリップには10a  

当たり3，5tを投入している。また野菜にも多量に投入し，それが反収を高める  

と同時に連作障害を防止する役割を果している。それも複合経営の一つの成果と   

いえよう。   

以上のように家族労働力を年間有効に利用する経営を樹立しているのであるが，  
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球根の貯蔵施設  

この経営は家族労働力の構成からみてピークにある。これからは労働能力が低下  

する時期に入るので，より経営の合理化をせまられるであろう。後継ぎの新一氏  

はその点を見越し，最大に張りつめた経営をこれからどのようにゆるめるかが課  

題だといっている。そのための機械化と合理化を図ろうとしているのである。   

嵐山氏の経営は高所得盛業で安定しているが，村内ではまだ静観している農家  

が多い。野菜をとり入れているのは1戸，チューリップほ15戸にすぎないが，  

水田転作といった新しい行政施策が打ちだされてきた水田地帯としては，きわめて  

有意義な経営のモデルといえよう。この考え方は，広く普及性をもつものである。  
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農業で地域社会に貢献  

国 山 峯 －   

の占めるパーセントは昭和35年75労，  

40年52浄，45年37算，50年21％，  

53年22飽です。   

チューリップ栽培を水田裏作として  

本格的に取入れたのは，地域で私が最  

初であります。現在，村内で真剣に栽  

培している人は6名で，お互い把手を  

取り合って都市化現象の防波堤ならん  

と意気込んでおります。通年就染あっ  

てこそこの地帯でほ，今日の専業幾家  

ははじめて成立するのだと励まし合っ  

ております。純磯村風景ではなく，其  

の内容の裏付けと立証のために実績で  

示すことが何より大切であると思って  

おります。   

村内の労働力は村内で有効利用し，  

自家労力は自分の経営内で完全燃焼さ  

せる，1～2月の冬期間は，冬野菜を市  

場出荷し乍ら通年就飽する／これが私  

の経営理念であります。   

私から鹿茸をとってほ何も残りませ  

ん。盛業でもって地域社会に貢献する．  

此の道を今後も私は歩み続けで行きま  

す。  

螢策，それは自ら苺びとびこんだ通。  

そして，それを生甲斐とし，祖先に胸  

を張れる百姓になることを希求し，硬  

任を感じながら今日に至り，此の度の  

受賞は本当に感激一入でございます。  

稲作単作地帯の純漁村の本村で，専菜  

鹿家として自立するには，経営面額田  

畑計3haの我が家の規模では，先づ其  

の拡大を図らねばならず，地価高騰の  

時点では自分のある耕地を高度に利用  

することが現実的な拡大の方向である  

と思い，昭和32年頃より水田裏作に  

チューリップを導入して，一歩一歩階  

段を登り乍ら，米紙対の経営から米＋  

球根十野菜の複合経営に徐々に方向転  

換をはじめました。盛業十本で生きる  

には，収量頭打ちの米依存度80浄を打  

破し，少なくすることな最大の課竃と  

しました。   

お蔭様で時流に乗り，計画的にチュ  

ーリップも増反，第一次米生産調整の  

頃より墳極的に水田利用に取観み，農  

業情勢に対応してチューリグプ跡地把  

も秋冬野菜を作付し，稲作一づガ倒時よ  

り遠かに収入増となり，専業飽家とし  

て今後も自立できるめどがつくように  

なりました。各販売金額から見た，米  
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日本幾林漁発振興会長輿受肇  

出品財 生 活 改 善  

受賞者 姫宮生活改善グループ  

（代表者 竹内明美）  

（長野県下伊那ぎi＝二期町上黒田）  

園受凝着の噂歴   

姫宮生活改尊グループの所在する上郷町は，長野県の南部に位置し，飯田市に  

接している。天龍川の開折によって発達した河岸段丘地帯で，耕地は標高500  

～600仇の上段と390～450偶の下段地常に二分され南北に延びている。  

大部分は洪積層で地味は肥沃である。   

気候は内陸性であるが，表日本の影啓もあ  

る。気温差は大きく，夏期は高温多雨，冬期  

は霧雨低温であるが，長野県下では温暖地帯  

である。年平均気温，降水量は，それぞれ  

12．2℃，1，6007汀m前後である。   

交通的には，国道151号線，153号線  

のはか，国鉄飯田線も通過している上に，中  

央高速自動車道も開通し，中京経済撃の後背  

地としてくみ入れられた。町の全∧口は約1  

3，000∧強，世背教約3，700弱で，鹿家  

世帯はそのうち約20肇を占めるにすぎない。   

地場産業としては，かつて機染（はたぞめ）  

業が栄えたこともあるが，現在はその地位は   
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姫宮生活改善  
グループ員  

低下している。耕地奉は約16葬で，水田のはか傾斜のある丘陵畑地は桑園が主  

であったが，現在は二十世紀饗や桃の果樹園に変わってきている。   

姫宮生活改善グループは14名で構成され，そのうち12名は果樹栽培農家の  

主婦で，年令は現在38才～53才である。経営耕地面積は65aから125a  

にわたるが，平均1戸当たりでは102aである。現在，水稲のはか，現金収入  

の主要なものは果樹（二十世紀，赤梨，桃）であり，最近，菌茸（エノキダケ，  

本シメジ）の育成が盛んになっている。畜産は′」、規模な乳牛，肉牛，養豚の飼育  

が見られ，堆厩肥の生産は個別経営で十分行われている。不足の場合は，農協の  

堆肥センターからトラック1台分4．000円で入手できる。1戸当たりの農業所  

得の平均は約430万円で，農業だけで自立し得る所得をあげているので兼業し  

ている農家は少ない。   

住居環境は清潔で排水帝はよく手入れされ，濁りのない水が流れている。有色  

野菜は廻りもちで共同菜園として栽培されているが，ツルムラサキなどは巧みに  

生垣などに配されて観葉的にも生かされている。   

グループは，昭和41～42年頃若妻会を卒業した若い主婦数名が原動力とな  

り，心の寄りどころとなれるグループを作りたいということがきっかけとなり，  

地区の婦∧灯呼びかけて発足した。それ以来11年間の長期にわたり「みんなが  

健康で生きがいのある生活」と「高い生産性の農業を継続する経営」を目標に，  

その実践活動を計画的に行ってきた。   

グループが目標としている健康な生活とは，食生活改善による貧血等健康障害  
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の解消であり，また，過重な農業労働や農薬から守るための農作業の改善である。  

さら把農村環境を汚染から防止することである。クルーブは，以下に述べるよう  

に，これらのことに取り組み，健康を守るとともに，虚業生産の向上についても  

各種会合で積極的に発言し，地域社会の環境保全にも寄与Lてきた。  

団受凝着の経営。生活概況   

姫宮生活改善グループの構成員14名のうち，12名ほ果樹農家の主婦である。  

桝地面横が100a以上の農家が5戸，60～100aの農家が7戸である。兼  

業も少なく後継者も揃っている。経営の形態は「水稲＋果樹（なし，もも）」の  

複合経営が主要なものであるが，そのほかプラスαとしてタバコを作付ける者，  

エノキやシメジを育成する者，肉牛，乳牛を飼育する者，養豚を営む者もある。   

なしの品種は二十世紀が多く，次は幸水である。平均収量は現在，前者が10  

a当たり5，700晦，後者が3，800晦産度である。二十世紀梨は大阪市場に伊  

那なしとして鳥取ものの次に出荷され，糖度が殴れ，陵良品に格付けされる比率  

も高い。桃の品種をま漸次白桃系に切り換えてきている。平均収量は2，900鞄で  

ある。   

構成員農家のはとんどは家畜を飼育しているので，地力維持のための堆厩肥の  

補給が行われている。果樹園の大部分ほ丘陵畑地にあるが，全般的把は台地状で  

急傾斜地はそれはどない。なお，農協の選果場が近隣に位置し，そこで共選，箱  

詰め，出荷が行われる。   

構成員農家の住居は台地上に位置し，日照が良く，全て舗装された道路に面し  

ている。また，後述するように生活雑排水の浄化がゆきとどいているので，排水  

構にほ悪臭や不潔感はない。各戸の門口や周囲は適当に緑花木が配置され，見た  

目にも落ち着きと豊かさを感じさせる。  

因受贋財の特色  

姫宮生活改善グループは，全員が協調し合い，独走せず，話合いの、なかから  

実践活動を進めてきている。活力ある漁業経営及び生活の基本は家族員の健康で  
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上郷町産業祭における  

学習成果の発表  

福神潰。コロッケの共同加エ  

あるとの認識から，健康的な生活のための「生活面」の改善にとどまらず，積極  

的に高い生産性の農業に発展させるために，「農業生産面」への取り組み把まで  

及んでいることが特色であろう。それらは，発足以来の諸活動の次の点に見られ   

る。  

（1）食生活の改善から貧血をなくすエ夫に取り組む   

昭和48年に地区の健康診断が実施された結果，グループ員の住む上黒田地区  

では，町内の他の地区に比べて，健康異常者が多く，特妃女では貧血の人が45留  

に及ぶという診断結果が出た。グループ員14名中6名が貧血であり，所得増大  

だけの経営活動に追われ，生活や健康問題が軽視されていたのではないかという  

反省のきっかけになった。   

その対策のために食生活の実態調査をし，その結果，必要量把比べ有色野菜，  

油脂，乳製品が不足していることを知ることができた。そこで，まず年間有色野  

栄が食べられるように自給野菜栽培に着手し，3月中旬から播種，栽培の技術学  

習に併せて，栄養知識の学習や調理技術の講習研究会に取り組んだ。パセリ，ブ  

ロッコリー，ニラ，ピーマンなどの共同播種，共同育苗のため把共同菜園をグル  

ープ員の圃場の山部を回りもちで提供し合い，その苗をグループ員やその他の家  

庭にも配布し，多種多様な野菜づくりを地域全体に広めた。また，以前からあっ  

たホウレン草や春菊などの有色野菜のはか，ツルムラサキや地玉葉をカロチンの  
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多い野菜として作り始め地域に普及した。   

健康診断の結果から眼底異常も多いことがわかったので，成人病予防のため，  

食塩頸，砂糖類の使用状況の調査から，グループ員の使用量に家庭差があり，こ  

れに対処するために食生活の改善，減塩のための食車作り，漬物のエ夫などを推  

進してきた。さらに，栄慈の確保，家事労働華滅手段として虔協から副食と牛乳  

の共同購入も始めた。   

こうした計画的な食生活の故老を進めた結果，グループ員の家族から貧血者を  

なくし，その後の食事調査結果からも，魚肉，牛乳，緑黄色野菜の摂取量が増え  

ている事実が確認された。  

（2）優良果買の増産を目ざして接戦樹の更新をエ夫する   

二十世紀寒は，多雨による黒斑病の発生を防ぐため，20回もの薬剤撒布を必  

要とする労働集約的な晶確である。これは，規模拡大のための障脊でもあるので，  

省力化を図るため，無袋の発栽培も進めることになり，新水，幸水などを導入し，  

出荷時期も9～10月に集中した労働力を8月中旬から徐々に出荷できるよう，  

品種構成を変えることにより労働ピークの緩和を図った。  

以上は「何とかして労働を軽減したい」というグループ員主婦たちの気持から  

であったが，この主婦グループ員の科学的な探求心が，この地域の果樹生産（梨）  

の面に直接貢献したのは受粉樹の更新についてである。   

二十世紀梨の花っけ作業は，春先の天候気温などにも左右され，細心の注意を  

払わなけれはならぬ作業である。昭和50年に普及所から放送利用学習グループ  

に指定され，ⅤでRを使って集合学習をすることになった。「今年の果樹栽培」  

をテーマとする学習会がきっかけとなり，授粉樹の品種によって花粉に活力の差  

があり，受精や着果に影響するというが，どんな品種の花粉が一番良いのか，そ  

れを調べてみたいという素朴であるが重要な課題が提起された。それは，花つけ  

作美をしながら「この花粉ははんとうに生きているのかしら」という平生の疑問  

に答えてみることでもあった。   

そこで，グループ員が供用している品種の花街を持ち寄って，寒天培養をして  

顕徴鎗検査を行クた。最初は培蕃方法を省略したため失敗したが，その経験から  
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梨園での共同  

租康削り作業  

注意して再度培養して検査してみると，結果ほごく一部の∧しか供用していない  

「今村秋」が群を抜いて活力が高く，授粉樹としては擾良品擾であることを発見  

した。この地方で多く使われていた品種は「新興」や「ヤーリー」であったので，  

この発見はただちに果樹経営に生かされることになり，授粉「今村秋」に接木更  

新することになった。   

このことを地域の果樹婦∧部大会で発表したところ，大きな反響を呼び，地域  

の果樹組合で穂木を共同購入し，接木講習会なども開かれ，授粉樹には「今村秋」  

が良いことが波及していった。農協においても，この活動成果を認め，関係機関  

も統・一して「今村秋」を指導することになり，中央農協（7事業所，250ha）  

全域に普及することになった。  

（3）健康で働きやすい作業衣などの衣生活改善と体力づくりの工夫  

果樹栽培は農薬撒布の機会が多いから，体内への農薬の侵入が健康へ悪影響を  

及ばすのではないかという心配は常にある。また，それが貧血の一因にもなって  

いるのではないかということから防除衣の改善を待った。   

通気性，防水性の他，男性用にはSSの安全運転のため紅顔の側面の透視性な  

どを工夫し，ナイロンタフタ生地を使った防除衣の着用を推進した。また，快適  

な作業ができるよう網シャツの着用などを図った。   

桃の摘曹作業は目にゴミが入りやすいので，これを防ぐために黒のゴースで作  

った顔面保護ベールはグループ員のみならず，町内全域に汲及し，愛用されてい  

る。さらに，家庭生活の快適性を求めて家庭着の工夫や，改良ねまき，改良マク  

ラの工夫改善を進めてきている。  
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家庭用雉排水の浄イり曹   

さて，一般には見過ごされ易いことだが，平生の体力づくりにも，鉄棒ぶら下  

がり運動などをグループ員で実施している。これは生活改善車巡回の際に体力測  

定をしてみたところ，筋力には殴れているが，敏捷性，柔軟性に欠けている結果  

が出たこと，また，特定姿勢での農作業のため，腰痛や肩こりを訴える∧が多い  

ことなどから軒先きや廊下に固定した鉄棒ぶら下りを実施することにしたもの  

で，地区全域に広まり，体力づくりに関心の低かった農家の主婦にその効果が喜  

ばれている。   

（4）家庭雑排水の浄化活動で住みよい地域づくり   

農村部にあっても河川の汚濁がひどくなってきて，農業経営まで困難になって  

きたということが，町内の生活改善グループの交換会で話題になったことがある。  

水質汚濁は家庭雑耕水に主因があるのだから，個々の家庭でその浄化処理をする  

必要があるという討議の結論から，まず，グループ員でどんな浄化機種があり，  

どんな浄化機能があるかをテストすること托した。6∧がそれぞれ臭ったメーカ  

ーの浄化槽を設置し，保健所や普及所の協力を得て，6カ月間6種類の施設の浄  

化機能を検査した。その結果として各機種の機能の調査成績表に基づき現地検討  

会を開き，小型のものより大型のものが効率が良く，少なくとも三槽以上の構造  

にする必要があることが確認された。   

この成果を有線放送，公民館文化祭，婦人総集会などで発表し，住民の水質浄  

化意識の醸成把働きかけた。その結果，町の公害審議会でも取り挙げられ，昭和  

51年にほ町の条令が改正され，全域の水質汚濁防止が一歩進められること把な  

った。しかし，個々の浄化槽は掃除が大変であり，それを怠ると効果が挙がらな  
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いこともあり，共同の浄化方式，より機能の高い土壌浄化施設に切り替えるべく  

検討しつつある。  

趨受凝着の生活・経営の分析と今後の発展方向   

この姫宮生活改善グループの活動を見て感ずることは，例えば，花粉検査にし  

ても，浄化槽検査にしても，非常に研究熱心で，科学的把確認しようという態度  

である。自分逮で確認したデークに基づいて行動していることは，大変心強いこ   

とである。   

次に，実行力のあることである。何か疑問があればすぐその事実を確認し，そ  

の確認に基づいてそれを実行に移していることである。このことは生活面に限ら  

ず農業生産面にまで及んでいる。さらに，このグループの実行力は単把グループ  

員の範閣内把とどまるのではなく，広く地域に普及蓼透し，地域社会に貢献して  

いる点が多い。   

そして，これらを支えるものとして，グル】プ員のまとまりが良く，分担され  

て物事が進められていることを指摘できよう。14名のグループ員に定着するま  

では，仲間づくりにもいろいろ悩みもあり，脱落者もいたようである。また，花  

粉検査にしろ，浄化槽検査にしろ，始めからスムTズに進んだのではなく，いく  

つかの失敗を重ねている。しかし，そうした失敗の経験を反省し，独善に落ち入  

らず，普及所やその他の諸機関の指導助言を謙虚に受け止め，むLろ積極的に協  

力関係を創りあげているところに，このグループ活動の特色があろう。   

食生活の改善，貧血の解消，農作業時間の軽減，農作業の改善，環境浄化の推  

進など，着実に成果が挙がってきていることはデータが示している。「生産と生  

活の調和」ということは，言うは易くして行うは難いことである。この姫宮生活  

改善グループの∧逮は，このことを見事に実現しているのであって，今後の一層  

の発展とともに，次の世代育成への努力が期待される。  
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「健康農業、健康生活」の目標達成を  

姫宮生活改善グループ  

（代表者 竹内明美）   

圧総合検診が行われました。その結果，  

地域婦人の459らが，貧血症であるとの  

診断な受け，自らの健康も犠牲にした  

幾菜の姿に衝かされ，何の疑問も持た  

ず陀これに従軍してきた，私達自身の  

あり方についておおいに反省させられ  

ました。貧血の原因な探るため，普及  

員の指導，協力な仰ぎ，食生活の実態  

調査な実施した結果，緑黄色野菜，油，  

乳製品の著し＼、摂取不足が判明してま  

いりました。そしてサラダ菜，小カフ；  

パセリ，ピーマンなどの共同再酋，乳  

製品，動物性蛋白（肉覿）の共同購入，  

また料理研究会へと前進し，献立もク  

ル【プ会合で研究することなはじめ，  

今では家族陀「うちの栄養士」と形零  

され，喜ばれるまでに成良しました。  

こうした食生活の改善の結果，次第に  

会員，家族の貧血症な減少させること  

ができたのでした。   

今まで以上忙会員が力な合わせ，地  

域の方々と事な取り合い，今後，さら  

忙「健廉漁業，健康生活の達成」な目  

標に磨かな盈村づくり忙一層努力して  

まいりたいと思います。  

私達のク◆ループが形作られたのは，  

さかのばること11鶏口研口43年8月の  

ことでした。当時，若葉会を退会した  

数人の婦人が，何か幾村の生活に密着  

した活動をしてみたいということをき  

っかけに，地域の婦人に呼掛け，集ま  

りを発足して今日陀至ったわけです。  

その頃は，未だグループの名称もある  

わけではなく，さあ，いったいどうい  

った寧をテーマに挙げ，研究活動な始  

めたらよいのか，ということもクネ把  

もならザ，全く零なつかむようなもの  

でした。今振り返ってみれば，ただこ  

うした会合も多忙な級村婦人連にとっ  

ては，楽しい一時であり，また長期間  

の穀み重ねが仲間意識な養い，間項の  

ピント合わせに有力に作用していたの  

ではないかと考えられます。併せて組  

級運営のむづかしさな認識させられた  

ことでした。   

ここで私達が取り組んだ間毯の－▲・例  

な紹介して，体験談とさせていただき  

ます。   

果樹経営な中心とした飽笑も軌道忙  

乗って，その赦しい労働に従零した結  

果とも思われる，体の不調な訴える会  

員がで始めたおり，町の事業として血  
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畜 産 部 門  

天皇杯受賓／牧野  
（農林水産省畜産試験場飼養技術部長／棺 垣 栄 光）  

内閣総理大臣賓受薯／萩原町和牛改良組合  

（東京大学名誉教授・日本獣医畜産大学教授／内 藤 元 男）  

日本幾林漁♯振興会長薯受革／木戸木 猛  

（日本大学虚数医学部教授／島 津  正）   



天 皇 杯 受 薯  

出品財 酪  農  

受賞者 牧 野  勉  

（岡山県邑久郡長船町土師47）   

圏 受密者の略歴  

岡山市から東へ約20侮 言井川下流把邑久郡の平坦地島村として長船町が拡  

がる。牧野勉氏（63才）は，この水田地帯で，水稲90aを耕作し，成乳牛40  

頭を飼育する酪農家であるが，自己所有地207aの他に水稲の裏作借地などに  

ょる飼料作延面積779aから粗飼料の生産自給を行い，合理的な水田酪農を確  

立した熱心な農業者である○   

氏は，昭和14年把水優＝．6haの米麦2毛作経営を父親から継承し，意欲把燃  

えて農業に取組んだ。しか  

し，この地帯は排水が不良  

ち 耕地は壌土ないし砂壌  

土の有名な秋落地帯であっ  

たために，有機質肥料の投  

入が必要であり，これまで  

把飼育していた役牛2頭を  

昭和17年から乳牛に交換  

し，水田裏作把よる粗飼料  

の生産を行いながら逐次乳   

舞1図 受賞者の所在地  
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牛頭数を増加してきた。その間の粗飼料の自給率は，常把70痴を維持すること  

を目標として，安定的規模拡大を推進してきたが，同40年では自作地207a，  

通年借地10a，裏作期間借地49aの合計266aであり，飼料作廷面積が，  

296∂ と個人的な最大限の努力で粗飼料の確保を行ったが，その時の乳牛飼育  

頭数は10頚（成年7，育成）が限界であった0   

その後，昭和45年の稲作転作寮業，47年の飼料作物作付増進事業などの公  

共的事業が開始されるや，直ちに率先して横倦的把参加して飼料作物栽培の基盤  

拡大と機械化把よる効率利用を推進してきた。また，乳牛飼養では，46年の公  

共育成牧場の開設，47年の標準的畜舎構造の「暖地向け乳牛舎」の建設など把  

より，育成牛は総て預託をし，成年のみ40頭（搾乳牛30）を自然流下式ふん  

尿構の西南暖地向け牛舎で飼育できるようになったため把，省力管理が可能とな  

り，その余剰労力で飼料作物の生産調製利用が飛躍的把改善された○   

しかし，長船町ほ岡山市と備前市に近く，次第把混住社会化の様相を示し，自  

家利用の家畜ふん尿でも悪臭公害の対象となり，経営そのものが困難となってき  

た。そこで，研究機関の指導把より，液状ふん尿の強力凌絆曝気の実用化試験把  

参画し，臭気がなくて衛生的であり，しかも完全把腐熱した有機質肥料の施肥利  

用ができるよう把なった。この結果，水田10aに液化磯縮ふん尿を8t以上施  

肥し，米の生産が600kダ以上 飼料作物の平均が8．9tの成果を得，無公害畜  

産とふん尿の地域内完全利用の体系化が確立されるに至った○   

これらの技術を，昭和50年からの緊急粗飼料増産総合対策事業へと発展させ  

52戸の米作曲家から3圧l地15haの借地契約を行い，12戸の酪幾家が共同で  

育刈ビール麦を栽培し，平均4，800kダの生産をし，気密サイロ把攻込んで．平  

等配分利用を行っており，この成果が52年庶朝日農業賞の対象となり，地域酪  

農経営の確立を促がす集団組織化把貢献するところとなっている0   

長船町は昭和35年の総世帯数が1，570戸，専業農家は520戸であったが  

現在は総世常数が2，055戸に膨張し，そのなかで専業農家は92戸，第1種兼  

業幾家も437戸から80戸に激減している。こうした推移に流されず紅塵地利  

用・地力維持・粗飼料生産の集団的展開をなしとげた盛観・振興協議会・町役場  
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の努力はまさ把他の範となり得るカ㌔ そこ把氏の日頃の旺盛な研究心と，修得し  

た客観的な経験的知織の集積とが関与していることは特筆すべき点である0   

牧野氏ほ経営努力を常把，成功を収めた場合はその条件を吟味し，失敗の場合  

ほその原因究明把おいていた。家族の労働や生活と遊離するような高収益追求よ  

りも，農業を識り，深く考え，健全な経営を築き，社会把酬いることに心を配り  

そのことを実践した人である。氏は岡山県農業士の資格を持ち，現在岡山県畜産  

会非常勤コンサルタント，岡山県コンサル会々長，岡山県岡山地方農業改良協議  

会々長，岡山原盤業試験場場友会顧問（前期会長），岡山県酪農研究会理亀 旭  

東酪農脇理事，長船町農業振興協議会副会長など多くの役職把ついている他 全  

国からの見学者も多く，熱心把応接をしている。   

国 受寒老の経営概況  

牧野氏の家族構成ほ当人夫婦，母，長男夫婦，2人の孫が共私生活し，次男は  

大阪把勤務，長女は岡山に嫁している。農業把従事する者は，経営主である当人  

と長男夫婦，これ把研修生1名である○氏は組織代表などの公務が多く，昭和52  

年慶の実績は年間労働時間1，200時間，長男夫婦は各2，000時間，研修生は  

1，000時間程度である○   

農業経営としては，自作地207a，通年借地55a，裏作等期間借地129  

a，合計391aの耕地と，河川敷借入草地50a，飼料作団地集団借入1戸当  

り借地125aを経営土地とし，水稲作90a，乳牛は成牛40頭，預託育成牛  

12頚の酪農経営である0   

育成牛は全部満1カ月令で，旭東畜産公社共同育成牧場（45ha，150頭収  

容）把預託し，妊娠5カ月（価格は平均23カ月，434，100円）で引取る○ 成  

牛は常時30頭の搾乳牛と乾乳牛10頭の合計40頭を基準として，育成牛のう  

ち血統および体型から選別して資質の改良を行っている○現在は牛乳の生産調整  

などを配慮し，若牛が主体であり，1頭当りの年間泌乳量ほ若干減少し，現在は  

6，369晦（乳脂率3．69あ）であるが，今後はより高い乳量が期待される○   

飼料作物は，自作地と借地を含む566aの耕地から，飼料作延面積779a  
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で，そのうち春夏作飼料生産が219a，秋冬作飼料生産が560aであり，圃  

場が4巨l地に分塵している。したがって，作業労働と通年の育刈飼料作物の給与  

体系を維持するために，それぞれの絡場に各種の飼料作物を栽培し，育刈。サイ  

レ…ジ・乾葦の生産の合理化を行っている○すなわち，イタリアン・晋刈麦。ソ  

ルゴ㌧－・ス∵ダント稗・晋刈ピーノレ麦などを生産し，サイレ鵬ジが70ヲあ，晋刈  

給与が30多であり，その他把河川敷地で少量の乾葦を収穫している。これらの  

粗銅科の総生産靂は，生登竜で696tであり，ユO a当り飼料作物生収量ほ，  

平均8．9tで，栽培労働時間ほ15．1時間で，成年1頸当りの飼料作物栽培面積  

ほ19．5a となっている0  

飼料作物の生産基盤  

（生産地面積）  （飼料作延面積）   

自 作 地  207a  水稲あと作  89a   

通年借地  55  転換畑等専用飼料凪 336   

裏作等期間借地 129  裏作借地飼料馳   129   

河川敷葦地倍」二地  50  草 地  100（一部乾草）   

飼料作団地借地 125  水田轟作団地借地 125（サイレージ）  

合 計  566a  合 計  779a   

水閏裏作利用の飼料作物は，生産の時期が俵中化するために，作物の種類を多  

くして刈取期を普遍化すると同時把，貯蔵をする必薯があり，これまでほ角型ブ  

ロックサイロ（12基196n㌔）およびスタックサイロを使用していたが，フ  

ォーレージ。ハーベスターの共同利用が可能となったことから，へイレージ生産  

のためのFRP気密サイロ（3毯132ぱ）を三角形把配置し，内容物の取出  

しシュートを1個所托し，手労働把よる取出し作業を容易漉し，さらに内部把デ  

イトロビュクーを設置して，1人で機械作業が行えるようになった。この簡易な  

小型気密サイロの改嚢庭よって，晋刈ビ¶ル蒙サレイレーソ体系が確立され，高  

品質で高力ロリ…のサイレルソの生産が可能となった。   

その他 牛舎の造築，パイプラインの購入ふん尿処理施設および気密サイロの  
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設置などは農協からの借入金把よるものであるが，これらのはか現在の借入金の  

当初金額l，356万円は，牛を除く現有の有形固定資産取得額合計1，787万円  

の78啓に当り，財務構成を些かも損ってはいない0   

牧野氏ほ以上の経営から，昭和52年慶の実績では，米は約4．5tを生産して  

約3．9tを売覿 販売額は110万円，乳牛部門ほ191tの牛乳を生産しては  

は全濠を売却．販売後約2．152万円の収入をあげている0経営費は水稲部門と  

酪農部門の合計が約1，400万円であり，この3年間の推移把，飼料費の節減が  

目立っている。幾某所得の推移は，昭和50年674万円，5、1年989万円，  

52年960万円，53年1，193万円となっている○   

なお，産乳量をみると昭和50年ほ199t，51年211t，52年i91t，  

53年198t，54年204tであるが，51年の状況は搾乳牛33頭で当経  

営の限界であるとしている○搾乳牛1頭当りでは昭和52年ほ6，369kク，53  

年は6，596kダと伸びており，乳脂率は3・6多で，今後はかなりの増加が期待さ  

れる。乳飼此も，昭和52年ほ33痴，53年ほ3i多へと向上している。  
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第1表 主要部門別経営収支の推移   

昭50年  

収  入  支  出  

項  目   金 額   項  目   金 額   

牛乳販売代金  44  

（198，180kダ）  
肥料費  81  

仔牛販売代金  193  

虔具費  48  

牛乳自家消費見積緻   38   74  

諸材料費  24  

修繕襲  182  

効力光熱費  220  

酪  幾  共駒掛金  280  

償却費  

通信・事務費  108  

研修生受入費  360  

地代賃借料  50  

登録料  43  

共同機械使用料  239  

牛乳販売手数料  328  

視察研究費  210  

仔牛預託料  

小  計   19，700  ／」＼   計  13，566   

その他の部門   
計   米自家消費見積額  1，178  573   

合  計  20，878  14，139   
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昭51年  

収  入  支  出  

項  目   金 額   項  目   金 額   

牛乳販売代金  23，505  47  

（211，011kダ）  
肥  料  費   103  

仔牛販売代金  155  

農具費  48  

年季L自家消費見積敵  44   80  

諸材料費  30  

修繕費  208  

動力光熱費  320  

酪  集  共済掛金  280  

償却費  

通信・事務費  138  

研修生受入費  360  

地代賃借料  50  

登録料  35  

共同機械使用料  349  

牛乳販売手数料  419  

視察研究費  271  

仔牛預託料   

計   23，704  小  
′」＼  

言†   14，143   

その他の部門   897  吉十   
消費見積額共済金  

569   

合  計  
24，601  14，712   
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昭52年  

収  入  支  出  

項  目   金 額   項  目  金 額   

牛乳販売代金  50  

（190，670kダ）   
肥料 費  103  

仔牛販売代金  275  

幾具費  52  

成牛（駄牛）淘汰  490  68  

処分益  
諸材料費  24  

隼乳自家消費見柵  44   201  

動力光熱費  240  

酪  幾  共済掛金  280  

償却費  

通信車務資  132  

研修生受入費  360  

地代賃借料  50  

登鋸料  40  

共同機械利用料  31-9 

牛乳販売手数料  362  

視察研究費  281  

仔牛預託料  

小  計  22，325  ′」＼   計  13，392   

その他の部門   
計   米消費見積額   1，273  611   

合  計  23，598  14，003   
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圏 受浄財の特色  

牧野氏の経営の特色は，水田地帯把おいて比較的規模拡大が困難とされていた  

酪農を，水田再編利用および裏作期間借地など把より，高カロリーの飼料作物の  

生産を行い，粗飼料の自給率が70乳 乳飼比319石の成牛40頭の経営規模拡  

大把より，農業所得を1，ユ93万円としたものである0 自作地が207aと限定  

された条件下で 個人および集団借地による水田裏作の飼料作物の生産を行って  

いるが，耕地が分散しているため把作業効率が極めて低い欠点がある。そこで作  

目の品種を多くして，作業時期を調整し，′J＼塑サイロにそれぞれをつめて，年間  

の粗飼料の平衡給与を可能としたために，乳牛の泌乳量の増加および健康管理に  

良好な結果が得られた○ また，乳牛舎は通気が良好で，ふん尿処理が容易であり  

畜舎が清潔であるために，乳牛管理も効率的で，1頭当り乳牛の管理労働時間は  

108時間であり，このよう忙して生じた余剰労働時間を飼料作物にふりむけ，  

1，180時間で，10a当り飼料作物栽培労働時間が15．1時間となっている。   

このように，水田酪農において積極的な土地の高度利用把より，自給粗飼料を  

多く生産し，乳牛から生産されたふん尿は，これを完全に腐熱処理をして耕地に  

全量還元し，いわゆる士】孝一家畜の循軍利用体系を，計画的に合理化した体系  

を確立したものであるといえよう。以下把各項目別の特色を説明する。  

（i）乳牛舎とふん腐処理利用   

農林水産省畜産局で作製した標準的畜舎構造のうちの中・四国地域の「暖地向  

け乳牛舎」モデル牛舎を，昭和47年に第1号として建築したものである○ この  

牛舎は西南暖地の高温多湿の対策として，天井の通風換気を特別に配慮したもの  

であり，牛舎内が夏は比較的涼しく，明るいのが特長である。また，ふん尿の処  

理は，自然流下式を採用し，巾と深さが各80c椚のふん尿帝と，その床面の延長  

部分に直径12潤椚の丸形鉄棒を心w心で40祀椛の間隔に固定したスノコになって  

いるので，落下したふん尿は全部ふん尿帝内に蓄積し，牛体の汚染が殆どない。  

また，ふん廃港の末端把は，高さ20ぶ耶のせき板で設けられているために，ふん  

屏誇内で未消化物のみが浮上して，いわゆるスカムが形成される。  
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舞2図 牧野氏牧場並び把耕作地配置図  

l●‾■‾－－・一 l霊  

…67。…  
I  t   

L＿■＿＿＿」 「‾‾‾‾‾－－●・1  

1 i簾団借地！  

「‾■‾l‾‾‾‾‾－1  

I‡ ；河川敷借地暮 l  
50a；  

l  I  

l  t  

1  

l＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」  

「
l
■
■
一
■
■
－
■
】
－
 
 

＋ ＋ ＋ － ＋ ＋ ＋   

配分面秩；   

125a暮        l  

＋  

ぅ
ら
借
地
 
一
 
 
飼
料
作
…
 
 

倍 自 倍 自  
他作他作   

う 飼水水  

料作科料   

八五 四一一  
大一八（〕  

加
 
減
範
二
圃
通
群
 
机
 
】
7
 
…
 
自
作
 
飼
料
転
作
 
 

六
五
 
 

二
 
 
 

放
牧
運
動
場
 
 

牛舎自然流下方式  

第
三
圃
場
群
 
 

自
作
 
水
稲
飼
料
 
 

自
作
 
飼
料
転
作
 
 

a   
4
 
 
 

7
 
 

一
 
－
 
■
 
－
 
■
J
 
 

＋  

匹仁≡  



自
然
流
下
式
ふ
ん
尿
溝
 
 牧野牧場の牛舎  

ふん尿貯留槽と固液分離轢   処三哩をしたふん尿混合物  

（消泡器が作動中）   

したがって，せき板の部分でつま㌔その上部に向ってソ100～シ卸の勾配が  

できるために，スカムほ残留して，その下の線状部分のみがせき板を超えて，貯  

留槽内に自然把移行するようになっている○すなわち，ふん尿海自体が貯留槽と  

腐熟を行い，同時把運搬も行っている訳である○ この場合に長い稲わらのせん継  

が含まれていると，せき板の分離機能が消失してしまうので，稲わらほ細断した  

ものを給与する配慮が必要である。   

この自然流下式は，自然に運搬・貯留されるので，極めて省力的であるが，反  

面嫌気発酵であるために，塘鉾あるいは散布時に強烈な悪臭が発生し，公害の原  

因として指摘されている○  
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そこで，牧野氏は研究機関の指導をうけて，実用化試験把取り組み，自数式竣  

絆曝気処理を行い，液状ふん庚の好気発酵処理法把よって，殆ど臭気がなく，同  

時把大腸菌・雑草種子。寄生虫替などが死威した衛生的な処理を行った○ この方  

法では，液温が冬期間でも20～30℃把なり，腐熱が完全把なり，いわゆる腐  

楯物質としての土壌改良剤の効果も顕著である○ これらのⅥ一連の研究の結果から  

現在のふん炭処理システムとしては，第3図の通りである。すなわち，第1貯留  

櫓のふん尿を多版式固  

液分商機にかけ，固形  

分ほそのまま堆肥とし  

て利用する。液状部分  

を第2貯留槽に入れ，  

そこで自数式凌捧曝気  

（バッキレ鵬クー）を  

するが，発泡が多いた  

め把消泡器をつけてあ  

る。この曝気処理を7  

日以上行った混合液を   

第2表把示すよう把毎  

舞3図 乳牛舎とふん尿処理  

（搾乳牛舎）  

＼  
（自吸式攫踏噸灘）  （自然流下式ふん尿商）  

月計画的把施肥利用を   

行っている○   

これまで，家畜ふん尿を水鳥把施肥利用する場合把は，窒素過多の弊害が指摘  

されていた。しかし，このような好気発酵処理を行えは，窒素ほ30臥近くが飛  

散をし，微生物の増殖による酵素作用，さら把は腐植物質把よる土壌改良剤的な  

効果も期待される○牧野氏のこれまでの経験では，10a把10t以上の連年施  

用をしても，その施用方法と時期に注意をすれは問題はないが，安全度を考慮し  

て，現在は8tの施用としている。   

その他 乳牛の飼蕃管矧ま，朝作業としてロストル上のふんを落下させ清掃を  

した後に，給飼と搾乳を1日2回行っている。搾乳ほノくイプライン把よる搾乳で  
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第2裏 年間ふん尿液生産量並びに期別利用の状況  

月 別  呵2い  4】5l6  7t8蔓9  1可11l12  合 計   

生産量   1CC t   100t   100t   100t  400t   

一般耕種  転作飼料  転作飼料  水田裏作  
施肥  

農家圃場  畑夏作物  畑冬作物   飼料作物  
期別  

（還元期）  （施肥期）  （施肥期）  （施肥期）   

一般耕種  転作畑利用  転作畑利用  水田裏作利用  

施 肥             農家水田  ソルゴー類  イクリヤン  育刈麦   

内 容  7 ′－ 8 t  元肥12t  元肥12t  元肥 7～8t  

自家耕作  ㊨   ㊨   イクリヤン  

水  田  

10′－12t   

蝕 圃場条件 港排水も便利な灰褐色土壊，壊士マンガン型  

備 考       ⑧ 飼養頭数 搾乳牛常時30頭（成牛40頭）育成牛は育成場10頭  

⑨ 貯溜槽 第一槽3郡×2．5の×15都＝110戒 曝気槽50nf   

バルク。クーラーで冷却をしているので，牛乳の品質も良好である0近くの′j＼学  

生が牛舎内で写生をするなど，牛舎が清潔であることを実証することができる○  

（2）乳牛の改良と飼養管理   

昭和17年に乳牛の雑種を最初に導入したが，その後登銀牛把切替え，34年  

にエレンピーターチェ。グランソンの子孫を購入し，基礎牛として頭数増加をし  

てきた。その後，カナダ。クレナフトン牧場より1頭を輸入し，現在はバ鰍トン  

系（エレン）が60動クレナレトン系が35多で，その他北海道からの導入牛  

が3頭である。これらが基礎牛となって，家畜改良事業団の優良精液を用いて系  

統繁殖を推進中である。現在の高等登録牛は8頭であり，牛群の斉一化を進め，  

とく把宕牛を揃えているのて 今後ほ改良が一段と進むことが期待され，乳量検  

定事業なども検討中である○   

このノよう把，牧野氏の経営は無理をしない飼蕃管理であり，個体管理に十分庄  
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意を払っている○したがって，平均授精回数は1．4回，分娩間隔は12．8カ月℃  

その他の疾病の発生は極めて少ない○この地域の酪農家は，いわゆる粕酪虔経営  

が多いが，近くの工場からのど－ノレ粕を1頚1日5kダ位を給与する程度で，配合  

飼料と圧扁大麦・トウモロコシの自家配合を5kダを基準托して，乳量把応じて給  

与している0粗飼料はサイレージ20lくダ，晋刈飼料】Okダの他 乾乳牛と育成牛  

少量の乾草を給与している。  

（3）飼料作物の生産と利用   

長船地域ほ有名な水稲の秋落地帯であったために，古くから土塊改良が進めら  

れ，三要素施肥適量試験，水稲麦聞直播栽培法，さらには′J＼型動力桝転機・水稲  

直播播種機・収穫機などの開発ならびに作美の合理化の研究を率先して実施して  

きた○これらの成果から飼料作物の栽培技術が容易であった。昭和20年把は，  

「水団転換による自給飼料生産展示抱」を自ら作り，各種の飼料作物の品種の比  

叡試験を行い，統制解除後は直ち把イタリアンライクラスの栽培ならび把機械化  

の研究把着手することができた。さら把，32年把ほフォーレージ・ハーベスタ  

…を内地では最初把導入し，その作業体系を確立する把到った。   

水団でのイタリアンライグラスの栽培ほ比戟的容易であるが，湿害や酸度把菊  

い麦類の栽培把は，先ずトレンチャーとコルグ…ト管を月恥、て排水を良くし，土  

壌改良剤の応用が必要であることなどが明らかとなり，ビール麦のオい剛ルクロッ  

プ・サイレージの生産が可能となった。   

一方，水日義作の飼料作物の貯蔵についても，これまでほ角型ブロックサイロ  

およびスタックサイロなどを率先して使用してきたが，貯蔵量の増加に伴う作業  

労力の問題が蚤賓な臨終となった。偶々FRPサイ㌣の研究が開始されているこ  

と把着目し，3×8狐（約60ガ）の円型小型気密サイロを3個，三角形把配置  

し，内容物の取出しシュートを共通の1個所托して，辛労勧把よる取出し作業を  

容易托した○また，内部にディストロビュクーを設けて均等の塩込みができ，1  

人での機械作業が可能となるなどの改良を行った結果，高品質のサイレ…∵ノの生  

産が体系化されるに至った。  
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F RP気密サイロ（上左）  

共同利用の大型サイロと  

サイレージの分配（上右）  

ビール麦の刈取りとサイ  

レージ作業（下）  

舞3表 飼料作物の生産と利用計画  

区  分  利用区分  j用鉛色  1月  2月  3月∃4月！5月    6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  備  考   

河刈手り用  i46t  14（；t   
イ タリ ア ン  ソ ル ゴ∵－     イタリアン   イタリアン、ソ／レゴー  

5ね                          珂刈利用      5ね  10k010k9   舘k9  30ko  10k9  10k9  iOkp  10ko  10k8  10k9   

サイレージ  ソ ル ゴ ー  
462  23l  

イ タリ ア ン  

集団団地  

利 用  10 10  

40   乾草は産前産後用  

稲 わ ら  20  利．用                20  10         20   稲  わ  ら  稲わらは盛期を除いて  
面   乾物調整用  

注）利用計画＋挽下記の数字は一日一頭当給与盈の白襟である。  

イタリアン脅刈10ko   
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これらの飼料作物の生産と利用技術から，緊急粗飼料増産対策事業として，52  

戸の米作農家から，3団地15ムa（1団地15ha）の借地契約を行い，80酌ま  

稲わらをコンバイン。カッター方式で細切するので，それ把ふん尿を施肥して腐  

熱させ，第4表の作業体系で晋刈ビ⊥ル麦の栽培を行い，yRPサイロ把塩込み   

舞4表 背刈ビール麦栽培管理作業と作業機種  
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酪農家が平等配分利用できるよう把なった。この方式は，5月15日までに耕起  

整地して水田農家に返すことが条件であり，その間の作業は総て共同て 機械も  

共同利用ができ，個別農家での飼料作物栽培の労働競合が避けられ，サイレージ  

1kダ当り生産費が10円以下で，ふん尿は基肥が3t，追肥が3tと2t，合計  

8tが施肥できるので，各終盤家のふん尿は，全部集めて利用できるようになっ  

た0 このような組織的な事業ほ，牧野氏の実験的事例が基本となったものであり  

その価値が高く評価されている。  
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第5衷 飼料作団地の運営体系  

福永団地  盛時団地  東向既地  
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舞6寮 長船町緊急粗飼料増産総合対策事業のあらまし   

ト ラク タ ー 一式 3  

フロントローダ…一式 2  

ファームワゴン 500K 3  

プァ…ムワゴン川00Kl  

ファームワゴン2．000K 3  

7ォ…レuジファーヾスター2  

フォ】レージプロア…   2  

バキコ」－－ムカー  3  

自動車バキュームカー 1  

サ イ ロ4爪×10仇  6  

プ リ ッ チ  6  

ト レンチャー  1  

格  納  庫  3  

総事業費  98，104，000円  

機  械 53．389，000円  

施  設 19，050，000円   
内訳  

農  道 24，794，000円  

床  板   871．000円  

国庫補助 金  49．050，000円  

県貿補助 金  15，915，000円  

自 己負担金  33，139．000円   

うち借入金  

（
戯
遣
・
牧
道
整
備
率
其
）
 
 

粗
飼
料
等
増
産
基
盤
整
備
車
凍
 
 

（
生
産
合
理
化
施
設
殺
意
事
菓
）
 
 

粗
飼
料
等
生
産
利
用
合
理
化
事
業
 
 

一事業費  

25，665千円  

農業近代化資金 20，040．000円  

農林漁業資金  6，460、000円  

計  98，104．000円   

秤及格納庫  3  

尿歯槽3007か100丁ば 2  

移動式尿槽  2  

サ イ ロ 基礎  3  
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国 費牽者の技術。経営の分析およびその普及性と今後の  

発展方向  

牧野氏の経営発展にみる技術的展開は前述のとおりであるが，氏の卓越した着  

想把より堅実把今日の成果を確立したものであり，個人的なものと組織的なもの  

を併せて考えておく必要がある0   

氏の経営は，先ず基本的に土地があり，そこから生産される作物，さら把ほ利  

用する乳牛が一体となったものであり，個別技術としても立派でほあるが，士…  

孝一家畜が一体となった自然循環の合理的見本であると評価すべきであると考え  

られる○   

今後の水田再編利用の一つの方向を示すものであることは勿論であるが，水嵩  

以外の場所把おいても同様であり，自給飼料の高度利用把よる牛乳の生産費を低  

下させるための手段として高く評価できるものであり，既把各方面からの見学者  

も多く，広く普及されるものと期待される○   

っぎに，この経営把ついて経営分析の視点から吟味を加え，それを要約してお  

こう○   

牧野氏の酪農経営が，近郊水田酪農としての制約の中でよく飼料作を確立し，  

勝れた成果を上げている状況は，下記の諸数値に示されているとおりである○   

まず，経営の成績を直接的に左右する搾乳牛1頭当り産乳量をみると，明らか  

に，県の指導的平均値よりもかなり高い○また，この経営にみる平均分娩間隔に  

も，そうした経営主の配慮が表われている0  

牧野氏経営  
県の標準指数  

昭和52年  昭和53年   

搾乳牛1頭当り年間産乳量  5，400k諺し上  6，369kダ  6，596kダ   

平均分娩間隔   14カ月以内  12．8カ月  12．5カ月   

組 県の標準指数とは，県の経営診断ハンドブック把示されている数値○  
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飼料生産についてみても，同様把勝れた値が示される。しかし，1東当り飼料  

作作付延面積は少ない○混住社会化したこの地域でほやむを碍ないが，この狭小  

さに対し面積当り収量で補っている点こそ，評価に催しよう。  

県の標準指数   
牧野氏経営  

昭和52年  昭和53年   

10a：巨作当り飼料作物生葦収量  6t以上   8．9 t   9．5 t   

飼料作物10a当り栽培労働   20時間以内  15．1時間  14．8時間   

経産牛1顔当り飼料作作付延面積  25a～30a  19．5a  19．5 a  

以上の指標が意味する成果ほ，飼料自給率，乳飼此に反映し，さらには所得率  

把も影響するものとなるのであるが，やはりこれらからも，氏の経営が高水準に  

あることを知ることができる0とりわけ，陸産牛1頭当り所得額は，こうした姿  

な集約して示している。  

県の標準指数   
牧野氏経営  

昭和52年   昭和53年   

飼 料 自 給 率  50肇～559右   689昌   68．5珍   

乳  飼  比  35酵～45喀   33肇   31 啓   

所  得  率  30酵・～40多   40多   42．4多   

繹産牛1頭当り所得  110，000円  222，325円  248，275円  

なお，この経営の長所は，経営費の推移をみることで端的把窺い知ることがで  

きる。   

それは，昭和50年から同53年までの経営支出金額の推移把，諸物価の高騰  

傾向をみても，大きな増加傾向を伴なっていない点把ある。  

昭和50年  昭和51年  昭和52年 昭和53年   

酪農部門経営支出  13，566千円  14，143千円  13，392干円 13，505手円   

〟   J次入  19，700〝  23，704〝  22，325〝  23，436〟   

組 昭和52年の減収ほ，駄亀 老牛の淘汰把よるものである。  
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収入項目である牛乳販売額，仔牛・成年販売額ならび把牛乳自家消費見積額の  

収入合計をみるキ，これほ逐年増加してい・るから，経営費（経営支出）をほぼ叫  

定把抑えているこの経営は，明らか把有利把展開しているとしなけれはならない。  

まさに，経営費の上昇を抑えているものは，飼料基盤をしっかりと整備してきた  

氏の経営が，購入飼料代を節減しえているところ把あるのである0昭和50年と  

同53年を比べると100万円を節減している。  

昭和50年  昭和51年  昭和52年  昭和53年   

購 入 飼 料 費  8，020手円  て680手円  7，0 75千円  て0 54手円  

牧野氏の経営把おいて稲作は主要部門をなさないが，ここに稲作部門の経営費  

と収入を併せて掲げておこう。この場合も，経営費ほ支出を伴なう費目であり，  

収入でほ自家消費見積額を含む○ なお，転作奨励金も収入に含めてある○  

昭和50年  昭和51年  昭和52年  昭和53年   

稲作部門経営支出  5 7 3千円  5 6 9千円  611半円  9 3 0干円   

〝  収入  1，17 9〟  1，4 71〝  1，2 73 〝  2．9 30 〝  

さて，収支に表わされる上記の経営成果を，つぎ把，投下灸本の適用（利用）  

把よる成果としての意味合いを持たせて，分析しておく。   

通常，費用収益率と資本回転率の構成で把える資本収益率の式で，これをみる  

こと把なる。この恒等式を農業に当て飲める場合では 所得／資本鞍下額＝  

（収入一経営費）／収入×収入／資本投下額 となし，右辺の左項が所得率憶  

用収益率）把関係し，右項は分母を固定資本額托すれは同資本回転率を表わすも  

の把なる。いま，これらを算出してみよう○尤も下記の数値は，稲作と酪農を合  

せた経営全体のものであり，固定資本財の一部把両部門共用の機械があるからで  

ある○   

これらの数値にも，この2年間における経営成果形成の上向傾向を窺うことが  

できるのであるが，現在の牛乳1kダの生産費をみると・経営改善把真紅ひと工夫  
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昭和50年  昭和51年  昭．和52年  昭和53年   

所得率（襲用収益率）  32．3多  40．2多  40．79ら  45．3多   

固定資本回転率  1．51回転  1．61回転   

固定資本所得率  61．4多  72．8舜   

組 固定資本額二廃物機械価額＋乳牛価額（昭52：15，627干門  
昭53：16，392珊）  

土地把ついてほ取得価額が明確なものも，一切除外した。  

固定資本所得率二所得÷固定資本額  

を加えたいものと考えられる○ しかしこれほ，本年中にも基礎牛の導入を行うと  

しており，また，牛群の構成が成年の淘汰から若令把寄った状況にあることを参  

酌すれは，今後ほこの点でも成果を上げていくものと期待されるのである。  
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≠地域があって私がある〝  

勉  牧 野   

私達が営盈しております丁は，  

岡山市から庸へ20粘nの位置にあり，  

備前平野の一角をなす水田地帯であり  

ます。今では岡山甫のベッドタウンと  

なって混住化が進み，全世帯の45％と  

なった農家も大部分が兼業です。   

こうした中で私ほ，昭和17年から  

水田酪農一筋把生きて釆ましたが，あ  

る嘩は粗飼料の生産基盤に恵まれない  

水田酪幾は成り立つわけがないとか，  

ふん尿の悪臭は公害だと決めつけられ，  

大地に根ざした酪農での自立化をため  

らったこともありました。しかし農業  

で成り立った地域から農業が締め出さ  

れるようでは，農村社会の崩壊につな  

がると感じ，酪農集団の同志などと，  

その解決策を模索し実現なを劫、りましナち   

すなわち，粗飼料生産基盤把ついて  

は地域の耕倭農家の理解を得て，借地  

利用（個別からグルMプで，さらには  

集団と地域の連帯による集団借地）を  

進めるとともに，ごく最近でほ水田利  

用再編にからむ転作の活用托より安定  

したものを得ています。生産した粗飼  

料も主にサイレ【ジ利用とし，山地酪  

農などに劣らない粗飼料自給率を達成  

することができています。また，ふん   

尿処理についても私は施設改善にあわ  

せて，合理的な堆肥化方式を創造し，  

混住化した中でも1容易に土地還元でき  

るようにしていますが，酪飽集団とし  

ても集団借地飼料作団地の施設に貯溜  

して熟成させ，土地還元することによ  

って処理できるシステムを確立するこ  

とができています。   

むづかしいとされた水田酪農で生き  

残れたのも，地域の耕種農家の連帯に  

基づく理解と協力，地域ぐるみの組級  

活動で酪農振興を支えていただいたこ  

と，酪農をしている同志の相互理解と  

扶助，などが総合された結果把はかな  

らないと考えています。   

地域盛業の確立が叫はれる今日です  

から「一人はみんなのために，みんな  

は一人のために」の実践を推進し，微  

力を捧げる所存です。  

－132－   



内閣総理大臣糞受薯  

出品財 肉  用  牛  

受賞者 萩原町和牛改良組合  

（代表者 熊崎公平）  

（岐阜県益田郡萩原町）  

随 受贅者の略歴  

川 萩原町の概況  

萩原町和牛改良組合のある萩原町は第1図把示すよう把，岐阜県飛騨南部に位  

置し，北は大野郡を経て高山市把，南ほ下呂町把接している。北アルプス把発す   

舞1図 受賞者の所在地  
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組
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ン
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る飛騨川と，飛儀介水嶺から流れる山之口川との二つの川把沿って南北は25肋  

と細長く，東西は山が追っている狭′」＼峻険な長方形の山間の町である○   

標高は中心地で420彷（390～1，647狐）で，年間の平均気温は13℃で  

夏は短く涼しい。冬は根雪こそないか，積雪量は多く北風が強く寒気が厳しい。  

降雨量は年間乙668舵肌と岐阜県下でも多雨地帯である。   

土質ほ山麓地帯ほ洪積層，飛騨川流域は沖積層からなり，債斜地把富むことと  

石礫の多いこととが相’まって排水ほ良好である。   

総面積14，330haの大半を山林が占め89．7喀，耕地率は僅か3．5啓に過ぎ  

ず，採草地率も0．4多で，営幾の立地条件としては良くない。   

耕地の総面積は505 

りの耕地面積は0．43haと極めて零細である。53年慶把おける町の農業粗壁産  

額は13億600万円，その内訳は米が4億2，800万円（32．8酵），ブロイラー  

2億4，700万円（18、9多），豚1億5，200万円（11．6啓）で，肉牛は第4位  

把当りユ億4，300方円（10．9多）である。山林は杉，槍を主体とした植林がよ  

く行われているが，戦争中の濫伐が崇っており，40年伐採を規準にしているた  

め平年での，そこからの収入ほ不安定である（52年慶は4億8，180万円）0  

しかも私有林が主で公有林がはとんどないため，林地を持たない者の下草利用は  

困難である。現時点では肉牛の収入は第4位であるが，今後，発展の期待される  

ものとして肉牛＋水瓶 肉牛＋夏秋トマトが考えられており，高い品質をもつ生  

産による農業の確立が企図されている。  
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（2）組合の沿革と現状   

萩原町は戦前には馬産地として著名であった。戦後これが乳牛，肉牛（和牛），  

豚，鶉に切換わったが，小規模かつ孤立的であった○広大な土地把恵まれている  

わけでもなく，山林の活用も困難な条件下で，主として馬生産をしていた人達が  

生きてゆく道は何か，と模索した禾，和牛に重点をおこうという気適が兆し，昭  

和36年把和牛組合が結成された。同時把36，37両年把わたり兵庫県より黒  

毛和穫（いわゆる但馬牛）100演を導入して子牛生産が開始された○当時，組  

合員数204名で飼育頭数210頭であった。ところが，38，39年に子牛価  

価が1頭50，000円と暴落したため飼育戸数，頭数とも半減し，悲嶺的ムード  

が支配した。しかし狭い土地の有効利用と品質の良い子牛を生産すれほ必らず好  

結果が得られるタ と確信する生産者を中心に組合長を始め各役員は分解寸前の組  

織を立て直すために，新しい技術の導入を図ると共把支部活動の強化把努めた○  

各支部での話し合いの中で，当時の青年層が中核となり和牛の子取り以外把生き  

る道ほない，という考えが陸され，次第に浸透していった○ちェうど37年から  

42年紅かけての岐阜県種畜場でなされた「和牛繁殖経営把おける集団管理把関  

する実証的研究」を逸早く40年から採り入れ実用化把踏み切り，48年把はこ  

れが定着したことも組合員の自信の裏付けとなった。さら把43年から盛観把よ  

る優良種牛の導入事業が始められたことが拍車をかけた。当時の成牛頭数は149  

頭であったが，その後，優良牛の保留を徹底的把実行したため業績が上り次第に  

頭数もふえ，現在，組合員123名，頭数517頸，1戸当り4．3頭と規模が拡  

大された0 この数値は和牛繁殖経営では大きい方である○ この前進と共に子牛の  

発育，資質も改良され，46年4月萩原町和牛改良組合と改組し組織として確立  

したが（第2図），その活動が認められて，48年4月には全国和牛登録協会の  

認定組合となり，子牛価格も高山市場（3大和牛市場の一一つ）平均価格を100  

とした場合，120酵把達し，良牛の産地としての評価が高く定着してきた。   

硯組合長である熊崎公平氏は，満州の関東州で瞥察官を勤められていたが，終  

戦後抑留された後，引揚げてこられた方であるが，その円満な人柄と指導力把よ  

って，よくここまで組合を育てられたものと感に堪えない0現職のはか，飛騨肉  
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舞2図 組合の組織図  

和牛婦人部  

部 長  1名  

副部長   1名  

文部長  5名  

部 員 102名  

和牛青年部  

部 長  1名  

副部長  1名  

書 記  1名  

1名  

会 計    部 員  ユ6名  

牛生産連絡敵議会，飛騨和牛生産賂議会の副会長も兼ねておられる○  

（3）認定和牛改良組合コンクールについて   

全国和牛登録協会では和牛の子牛生産奨励は，集団化した地域紅蓮点的に行わ  

れるべきである，との見地から和牛の繁殖集団として各種の条件把適格した優良  

な組合について，47年慶から認定制慶を実施している○さらに協会はこれらの  

認定和牛改良組合のうち，とくに優秀なものを表彰し，和牛の改良増殖を推進す  

るために53年慶より認定和牛改良組合コンク鵬ルを開催（3年続けた後2年休  

む）することとした。この第＝司コンクールでは県下把この認定組合を5つ以上  

もっている21道府県から20件の推薦を受け，登録，改良，繁楓 増殖，育成  

飼養管理，経営ことに粗飼料対策 子牛版売状況，衛生状態，収支概挽 組合と  

しての目標と方策，主要事業，公共機関の協力など，経営，技術にわたる多項目  

についての書類および現地審査を行った上で8件を選出し，54年1月26日に  

発表会を開催し，最終審査の結果，表記の本組合を名誉賞紅顔し，農林水産大臣  

黄を授与したものである0   

本組合ほ審査項目の多くに飢、て優位を示し，和牛繁殖経営集団の模範となる  
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のみならず，今後における山間部での零細経営の一つの進路を示すものとして高  

く評価される○  

圃 受資財の特色と成果   

（1）組合活動での特色   

すで把記したように硯組合員は123名であるが，46年把改良組合として改  

組して以来，脱落者も少なく，和牛改良への熱意把燃え，強固な団結把よる協力  

態勢を持続している。以下具体的な項目把ついて記す。   

匂 改良への活動   

優良牛の保留確保を組合員の選出把よる委員から成る生産賂議会による選定把  

よって行っており，その年把対しては組合員の掛金把よる保留奨励金が交付され  

ている0 36，7年に導入した但馬牛は内質はよいが，体積，後編の充実把不十  

分な点のあったのに鑑み，県種畜場把導入され後代検定済みの岡山 広島，また  

兵庫3原産の種雄牛についてこれまた，生産協議会での検討把よって1頭1頸の  

雌牛の欠点把対し，これを改良する把ふさわしい雄を選定し授精する。概ね翰換  

交配法を採用している○その裏付けとして系統，慶子の成績を詳細把調べ，系統  

研究会を行っている○また組合直営の共進会の主低 81点以上の牛と10連産  

以上の牛の表彰もない，改良の刺激としている○さら把販売子牛把は5代祖証明  

書という一種の系統表を発行交付し，また販売先に対しては，その雌牛のその後  

の繁殖，産子の登録状況，去勢應の場合把は肥育，屠殺成旗をも葉書によるアン  

ケート調査把よるほか，組合員の懇親旅行を兼ねて出張し詳しく追跡調査してい  

る0 このような事業は全国でも珍しい。   

⑧ 粗飼料自給への活動   

43年以来自給粗飼料栽培面積の増大方策を立て，借地および水臼転作把より  

実現している○水団転作は52年慶は40haの目標を136労（54．Oha）達成  

し，そのうち飼料作に13．7haを充て，53年匿は49haの目標を116解（56．6  

ha）達成し，うち23．Ohaを飼料作把，54年慶は49haの昌標を128．5多  

（63．Oha）達成し，うち27．Ohaが飼料作に充てられた。なお54年慶での他  
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作目はトマト6・3ha，大豆5・4ha，菊4．6ha，樹苗2．9ha，その他の野菜10．2  

haなどである。   

全組合員平均での経営土地状況を第1表把，また粗飼料生産状況を第2表把示  

す○   

乾草の確保のため，各戸把ビ  

ニールハウスを設置し刈取った  

粗飼料をここで予乾した後，52  

年度からは農協で設置した粗飼  

料庫（写真）付属の熱風乾燥機  

梱包機を共同利用して乾草を作   

り，この倉庫の2階紅白己の名  

札をつけて預託し，必要量ずつ  

第l表 組合員の島地所有状況  

作  目  組合員全体  1戸当り   

51a  

6  

討   85．9   68   

草 地  草  地  33．6   27   

そのノ他  山  林  986．5   802   

第2表 組合員の粗飼料生産状況（54年）117戸  

作  物   合計面積a   
1戸当り  10a当り  総収量  1戸当り  

面積 a  収量kダ   ロ  収量 t   

稲 わ ら   5，749．0   49．1   500   287   2．5   

混播牧草   1，035．2   8．8  5，000   518   4．4   

イタリアンライクラス   904．7   7．7  6，000   543   4．6   

トウモロコシ   395．0   3．4  8，000   316   2．7   

オーチャートグラス   377．5   3．2  6，000   227   1．9   

ヒ  ニこ   346．8   3．0  7，000   243   2．1   

スダックス   233，0   2．0  9，000   210   1．8   

ソ ル ゴ ー   141．0   1．2  9，000   127   

そ の ′他   387．9   3．3  5，000   194   1．7   

野 草   2，931．4   25．1  1．500   440   3．8   

合   計   1乙501．5  106．8  3，105   26．6   

（1頭当り 5．8t）  
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租飼料貯蔵庫  稲刈株のビニール被覆と地域の状況  

そこから搬出使用している。従って乾草が均質で，保存状態が良いため良質の乾  

草として安心して給与できる01頭当り各季把1日5kダの乾草給与が可能となっ  

た。また農協はバインダーを無畜水田幾家把貸与して生産稲わらの％量の確保  

を義務づけている。刈株懸粂乾燥の際，ビニールシ…卜で刈取面を被覆し（写  

真），稲わらの飼料価値低下を防いでおり，無富農家の和牛鹿家への賂力の良さ  

が窺われる。これ把対し和牛農家は腐熱きゅう肥を無畜良家把相互有償で配付し  

ており，ここ把地域複合の実が上っていることが見られる○   

これらの結果，第2表把示したよう把全組合員の自給粗飼料総収量ほ3，105t  

て TDN679t，自給率で繁殖牛では81・2動．育成牛でほ87・6乳 子牛で  

は58．0穿という山間零細経営では珍しく高い自給率を挙げている〇   

⑧ 子牛生産共済制度の確立   

50年より子牛の生産奨励のため，生産事故相互扶助制度を確立した。組合員  

の掛金（50酵）と町（25酵）および農協（25労）の補助金によって流，早  

亀 出荷前子牛の事故把よる損失を1頭当り4万円補償している。  

④ 婦人部の活動   

52年4月より個人的な集りに過ぎなかった婦人の集りを婦人部として組織し  

た（第2図参照）。姦＝加入員ほ117名で，極めて積極的把活動している○婦人  

が主として蓮当する子牛，育成牛の健全な発育を図るため飼養管理研修会，晩  

蝿の共同廃除を始め同志感を高めるため通風性，防水性のよい作美衣，作業帽を  
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考案作製し“一種の制服として全員が着用している。そのはか牛肉の料理講習会，  

他町村婦人部との交流会も活発把行っている。53年県主催の「農業婦人クラブ  

実績発表会」で県知事賞を受けている○   

⑥ 青年部の活動   

発足は53年慶と間がなく， 部員数28名と未だ少ない航 すべてが後継者で  

はかに年令的に未だ部員把なれない農高生での参加希望者も25名あり，可能な  

限り協力している。青年部の活動も活発で，粗飼料生産給与，子牛生産，審査，  

経営診断と多方面にわたり研究会，研修会を行うと共把各種の調・査を率先して実  

行している。  

（2）組合員の技術面での特色   

む 改良・登録   

本原登録牛，高等登銀牛の受検率，登録率が高く，その重要性がよく認識され  

普及している。前記のよう把種雄牛が厳密に選ばれているため改良の進行が早い○  

種雌牛のうち組合内保留把よるものが90肇把達し，体型得点78点以上のもの  

が62．5多を占め，第3図のように49年慶より年間登録牛の平均得点も向上し  

53年把ほ79・5点という  舞3図 年次別登銀得点の全県平均と本組合  

の比叡（全県平均100舜）  
高水準把ある。従って市場  

での子牛価格が高く・雌子  帝  

牛は種牛として売れるため  

市場平均の126・9乳 去  

勢雌子牛は肥育農家の生産  

費低下の意図のため，それ  

程高くはならないが，106・5  

動 両者の総平均で120酵  

の高値を呼んでいる○ また  

49年以来県主催の共進会  

で毎年優等質入裳牛を輩出   

している0   

47  48  49  50  51 52  53年  
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⑧ 繁殖・増殖   

子牛生産車94．6酵で，このコンクールに推薦された20件の平均が84・99苗  

であるのに比べ非常に高い。平均での受胎所要授精回数は2．2でやや多いが，受  

胎確認の努力とも結びつくもので，生産率を高める一因ともいえよう○初産月齢  

は25．4カ月と早い方であり，分娩間隔は12．9カ月で毎年子を取るという連産  

性の理想把近い。  

1戸当り飼育規模の平均は4．3頭，成牛のみでは4．0頭である○規模の分布は  

1～2頭が57戸，44．9動 3～4頭が34戸，26，8乳 5～9頭が23戸，  

18．1動10～19頭が13戸，10・2解でなお零細が多いが，平均値では和牛  

繁殖集団としては多い方て コンクール参加20件の平均ほ3・0頭であった○年  

増殖数（成雌牛1頸把対し）0．43頚で20件平均の0．10頭に比べ邁に多い0こ  

れほ選定保留牛が多い放である。飼背戸数と頚数の推移、を第3表に示しておく、）   

舞3表 飼育戸数，頭数の推移（繁殖牛）  

43  44  45  46  47  48  49  50  51  52  53   

戸 数  128  143  157  148  139  139  135  129  127  123  123   

頭 数  153  224  282  303  319  264  376  430  457  492  517   

1戸当   1．2  1．6   
り頭数  1．8   

2．0  2．3  2．6  2．8  3．3  3．6  4．0  4．3   

（紗 育成（飼養管哩   

生時体重ほ98夢の島家が測っているが，体重そのものは普通である○ しかし  

離乳時体重，12カ月齢体重は他の20件の組合に比べ優っており，育成技術水  

準の高いことを思わせる。繁殖雌牛への磯原飼料給与量は，1頭当り年間840  

晦でやや多い方である。これがさらに増すと生産費高騰と関連するが，1日当り  

にすると2～3kダの給与義であり，むしろ適正であろう○   

牛舎は旧来の納屋を改造した程度のものと，多頭把進んだものおよび耐用年数  

の過ぎたもので，組合全体として年次計画的把新・改築してきたものとが，およ  

そ半々である。後者では通風乾燥，保温，通路幅，作業動線，飼槽の幅，探さ，  

高さ，房の配置，乾草置場（2階）など紅綬験を生かした工夫が施されており，  
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共同利用の新年舎  運 動 場  

追込集団飼育方式が一般である○相互把ヘルノて…になりうる1棟2戸共同利用と  

いう牛舎もある（写真）○牛舎把隣接して必らずかなり広い運動場が付設されて  

おり，多くが傾斜地を利用している○この傾斜と石礫が多いためとで肢蹄は強堅  

となり，また削蹄を要しない（写真）○   

④ 衛生状態   

凡ゆる疾病を合算しての雁病率は19．1多で推薦20件の平均の29．5酵把比  

べて低い○とく把消化器病ほ3・9紗（20件平均7・9多）で低いが，繁殖障害は  

13・596で20件平均の12・4％把比べ僅か把高い○その大部分が卵巣機能不全  

によるもので，卵胞褒鹿，黄体褒腫は少ない○その発生は零細経営で粗飼料給与  

量の少ない農家把高い傾向があり，栄養の不均衡によるらしく，粗飼料給与量を  

ふやして改善されつつあるとのことである。  

（3）組合員の経営面での特色   

和牛繁殖経営農家の共通的な欠点として，経営上の語数値の不明なことが挙げ  

られるが，この組合でも全戸の数値ほ得られていない○全体での経営規模の数値  

は第1表に示した如くである。中額虔家16戸については細かく分析した数値が  

ある。その平均値を示したものが第4表である○表のように労働力2．1人，飼料  

作122a，野草地45a，粗飼料自給率70．3酵，繁殖牛9．7頭（5～17頭），  

育成および子牛7．7頭，販売子牛8・8頭，成牛1頭当り労働時間140時間，粗  

収入457．3万円，所得278．6万円，所得率60．9‰1日当り所得16，759円  
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第4表 経営 の成果  

組合員中より抽出された16戸（成年5～17頭）の平均値  

［封三産状況〕  

労働力  組数年数   飼料作面礫   野草地面櫓    粗飼料自給率   粗飼料中華稗寒   

2．1  14．2年   122．Oa   45．6 a    70．3肇   54．1褒   

飼 育 頗 数  販 売 時  販 売 数   

成雌牛  子 牛  許成牛   肥育ヰこ   月 齢  体 言琵   子 牛   廃用・肥曹牛   

9．7  ㌻丁  1．7   0、2   9．1月  276tくグ   8．8  0．9   

〔収入および支灘〕（刹牛矧－Eき）  

子牛販売  焼′冒・肥育牛販売    l≡‡家月］取舵評価   事業外収入   粗収入  靭：  
収  事※外収入：保留奨励金   

入  47．8  
子牛補償金  

貌業外費用：奨励免  
し小ヤ1  補鰭金負担  

支  
飼料費はか   労  賃  版売おょび 」殴謬鷲敷   事業外費用   費ノ羽計  甘朋牛評価増   純収益  所  循  

揖  
（千円）  

総収入  和牛  米   その他（そさ、＼林木など）  

∠1，573．1＋ 898．0 ＋ 1，03（）．8 ニ 6．501，9千円  

（70．3多） ＝38蕗） （15．9多）  （100褒）  

〔子牛1頭当り収入〕   

販売収入 460．620円   

餐吼 純収益および所謂 円  

飼  料  費  
自給敷料  自家労肇   索叢費    診療衛塗威   承光熱録   播何科   

購  入   自  給   ′j、 針   

＝）OJ68   34，016   134J84  4．277  92，319   137，127    9．396   4，899   4，17′l   

（22．6）   （7．6）   （30．2）  （1．0）  （20．7）   （30．7）    （2．り   （j．1）   （0．9）   

牛  施  設    設   償  却  盛蟹      鯵路銀  ′ト銀糸数   雄  幾   串紫外鍍用    販売仙感 管理費   銀用計            備   

Ⅰ8、17∫i  6，453    3，514  3，698  874   3，371   3．227    20．436   446723   

（4，1）  （1．4）    （0．8）  （0．8）  （0．2）   （0．8）   （0．7）    （1．6）   （】00β）   

当期牛評価増    自家用観肥評価   副産物収入   新薬外収入   第1次生産費    純 収 益   所   欄   

76，52】  4．788  28，243   23．46l   272－761    187，859   28仇178  

輯：副産物収入：廃用・肥曹牛版元収入  

〔饉営指標〕（和牛部門）   

繁殖雌牛1密il勾三当り所得  303．640円   

子牛1萬当り所得  280，178門   

労働1‖当り所謂  16．759門 （チャ瀾再宅まで1】」ヨ8時瀾労働として）  
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（1日8時間として育成期間9カ月の％で計算してある），子牛1頭当り販売価  

格46・1万円，生産費27・3万円，所得28・0万円（全国平均約7万円），繁殖  

雌牛1頭当り30．4万円。このように所得の高い一因としては，保留奨励金と事  

故補償金の加わっていることがある。   

ここ数年の販売面数，販売額および1頭当り単価の推移を見ると，第4図の如  

くであって，48年より単価も頭数も急上昇しており，従って総販売数も急増し  

ている○  

舞4図 子牛販売頭数，総額と単価の推移   

これら16戸の組合員の総収入平均は6，501．9千円，このうち和牛把よるもの  

が前記のよう把4，573．1千円で70．3多，米が898．0千円で13．8多，そさい，  

林木などのその他が1，030．8千円で15，9穿となっている○負債額は不詳である  

カ㌔12戸にあり，その平均で53年慶1，248・1千円の償還をしていた○ いず  

れも牛舎，牛導入，営農用などの長期償還資金で経営をひどく圧迫しているわけ  

でほない0  
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これを要する把，この和牛改良組合は組合員の熱意，組合長の円満な人格とよ  

きリーダーシ ップ，婦人部，後継者である青年部の活発な活動と町，盛観，県畜  

産課，種畜場，県事務所，診療所などの地元公共団体の一丸となっての支援協功  

とが相まっており，牛の肉質把加える把体積，後腹の充実という改良方針を確立  

励行し，着実な増殖，規模拡大とそれに平行した粗飼料自給率の向上 保健対策  

により優良子牛の生産率が高く，飛騨牛の中核たる条件を名実ともに具備しつつ  

あるといえよう。  

国 今後の発展方向と課題  

組合としての目標を挙げ，それについての諸問題瀬ついて記すと，  

（1）粗飼料増産とそれに見合った規模拡大   

目標としては60年慶飼育頭数800頭（うち成牛740頭），戸数100戸  

として1戸当り平均7．8頚である0現在までの増殖は極めて順調であり，飼育規  

模拡大も借地，水且転作把よる飼料自給率向上の裏付けがあった○しかし今後≠・  

層の規模拡大把は，かなり困難が伴なうであろう0転作率は高いが，それが飼料  

作把向けられた率は42．9多でそれ程でない。今後一層転作寒が高まる托しても  

それが飼料作に大半向けられるのでなけれは難行しよう○ただし町営の30haの  

草地造成計画は福音で，育成牛の共同預託放牧が可能となろうし，増殖上の効果  

は大きかろう。しかし単把数たけでなく方針通り平均2頭位の増頸として，むし  

ろ重点を質の血一層の向上把向ける方がよいと思われる○   

佗）組合員間の隔差の縮′ト   

現在，組合員間の経営的隔差はかなり大きく，1～2頸規模が48移を占めて  

おり，収入も頭数と平行して差が大きい。この勝差の縮′」、を企図しているが，や  

はり先決は粗飼料量の確保の方策であろう。   

（き）経営診断の普及   

確かに和牛界全体として経営分析の習櫓が乏しく，この組合でも詳細の明らか  

なのほ16戸に過ぎない。経営改善の基礎として確かにその必要があり，青年部  

の貢献な期待する。  
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（4）畜舎構造の改善   

既に記したよう把耐用年数の過ぎたものもあるが，年次計画的に近代的牛舎に  

改められつつあり，町，農協などの支援もあること故遠からずして実現するであ  

ろう○   

（5）優良午の保留増進   

相互扶助による奨励金制度常より保留増進ほ可能であろう。確か把この地域と  

しては，高価な繁殖用の子牛を生産してゆくことは正しい道であろう。しかし繁  

殖素牛が蕗価なことは，それから生産された肥育素牛も高価になり牛肉の価格把  

も反映してくるもので，安定した消費を保つため把は良質なものを安価に提供で  

きるよう，生産費低下への努力ほ続けられなけれはなるまい0  
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組合発展の基は人と人の心の繁り  

萩原町和牛改良組合  

（代表者 熊崎公平）   

この組合の前身は，昭和36年に萩原  

町和牛組合として発足し当時の詳儲は  

1～2頭の零細なものであり，とうて  

い経営としてほ成立つものではありま  

せんでした。そこで将来，経営の規模  

拡大な図るには優良素牛の導入が先決  

であるとして，兵膵臓より2カ年に亘  

り100頭の子牛な導入し，和牛生産の  

取組みに至りました。   

ところが昭和38年頃より次第に子牛  

価格が下落しはじめ，出荷された子牛  

価格が1頒3万円から5万円と急暴落  

し，せっかく志な立てた農家に大きな  

衝撃な与え，飼奮断念の動きが出ほじ  

めたばかりでなく，指事豪商合役員把  

対する非難の声すら出るありさまとな  

り役員は夜な徹して各段家との話合い  

な通じ，この試練な乗越える棟説得に  

努めた陀もかかわらず，盈家の不安は  

目増に強くなり，ついに飼背戸数も半  

減し優秀菜牛として導入した成年が半  

価同株で家畜商の宇に渡り，組合の存  

⊂の危機托至る撃態になり，設立老と  

して重大な常任な痛感いたしました。   

それでも和牛生産以外托典薬経営な  

樹立させる基幹作目ほないと信じ，何  

とか組級の建直し，新しい技術対応な  

図ろうとする残留組合員と指導老との  

話合が続けられましたが，一度崩壊な  

招いた組織の強化な図るには，かなり  

の努力と時間な要しました。再建に真  

剣な取組方の熱意陀解されると共に，  

幸托も子牛価格も上昇の気配が窺れ始  

め，失望した農家も漸く明るさな取戻  

し，もう一度出直そうという気運が高  

まり，昭和46年に至り固い決意と新し  

い機構の下で，萩原町和牛改良組合と  

改組して力強く再出発し，簡釆8年に  

して今日の組合基盤な造り上げた訳で  

あります。   

この組合の基本原理は，組合員相互  

の心の繁りであり，家族ぐるみの組合  

構成であります。あたかも革の両輪の  

ごとく，婦人部、膏年部な設立させ組  

合な軸に堅実な運営な図り，前者の緻  

な踏むことなく，心と心の団結な固め  

安定経営な促進することな，今度の受  

賞で一層確信な深めた次第であります。  
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日本農林漁単振興会長薯受薯  

出品財 体系的土地利用  

受賞者  炉 木  猛  

（鹿児島県鹿屋市旭原町2655）  

圏 受賞者の略歴   

（1）鹿屋市笠野原地域の概況   

炉木氏の酪農経営の所在地は，鹿  

児島県・大隅半島の中央弘 鹿屋市  
はる  ばる  

の笠野原台地・旭原町把ある○笠野  

原台地（6，300haの平坦地）は，  

戦時中の航空基地としても知られて  

おり，表層は腐植質火山灰土壌（黒  

ぼく）把おおわれ，その下層把はレ  

ラス」土壌の厚い堆積をもち，保水  

性が低く，乾きやすい不良土壌であ  

り，台風と干ばつの常しゅう地であ  

った（平均気温17．2℃，降雨量  

舞1図 受賞者の所在地  

2，570成澗）。  

昭和43年にダムによる人造の大隅湖が完成し，それを水源とする大規模国営  

畑港事業が施行され，53年現瓦 2，882ha把潜水されている0このことによ  

って昭和40年代の後半以降，畑作経営構造の全般的変化をもたらし，その一環  
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として，飼料作物の作付面積も低調に拡大し，酪農経営の規模拡大と経営改善把  

大きく貢献した。   

鹿屋市の全農用地把占める山林の割合が669らであり，耕地は僅か把34多で  

ある○耕地のうち普通畑が75．5痴，水田17．7酵，樹園地5．8乳 牧草地1．0  

多となっている。   

農家1戸当り平均耕地面積は94aと零細であり，1ha未満の鹿家が約77多  

を占め，2ha以上ほ3・9多托しか過ぎない0   

しかし第2穫兼業農家が47．2穿と高い反面，専業農家が29％と，他の地区  

よりは高くなっている○   

営幾類型は肉用牛を中心とした畜産関係が47．2痴を占めており，近年，野菜  

類が多くなって，盛業粗生産額の13痴を占める把至っている○米は8動 甘し  

ェは4酵と，年々，低くなっている。   

家畜の飼養状況は，肉用牛3，347戸，乳4，968頭（1戸当り4．5頭），酪農  

家戸数67戸，乳牛2，119頸（1戸当り31．6頸）豚358戸，27，691蔑  

（77．3頭），採卵鞠15戸，24万羽（1万6千羽），ブロイラー13戸，31  

万羽（2万4千羽）となっている。   

乳用牛把ついては農業粗生産額に占める割合は約5多把過ぎず，戸数も減少し  

ているが，1戸当り平均31頭と規模拡大化しており，量的拡大から質的な充実  

期に入っているとみてよかろう○  

（2）経営主（炉木氏）の略歴   

経営主は昭和33年鹿屋農林高校林業科を卒業と同時把，大阪の木材市場把勤  

務していたカ㌔ 実兄が農協庭勤め，父が老齢化してきたため10年間のサラリm  

マン生活を止め，昭和43年にUターンして帰農した○そのような事情で帰農直  

後は盛業はもちろん酪農把関しては全く知識も，経験もなかったわけである。   

大阪での，木材市場時代把おいて多くの人々と接し，人間関係の大切さを身を  

もって体験してきたということが帰島後も生かされ，県・市・農陽等の指導機関  

との接触を大切托し，彼等からの指導を素直把受入れて，技術・経営の改善をス  

ムーズ把進めてきた。  
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帰農後5年目の48年把は大隅酪農協青年部監事把選出され，49年把は笠野  

原地区東原酪農振興会長となり，腰50年には鹿屋市の酪農振興会連絡協議会会  

長に選ばれるなど35才という若さで，地域の信望を得るまで把人間的把も成長  

した○   

その間，青年部でソフトボールチ叫ムを結成し，県農林事務所，市役所，その  

他と試合を行うなどの面においてもリーダーとして積極的把清輝している。  

園 受贅者の経営概況  

炉木氏の経営は，畑作専業終盤である。家族構成は，夫婦と子供2人，両親の  

6人家族であるが）両親は老齢（73才）であり，子供は7～8才と幼少である  

のて．当分の間，労働力は経営主（39才）と妻（30才）の2人である○作業  

は，妻が朝夕の搾乳のみを行い，経営主がその他の飼養管理，粗飼料生産などを  

総て1人で行っている0   

経営耕地面積ほ，第2図の如く，自作地3iOa，借地350aで，総て畑地  

である。13圃場把分散し  第2国 農用地の配置図  

ているが，その殆どが幹線  

道路沿い把集中しており，  

開発公社と試験場跡地の借  

地が1～1．3肋離れている  

が，それぞれ1ha以上の圃  

場が1つ把まとまっている  

ので，作業上 不便はない○   

飼料畑としては，借地を  

含めて660aを年間206  

多の集約利用をしており，  

サイレージ（フレール型フ  

ォーレーソハーベスター）  

50軋以上を中心に，乾草・  
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膏刈利用もしている。晋刈も  

フォーレージハーベスター利  

用体系となっているので省力  

化されている。   

乳牛は経産牛20頭，未経  

産牛6頚，育成牛8頭（53  

年10月現在）であり，その  

殆どが自家繁殖把よる系統的  

優良牛である○   

牛舎は51年に，住宅から  

約100材離れたところに，  

390万円の資金を借りて新  

築したものであり，鉄骨スト  

レート聾平屋（240．91ば），  

舞3図 牛舎施設の配置図  

12頸の対尻式。24領収容のスタンチョン式である。乳牛は搾乳時を除いては  

パドック把放飼している0   

搾乳はバケットミルカ…（4台）を使用して実施している。  

糞尿処理利用把ついては，畑地かんがい水を利用した水洗押込み式で，液状ふ  

ん尿を尿溜（108t）に貯留し，バキュ…ムカーで基肥，追肥として土壌還元  

している○   

機械類は，個人所有のものとして乗用トラクク剛28辟，モア…，フォーレ¶  

ジハーベスク…，バキュ ームカー，バケットミルカー， トラック（1t），軽ト  

ラックを各1台もっており，4戸共有のものとして，トラクク鵬30月ミ 鎮圧ロ  

ーラー，ライノ、ソワ…，ブロードキャスター，ワゴン，へイメイカ…である。   

52年9月から53年8月把おける収入は牛乳版元1，431万円，子牛販売37  

万円，育成牛販売40万円で合計1，508方円であり，この年庶把は老廃牛の売  

却はなかった○所得率は48肇と高く，所得額は725方円であった。  
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圏 受資財の特色  

西南暖地とく把遠隔地把おける酪農経営の対応として，最も大切な要件は，第  

1に牛乳1kダ当りの生産原価を安くして，地域間競争に打克つ経営力をつけるこ  

とである。第2把，日本把おける牛乳消費市場の特殊性（6～9月把需要増大）  

把適応する生産供給体制（分娩時期のピークを3～6月に集中させること）を確  

立することである。第3に，乳代所得のみならず，子牛の販売所穐 乳廃牛売却  

益をも併せた酪農浪合所得の増大という，経営対応が必要とされている。   

炉木氏の酪農経営は，㈲飼料基盤の拡充のため把，積極的把借地利用を行い，  

合理的な作付体系の確立把よって，飼料作物の養分収量の増収と平衡給与を行い，  

⑧自家繁殖・育成把よる高能力群をそろえて，経産牛1頭当り平均乳量を，49  

年以降 年々，上昇させて，53年慶には6，845kダを実現しており，⑧牛乳1  

毎当りの生産原価を55円把低下させている0さら把，④畑かん用水利用による  

乳牛の防暑対策を実施して，平均乳量把対する夏季乳量を，従来の83多 から  

96．4解に上昇させて，牛乳の需給調整把協力している○ また，⑨旦いもの連作  

障害防止のために，酪農家と塵いも農家との間に，交換耕作を実施しており，液  

状ふんを無償譲渡して，屋いも畑の地力維持をはかると共把，酪農家としては，  

飼料畑の集団化に役立てている○   

以下，それぞれの点について，具体的把検討すること把する○  

（1）飼料基盤の拡充   

㈲ 農用地の購入と個人農家よりの借地   

経営主が44年に帰農してから49年までの第1期は，普通畑作と酪農の複合  

経営の中て 乳牛頭数を徐々把拡大しながら，それに見合った飼料基盤を拡大す  

ることを最重点的に考慮した0   

47～49年当時は，鹿児島県下把おいては地価が安く，10∂当り12～25  

万円程度であったので，自己資本で1ha購入した○しかしその後，地価は急上昇  

し，51年把30a購入した際にほ10a当り60万円にもなっていた○  
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舞1表 農用地の購入  

年  次  面  積   100a当り 単 価  購入価格  資  金  乳牛頭数   

47年   5 0 a   12万円   60万円  自己資金   13頭   

49年   50 a   2 5   125   ／′   15   

51年   30 a   60   180   ′′   2 4  

したがって46年から土地購入と併行して，第2表のように個人盛衰からの借  

地を進めていった0すなわち鹿屋市把おいても40年代の初期噴から兼業化と出  

稼ぎの増加把ともない，農地を借地に出す農家がふえ，他の地域より相対的把借  

地しやすい条件ができてきた○炉木氏の場合も，第2表のよう把高齢者，兼業鹿  

家より1．7ha借りている。  

第2表 個人鹿家よりの借地  

農 家  年 令  面 積   契  約   ′ナ53‰晶  備  考   

A  74才  50a  口頭2年契約前渡し  2 万円  高  齢  者   

B   50  60   ／／   2   県 外 出 稼   

C  50  30   〝  10年契約  1．5   サラリ ーマン   

D  55  30  文書  2年〝   2   未亡人非幾家的  

輯 ′J＼作料は従来5000γloaであったが，芝生・花木等の′J＼作科把より年次  

値上りし，52年までほ卜1・2方％0。であったが，53年より1・5～2徽0。  

となった。  

野菜・タバコ作の′」＼作料は3～4力戦0。と高くなっている。  

しかし労働賃金は1時間200～250円と極めて安い把もかかわらず，小作料  

は宅地地価の上昇把ともなう県用地の高騰と，ゴルフ場の芝生，遭いも，タバコ  

の′J＼作料の高さ把引っばられて，飼料生産用の′」＼作料も2年ごとの契約で10a  

当り2万円の前払把なっている。   

炉木氏は，この個人農家からの借地のはかに，開発公社と試験場跡地を合計  

2．6ha無償で借用していたので，トータルとしては10a当り7，500円程度の  
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安い小作料ということになっている0   

⑧ 鹿児島県開発公社関係   

県開発公社による農地保有合理化事業の保有農地は，昭和53年現在，鹿屋市  

39ha，串良町78厄，討117ha把のばっている○   

農地保有合理化躍進事業の農地の一時使用契約把もとずいて酪農，肉用牛農家  

把無償で貸付けられている0   

しかし，この契約は，作目（永年作目を除く）1回の収穫期間だけ無料で貸付  

けることもできる。また契約更新もできる（但し5年以内）となっている。   

この契約によって炉木氏ほ52年当時1．3haを借地しており，現在は，30a  

を他の鹿家に譲り，54年庶は1haの借地となっている0   

この規則にもとずいて近い将来，この農地ほ，購入希望者把1戸当り30a程  

度ずつ分割配布されることになっており，炉木氏把とっては好条件の借地が無く  

なるということ把なりそうである○   

⑨ 県農業試験場跡地の利用（51年冬作より利用）   

この土地は県有農地であるため，形式的把ほ県直営事業としての飼料作生産と  

いうこと把なっている0   

この土地を県が大隅酪農組合把委託生産させるという形をとり，県と組合との  

間把委託契約書をとりかわしている。委託料ほ1作611・9万円であるから夏。  

冬作の2作で1，223方円となる0   

現在の栽培面積は12．17haであり，これを大隅酪農賂が3グループ15名の  

農家に耕作させている○   

炉木氏は1．3haを耕作しており，牛舎よりの距離は約2伽（車で約5分）のと  

ころ把ある。54年慶把は30aを他の農家に譲り，1ha把なっている○   

この土地の耕作上の問題点は，住宅密集地に接近しているのて 堆厩肥の投  

下が禁止されており，地力の減退現象がみられることである○さら把，この土  

地は国立大学誘致の際の予定地とされており，ここも長期把亘る借地は難しい  

という条件把なっている○  

（2）里いも農家との交換耕作  
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栃木氏ほ，49年より借地とは別把，周辺の曳いも幾家の畑と自家経営の飼料  

畑との交換耕作を約60a行っている。   

笠野原台地では，畑かん効果のあらわれとして，約575haの遭いもが栽培さ  

れており，畑作鹿家では，平均1戸当り耕地面積Llhaのうち40多が里いも把  

よって占められているといわれている0   

しかし遭いもは連作障害の著しい作物である0県試験場のデ…クー把よると，  

収量ほ連作2年目で，初年昌収量の65乳 3年目把ほ28乳 4年酌ま16啓  

と激減する。こうした収量低下ほ，品質低下をもともない，収益性からみると2  

年以上の連作は不可能ということになる○   

したがって酪農家は，塵いも跡地にイタリアンライグラス，とうもろこし，飼  

料かぶなどを4作ないし5作栽培して2年間で返還するという，相互に無償の交  

換となっている。   

炉木氏は，交換耕作を行っている相手の遭いも幾家把液状ふんを約30t，無  

償で譲渡し，遭いも畑の地力維持。増進把貢献している○ このこと把よって終盤  

家としては，飼料作付圃場の集団化をはかれる相手との交換耕作の可能性を見出  

している0  

（胡 租飼料の集約約生産   

炉木氏の経営でほ，かつてほソルゴ…が夏飼料作物の主体であったが，51年  

からはソルゴーを止め，とうもろこし（シコクビェ ）とローズグラスが重点的把  

拡大された。これは量よりも質把重点をおいた粗飼料の増産が志向されたこと把  

よるものである。冬作ほイタリアンライクラスと飼料かぶである。   

A 集約的生産の特徴   

蝕原則として連作をさけ，播種時や刈取後把スプリンクラー把よる潜水が活用  

されている○   

④押込式貯尿楢（容量108t）から，ふん尿の全量土地還元が行われている。  

その違ほ元肥時に10a当り6t以内，刈取後は2t以内としている。   

⑨化学肥料は，化成肥料40kダ以下とし，他方で，全鼠場把毎作10a当り石  

灰100kダ，烙燐40kクの土壌改良剤を投入している。  
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牧草地へのふん尿の散布（畑凄施  幸乞革の調製（ビニール被覆で効率   

設と結合し効率的に行っている）  的に乾草の仕上げを行っている）  

④飼料作物の高収量二各飼料作物の10a当り収量をみると，とうもろこし7  

t，ローズグラス（シコクビエ）9t，イクリ7ンライダラス（ェン㌧べク）9t  

飼料かぶ7tと高い成績をあげている○   

⑤大型機械一貫体系把よる省力約栽培＝飼料作10∂当り所要労働時間ほユ0  

～12時間という高能率となっている。  

（4）飼料費の低減   

色）成牛1頭当り飼料面積の拡大   

農用地の購入（1．3ha）と積極的な借地（個人1．7ha，公団他2，6ha）によっ  

て粗飼料基盤を拡大するはかりでなく，合理的な輪作把よって，土地利用率を絶  

ず206紆程度を維持し，乳牛頭数規模の拡大テンポより鬼しとに，成牛1頭当り  

飼料作延面積を拡大するといった理想的な経営展開を進めている0すなわち，昭  

和45～48年の成牛頭数9～15頭段階把おいては238から漸次，32aま  

で拡大し，49～50年（15～18頭）把は46～49a，51～53年（24  

～26頭）には52～53aとなっている○   

⑧ 成年1頭当り購入飼料費142万円   

良質粗鋼科が，あり余るはど豊富把自給生産されており，それを生草・サイレ  

ージの2本建てによる平衡給与が行われている○ これらの粗飼料は大型機械把よ  

る省力栽培されているので，成年1頭当りの自給粗飼料費は7・6万円となってい  
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る○  

乳牛の維持飼料としては，良質粗飼料の平衡的多量給与によって充分把まかな  

われているので，購入飼料は，高乳量の乳牛群に補給的飼料として給与する程度  

でよいので，成牛1頭当り購入飼料費は14．2万円というヨーロッパ終盤水準よ  

りも低い費用となっている。したがって，成牛1頚当りの飼料費の合計は21．8  

万円と非常把安くなっている。  

（5）乳牛改良と高い平均乳量の実現   

炉木氏の牛群をち 大別して4系統から成立っており，そのうちの2系統（ラッ  

キ鵬，ポンス）は45年から飼養されていた優良牛を基礎牛として自家繁殖・育  

成されたものである0   

経産牛ほいずれも乳房の附着もよく，体積も富み，全体として優れた形態をも  

っている○   

平均分娩間隔12．1～12．3カ月，平均種付回数も1．1回と極めて優れている。  

種付把際しては，とくに分娩後20日頃から発情微傷の出現把注意し，それを発  

見すると速やかに人工授精師に連絡をとっている。   

かくして53年慶の搾乳牛1頭当り年開平均産乳量（305日）は，乳用牛改  

良推進事業の検定成績把よれは7，930kダ（52年は7，770kダ）とたっている。  

経産牛1頭当り平均乳量も6，845kダと極めて高い。   

また成牛1頭当りの平均乳量を年次別把見ると，第3表のとおりである。   

この好成績の要因は，いうまでもなく，  

乳牛群の系統として優れていることであり  

飼料作物の養分収量の増収と平衡給与把あ  

るか，そのはか把炉木氏は，畑かん用水利  

用把よる夏季の乳牛防暑対策把あること把   

も注目しなけれはならない。  

第3表 年次別成牛1頭当り乳量   
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耐暑型の牛舎（風通しが非常に良い）  散水装置（牛舎内及び屋矧こまか  

れて温度を下げる）  

国受賞者の技術，経営分析  

（1）暖地酪農における飼養技術上の創意工夫1－－畑かん用水利用による  

乳牛防暑対策一   

暖地の酪農は夏季の高温把よって，乳牛の食欲が減退して，乳量が低下するは  

かりでなく，受胎率も低下する。   

炉木氏は昭和51年から，第4図のよう把，畑かん用水を利用し，牛舎の屋根  

および牛体把対する撒水施設を行い，舎内温度を外気より3℃も低下し，体温の  

放散把役立てるなど防暑対策を進めている。   

その施設費は  

第4表のように  

比戟的低廉であ  

り，年間の所要  

経費も約6万円  

（液価償却費3  

万9千円を含む）   

であり，乳量増  

加分を見込むと   

約2．4頭分の増   

量で，十分にま  

舞4図 畜舎防暑施設模式図  
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かなえること把なる。   

舞4表 材料明細表  散水期間中の  

乳量の変化を搾  

乳牛1頚当りで  

検討してみると  

第5表のよう把  

施設を実施する  

前と，実施後に  

おいては大きな  

差があることが  

理解できよう○  

すなわち年平均   

乳量に対して，  

従来は7～9月  

品   名   数量  単価  金 額  備 考   

シュラバリmヘッド  6  800円   4，800胃  

ペ ッ ト ノ ズ ル  18  74．0  13，320  

タ  イ  マ  …  41，000  

電  故  弁  巴  21，600  

スト レ ー ナ ー  31，000  除塵器   

ホ  ス  10皿  12，000  

VP継手パル フ  50，503  

混   入   器  ロ  61，000  消毒   

材 料 費 合 計  235，223  

工  事  費  347，000  

合  計  582，223  

の3カ月閤は，  

83肇の乳量しか出さなかったが，実施後は96解に上昇している0とくに実施  

後，年々，その成横はよくなり，53年皮実績把おいては，はば年平均乳量水準  

把到達しているといってよかろう○  

第5衰 年平均乳量把対する7，8，9月の乳量比率  

7月   8月   9月   平均   

施設前平均色）  90．37多  79．48酵  80．57多  83．47喀   

施設後平均⑨  9 6．04   9 8．14   9 4，9 5   9 6、38   

前後差⑨一色）   5，6 7   18．6 6   14．3 8   12．91   

53年政策績  9 6．2 0   9 9．4 0   9 4．8 2   9 6．8 0  

以上を総合して検討してみると，  

∽散水による畜舎の温度が下がり，牛のストレスが少なくなった。  

（イ）これによって牛の食欲が増進した。  
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研この食欲の増進把あわせて，粗飼料を嗜好性のよいシコクビエとローズグラス   

の混掻把よる生革を与えた○  

伺夏の間もサイレージを給与し，粗飼料把よる栄養を更にふやした○  

弼以上の飼養管理技術を，乳牛改良把よる高能力牛群把対して実施した結果 高   

産乳量と，その年間平均化が実現したものと思われる0   

したがって最近，この地域では，炉木式の防暑施設を参考にして，施設を行っ  

ている酪農家がふえている。とくに牛乳の需給アンバランス時代把入って，計画  

生産を実施するに当ってこの要請は一層，強まるものとみてよかろう○  

（2）技術分析   

飼料作物の10a当り平均収量は7，000～9，000kダであり，年間延平均10  

a当り収量は16，900短である（土地利用率210酵）○飼料生産の10a当り  

所要労働時間は10～12時間という高能率である○   

成年1頭当り粗飼料生産量ほ46，890kダであり，ADM換算生産量7，100kグ，  

TDN自給率65動 DCP57酵となっている○   

粗飼料の飼料給与は，生革50‰ サイレージ40動 乾草10酵という，生  

草とサイレージの2本建把よる飼料の平衡給与を実施している○   

乳牛の平均種付回数1．1回，平均分娩間隔12・1～12・3カ月と，極めて優れた  

繁殖成顔を示している○   

乳牛1頸当り平均乳量をみると，搾乳牛1頭当りでほ，52年慶て7001軌  

53年慶7，930毎となっており，地域の平均5，500～5，600kダと比叡すると  

極めて優秀であることがわかろう○   

また経産牛1頭当り6，845kダ，成牛1頭当りでも6，631kダ という驚意的な  

産乳量をあげている○   

（3）経営・経済的分析   

旭 収益性の分析   

損益計算書によると牛乳販売収入1，431万円，直接生産費794万円，売上  

総利益（荒利益）717万円，営業利益（事業利益）602万円，当期純利益  

551万円，酪農所得724万円と，すはらしい経営実績を示している○  
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成牛換算1頭当り所得では25．8万円であるが，経産牛1頭当り所得でⅠ㍊6・2  

万円という高い成績を示している○   

乳飼比は27．7勘 所得率は48穿と常識では考えられない数値である0すな  

わち牛乳1kダ当りの生産原価が55円（実際の労賃水準で計算すると51円）と  

いう，すはらしい経営内容である0  

（功 安全性（流動性）の分析   

次に貸借対照表を中心とした安全性（財務構成分析）をみると，自己資本構成  

率が88酵であり，借入金の残高が457万円という堅実な経営であることがわ  

かろう○  
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舞6表損益計算書  
塁綿昌三寒呂月311日  

科  目  金  額  成瀞  篭雛  摘  要   

牛乳 販売 収 入  14，317，413  511，336  10，838  

酪  

農  

収  

益  の  他   38，400  1，371   29  労働交換  

計   15，125，813  540，207  11，450  100．0   

期首育成牛評価額  1，219，000  43，536  923  

生  

産  小  計   10，283，994  367，285  7，784  

期末育成牛評価額  2，334，000  83，357  1，766  

費  引  計  7，949，994  283，928  6，018  

用  

差引 生産 費 用  7，949，994  283，928  6，018  52，6   

売 上 総 利 益   7，175，819  256，279  5，432  47，4   

版  

こ土ご プロ   

租 税 公 課   233．351  8，334  176  

理  

贅   1，154，144  41，219  874  

事 業 利 益   6，021，675  215，060  4，558  

車  0  

業   
外  

0  

収  の  他   0  

益   計   0  

当 期 総 利 益   6，021，675  215，060  4，558  39．8   

事  
支 払 利 息  210，500  7，518  159  1．4  

菜  

外   0  

費 用  
の  他   0  

計   504，500  18，018  382  

当 期 純 利 益   5，517，175  197，042  4，176  36，5   

所  得   7，248，495  258，875  5，487   
うち47．9  
（家族労物資円）   

償還控除所 得  1，731，320   
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舞7表 生産費用合計及び生産原価  自 昭和52年9月1日  
至昭和53年8月31日  

生産  
費  目  金  額 ∨   成牛換算  摘  要   

1頭当り   

飼  入  3，975，320  141，976  3，009  

料  給  2，133，610  76，200  1，615  （豹組数費  円）  

費   計   6，108，930  218，176  4，624  631，520   

疲  入   0  （1．578．81×400円）  

料  給   0  

費   計   0  

育成牛購 入 費  0  

労  傭   38，400  1，371  29  96 ×400円  

働  39，279  

費j   計   40，610  

診 療 衛 生 費   104，450  3，730   79  

種  付  料   100，900  3，604   76  

水 道 光 熱 費   197，122  7，040  14．9  

滅  牛  683，804  2′ま，422  518  

価   
償  
却  

費i   計   1，072，412  38，300  812  

修  繕  費  94，150  3，363   71  

′j＼ 農 具 資  75，780  2，706   57  

雑  費   173，050  6，180  131  

当 期 費 用 合計   9，064，994  323，749  6，861  

期首育成牛評価額   1，219，000  43，536  923  

合  計  10，283，994  367，285  7，784  

期末育成牛評価額   2，626，000  93，786  1，988  

副 産 物 価 額二   370，000  13，214  280  

差引 生 産原 価   7，287，994  260，285  5，516  

販売及び血般管理費   1，154，144  41，219  874  

支 払  利 息   210，500  7，518  159  

支 払  地 代   294，000  10，500  223  

総  費  用   8，946，638  319，522  6，772  
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第8表 貸借対照表  

昭和53年8月31日  炉 木  猛  

資  産  の  部  負債。資本の部   

科  目  金  額   科  目   金 額   

現  金  50，000  短 期 借 入 金   0   

預  金   （定期）7，550，000  
摺通）2，122，983  

棚  成  牛   1，228，000  長 期 借 入 金  4，576，000  
卸  

資 産   

流 動 資 産 計  10，950，983  負 債  合 計  4，576，000   

乳  牛  6，305，000  正 味  財 産  28，560，852   

機 械 器 具  5，273，375  当 期 所 得  て248，495   

建  物  5，095，000  正味財産合計  33，579，355   

（減価償却引当金）   （△5，749，003  

土  地  15，500，000  

出  資  金  780，000  

固 定 資 産 計  27，204，372  

38，155，355   合  合  計  計   38，155，355   

第9表 借入金の状況  

種  類  改良資金  、㊥餐金  近代化資金  近代化資金   計   

借入 年月  54 5／20  516／4  46／12  51／12  

借 入 金額  2，700，000円  3，940，000円  140，000円  580，000円  

使  
ノてイプライン  

途   ノウレクーラー   玄 金 【‡〕【コ   バキュームカー   〟  

据置 期 間   0  551／10  4912／20  5412／20  

償還 期限  5812／20  651／10  5412／20  5912／20  

実際支払利率   
4．5多  

0   5．09石   5．0   5．0  

支 払 利 息  無利子   177，300   4，200  29，000  210，500   

償 還 金  5年償還  28，000   0  28，000   

元金 残高  2，700，000  ≒3，940，000   56，000  580，000  4，576，000   
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経 営 分 析  

収益性の分析   

砂 絵資本利益率  純 利 益  5，517，175  
×100＝   ×100＝14．59苗  

総資本平均‥▲＞＞  38′155，355  

純 利 益  5，517，175  ⑧ 売二上高・純利益凛  ×100＝   ×100＝36．5多  売 上 高‥▲〉＞  
15，087，413  

売 上 高  15，087，413  ⑨ 総資本回転率  ×100＝   ×100＝39，5  
総 資 本’’▲〉＞  38，155，355  

売 上 高  15，087，413  
④ 固定資産回転率  × ユ00ニ＝   ×ユ00＝55．4  

固定資産′’▲＞＞  27，204，372  

所 得 額  7，248，495  ⑥ 経産牛1頭当り所得  362，424円  
経産牛頭数  20頭  

所 得 額  7，248，495円                ＝   
⑥ 経営耕地10a当り所得＝  109，825円  

経営耕地面積  660a  

所 得 額  て248，495  
・3 農業従事者1人当り所得  ＝ 3，624，247円  

農業従事者数  2人  

得 額一〈（ 7，248，495  
⑧ 所 得 率  ×100  ×100＝48．09ら  

売 上 高‥⊥〉〉  i5，087，413  

購入飼料費…  3，975，320  
⑨ 乳 飼 比  

安全性の分析  

匂 自己資本構成率  

×100＝  ×100＝27．7多  
乳 代 金′’⊥＞＞  14，317，413  

邑己資本＿一（（ 33，579，355  
頂「首 ×100＝  ×100＝88、0多  

38，155，355  

邑己資本▲一ハ（ 33，579，355  ⑧ 固定比率  面青垣雇ズ100＝  ×100＝123．4啓  
27，204，372  

固定資産  4，619，372  
＠ 経産牛1粛当り固定資産   

（除く乳牛・土地）   

④ 経産牛1頚当り負債額  

230，968円  
経産牛頭数  20頚  

借入金残高  4，576，000  
228，800円   

経産牛頭数 ‾   20頭  
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また経産牛1頭当り固定資産額（乳牛と土地を除く）は23万円，同じく1頭  

当り負債額も22、8万円となっている。   

いずれ托しても経営記録が徹底して行われているので，経営の自己診断，経営  

計画が着実に実施されているとみてよいであろう。   

圏 生産組織活動と地域社会への貢献  

大隅酪農窺（ては67戸の酪農家が参加し，2，119頭（1戸当り31・6頭）の乳  

牛が飼養されている。飼養頭数規模別の農家数を見ると30頭以上層が56・7酵，  

20～29頭が29．8酵，両者で86．5釘を占めている0  

第10衰 大隅酪農鹿屋布地原町グループ  

乳  牛  経 営 耕 地  後継者  

成牛  育成牛  計   氏名  年令                  の有無          自作地  小作地  計   

山中重義  55  30  20   50  350  200  550  無   

永田辰夫  55  40  15   55  300  400  700  有   

留口改凛  50  24  16   40  200  300  500  有   

炉木 猛  39  25  12   37 330 370 700OOOOOOO 

竹内哲也  35  18   5   23  200  250  450  

とく把鹿屋市旭原町の酪農家は，戸数ほ少ないが，第10表のように，乳牛頭  

数規模把おいても，経営耕地把おいても，大きな経営がまとまっている○   

このグノレ鵬プのうち4戸が，52年8月より，大型機械共同利用組織をつくっ  

て活動している。機械はトラククー（30月）），ローラー，ライムロワ剛，ブロ  

ードキャスター，ワコ∵ン，へイメーカーであり，その利用料はトラククー10a  

当り200円，アタッチメントは10a当り100円である○その他オイル代，  

修理代は実費であり，各自，使用後把はオイノレを満タン状して返すこと把なって  

いる。5名のゲル…プのうち竹内氏は参加が遅れたのて 共同所有者把はなって  

いないが，彼把も必要把応じて，機械の賃貸借をさせている○   

その他共同作業として，飼料作物，牧草の刈取り，通観 サイロづめを4戸  
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の虔家把よって行っているが，4戸の経営規模把大差がないことから，旧来輌）  

い」慣行把よって，相互扶助の形をとっており，労賃計算ほ行なっていない。   

大隅酪農観音年部活動としては，45才以下の青壮年69名で組織されており，  

ミルカ…の点検，牛舎消毒，土壌分析，酪轟音年婦人会議の経営発表会への参加  

など，活発に活動している。   

以上のよう把炉木氏は，生活組織活動のリーダー，世話役として，奉仕的な活  

動をいとわず，地域酪農の発展把大きな貢献をしている○ また酪農家の仲間把対  

するのみならず，他の桝種鹿家に対しても，液状ふんを無償譲渡して，地力の維  

持・向上把も貢献している○  

随 今後の展開方向  

炉木氏ほこれまで，極めて集約的な経営を続けてきたが，労働力は夫婦2人で  

あり，当分の間は増加する見込みはない○   

したがって成年25頭という地域の平均頭数を下廻る比較的内輪な飼番頭数規  

模のもとで，立地条件把適合した集約的飼料生産と，その合理的利用方式を着実  

に守った経営を続けている。   

乳牛も4系統の牛群を自家繁殖。育成把よって，高能力を発揮させており，と  

く把夏季の防暑対策など創意工夫を行って，7～9月の乳量を年間，各月ごとの  

平均乳量に近づけつつある。   

今後とも，労働力の許す限り，現在の経営方式を継続してゆくことで間違いな  

いが，54年慶把始まった牛乳の需給アンバラ／ス現象と，それに対する計画生  

産の実施という事情および今後の10年間は，牛乳生産量の大幅な増大は許され  

ないという条件下把おいて，まず経営が積極的把対応しなけれはならないことは  

7～9月の牛乳需要期に見合った牛乳の計画生産であろう。したがって現在実施  

して夏季防暑対策をより完備して，3～6月の分娩重点化と，7～9月の牛乳生  

産集中化をはからなけれはならないであろう。   

また酪農所得を，乳代所得把のみ依存することなく，子牛の噂育・育成による  

肥育もと牛としての高価販売，乳廃牛の売却益の増大等把も，充分な考慮を払い  
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経営としての総合所得の増大を計っていくべきであろう。   

そして，そのことに対して炉木氏の経営は既にその準備体勢が確立されている  

と評価してよいであろう○  
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暖地酪農の高生産をめざして  

孝戸 木   猛  

私の家ほ父の代から2′－3簸ではあ  

りましたが乳牛を飼っておりました。  

従って一応は分っているつもりでした  

けれども，昭和42年，10年間の都会  

生活をやめて，いぎ自分が経営主にな  

ってみると，余り把も知らないことが  

多いのに磨きました。しかも周囲の酪  

飽家は，既に多頭化によって経営も安  

定しており，早く追いつきたいと焦る  

気持もありました。しかし酪段の基本  

は何かということを自分なりに納得で  

きるまで勉強しました。その結束「牛  

は革な主食とする動物である。従って  

高生産になれはなるはど，質の良い草  

を沢山食い込ませなければならない。  

その為には草が余って分けてあげる位  

でないと，高生産経営は安定しない。」  

という結論を得ました。   

牽いにして私が住んでいる笠野原台  

地は，6，000haの極めて平坦な純畑作  

地帯でありまして，この考え方な実行  

できる好条件を備えております。そこ  

で私ほ借地によって飼料畑を拡大する  

一方，どうすれほ多畳の草を食い込ま  

せることができるかということに取り  

組みました。借地の方は計画どおり順  

調に借り入れることができましたが，   

借地によって経営の安定向上を図ろう  

とする場合，家族全員を取巻く，全て  

の人達との人間関係が，如何に大切か  

ということを痛感しました。   

食い込みの問頓に関してほ，特に夏  

の食欲が減退する時期がむつかしく，  

草穫，刈り取り時期，給多数，サイレ  

ージの割合，或は煙かん用水による冷  

房等，いろいろ試みました。牛の食い  

込みの状態を細かに観察しながら，好  

きな革で腹一杯になるよう工夫しまし  

た結果，一応の成果を得ることができ  

ました。   

このようにして，ようやく経産牛1  

頭当たり7，000kgの乳量に達すること  

ができましたが，まだまだ多くの課題  

を抱えております。今回の受賞な機に  

地域の酪飽仲間61人と手をとりあっ  

て，共に精一杯の努力を続けてゆく決  

意でおります。  
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天皇陛下拝謁のあと皇居で記念撮影の天皇杯受楽音  
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内閣総理大臣饗を受ける受寮者  

日本農林漁業振興会長峯を受ける受鷹者  

むらづくり優良事例農林水産大臣賞  
を受ける受賞者  

天
皇
杯
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賞
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発
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rむらづくりの今後の方向」を講演する農  

村開発企画委員会等務理事の石川英夫氏（右）   





発 刊 の こ と は  

農林水産祭ほ，全国民の幾林水産業に対する認識を深め，農林水産業者の技術  

改善及び経営発展の意欲の高揚を図るための国民的な祭典として，昭和37年，  

農林水産業者に天皇杯が御下賜になったのを機会に，従来の新教感謝祭を発展的  

に拡充して始められたものです。   

この農林水産祭は，農林水産省と日本農林漁業振興会との共催のもとに，各方  

面の協力を得て，毎年11月23日・勤労感謝の日を中心に開催され，幾林水産業  

老に天皇杯などの授与を行う式典や一般国民に農林水産業を紹介する農林水産展  

などきわめて多彩な行事を行ってきております。   

昭和54年度ほ，その18回目に当たりますが，本年直の最大の特色ほ，農林  

水産祭の表彰行事の対象部門として，従来の農産，園芸，畜産，蚕糸，林産及び  

水産の6部門のほかに，新たに「むらづくり」部門が設けられ，これに天皇杯が  

御下賜ヶこなったということです。   

本年度の天皇杯などの遜賞審査の結果は，次のとおりです。   

すなわち，従来からの農産等の6部門については，第18回農林水産祭に参加し  

た各種表彰行事（344件）において農林水産大臣賞を受賞した出品財552点の中  

からタ 天皇杯を授与されるもの6点（各部門ごとに1点），内閣総理大臣質を授  

与されるもの6点（同），日本農林漁業振興会会長賞を授与されるもの7点（園  

芸部門2点，その他の部門1点）がそれぞれ選考されました。また，新たに設け  

られたむらづくり部門¢こついては，41県から各1点推薦のあったむらずくり尊  

例の中から，天皇杯，内閣総理大臣賞を授与されるもの各1点，農林水産大臣賞  

を授与されるもの14点がそれぞれ選考されました。   

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は，農林水産業の  

近代化や豊かで住みよい幾山漁村づくりへの生きた指標として，関係各方面の万  

々一こ大いに碑益することと思います。ここiこiこれらの業液の概要をとりまとめ  

て発行することと致した次第です。   

終わりに，本番の編集に御協力をいただいた執筆者その他の関係各位に対し，  

深甚の謝意を表します。  

昭和55年3月  

財団法人  日本農林漁業振興会   



蚕 糸 部 門  

天皇杯受薯／黒木正則  
（農林水産省苔糸試験場養蚕部長／石 川 誠 男）   

内閣総理大臣贅受饗／伊那農業協同組合東春近田原養蚕組合………・ 23  

（農林水産省蚕糸試験場経営研究室養／荘 野  修）  

日本幾林漁発振輿会長発受華／大堀養蚕小組合  

（農林水産省蚕糸試験場栽桑部長／北 浦  澄）   



天 皇 杯 受 薯  

出品財 養 蚕 経 営  

受賞者 黒 木 正 則  

（宮崎県児湯郡川南町大字川南4205の1）  

園受賓者の略歴   

黒木正則氏宅のある川南町は宮崎県の中央部で日向離にのぞみ，西は木城町，  

南は高鍋町，北は都農町と境し，大部分ほ標高50m前後の台地で中央を平田ノ！‡  

が貫流している。宮崎布から約30伽，日豊本線の川南厭から約5・5伽の国光原，  

唐瀬原の3，000haの台地の中に黒木氏宅がある○  

川南町は面積約90k武  

人ロ1万8千人，世帯数  

4，730戸で就業者数割合は  

第1次産業58痴（うち農業  

52％），第2次産業15  

％，第3次産業28％で，  

戦後，全国各地から入植者  

を迎えた日本屈指の開拓地  

として有名である。   

川南町の農業粗生産額か  

ら，その特色をみると畜産  

の比重が約75％ときわめ  

て高い。40年代にほにわ   

策1図 受賞者の所在地  
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黒 木 氏 の 桑 園 全 景  

とりの比率が高かったが，最近は養豚が増加している。1戸当たり料地面積，幾業  

粗生産額，生産所得が県内でもっとも大きいのも川南町盛業の特徴である。   

川南町の養蚕は昭和初期把は広く行われたが，戦後減少し昭和36～7年頃最低  

となった○その後，畑作の低収益性から脱皮するため，畜産ととも把蕃垂を導入  

し基幹作目とする方策がとられ，昭和43年に農協直営の稚義共同飼育所が設置  

され，県の進める集団桑園を年次毎把導入して復興した。尊重農家数は46年に  

64戸，桑園面積と収繭量は49年に，それぞれ86ha，70tと豪商となった  

が，その後 小規模農家の脱落と養豚への転換把より車重鹿家数，桑園面積は減  

少傾向把あるが，収繭遺ほ51年を最低として増える傾向にある。1戸当たり収蔵  

農は40年以来，多少の変動はあるが増加しており，53年ほ1，621kダと県内最  

高値である○大規模蕃義農家が集中し，53年把は39戸中22戸が1t以上で  

うち3戸ほ5tを超えている。黒木氏の家は戦乱 父親の代に鹿児島県から入植  

したもので，父親から経営を引継ぐため，高鍋農業高校を17歳で中退後，直ち  

紅塵業把従事し ，23歳で結婚し経営主となった。   

昭和35年当時は水田，甘韓，肉用牛を主体托した経営であったが，43年把  

蕃泰への転換を決意し，その後，積極的に幾地購入や借入れを進め，車重も整備  

して着実に規模拡大を進めた。氏は計画性把富み，努力と実行力濾抜群であるに  

もかかわらず，人柄は温厚で周囲の信望も高く，新技術を着実に導入して，わず  

か7年で6t養義家へと成長した。その実績は昭和47年以降8回に及ぶ農林大  

臣賞の受賞のはか，数々の受賞把現われており，川南町だけではなく，九州全域  

の尊重振興に大きく貢献するものとして，高く評価されている（第1表）○  
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舞1表 黒木正則氏受賞経歴  

表 彰 年 度  表  彰  の  種  類  

農業コンクール 農林大臣賞  

農業祭  盤林大臣賞  

九州地方繭生産性向上コンクール  

47   

49，52，53，54  

く 

農林大臣 賞  

九州地方繭増産推進協議会長賞  

49   

49，50，51，52   

宮崎県養東経営改善共進会  

蛋 

林大臣賞  

崎県知事賞  

宮崎県南増産推進協議会会長賞  

宮崎日日新開農業技術賞  

毎日新開富民協会名誉賞  

日本農林漁業振興会長賞  

大日本蚕糸会長賞  

函受贅者の経営概況  

（1）家族構成   

黒木氏の家族ほ，夫妻と子供2人の4人であるが，昭和53年皮の農業労働力  

ほ夫妻だけの2．0人である（第2表）○夫妻ほとも把40才代把なったはかりの  

働き盛りで，桑園作業を主として行い，飼育把ほ雇用労力を主体としている0  

54年庶からは長男の義則君が従事者となり養蚕経営に参加しており，将来の後  

継者として期待されている。   

第2表 家 族 構 成  

年  
氏  名  続 柄    令 （53年10月現在）   尊重従事者（能力）   

黒 木 正 則  世帯主   41才   （⊃（1）   

義美子  妻   4 0   ○（1）   

義 則  長 男   17   

智恵子  長 女   14   
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寮3表 農業経営収支（昭53年）  

区 分  費  目   金 額   

繭 収 入 蝕  14，360千円  

収入の部          米 収 入   488  

計   14，8∠i8   

垂 種 費   7 49  

肥 料 費   1，668  

農 薬 資   487  

光熱動力費   249  

買 桑 費   0  

共同飼育費   433  

支出の部                                         幾重具費   4 53   

（重義）  雇用労働費   1，58∠ま  

共済掛金   3 21  

組合負誕金   481  

減価償却費   7 92  

支払利息   869  

そ の 他   12  

計  ㊤  8，098   

（2）経営耕地   

現在，水＝60a，桑俸ほ20a，野菜  

畑10aのほか，山林2haを所有し，  

この他に宅地が45aある。野菜畑は  

【；！家用で，水ii∧1は早生糀をji〕い、4  

月中旬に人力で川植えをし，7月末  

から8月初句にかけてコンバインで  

収穫している。機械植を実施しない  

のは生育がおくれ，初秋蚕期（2）と競  

合することを避けるためである。  

（3）経営収支   

昭和53年ほ年間197箱を8‡亘＝こ  

分けて飼育する多桓l育を行い，上繭  

収鼠6，340kgの成績をあげた仇農外収  

入はなく，農業収入の97％は繭収入  

で，14，360千円に達している（第3  

衷）。また，養蚕部門の支出は 8，098  

千円で九州地域の特徴として肥粧軋  

農薬費が多く，大規模養蚕機械化鋒  

′き三・の特色として農蚕異音軋 雇用労働  

費，制度金側聞支払利息が多いこと  

がを葦l立つ。所得率は44％である。   

所得率立ニ44弱  

国経営と技術の特色   

黒木氏の経営と技術には，以下の10項目把わたる特色があり，その内容がき  

わめて充実したものであることがわかる。   

fl）着実な規模拡大と安定した大規模事業   

昭和45年以降の規模拡大の推移は第4表のようで，50年までほ毎年平均し  

て約940毎の驚異的な収繭義の伸びを示すとともに，50年以降ほ520a の  

桑園を基盤として，はば6t台の安定した収繭量を4年間も継続し，54年は7  

tにのせようとしている。その大規模経営の安定性は最近の収繭量の推移からみ  

－9－   



て，きわめて堅実なものである○   

舞4表 規模拡大の推移  

年 次  桑園面積  掃立量  上繭収量  箱当たり収繭量   

昭和45年  19 3 a   50．0箱  1，412kク   28短   

4 6   2 3 8   7 4．5  2，408   3 2   

47   32 0   10 7．0  3，26 2   31   

4 8   4 2 0   14 5．0  4，264   2 9   

49   4 2 0   17 6．0  5，312   3 0   

50   5 2 0   19 6．0  6，12 0   3 2   

51   5 20   18 5．0  5，647   3 0   

5 2 0   19 9．0  6，37 6   3 2   

5 2               5 3  5 2 0  19 7．0  6，340   3 2   

飼 ∫51年は冷害と台風被害で県全体が減収した   

捷）多国育の採用と徹底した蚕作安定策   

黒木氏は44～47年ほ5回育であったが，48年より8回育を継続している○  

掃立時期と掃立箱数，上繭収量は第5表に示す○   

第5表 養 蚕 実 績  

年 次  垂期   掃立月日  飼育箱数  上繭収量  箱当たり収繭量   

春 1  5月 4日  15箱  548．2kダ  36．5kダ  

〃   2  5  22   4 5   1，270．4   2 8．2  

夏   7   1   2 2   724．1   3 2．9  

初秋 1  7  25   2 0   621．9   31．1  

53年                                                                〝   2  8   5   2 0   572．8   2 8．6  

晩秋   9   1   2 9   874．2   3 0．1  

晩々秋   9  25   3 5   1，347．4   3 8．5  

初冬   10   7   10   38、1．3   3 8．1  

計  197   6，340．3   3 2．2   
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年 次  垂期   掃立月日  飼育箱数  上商収量  箱当たり収蔵最   

春  1  5月 4日  33箱  1，178，9kダ  35．7lくク  

〟   2  5  22   4 0   944．2   2 3．6  

夏   7   1   3 0   906．9   3 0．2  

初秋 1  7  22   2 5   669．1   2 6、8  

54年                                                                  〝   2  8   5   2 5   640．4   2 5．6  

晩秋   9   4 3 6   1，080．0＊  3 0．0 ＊  

晩々秋   9  27   4 0 ＊  1，200．0＊  3 0．0 ＊  

初冬   10   8   2 0 ＊   600．0＊  3 0．0 ＊  

計  2 4 9 ＊  7，219．5＊  2 9．0 ＊   

輯 ＊は推定   

全義期稚垂共同飼育所（専従作業員方式）で飼育し，2眠配車で3齢から自宅  

で飼育している。3齢ほ壮蛮とは別棟で条発育把より飼育し，同時に他の壮車重  

童も使用している時期把は，その間の往来は倭力避けるよう細心の注意を払って  

いる。義垂ほ3棟あるため，それを有機的把使いわけて，毎義朗前には必らず消  

毒を実行している。消毒液ほホルマリン2多とアリバンドの混合である。3，4，  

5齢起義時と4，5齢の中間把，それぞれパフソールで東体消毒を実施している○  

また，桑園の野外昆虫からの硬化病（カサハラハムシ把よる賽きよう病）を予防  

するため，DDVPとダイセンステンレスを用い，スプレーヤ把よって稟の轟か  

ら完全把消毒を行っている○   

これらの消毒の徹底と惧重な配慮把よって，これまで大きな適作の経験は，ま  

ったくないという実績をもっている○   

なお，これまでの1責期の最大飼育箱数は45箱である○  

（3）自力調達精神と技術改薔への情熱   

黒木氏の蕃東経営把は，買桑がないことが大きな特徴である。そこには自己完  

結の精神がある。また自分で使う東垂や機械・器具把ついては自分で作るか，あ  

るいは購入したものでも徹底的把手を入れて使いやすくし，自分の技術の中に適  
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黒木氏の改良による桑刈磯  

応させて，使いこなすというのが黒木氏の考え方である。鉄骨重合や倉庫等も止  

むを得ない部分を除いて，かなりの部分は黒木氏および親類の人達を集めての自  

家製であり，蚕室内の木製の給桑台車および，とりほずし可能な台車用レールも  

黒木氏自らの考案製作把よるものである。   

また桑刈機（信光技研製，H型）を導入したが，条の送り込み装置の改良把加  

えて，一ノ瀬などに多い倒伏枝条をすくいあげ，収集するため把バインダ…の爪  

の部分を機械前部把とりっけて改善したのも黒木氏である。ここでほ氏の特技と  

もいえる熔接技術が，養蚕技術の中に大きく生かされていることを見逃すことほ  

でさない。   

これらは経営費の低減把役立つとともに，効率的把機械を使いこなす結果とな   

っている○   

（4）安定的，効率自勺な雇用労力の活用   

黒木氏の経営は雇用労力が多いのが特徴である。家族労力は53年までは黒木  

民夫妻の2人だけであり，これで6t経営を行うのであるから，雇用ほ当然必要  

である（第6表）。   

前述したように，この地区は畜産が多い○若年労働力ほそこに吸収されるが，  

畜産は比較的重労働のため，そこでは老齢者は働けない○その息 育責作業の労  

働強度ほ低いので，老齢者でも十分働くことができる。そこで，近隣の50才以  

上の兼業農家の婦人を考えれは，恒常的に雇用は可能な条件にある。黒木氏ほ，  
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そこ把冒をつけ，安定的雇用を確保している○   

舞6素 養泰投下労働時間（昭和53年）  

年間碓時間（時間）  上前100kタ当たり時間（時間）  
項目  

栽桑   簡素   計   栽桑   青森   計   

夫妻  2，024  1，4 0 6  3，440  3 2．0  2 2．】  5 4．1   

雇用  2 0 9  3，967  4，17 6   3．2  6 2．6  6 5．8   

計  2，24 3  5，3 7 3  7，616  3 5，2  8 4．7  119．9  

雇用者の平均年齢ははは65才で，垂期中は5齢初日の拡座作業から上萩，収  

繭に至るまで毎義朗はば固定した人を雇用しており，多い日にほ7人種慶を雇用  

し，桑刈機把よる伐採の補助遵搬，給免 除沙，上窺 収繭等の作業に従事さ  

せている。遠い人は車で送り迎えもするが，食事ほ各自携行となっている0安定  

的確保のため把は，なるべく家族とわけへだてなくしている0労賃は婦人で8時  

30分から17時までで2，800円．時間外は1時間330円の劉で支払ってい  

る（53年）。  

（昏）労働時間短縮と疲労軽減の近代感覚   

一般に畜産に比べると蕃垂は長時間労働といわれている○労働強度が低くても  

労働時間が長けれ鴫 労働負担ほ大きく疲労も多くなる0蕃豚や酪幾の現状をみ  

ると，以前は1日3回給餌が多かったカ㌔ 最近は2回給餌把なってきている○そ  

こで黒木氏は，これを見習う必要があると考えた0若い人でもついてくる蕃亀  

長続きする尊重経営のため把ほサラリーマンと，はは同じ勤務時間内で実施でき  

る尊重でなけれはならない，というのが黒木氏の考え方である○家族は雇用者の  

来る8時半の少し前や17時以降にも補足的把作業を行うこともあり，雇用者も  

多少の超過勤務は実施する場合もあるが，原則的にほ8時半から17時までの労  

働時間である○   

一方，桑刈機の導入，給桑台車の活用等は省力化のためだけでなく，労働強度  

を軽減して楽把疲れずに作業をするという配慮も働いているものと見受けられた○  

（6）自宅周囲への桑園の集積  
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昭和43年以降の桑園拡大過程と土地利用の変化を第7表把示す。   

第7表 桑園拡大の経過  

年 次  桑園面積   造  成  の  経  過   

昭和43年  5 8a  畑より転換  58a   

4 4  】．3 8   〃  8 0 a   

4 5  19 3   〟  25a，畑購入造成  30a   

4 6  2 3 8  畑購入造成  45a   

4 7  3 20  畑より転換  32a，桑園借入  50a   

48  

49  

50  

51  

52  

53  

54   80a，自宅周辺新楯20a  

初期には自己所有の普通畑の転換によって桑園を拡大したが，45年頃より普通  

畑を購入して桑園を造成したり，桑園の借入れや購入を行い，桑園を拡大した過  

程が示されている0   

53年現在で520aの桑園があるが，そのうち420a（80多）は自宅の周囲  

にあり，100aほ自宅より2Ⅹmの地点把ある○ 自宅の周囲把ある桑園は，当初  

から隣接地で得られたものではなく，隣接地を所有する人の近くの土地を購入し  

て交換するなどの，本人の積極的努力によって集積されたものである0開拓地と  

して農家が散在していたこと，以前から遠隔地把土地を持つ適作形態があったこ  

と，融資が得られ償還の目途がたてられたこと，などの利点も幸したものと考え  

られる0  

（7）地域特性を生かした地力培養方策   

桑園土壌は腐植質火山灰士で燐酸吸収係数は2，500～3，000と高い○桑品種は  
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昭和46年までは，すべて一ノ瀬であったが，47年から暖地把適した新品種の  

あつはみどり，みなみさかり，しんいちのせ等把切替え，新棟・改棉時把はそれ  

らの晶穫を導入している0   

施肥体系としてほ冬肥を重点とし，12月から1月拓かけて有機物を多投して  

いるが，そこには自己生産物残癒の徹底利用と地域特性の活用がみられる0   

すなわち，条発育残癒（廃条等）の有効・安全利用のため，上萩時に四輪トラ  

クク（クボタLl，500）のフロントロ鵬ダー把へイホークをつけ，残溶を療座か  

らこ定の廃条置場紅蓮搬して堆積し，吏把切りワラを加えて1年間放置しi～2  

皮切りかえし，重病予防のため，これをホルマリンで消毒した上 ビニールで穣  

うなど徹底した処理を行った後，生磯と混合したものを10a当たり5～6も施  

用している。生蒋糞は地域に多い蕃鵡場から3t当たり1，000円と安価に入手して  

いる0   

一方，畜産農家の多い地域特性のため，畜産経営環境整備事業として，豚糞尿  

を集横するスラリ冊サイロ2塞が44年把設置され，ノミイプラインによりサブサ  

イロ（14r㌔）把引き，そこから耕地にパイプで散布できる装置が設けられた。  

本人は建設負超金150万円を出して，自己桑園の一角把土地を提供しサブサイ  

ロを設置した○完熟した豚糞靡はこのよう托して，無料で63psのトラクク動力  

把より桑園10a当たり15tあて施用している。   

無機肥料としては桑有機化成2号と桑化成34号を施用し，土塊改良のために  

烙燐を2～3月把10a当たり140kダ，珪酸苦土石灰を400kダ投入している。   

これらの結果，第8表のよう把昭和49年以降，地域周辺と比較してもすぐれ  

たはば120kダ水準の反収を維持し続けている。  

（8）徹底した機械化体系   

第9表でもわかるように桑園管理，条桑収穫・運搬，給桑，上窺 廃条処理，  

収蔚等のすべてにわたっで一貫機械化体系が確立されているのが大きな特色であ   

る○  
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舞8表10a当り収繭量の推移  

年 次   本  人  所属組合平均  所属市町村平均   

昭和48年  102kダ   76毎   76kダ   

4 9   12 6   81   8 2   

5 0   118   9 3   10 0   

51   10 8   10 5   8 8   

5 2   12 3   113   9 6   

5 3   12 2   111   10 3   

拗 51年ほ冷害と台風被害があった  

第9表 栽桑・育秦の機械化体系  

作  業  名   使用機械名  台 数   備  考   

構  据  茎トレンチヤ‾  ；∴  

マニアスプレッタ】  

有機質散布   トラクク  2＋2㊤  

ダンプトレーラ鵬   

肥料散布  ブロート’キャスター  1㊨  
桑園管理  

トラクク   ロータリー，フレ→しそア装着  

糾うん・除草  3・5 ps  

桝うん機  5・5 ps  

w 
病虫害防除  

更7刀I弊茅夢詩  

条桑収穫  

条桑収穫   株直し・春切  2  

ト  ラ ク タ   ダンプトレーラ…付  
運  搬  

1⑳      ダンプトラック   2t   

飼  育  給  桑  給費台車  12  

上  給桑リフト  5  

上  萩  フロントローダ」（へイホmク付）装着  

切ワ ラ等  動力カッター  1⑳  

収  繭  収繭・毛羽敬  収蔚毛羽取機  ロ  

組 ⑳は7戸の共有機楓台数記入のないものは他の使用と同じ機械  
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トラククー類   

桑刈機ほ51年4月把導入したが，その機能把問題があると知るや，前述のよ  

うに自分で改善を施して改良機とし，それを使いこなしており，従来より約30  

酵省力化され，収穫作業が楽になったことをあげている。また，春の収穫後の株  

直しは草刈機把のこ刃をつけて行っており，10a当たり1～1．5時間で作業がで  

き，勢定鋏に比べても後の弄ぶきはよいということであった。  

（9）飼育・上萩における創意工夫   

秦舎は鉄骨スレ…卜ぶきを主とした大型泰舎3棟（514戒 346戒 575Ⅰ㌔）  

があり，床はコ∴ンクリート張り，天井には断熱材が張ってある。上萩嚢はとく把  

設けず，蚕室間の通路部分もコンクリート打ちして，∨一部桑置場に利用している。   

各蚕室とも奥行きは25軋以上で，義座長が長くとれるよう把なっており，長  

い垂座上把は12台の給乗合車と5基の給桑リフトが配置されている。給費台車  

の下把は，とりはずし可能のレールがあり，車重清楓 消毒等の際把は全部とり  

はずして作業できる0木製の台車はすべて黒木氏が考案製作したもので，レール  

（高さ7m）の上52cmの位置把2ガ｝×1・8のの竹を並べた台があり，一度に  

300kダの条桑を載せることができる○この台車の台の高さは下に回転萩を横磯  

べした際に，その上を効かせるように工夫されている。   

垂座は両側の台車のレールから内方約15甜ずつ空けて車座幅1．5孤に設置さ  

れ，長い秦座の給費も台車1同積載分の条桑で可能なような細かい省力化の配慮  

がされている。   

壮垂期の給桑時刻は8時，13時，16時の3回が普通で，4回行う場合もあ  

るが，各1時間ずつで終了する。  
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蚕座と台章   

各車重とも泰座を作る際に，端の1列分を空けておく。熟垂のはしりがでた時  

に上萩ネットをかけ 2回給桑後，巻きとって隣の空けておいた場所把移し，残  

った廃条蚕沙は直ち把フロニ／トローダにへイホークをつけたもので収俵し，廃条  

置場へ運ぶ。その場所が空いたら順次隣の上萩ネットを移すといった芋版で進み  

移されたものの上に回転萩を設置していく。このよう忙して専用上萩塞がなくて  

も，合理的に飼育室の中で上萩が行われている○   

回転萩は重合内に懸垂するが，尿受け器のかわり把床把紙またはビニルを敷き  

鋸屑と石灰を混合したものを厚さ約5潤郡程度にまいておく。排尿後把これを簸め  

て廃条置場把堆積し2多ホルマリ／で処理している○これも本人のエ夫である○  

的 新技術への意欲的対応   

黒木氏は技術改善把も積極的である。昭和52年より密接桑園を試験的に造成  

し，その有効性を確かめてきたが，その結果に自信を得て54年把90aの密棉  

桑園を造成し本格的導入を開始した0 90aのうち40aほみなみさかり，50  

aほあつはみどりとした0   

また，その桑苗は自分で実壕を作り，それ把接木した自家苗で，それを横伏せ  

して楷えた0   

これらの密植桑園の採用，桑新品種への転換，自家苗生産のいずれもが黒木氏  

の新技術への意欲的対応の現われとみることができる○  

国 技術・経営の分析及び普及性と今後の発展方向   

（1）年間多回育  
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黒木氏の経営・技術把おける先覚者的役割のひとつとして多回育をあげること  

ができる。地域においては黒木氏の多回育の成功にならい，多回育を実施する農  

家が増え，現在，川南町では7回育が基準となっており，8回育を行う鹿家もほ  

ぼ％把及んでいる（第10表）。   

第10表 川南町把おける多回育の普及状況  

泰 期   項冒   51年   52年   53年   

箱  数   284箱   315箱   259籍  
春  】  

産 繭 量  9，959kダ  11，606kダ  10，0231くダ   

箱  数   3 6 2   288  2 7 8  
春  2  

遮 蔽 盈  11，20 9  9，i32  9，35 6   

箱  数   2 7 6   19 3   2 2 7  
夏  

産 繭 量  8，471   6，918   7，30 9   

箱  数   211   214   2 2 8  

初 秋 ユ  
産 繭 量   6，620   6，513   7，80 4   

箱  数   2 4 5   2 5 3   2 4 4  

初 秋 2  
産 酪 農  7，7 06   7，292   6，5∠i9   

籍  数   2 9 7   2 6 5   2 5 7  

晩 秋  
産 繭 量  8，297   9，0 57   8，451   

箱  数   2 9 2   2 9 8   3 0 7  

晩々秋  
産 繭 量  8，142   9，2 26  11，0 86   

箱  数  4 0   7 3  

初 冬  
産 繭 量  1，4 76   2，6 3 0   

箱  数  1，966   1，869   1，861  
合 計  

産 繭 量  60，504  61，231   63，207  

多回育は西南暖地の特性を生かした方法ではあるが，その実施に当たっては泰作  

安定策を徹底することと，あまり規模の′」、さい幾家では効率的でないことを認識  

しておく必繋があろう。樹立箱数がいくら少なくても1泰期を増せば，それだけ  
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労力を貸するものであるから，少量育の秦期をつくることは合理的でなく，ひと  

まとめ把することが効率的であることが多い。  

（2）桑園・飼育場所の立地配置の効率性   

黒木氏宅間辺の桑園および蚕食の配置図を第2図把示す。  

現在・多くの農  務2図 黒木氏の桑陸卜蚕室の配置  

家においては，桑  

園は多くの団地把   

分かれているのが   

普通である。その   

ような場合には発   

刈機を導入しても  

その団地間の移動  

等を考えるとあま  

り効率が上らない。  

桑園の立地配置は  

条桑収穫作業の能  

率向上に対して，  

きわめて大きな影  

啓をもっている。  

桑園の機械管現 収穫の機械化のためには，桑園が一団地把なっていることが第  

一の条件であるとさえいえる。このような意味で，黒木氏宅の桑園が自宅周辺に  

簸積されていることは重要である。   

更に第2観でもわかるよう把住宅が中心となり，そのそばに重合と機械倉嵐  

史把廃条置場があり，それを敬勒むようにして桑園が配置されている全体のレイ  

アウトは，能率の面からみて誠に見事である。  

（3）反収向上と機械化との調和   

黒木氏は単把省力化のみでなく，反収向上との調和を保たせて機械化桑園を設  

置している○すなわち，機械化のためには薬品積も一ノ瀬から機械管理に適した  
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あっはみどり，みなみさかり，しんいちのせ等把更新するとともに，栽植距離ほ  

睦間を2．4のとして機械が入りやすくしており，史把瞳の長さを長いところでは  

150彷把もして機械管理に適応させている。また収穫方式は機械収穫のため，  

すべて全伐方式が採用できるよう把夏切と春切の一審二夏翰収方式とし，夏又ほ  

初秋は90珊残して全伐する方法を採用している0このよう把省力化のための桑  

園条件を整備するととも把株間は0・5～0・35郡と密橿とし，10a当たり800  

～1，200本として収量低下を防いでいる0   

54年把造成した密楷桑倭匪ついてみると，史把省力化と反収向上との調和が  

図られていることがわかる。その栽楷方式は療間1・2孤×僚間0・45仇の6列ご  

と把幅2．4孤の幾道をもうけ，10a当たり3，000本の密棉であるにもかかわらず  

機械把よる防除・運搬作業も可能である○  

（4）西南暖地における桑園管理   

九州把おける養蚕は関東とほ異なり，桑園の病害虫とのたたかい把勝つことが  

必須条件である○ 有機質を多投して地力を培養し，桑の樹勢を旺盛托しているこ  

との意味も大きい。このような努力により萎縮病もはとんどなく，故障株もみら  

れない0 また雑草がまったく見られない管理の徹底さは見事というはかない○   

桑園の消毒作業にも力を入れており，クワカイガラムシ（3月中旬，6月」二句），  

ヒメゾウムシ（4月上旬，6月上旬），スキムシ（5月上旬，10月下旬），ク  

ワエダシヤクトリ（5月下旬），天牛，カミキリムシ（11月上旬）と，それぞ  

れの害虫を対象とした消轟がスプレーヤ，数瞬等を屡使して確実把行われている0   

このよう把西南暖地の特性を理解した上でのたゆまぬ努力カ㌔ 黒木氏の経営が  

成功している鍵であるといえよう○   

（5）今後の発展方向   

54年慶把黒木氏は新た把80aの桑園を借入れた○これほ前記の密植桑園へ  

ながら，着実把収繭量の増大を計画している。また，54年からは長男も父親の  

と改植を有効把進めるためでもある。このようにして氏は反収120毎を維持し  

後継者として尊重経営に参加しており，家族従事者3人による経営の一層の発展   

が期待されている。  
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80年代の養蚕をめざして  

黒 木 正 則   

私の父親は戦前の入植で，私ほ6人  

兄弟の末弟でありますが，父親が高齢  

であり，高鍋盛業高校な中退し，経営  

の後継老として継承したのは昭和35年  

であります。当時は甘藷と和牛の経営  

で，また十噂みかんも志向しましたが  

寒害により失敗し，以後，和牛の多頭  

飼養な行い，昭和43年忙は30頭に達し  

ましたが，飼料の自給率が低下し甘藷  

も収益が低く，経営は困難でした。主  

作物の甘藷の低収益と肉牛の飼料自給  

率の低下は，地区全体の間毯で，川南  

町では畑作物の転換作目の一つとして，  

養蚕なとりあげ，昭和43年には町の椎  

蚕共同飼層所も開設されました。   

この時期庭，親族に熱心な養蚕家が  

おり，研究、検討の結果，将来大規模  

養蚕な志向，養蚕導入な決意し，以降  

毎年桑な植栽し，土地の購入，借入れ  

により経営規模な拡大し，肉牛部門は  

養蚕の拡大に伴い，漸次，縮小しなが  

ら廃止しました。経営の基盤である耕  

地な自宅中心に集めるため．11回に亘  

る交換分合等により，現在に至ってお  

ります。   

栽桑面では畜産廃棄物（豚糞尿のパ  

イプラインによるサブサイロの設置，  

採卵鶏，生糞）蚕沙廃条の堆肥化利用，  

緑肥作付（イタリアン，エン㌧べク混㈲  

による耕土培養と清耕管理，昆睦（長  

さ150m）忙よる高度利用と機械管理  

省力化，密櫓桑園の導入です。再蚕面  

でほ，大型蚕室の設置と省力給乗除沙  

把心掛け上族時の排水処理，条桑刈取  

磯の導入と改良（稲刈バインダー部品  

利用掻き上げ装置）等創意工夫な行，、，  

成果な挙げております。略取46年に計  

画した収蔵畳5tな目標年次（昭和50  

年）より1年早く達成し，次の目標年  

次（昭和55年）に収蔵畳7．5tな目指し  

ております。   

昭和54年から高校な卒業した良男  

（17才）が後臓老となる意志な自発的  

に固め，我が家の養蚕経営の大きな戦  

力となって加わってくれた事は，何よ  

り嬉しく思っております。今回の受賞  

は，国，県，町，飽協，技術員，団体  

会社，地区住民等各層各位の御指導，  

御協力の賜と厚くお礼申し上げます。  

生涯の栄誉と心掛け，暖地の利点な生  

かし天皇杯受賞の栄誉に恥じないよう，  

更に創意工夫把努め，省力に徹した大  

規模機械化養蚕な確立したいと思って  

おります。  
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内閣総理大臣贅受賞  

出品財 養 蚕 経 営  

受賞者 伊那農業協同組合東春近  

関原養蚕細▲合（代表者 桝卜善美）  

（長野県伊那市来春近江＝京4306）  

圏組合の略歴   

伊那市は民感「伊那阻」でも知られるよう把，古くから稲作と養姦の盛んな士  

地柄であるが，戦後ほ精密機械工菜  

などを中心として工業的にも大きく  

発展し，今日では特色ある田園工業  

都市として姿な変えている0 このよ  

うな伊那市のなかで受賞組合のある  

旧東春近村（現在は大字）の一帯は  

鎧家率81酵の細魚村的性格をとど  

めており，幾エを調和させて発展し  

ょうとする伊那市の農業面の発展を  

細う地帯である（伊那市全域の農家  

率は31多）。   

国鉄伊那市駅から天竜川にそって  

南へ進むと，三峰川との合流点把適  

する。この合流点以南の天竜川東経  

一帯が東春近である。巨日原養蚕組合   

第1図 受賽者の所在地  
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伊那農業協同組合  

棄春近田原審蚕組合  
のメンバー  

は東春近のほぼ南半分をしめる日原地区の養蚕農家で構成されている。国鉄伊那  

苗駅付近から田原地区までは7弘前後である（第1図）。   

伊那市が伊那町，東春近村など6町村合併で誕生したのほ昭和29年であるが  

農協合併はこれより遅れ，旧東春近農協が伊那農協東春近事業所として合併発足  

したのほ昭和47年である。この度賂合併によって，従来は東春近農協尊重部把  

属していた田原地区の養蚕農家は，新しく伊都農協蕃蚕部東春近支部田原分会と  

なり，今日にいたっている。もちろん田原地区の養蚕農家の組織は，昭和初年に  

結成された養秦実行組合以来の伝統をもつものであり，規約上の正式名称が田原  

分会となった今日でも，田原車重組合という昔の名称が用いられている。   

東春近支部の養義兵家は48戸であるが，このうち39戸は田原蕃観合員である0  

組合は支部の下部組織というよりも，むしろ支部の主体となゥて管内の養蚕を起  

っている。組合は八つの班と二つのグループから構成され，各班から選出された  

幹事と，幹事の互選把よる3名の役員で運営される（第2図）○班は昔の隣保班  

ないし組に相応するもので，多様な共同溝動の単位となっている○今日の多くの  

農村では，かつての生産と生活把わたる連帯意識と共同活動が，しだい把失われ  

ているといわれるが，田原地区でほ相互魅力の意識が強固把残され，その力が養  

蚕と稲作を中心把した一見地味でほあるが，堅実な集落ぐるみの農業経営への発  

展をもたらしている原動力といえる。周辺地帯の住民から田原部落は働き者だと  

いう声価を得ているのは，一つには1戸平均の収繭量が1t以上にも達している  

ことにもよろうが，他面では田原地区農家の和気にあふれる相互脇力の美風によ  
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るものであろう。  

第2園 田原審蚕組合の組織   

班 名  戸 数   

一感  冒  4   

－上 手 西  6   

－」二 手 東  3  

田原養蚕組合  中央第1，2  4  

中央第3  5  組合員 39戸   

幹 事  8戸  一山 古 世  7   

‾所  用  7  

一中  村  3  

田原尊重婦人グループ（全戸）  

田原尊重アイデア研究グループ（18名）   
（幹事は班長を兼ねる）  

このような地区ぐるみの養蚕経営の成果把対して，各方面から多くの表彰を受け  

ているが，最近では昭和53年の長野原蕃義経営改善薬技会把おいて賂林水産大  

臣賞を受賞している○   

国組合の経営概況   

（1）地域と経営の概況   

田原地区は天竜川東岸の河岸段丘上の集落である。地区内はさら把天竜川ぞい  

の低位段丘と，これより50郡程度の標高差のある高位段丘と把よって，西と東  

にはは2分割される。低位段丘は水閏と住宅地になり，高位段丘上に桑園が閃け  

ている。このような地形的特質が，稲作と蓉義を結びつけた地区農業の基礎にな   

っている0   

組合の経営耕地は1戸当たり133aで，うち桑園629石のはかほ水田であっ  
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て，この他の土地利用は皆無把等しい。桑園のなか把は水招から密棉速成桑園と  

して転換した面積が，全体で4．5ha含まれている。また桑園把借入地が含まれて  

いるが，このはとんどほ地区内の車重中止農家からの借地によるものであり，遊  

休化しているような桑園はない（第1表）○   

舞1豪 農家数と経営耕地（日原地区）  

左のうち  

全 農 家   車重農家 （組合員）   1戸当たり   

戸  数  5 5戸   39戸  

水  抗  31ha   1 9 ha 4 9 a  

経                   普  通  畑   2   0   

営  桑  園  3 2   3 2   8 2   

耕  （内借入桑園）  （11）  

地  そ  の  他  

耕  地  計  6 5  52   13 3   

山 林 な ど  3 4   19   4 9   

討  9 9   71   18 2  

第3図 農業租生産額  

（田原養蚕組合）   

農産物販売収入額をみると，1戸当たり  

395万円で，そのはとんどが繭と米把よ  

るものである（第3図）。組合全体として  

ほ畜産と薗茸類の収入が若干あるが，これ  

ほ肉牛飼蕃やナメコ栽培を取り入れた農家  

が少数あるためで，大多数の農家に普及す  

るまで把はいたっていない。このような経  

営形態では冬期間の労働力の活用が課題と  

なるが，酒造の杜氏や寒天製造などの特殊  

技能で他地区に出向くもののある外は，在  

宅通勤型の兼業が多い。  
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（2）養蚕の発展概要   

伊部盛観管内把ついてみると，昭和45年当時は500t以上あった収繭量ほ  

その後の養蚕農家数の減少把よって最近年では300t弱となっている。田原地  

区把おいても車重農家数は減少しているが，ここでは車重を継続した幾家の大き  

な努力と創意工夫把よる1戸当たり飼育規模の拡大，反収の維持・増大把よって  

昭和40年当時紅蓮成した年間40t以上の総収蔚量が確保されてきた。すなわ  

ち1戸当たり収繭量は，昭和45年当時の500k折詰涌から，1t以＿上となった  

（寮2表）。  

第2英 靂揆鵡駁の推移（仙拐犠識組合）  

単位 kグ  

45年  46  47  48  19  50  51  52  53  5／l   
組合の総頗蘭瀾：  35，660  37．ユ03  36，787  4l，259  ノi5，909  45，739  4q6／l7  38，951  41，432  42．400   

1戸当たり収薗着呈篭二  469  508  5】8  655  765  880  884  974  ユ．062  1．077   

川a当たり1櫛級  114  108  iOO  1，03  1ユ2  126  123  129  131  13l   

舞3表1匪歯；妄と階層別戸数（圭贅！原姿義視合）  

戸   数  
収 繭 蒐  

53年庶  54年鑑   

～ 3001｛ダ  5   2   

300′－ 600   7   7   

600′－1，000   il   13   

1，000～1，500   7   8   

1，500～2，000   5   4   

2，000～3，000   3   5   

3，000′－   

計   3 9戸  39戸   

舞5表 1戸当たり，＝）a当たり収闘う設の比較  

1戸当たり収繭凝  10a当たり収繭蕊   

相 原 組 合  1，062kダ   13】lくダ   

来  春  近  1，0 5 4   12 4   

。上  伊  那  4 8 5   9 5   

長  野  3 5 2   7 6   

舞4表10a当たり収紛励階恩別戸数（乳原審義組合）  

10a当たり収薗蕊  70kダ未満  70～100  100′－120  120へ′150  150 以＿上   

戸 数 （戸）   3   3   14   7   i2   

割 合（褒）   8   8   3 6   18   31   
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1t以上の農家数は昭和53年皮16戸（41多），昭和54年把は17戸（44  

酵）となった（第3表）。またユO a当たり収繭量は地区平均で］3ユ毎紅蓮し  

120kダ以上を達成している農家は全体で19戸（49解）となっている（第4  

表）○ これらの規模と生産性は他地域と比叡して卓越したものである（第5表）。  

国縫営の技術と特色   

（l）濃密な集団活動と相互協力   

地区の尊重が大きな発展をしてきた背景庭は，組合の事業としての礫密な集団  

活動と，当然のこととして行われている組合員の相互協力があり，これが田原餐  

義絶合の最大の特色であろう。これは桑園の改良と拡張，飼育技術の改善，農繁  

期の対策などあらゆる面にみられるが，いま主なものだけをあげよう。   

第1把蕃秦アイデ7研究グループの活躍がある。18名が参加しており，各個  

人が1年間に実験・研究した飼育技術などを，責期終了後把公開討論し，創意工  

夫を誇ると同時に相互の発展把寄与する。他農家にも波及した成果としてはノくイ  

ブノ、クス内の運搬台車の新工夫，同じく秦のはい出し防止把卓効のある固定垂座，  

吸水ポンプを付加した動力噴霧機による効率的な薬剤散布などである0集団活動  

の第2の例としては，桑園の病害攻防除である○昭和51～52年把桑の赤渋病  

が発生した際把，1戸2名の早朝出役で防除把あたり，卓効をあげた○ これが機  

になって管理の重要性と共同作業の威力が再認識され，反収増大の一因となった0  

第3の例は車重婦人グループの活躍である0養蚕が婦人の力に負っているのは日  

原地区だけではないが，この婦人グループほ積極的な技術改善意欲が高く，グル  

ープで新しい資財・薬剤（たとえば幼若ホルモン）を購入して各戸把貸付けるな  

どして，前記の研究グループに劣らない技術発達の契機を作っている○また集会  

用のユニホームを作って着用しているのは，着衣に′し配せず気軽に集まれるとい  

う婦人らしい着想であろう。第4の例は上京時の相互協力である○同じ班内だけ  

でなく自己の上萩が終れは，遅れている近所の農家に手伝いにいくのが普通把な  

っている0   

ただし，このような共同活動の面のみを見ると，組合が個別農家へ強制力とし  
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て作用するのではないかと心配されるが，ここでは事情状よって共同出役を心よ   

く免除し，高齢者や兼業中心の／」＼規模な車重農家の経営を粗食が助けている。こ  

のことがu っの原因となって比叡的小規模飼育農家の飼育義が維持・増大してい   

る（第3表）。   

以上のはか把国や県などの補助事業を核にした の集団活動ほ数多くあるが  

次項以下に必要把応じてのべる。   

ちなみ把50年度から54年産までの補助事業等の事業費総額ほ約1，700万  

円となっている。  

は）桑園管草聖の徹底と若返り対策   

費国は集落の西半，高位段丘にはば集団化している○低位段丘の水田とは隔離  

しているので，農薬散布などでの競合ほまったくない○桑品種は・血ノ潅が中心で  

あるが，密植速成桑園の一部には剣持を用いている○仕立は根刈が主で一部に中  

刈がある。樹齢ほ12～13年が主体であるが，一部に25年程度の桑が残され  

ている。このため国把よる雁病桑園緊急対策事業，ならびに県による桑園若返り  

対策事業などを核として，計画的な改植把とりくみ，最近の3年間で改植面横4・1   

ha把達した○   

このはか国把よる永日利用再編対策事業把ともない，密植速成桑園4・5haを  

造成している。   

桑園内の鹿追は機械管理の進展把ともない，しだいに不備が目立つようになっ  

たので，昭和53年以降，異による桑園団地内農道整備事業の助成を核托して，  

延570孤を新設・改修した。   

桑園管理は機械化を積極的把進めており，包による尊重近代化促進対策事業な  

ど把よって導入したトラククー8台を班ごとに配置し，有機質肥料10a当たり1．5   

t以上の南棟施肥などに活用して，地力維持と作業の能率化を並進させている  

（第6表）。   

また草書を受け易い1haの桑園把はスプリンクラーを設置している。この外  

に′J＼塑管理機などは各戸で利用しており，化学肥料の施用，病害虫防除などにも  

十分の努力がなされていることは，一部さき把ふれたとおりである。  
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集 団 桑 園  計画的な桑園の新改植   

第6表 主な施設。機械（田原蕃蚕組合）  

施 設 名   数 量  摘  要  施設名   数 量  摘  要   

鉄 骨 秦 舎  41棟  条桑刈取機  2台  4班毎に1台   

パ イ プハ ウ ス   32棟  桑園管理機  33台  マメトラ   

移 動 車 座  24 8セット  トラククー  8台  班毎に1台   

暖  房  機  48台  ト ラ ッ ク  29台  餐トラ含む   

自動収繭毛羽取機  20台  桝 舞 機  34台  

自 動 条 払 機  18台  動力噴霧機  29台  

（3）創意工夫を生かした大量飼育   

全戸に鉄骨ハウス，パイプハウスが普及し，延73棟に達している○また移動  

車座278セットのはか，さき把アイデアグノレープの活躍でふれたよう把，給桑は  

鉄骨ハウスで給桑リフト，パイプハウスでほ給費台車が普及している○上萩把は  

自動条払機の威力が飼育量の増大とともに認識され，中位以上の飼育規模農家の  

大部分が巧みに使用している（第6表）○   

掃立の時期と秦期別飼育戸数などは，第7表のとおりである○審査の対象年度  

となった昭和53年は，春先の低温で掃立が平年（5月25日頃）より遅れてい  

る。また平年であれは春の掃立を2回行う農家もあるので，年間飼育回数は最多  

で8回に達する。ただし，大多数の農家は年間4回育であり，いわば年間8回の  
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パイプハウスの全景  

掃立可能日から，個々の農家が経営内の番情把応じて，飼育秦期を選択している  

ともいえる。このような方法が可能な背景としては，伊那農協管内把ある4カ所  

の大型碓泰共同飼育が共同適用されており，それぞれ異なった掃立日の垂を鍵当  

して地域内の農家の希望を満たしているからである。伊那市全域の幾晩合併の効  

果の〉血つといえる。  

弟7表 意斯別掃立目。飼育戸数・飼育幾家1戸当たり収蔵義  

掃立日  飼育戸数  左の幾家1戸当たり収繭量   

春  6月 3日  3 7戸   301kダ   

夏  〟  25日   2   3 6 0   

／／  7月11日  3 4   2 4 2   

秋  8月 6日  18   2 9 5   

／′   〝 18日  2 4   2 4 3   

晩 秋  〝  29日  16   2 0 7   

晩晩秋  9月 5日  17   4 0 8  

稚東共同桑園は管内の各組合が分超して集落内で運営管理しており，田原組合  

は1．8haを稚東条諷として共同管理し，共同飼育所把桑菜を供給している。   

極）組合の運営収支   

組合の組織と役員把ついては，さきにふれたが，運営を予算蘭でみるとつぎの  

ようである。収入は1戸当たり6，000円の会費と伊那幾晩からの若干の助成金が主  
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である。支出は稚垂桑園の管理費，アイデアグループの助成費，研修会などの補  

助費である。   

圏受寒者の技術。経営の分析およびその普及性と今後の  

発展方向  

（1）創意と協力による規模と生産性の並進   

農業経営を発展させるには，より有利な作目を選択することが必要だが，しか  

し，既存の作目が果して不利なのか否かは，一定の改善努力がなされて，始めて  

正しく判断できることである。田原組合では伝統的な尊重を新しい視点で見直し  

全員の創意と協力把よって生産性と規模を拡大し，養蚕は今日でも他作物に劣ら  

ない可能性をもつことを立証している。10a当たり収繭量は130毎水準把達  

しており，また雇用労働依存の増大把よることなく，今日の収繭量規模に達して  

いることからみても，規模と生産性が並行して前進している。   

また個別農家間の収繭量規模分布の最近の動きからみても，中・小規模階層に  

拡大の傾向がみられ，これらが組合平均水準の向上に寄与していることは，今後  

把おける集団的活動の基盤がより強化することを意味しよう。   

土地生産性の向上把ついてほ，単に有機質肥料の多投や化学肥料の適正施用だ  

け把とどまらず，施肥・管理の機械化，農道の整備，桑の改楓 病害虫の防除な  

どと並行して進められてきた点が評価すべき点である。土地生産性把ほ多くの要  

因が連続的把関連しているのであり，その向上対策は総合的把進める必要のある  

ことを，この組合の実績は如実に示している0   

飼育技術把ついても多くの創意がみられ，これを生かすための施設，機械など  

への投資意欲も高い0 また，その投資が過剰肱ならないような配慮もなされてお  

り，例えば移動秦座を木製で手作りするなどの努力もみられる○飼育技術などの  

創意工夫の契機ほ，先進地などの他地域への見学旅行から得られたものが多い○  

もちろん田原組合でも見学旅行は組合員の親睦をはかることが，∵般の他の養蚕  

組合の旅行と同様に大きな目的なのだが，それだけに終らせず，アイデアグルー  

プなどによって具体的な貴重技術改善の土産を必らず持ち帰るのが当組合の異色  
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な点である。   

は）多国育と飼育規模   

養蚕技術は全国的にみて，昭和30年代後半からの年間条発育，40年代中頃  

からの年間多回育把よって2段階の飛躍をとげたが，田原組合の動向も全国と同  

様である○組合では伊那幾観全体の縫紋的な稚垂共同飼育体制が背後把あり，年  

間7ないし8回の飼育を行う大規模幾家もあるが，個別にみると年間4匝Iで収繭  

量1t規模の農家が全体の半数であり，代表的な経営形態セある（第8衰）。  

非常に堅実な多国膏ぺの取組みと  

いえよう○血般的にいって，無計  

画把少量秦期を増加することは桑  

収穫，秦の作柄，経営費などから  

みて問題を残すことがあるのはい   

うまでもない0   

5回以上の飼育をする幾家にな  

ると規模ほ飛躍的に拡大し，4回  

から5回への飛躍が1仁前後から  

2t以上へと発展する鐙となって  

第8表 掃立回数別組合員数と1戸  

当たり収繭量（田鹿組合）  

飼育回数  戸 数  左の1戸当たり収繭量   

1回   3戸   151kダ   

2   2   341   

3   6   516   

4   21   1，029   

5   4   2，128   

6   2   2，338   

7   2，412   

いる0 6回以上になると年間収繭  

量の増は大きなものでほなく，多国化の主な目的を労力分散把おいていることが  

判る0中位規模の幾家と上位規模の幾家が，それぞれ把多国育の利点を生かして  

いることは，他地区の良い参考となろう。  

（3）今後の課題と発展方向   

田原慈義絶合員把ほ，古い慣行技術に固執することなく，良いものは進んでとり入  

れていくという，柔軟な頭脳の持ち主が多い0地区の農業は将来も着実な発展を  

とげていくであろうが，もちろん，無条件でほなく，今後とりくむべき課題も数  

多い0   

その窮1ほ道路や水田も含めた土地基盤整備である。桑園団地内については農  

道が造成されつつあるが，今後は桑園のある高位段丘面と，水田や住宅のある俊  
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位段丘函を結ぷ道路の改良が課題であろう。また水田把ついては，戦後の早い時  

期に基盤整備が実施されたもので，今日の観点からすると，一部把不十分な点も  

ある。これらは組合や地区だけの課題ではなく，関係方面の協力・助成のもと把  

進める必要のあるのはいうまでもないが，この地区ほ過去の実績からみても，補  

助。助成を決して無托しない実力を持っている○   

第2は複合経営に関した問題である。稲作と尊重を中心とした経営の弱点は，  

さきにのべたような冬期問収入確保の問題であるが多田原頚義絶合でも，肉牛や菌茸  

類をとり入れている鹿家があり，今後は貴重。稲作で発揮された創意と協力の力  

が，複合作目の面把も及ぶことを期待したい○   

出原審蚕組合は農業熱心というだけでなく，和気にあふれた団結力でも周辺把知ら  

れている。分会の成果は個々の技術や繹営問題でも模範とすべき点が数多いこと  

ほ前述の通りであるが，それよりも，さら把重視して他地域の参考とすべきなの  

は，組合員の相互協調の精神であろう0また付言すれば田原緻合は県や農協の指  

導普及職員，あるいほ組合製糸龍水社の技術員に対して全幅の倍額をおいて，団  

結の一中心としている点である。組合員の熱意が指導する側の熱意を呼び，指導  

側の努力が組合員の努力を倍加するという，良い循環のみられるのも，大きな模  

範とすべき点である0  
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共同のカによる経営向上モットーに  

伊那農業協同組合東春近田原義義絶合  

（代表者 阿部 勲）   

私達の田原養蚕組合は天竜川の河岸  

にあり，天竜川沿いに水軌 一段上っ  

た河岸段丘に桑園があります。昔ほ暴  

れ天竜と威名をとった天竜川の氾濫で，  

水田が大きな被害を受け，その庶に村  

の経済を支えてくれたのが蚕でした。   

組合の前身は換軍実行組合ですが，  

飽協の合併に伴い，現在は頗協養蚕部  

の一員として組合員数39戸で活動し  

ております。   

背からの桑園地帯ですので，樹齢が  

高く，根付巾も戯作業遺も狭く，作業  

能率が上がりませんでしたが，年次別  

改植・幾道設匿計画を立て，国・僻の  

補助事業を導入等して，はとんどの桑  

園の根付け巾も広くなり，また段遺も  

5707花設置できました。これらにより  

機械管理もできるようになり，有機質  

も増施でき桑園能率も向上してきまし  

た。   

また，50年頃より赤渋病，52年頃よ  

りキポシカミキリの発生なみ，組合に  

とって危機な迎え■ましたが，関係機関  

の指導を得，赤渋病については，全戸  

共同での病芽・葉の摘みとり，その後  

の消毒により，はとんど絶滅させるこ  

とができました。しかしキポシカミキ  

リはまだ猛威を潜っていますが，全戸  

の共同の力で必ず族滅できるものと確  

信し，防除に努めております。   

このよう軋私達組合は共同の力によ  

る経営向上をモットーとして活動して  

おりますが，養蚕作業だけでなく米作  

りなども助け合ってやっております。  

村の崩療が叫ばれて久しくなりますが，  

組合に伝わるこの習慣は今後も残して  

いきたいと思っております。   

53年より水田再編が行われておりま  

すが，私達の組合では水田曾根桑園を  

造成し，養蚕経営規模拡大に努めてお  

ります。この受賞を契機に，よりいっ  

そう組合の義経営向上と地域の養蚕振興  

のため，組合に課せられた先駆者とし  

ての自覚を疎め努力してまいりますの  

で，よろしくご指導のはどお願い申し  

あげます。  
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日本幾林漁業振興会長賓受賞  

出品財 嚢 毒 経 営  

受賞者  大堀養蚕小組合  

（代表者 福永義治）  

（鹿児鳥県鹿鮎1f下郡捌け大堀）  

国 組合の略歴  

大堀養蚕′J、組合は鹿児島苗の南西約35伽の鹿屋市下馬限町大堀把あり，鹿屋  

市街地の東部に広がる笠野原台地の北端に位置している（第1図）。   

舞1図 受賞者の所在地  
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大堀養蚕小組合  
のメン／（－   

鹿屋市ほ大隅地方の中心地で人口約7万1千，面積234．5k㌦の鹿児島県第2の  

都市である。大堀地区ほ廃屋市街から北東へ国道269号を約8伽進み，そこか  

ら県道串良高限線を北西へ約4・5Km行ったところ把ある。西は高限山系 （標高  

1237郡）が連なり，商および東把開けた地形で，鹿屋布から串良町把またが  

る6，300ha把及ぶ平坦な笠野原台地が形成されている○ この台地ほ水利把恵ま  

れず，年平均降水量2348成澤把よって畑作が営まれていたが，昭和43年にか  

んがい水源として大隅湖が完成し，大規模畑地かんがい施設が逐次，施エされて  

いる○昭和53年皮までに約2，880haのかんがい受益面積まで拡大され，目標  

の6削が達成されてきた○大堀地区はこの受益地の北端にも当たっている。   

大堀地区もはとんど平坦な腐植質火山灰士の，いわゆるシラス士壊であり，標  

高は約155彷で，平地林と畑地帯が交互把設けられている。この笠野原台地は  

東西約100郡，南北約280孤ごとに幅の広い魚道で区切られ その処々把農  

家が点在し，集落となっているところは地区の中心地だけである。   

この地域は昭和初期に鐘紡把より大規模な桑園造成が行われ，企業蕃垂（昭和  

産業駄）が行われたところであったが，その後，まったく蕃垂がなくなり，当時  

のことを知る人も僅か把なっている。ここに再び奉義が導入されたのは昭和42  

年ごろからであり，笠野原の処々で蕃垂がはじめられ，この大堀地区でも，その  

当時から開始されたという○蕃秦組合は，その当時から設置され，市盛観の傘下  

把地区ごとの蕃垂小組合が設けられていた○ この大堀尊重′」＼組合でほ，明確な組  

合規約を昭和49年9月に作成し，名実とも紅組合の基礎が固められた。  
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尊重導入の契機は，昭和42年当略 甘籍の価格が低迷したことにあり，養蚕  

（当時の歯価は800～900円）で十分採算がとれると判断したという。それ以  

前は甘藷や菜種の栽培が多く，蕃垂把ついてはまったくのシロウトで，農協や普  

及機関の指導を受けつつ桑園を造成し，現在の規模まで発展させた0小組合に属  

する素意農家は現在15戸であり，17・3haの桑園把より年間20t近い収繭量  

をあげ，1戸当たり1．3t，10a当たり115kダの好成績を収めた。昭和52  

年度にほ鹿屋市農協の稚義人工飼料育施設が大堀地区に設置され，新技術の導入  

把養蚕の意欲をますます高めている○ これらの実績把より，昭和47年虔の鹿児  

島県東糸兼題興共進会把おいて農林大臣貨，52年慶の同共進会において県知事  

貰，53年の九州地方繭生産性向上コンクール把おいて農林水産大臣賞をそれぞ  

れ受賞した○  

園 組合の経営概況   

（1）地域の概況   

昭和49年把桜島が再び活動をはじめ，周辺地の農業把対して多大の降灰書を  

もたらしてきた0第1図でも見られるように，大堀地区は桜島の南東約25伽の  

ところ把あるため，北西風の卓越する日把は降灰がしきりで，作物把大きな障害  

を与えている○ また，台風の襲来が頻繁であり，昭和53年把ほ宰把台風の通過  

がなかったが，秋台風に襲われると，その年はかりでなく，盛年の尊重把も影響  

が著しく現われるところという○年平均気温は17・2℃，降水量も多く，無霜期  

間が7カ月把及ぶ恵まれた地帯であるが，自然の猛威ほすぎまじいものがある。   

桜島による降灰ほ，この地区で年間30～51i（舶に適し，53年が最大であっ  

たが，降灰が冬期問に集中したため，養蚕への害ははとんどなかったということ  

である○降灰害は壮東期把顕著で，条桑収穫後水で洗う方法では，5齢盛食期の  

給桑に間に合わなくなるといわれ，大堀地区ではレインガンやスプリンクラーで  

洗い落とす方法で対処している。48年拓この地区把通水された畑地かんがい用  

水が，絶大な威力を発揮しているのが印象的である。降灰害のもっとも大きいの  

ほ養蚕であり，茶・葉菜類・飼料作物把も著しく，里芋および根菜類が，この降  
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灰地に適した作物のようであった。また，降灰の種類（色把より黒，白，赤等が  

ある）により被害把差があり，白灰，赤灰把より桑の薬緑が黒変する被害が現わ   

れるという○   

このような降灰の影響は地域の農業把も現われ，鹿屋市の幾業概況をみると  

（第1表●），甘藷の作付面積が伸び，水田より多くなってきている。粗生産数の  

甘藷の作付面積が伸び，  

水田より多くなってきて  

いる。粗生産額のトップ   

は畜産であり，次いで野   

菜，水稲の傲となってい  

るが，対前年比でみると  

繭の増産も顕著であった   

ことがうかがえよう。   

鹿屋市の養蚕ほ昭和42  

年当時，非常に力が入れ  

られ，かなりの桑園が造  

成され重点作目の一つに  

弟1表 鹿屋苗の盛業概況（昭和53年皮）  

作 目  面  積  粗生産額  ‘対前年比   

水 稲  1，020ha  1，141，441手円  94．6％   

甘 藷  1，260   977，649  110．4   

茶   270   194，000  113．4   

クノヾコ   79   360，456  117．2   

野菜類  902  2，417，651  144．3   

果 樹   99   156，500   99．8   

薗   65   104，713  144．2   

畜産  6，851，081   97．8   

その′他  

計  12，835，085  105．9   

なっていたが，降灰害等  

把より減少傾向をたどり，51年の80haから54年把は55haへと減少し，養  

療農家戸数も90戸から53戸把なった。しかし繭価の回復と新技術の導入把よ  

る生産性の向上により，減少傾向ははは停止したといわれる。大堀地区にほ115  

戸の幾家があり，そのうち15戸が養蚕農家で大堀車重′J＼組合を作っているが，  

大堀地区では生産後の第1位が野菜・第2位畜産，第3位前の膳である。   

ほ）組合の事業の概況   

大堀養蚕／J、組合の桑園は，すべて笠野原畑地かんがい地域内把あり，夏期の干  

害防止と降灰の洗浄に用いられ威力を発捧している。また，乾燥鶏糞の多投・緑  

地作物の栽培により有機物の確保が共同して図られ，更に台車式飼育装置の導入  

把よる省力化がなされている。これら経営改善の技術導入は，主として先進地の  
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視察。研修会の開催などを通じて行われ，組合の事業の大きな部分を占めている。   

組合としての事業はまた，共同消毒の励行把力を入れ，萎縮病激発地帯でほあ  

るが，その大発生を極力喰いとめ，生産の安定化が図られている○昭和53年庶  

から稚秦ほ人工飼料飼把よることになったので，その取扱いや飼育上の注意把つ  

いて，しばしば会合を重ね，遺漏のないよう努めてきた○ この稚義人工飼料育ほ  

実用化パイロット事業として行われ，ユ義朗最大700箱（2齢）の規模であり  

53年慶にほ1，729箱を掃立てている。それ把よる実績は第2表のとおりであ  

り，各東期とも好成績があげられた○また，この人工飼料育に対しては，稚重用  

桑園が不用となり，降灰害の心配もなく，准秦飼育労力が大幅庇節減されるなど  

の利点のはか，適期掃立が可能となり，重病の発生が，ごくわずかで箱当たり収  

繭が向上したという0 53年慶ほ実施の初年度のため，組合でほ3齢期を共同で  

飼育し，3眠期把名戸把配ることとしたが，本年把は人工飼料育の2眠期で各戸  

把配重しても，とくに支障なく飼育されたという○   

第2表 昭和53年慶の稚義人工飼育実績（鹿屋南検定成績）  

義  朗  東品種  掃立量  飼育量  上繭出荷量  単繭量  箱当り収量  生糸量   

春1（5／3）  大平ズ長安  25靡  24  9，081kダ  1．9ダ  37．7kダ  19．3多   
春 2（針22）   ／′   235  233  6，495  1．7  27．9  19．2   

夏 ＊（釘27）  秋光×竜白  410  172  5，063  1．7  29．4  19．3   

鰍＊（≡冒）   ／′   230  238  7．642  1．7  

晩秋＊（針3i）  大白X万光 錦秋×鐘和  220  225  7543  33．5  19．5   

1．92   

初冬（1町1）   ／′   166  54  1，718  1．78  31、8  17．9  

1，751  1，402  46，092  32．9  

＊ 夏泰，初秋垂に一部兵家連作，初秋秦に硬化病5．1乳 死ごもり69乙，  

晩秋泰把桜島降灰有り，異状繭発生  

組 パイロット事業の概要（昭和53年3月25日完成）  
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1）既存施設（49年重義新興団地模範施設事業），車重246．6正   

作業箋23・4㌦，飼育機 マルビー多段循軍，最大700箱飼育   

暖冷房 チウオー式空調  

2）人工飼育施設   

自助湿調】式 2，100千円， 給餌機1式】，580千円，   

シャワー史衣室 699．6千円， 付帯施設（運搬車等）1式   

162．4千円  討 4，542千円  

（3）組合員の経営概況   

大堀地区の農家ほ1戸平均】．55haの耕地を有しており，この点からみても蓉  

惑農家は，この地区の平均的階層とみられよう。笠野原の畑地は前述のとおり，  

南北100仇ごとに糸遊或ほ幹線道が建り，東西把は280弟ごとに農道が通っ  

ており，区画が明瞭であるほかりでなく，桑園と飼育ハウスとの関連が密接にな  

される利点がある0すなわち，1区画の抜又は％が桑園把なっており，住宅及び  

飼育ハウスと桑園が隣接するととも把，条桑の運搬が円滑把行われていることが  

挙げられる。   

第3表把見られるよう紅組合員の耕地の75多は桑園であり，畜産との複合経  

第3表 組合員の農業概況（昭53）  営が1戸あるはか，  

14戸は蕃義専業で  

ある。組合員の家族  

構成ほ2～5人で平  

均3，6人であり，養  

秦従事者は各戸とも  

夫婦2人で平均年齢  

47．8才（夫50．2才  

妻45．4才）である0  

後継者にほそれぞれ   

恵まれている0  

項 目   地区内全盛家  尊重農家  1戸当たり   

戸  数  115jP   15p  

耕  水 門   8   2，7 4   0．18   

地  2．91   0．19  
面  
積  19．8   17．2 7   1．15  

（ha）   2 2．9 2   1．5 2   

山林（ha）  5 5   8．0   0．5 3   

合計（ha）   2 3 2．8   3 0．9 2   2．0 5   

蕃垂幾家率   ニ13多   桑園率  ：11多   
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桑園にはすべてかんがい施設かあり，はとんどの農家でレインガンを所有して  

いる。桑の樹齢ほ10年以上が5．7h∂（37酵），4～10年が11．6ha（63多）  

であり，若い桑園が多いことが特徴的である。品種は－一ノ瀬がはとんどで，条桑  

刈取機を導入した農家も現在3戸という0   

飼育台車による一段乎飼，ノ＼ウス育が行きわたり，年間収繭量2tを越す農家  

では5齢から上萩把かけて2～3＜／日の雇用を行っている。   

圏 受賓財の特色   

（1）大規模化と生産性向上への志向と実績   

昭和53年慶の組合員各戸の収繭量をみると，最高2，674kダ，最低360kダ  

て1t以上の農家が9戸，うち2t以上4戸という実績となっている（第2図  

参照）。54年慶は気象条件把恵まれ，降灰も比軟的少なく，53年慶実績を約  

7解も越す成績が期待されている。最近4カ年の養蚕実績を第4表に示す。  

舞4表 組合の尊重実績  

垂期別収繭量（kダ）  1戸当たり（kダ）10a当たり  

年次           春   夏  初秋  晩秋  言†  大堀  鹿屋市  大堀  鹿堅市   

50  4，779  1．191  2．360  5．306  13，636  909  574  79．0  64．6   

51  5，121  1，420  2．454  3，918  12，913  861  503  74．8  52、8   

52  4，445  1，254  2．625  6．212  14，536  969  536  84．1  56．4   

53  6，580  2．407  3．175  7．734  19，895  1，326  746  115．2  73．5  

毎年，周辺の地域より優秀な成績を示しているが，51年度ほ著しい減収をみ  

た。これは晩秋義朗把台風の襲来を受けたためであり，その影響は52年春泰期  

まで残った〇 53年ほ災害もなく，人工飼料飼が導入された第1年目把当たり，  

蕃泰への意気込みも新たになった効果の現われともいえるが，各轟期とも飛び抜  

けた増収を示した。その増収傾向は54年にも受け継がれ，単に災害の有無とい  

うはかりでなく土地生産性の向上把力を注いだ結果ともいえ，組合員の努力が徐  

徐把むくわれてきているのではなかろうか。  
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前述のように，この地域はシラス土壌で燐酸吸収係数が高く，酸性土簸である0  

そのため尊糞の多投と緑肥作物の導入把より地力を高めてきた。その状況は第5  

表のとおりであり，効果が泰盛の実績として現われているであろう。   

無機質肥料は53年把はN：40・8kダ，P205：27・2kク，K20：28・01くダであ  

り，多収穫施肥巌として標準的なものであるカ㌔ 希糞は地域内の感磯憶懐から乾  

燥鶉糞として購入授与したという○緑肥は毎年12月把エン㌧べクを隔瞳把播種す  

るもので，これらの努力が最近の好成績への原動力把なったものとして理解され  

よう0  

弟5表 施 肥 義 （10aあたり）  

有機質肥料  52年   53年   無機質肥料   52年  53年 

堆  肥  】，500kダ   仙 kグ  ⑳ 2号   200lくダ  200kダ   

塾  糞   400   1，500  桑化成34号  10 0  12 0   

緑  肥   200   1，000  ⑳ 6号   4 0   40  

廃案残瘡  500   500  烙成りん肥  20  

100         スペシャル石灰   100   

（2）災害の克服一降灰。台風・萎縮病   

降灰による蕃東の被害は，灰をかぶった桑柔を適して東の消化器把傷害を与え  

異状繭の発生をみるといわれ，徴′J＼な結晶が消化器把突き刺さるともいわれる。  

全国各地で，しばしば噴火把伴って被害が発塗しているが，活動が感んな阿蘇お  

よび桜島が，その最たるものである。この被害を除去する把ほ通常，収穫した条  

桑を流水で洗うが，大規模飼育でほ5齢期の用桑をすべて洗浄できず，∧一部把異  

状繭が発生することとなる。その鳥 大堀添奄小組合では，降灰と同時把レイン  

ガンで洗浄をはじめ（写素参照），強力な散水により灰を除去している。スプリ  

ンクラーによる洗浄（写真2）もかなりの効果ほあるというが，レイ／ガン把ほ  

及ばないという。降灰書によって蕃姦が減少している地帯で，この組合が営々と  

して繭生産把励んでいるのも，このような近代的武器把よることがわかる0  
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スプリンクラーによる撒水   レインガンによる撒水  

（降灰除去）  

鹿児島県把はしはしは台風が上陸し，上陸しないまでも接近することが年に数  

回把及ぶ年さえある。昭和51年秋の台風は九州全般把大きな被害を与えたが，  

この大堀でも晩秋責把大減収となった。これをとりもどすの把2年を質したが，  

第5表に見られるとおり，肥培管理に意を尽し，こんごの台風把対しても樹勢の  

回復把大きな自信を待ったことがうかがえる○   

自然災害把も増して脅威なのは，萎縮病の大発生であろう0薩摩半島の南部で  

は萎縮病把よって車重が壊威したところもある○同様な気象条件にあるこの地方  

でも，最近処々に大発生を見ているということであるJ大堀では大発生を喰止め  

るために，まず桑園の共同消毒を励行して媒介昆虫の凝除把努め，次いで各戸に  

おいて萎縮病の発生を発見次亀 地ぎわから株を切断し，切Iコ把除草剤のカソロ  

ンを塗布し，牒病棟からの再発芽を止めている○この′隈病棟は冬期に掘取り，健  

全な苗木を補植して行くという。萎縮病の防除把は抵抗性品種（収穫－や大島桑  

など）の導入も必要であるが，完全な抵抗性品種が見いだされていない現状把お  

いては，この組合のとっている方法が最善といえるであろう○  

（き）養蚕近代化への意欲   

この組合では年7回の飼育を行っており，春1から初冬垂期までであるか，そ  

れ把対応して用途別把桑園が設定されている01例でほ，春切25動夏切30  

酵，夏おそ切り30乳 古条仕立（2年子式）10動 計画残桑15多というよ  

うに5種類把桑園を分け，翰収形式なとるという○ このような桑園の用途別設定  
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萎縮病株の除去  

は各義朗均等掃立を可能托し，第6表把見られるよう把，初冬東胡を除いて掃立  

量が平均化している○このことは飼育施設の有効利用から評価される特色といえ  

よう○   

桑園からの収穫は勢定はさ  

み把よるものが多いが，大規  

模の農家では条桑刈教機を導  

入し，54年把は3戸に達し  

たということであり，こんご  

各戸に入れる計画があるとい  

うことである。夫婦2人の労  

力で2＝炎上の収蔚量を挙げ  

る把は必要な措置であり，近  

代化への意欲が強く感ぜられ  

第6表 掃立期日と収蔵選（昭53）  

泰 期  掃立期日  掃立箱数  収繭量   

春 1  5月 3日  97箱  3，839kダ   

春 2  5  2 2   9 4．5  2，7／il   

夏   6  2 7   7 8   2，407   

初 秋  7  31  10 0   3，】75   

晩 秋  8  31   90   3，040   

娩々秋  9  2 2   9 3．5  3，366   

初 冬  10   1   41．5  1，328   

年 間 5、9 4、5  19，895   

る○ なお，ここの桑園はうね  

間1・8のの根刈仕立であり，栽梱本数を多くして多収健をねらっているのも…つ  

の特色である。   

准垂の飼育は前述のよう把，市幾晩把よる人工飼料背から配車を受けている。  

この共同飼育所から遠いところでも約1Kmの範囲であり，最先端の技術を抵抗な  
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粂桑刈取機  

くとり入れ，従来より好成績を収めているのが，この組合の大きな特色である。  

蚕病が減じたこと，律義期の使役がなくなったこと，降灰善が礫泰期把なくなっ  

たこと，その年の気象に合わせた適期の掃立が行われること等，その長所を挙げ  

れは暇ないはどである○先進的な技術が容易にとり入れられ，成果を収めて行く  

把は，やはり大堀のような意欲の高い縫合があるという背筑 あるいは素地が必  

要なのではなかろうか○   

壮義期の飼育は，各戸で飼育台車による一段条発育が昭和45～46年当時か  

ら行われており，飼育枠。台卓等は自家製がはとんどという。重合も鉄骨ハウス  

であるが，中把は柱を立て手作りの家もある。給桑ほ川の字塑で，上族は一斉条  

払い耽より行われ，到るところに省力化・簡易化が見いだせるのも特色といえよ   

う○   

国 縫営と技術の分析及び普及性と発展方向   

（1）組合員の経営分析   

年間収繭量600kダから2，100晦まで把，はとんどの組合員が分布しており，  

1L以」二の大藩義家が6劉を占めている。各戸の収繭量と土地生産性の関係を調  

べてみると，第2図のよう把なる。この図からもわかることであるが，1t以上  

は専業的な尊重家ということができ，10a当たりの収繭量も100k針を越し，  
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技術的把もハイレベルにあるといえよう。   

ここでの尊重所得率ほ65～  

70舜といわれ，桑園1．8ha規  

模，2tの上繭収量のあった幾  

家では，所得率65穿としても  

粗収入が約400方円となり，  

所得は約240方円で自立経営  

といえるであろう。尊重専業と  

しても，このレベルであれば成  

立すると考えられる。   

大規模畑地かんがい施設，条  

桑刈取機，人工飼料による共同  

飼育所，鉄骨ハウスと飼育台車，  

それらが総合化されて連日の降  

灰害も克服し，蕃義の最先端把  

舞2図 組合員の養蚕規模と土地生産性  

の関係  
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年ぎ1侶操怨瀾」再）  

この組合，そして組合員が位置づけられるのではなかろうか。  

（2）組合の活動   

組合員の中把は，かつて個人で幾林大臣賞を受賞した農家もあったが，その農  

家が中心というわけでなく，組合長は当初から福永義治氏であり，温厚篤実で組  

合員中もっとも歳が若く，最大の収繭遺を挙げており．人望も轟く組合団結の中  

心となっている○ また，組合員の∨∧一人である原崎氏は，市農協の蕃泰振興会の代  

表者であり，この組合が近隣のリーダー的役割を果たしていることもうかがえよ  

う○   

組合の共同事業としてほ萎縮病の共同駆除，泰重の共同消毒，3齢期の共同飼  

育が行われており，研修括勤 見学会を通じての技術の導入と合わせて，組合員  

の意志の疎通が図られ，繭生産の安定化把寄与している。  

（3）普及性と発展方向   

上萩後の跡片付け把は，4輪トラクク把フロニ／トローダ…・へイホークを用い  
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るのは先進農家把よく見られることである。この組合把その例はまだないか，組  

合員の原崎氏はもっと安価な作業機を考案している○それほトラククのロータリ  

ー部分把3点リンクでホ鰍クを取付け，跡片付け把はバックでホークを押し込み  

フロントローダ。へイホークと同様な働きをさせようとするものである。54年  

に考案して2万円で作製使用しているといい，全戸把普及する目も間近いという○  

このホ鰍クは近隣でも評判となっている○   

このようなエ夫が，それぞれの経営で行われ，組合全体としての活動を活発に  

しているが，この組合の活動と実績把ついては，近い将来において広く普及する  

ことであろう。とくに，稚義人工飼料育把よる成功例，病虫災害を克服した安定  

経営，徹底した省力化と地力の増強等ほ暖地養垂はもとより，′J＼規模組合の模範  

として推奨されるものである。   

こんご，密棉栽培を導入して行きたいという強い希望も出され，経営耕地把な  

おかなりの余力があるところから，一層の規模拡大と生産性の向上が期待されよ  

う。最先端の技術を臆するところなく取入れてきた実績が，この組合のこんごの  

発展を約束しているものと考えられる○  
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地域養蚕の振興と増産に尽力  

．大堀養蚕′ト組合  

（代表者 福永義治）   

ンガンを導入，立木による洗浄で被害  

防止に努めております。   

一方，飼哲の面でも茶作の安定を第  

一に，茶室の共剛肖毒の実施，補助事  

業による蚕室の拡充を緻梅的に導入，  

実施してまいりました。なお，飽協に  

おいても全国に先がけて椎茶人工飼料  

哲な導入し，健康な椎蚕が配蚕される  

ようになって，益々蚕作の安定が図ら  

れるようになりました。   

これらの活動が実り，昭和53年度  

の組合成績は年間収南盈19，895k夕，  

組合員1人当たり桑園面櫓115a，繭  

生産盈1，3261く汐，10a当たり収蔵螢  

115lくダの実鎮を上げることができまし  

た。   

今後もこの栄ある受賞を契機に，組  

合の活動と組合員相互の技術向上卜経  

営改善に努力し，地域養蚕の振興に微  

力を尽したいと気持を新たにしており  

ます。   

私達の鮭む艶屋市大堀地区は，大隅  

半島のはば中央にあり，広大な笠之原  

台地の北端に位際し，市街地より10Km  

はど離れた標高140～1507花の平坦な  

畑作地帯にあります。養蚕導入は昭和  

42年と新興養蚕地帯で，導入前は甘  

藷と麦な 中心とした普適作経営でした  

が，昭和42年に笠之原台地に国営事  

業による畑地かんがい警一業の水が導入  

され，各作目による団地化が進めらオち  

私達の大堀養蚕小組合が誕生いたしま  

した。   

組合発足当時は養蚕技術に対する知  

識，経験不足で苦労しましたが，関係  

機関や担当の茶業普及員の指導，助言  

を得るとともに組合員同志による相互  

研修，先進地研修を重ね，飼玲施設，  

桑園面前の拡充を因ってまいりました。  

桑園面礫の拡大には，火山灰土の悪条  

件を改良するため廃条はもちろん，生  

鶏糞を多投して土作りに重点を驚いて  

きました。また病害虫防除把も力を入  

れ，共同消毒を実施し，組合員の団結  

を強くしてまいりました。   

また，桜島の降灰で蚕作が不安定に  

なりやすい地域ではありますが，かん  

がい地区の強みを発揮してノ＼ローレイ  



ヽ
慈
Ⅵ
骨
温
瀧
 
 

～
1
1
タ
か
 
 

．
1
 
 

第18園／農林水産禦受賞者の業績  ＼
－
㌦
 
 
 印刷・発行／昭和55年：∋上］20El  

発 行／財団法人日本農林漁業振興会  

東京都十代廿一区神田多町2－9－6雄伸ビル）   

制 作／社団法人 全国農薬改良普及協会  

東京都港区新橋2－10－5（末書ビル）  

〈蚕糸部門〉  





天皇陛下拝謁のあと皇居で記念撮影の天皇杯受賞者  
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内閣経理大臣賞を受ける受峯者  

日本農林漁業振興会長寮を受ける受審者  

むらづくり優良事例農林水産大臣賞  
を受ける受賞者  

天
皇
杯
受
賞
者
の
 
 

業
績
発
表
 
 
 

「むらづくりの今後の方向」を講演する農  

村開発企画委員会専務理事の石川英夫氏（右）   





発 刊 の こ と は  

幾林水産祭ほ，全国民の農林水産業に対する認識を深め，農林水産業者の技術  

改善及び経営発展の意欲の高揚を図るための国民的な祭典として，昭和37年，  

農林水産業者に天皇杯が御下賜になったのを機会に，従来の新穀感謝祭を発展的  

に拡充して始められたものです。   

この農林水産祭ほ，農林水産省と日本農林漁業振興会との共催のもとに，各方  

面の協力を得て，毎年11月23日・勤労感謝の日を中心に開催され，農林水産業  

者に天皇杯などの授与を行う式典や一般国民に農林水産業を紹介する農林水産展  

などきわめて多彩な行事を行ってきております。   

昭和54年度は，その18回目に当たりますが，本年度の最大の特色は，農林  

水産祭の表彰行事の対象部門として，従来の桑鼠 園芸，畜産，蚕糸，林産及び  

水産の6部門のほかに，新・たに「むらづくり」部門が設けられ，これに天皇杯が  

御下賜ヶこなったということです。   

本年度の天皇杯などの選賞審査の結果は，次のとおりです。   

すなわち，従来からの農産等の6部門については，第18回農林水産祭に参加し  

た各種表彰行事（344件）において農林水産大臣賞を受賞した出品財552点の申  

から，天皇杯を授与されるもの6点（各部門ごとに1点），内閣総理大臣賞を授  

与されるもの6点（同），日本農林漁業振興会会長賞を授与されるもの7点（園  

芸部門2点，その他の部門1点）がそれぞれ選考されました。また，新たに設け  

られたむらづくり部門ケこついては，41県から各1点推薦のあったむらずくり事  

例の中から，天皇杯，内閣総理大臣賽を授与されるもの各1点，農林水産大臣賞  

を授与されるもの14点がそれぞれ選考されました。   

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は，農林水産業の  

近代化や豊かで住みよい農山漁村づくりへの生きた指標として，関係各方面の方  

々に大いに稗益することと思います。ここに，これらの業績の概要をとりまとめ  

て発行することと致した次第です。   

終わりに，本書の編集に御協力をいただいた執筆者その他の関係各位に対し，  

深甚の謝意を表します。  

昭和55年3月  

財団法人  日本農林漁業振興会   



林 産 部 門  

天皇杯受賓／朝香 博  
（前東京農工大学教授／大 友 栄 松）  

内閣総理大臣革受饗／竹内泰道  

（農林水産省林業試験場土じょう部長／河 田  弘）  

日本農林漁発振興会長牽受饗／信同義彦  

（筑波大学名誉教授／篠 崎  哲）   



天皇杯受賓  

出品財 乾 し い た け  

受賞者  朝否 博  

（静岡県田方郡土肥町土肥2113）  

圏受賞者の略歴  

朝番氏の居住する静岡原田方郡  

土肥町ほ，日本のしいたけ栽培発   

祥の地ともいわわる静岡県の伊豆   

半島のはば中央西海岸に位置し，  

駿河湾に臨んでいる。交通は多少  

不便で，東海道本線三島駅より伊  

豆箱根鉄道で35分，終点の修善  

寺駅でバス把乗りかえ，標高685  

mの船原峠を越え1時間余りで到  

達する。又，沼捧持から西海岸沿  

いの自動車絡も開通しているので，   

最近は以前把比べ交通も便利とな   

っている。   

朝香氏は・大正4年この他把生ま  

れ 昭和5年学業を終えると，直   

、ら把亡父精一氏（昭和21年56  

才で没す）のもとで，家業の農林   

弟1図 受賞者の所在地  
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業把従事し，とく托しいたけ栽培に精励し，この地の風土把最適な「天白どんこ」  

の栽培托その生産をかけ，現在は乾しいたけ年平均3も，うちどんこ509ら以上  

を生産し，粗収入も1．600万円をあげるはどに家業も発展させる一方，土肥町  

のどんこを中心とした乾しいたけの主産地形成，ひいてほ郡全体のしいたけ産業  

の発展に努力している。   

氏の地域把おける活動ほ，昭和24年土肥町椎茸生産組合副組合長に就任した  

ころから始一堂る。氏は翌25年准茸の共同販売車業を開始し，こわを軌道に乗せ  

たのを始めとし，生産技術や経営Ⅵついては家族間ではもちろん，地域の生産者  

同志でも意見をかわし，技術を交流するよう地域内をまとめ，昭和45年把は地  

域内の後継者の青年陀よる土肥町椎茸研究会を氏の主唱のもと把発足させ，その  

よき相談事となり，栽培才支術の検討を自‘主的把行うよう指導するなど，地域把お  

ける技術開発，その普及，後継者育成等に多大の貢献を果している。   

氏は生来温厚誠実，しいたけ生産技術の研究把は旺盛な竜慾をもち，伏せ込み  

方法，はだ場管理，ジグザグ適材法の開発，乾燥技術の改良，原木林の育成など  

把氏独特の技術を開発しているが，その成果ほ惜しみなく，地域内はもちろん広  

く全国把公表し，普及に努めている。   

とく把氏は昭和‘19年，土肥町椎茸生産組合長となると共把，田方郡層茸生産  

組合連合会副会長となり，昭和53年把ほ会長把，一方，昭和49年から県の椎  

茸生産団体連合会の理事把就任しているが，この49年以降のしいたけ生産常つ  

いての指導，普及面における活動ほとく把めぎましく，NHKテレビ，講演（北  

ほ岩手県から南は宮崎膿まで10余県）把よる普及，指導を始めとし，研修生の  

受入れ，椎茸関係の海外調査把参加するなど，頗る活発な活動を行っている。氏  

ほこのように，その知名庇は全国的であるが，これほ氏が過去把おける椎茸品評  

会で虔休（水産）大臣賽以上9回，林野庁長官賞以上16回も受賞していること   

把もよるものと思われる。   

氏は上述のように，しいたけ生産における活躍ととも把地域社会把おいても，  

新田区長を4期勤め，町艶美委員，町消防分団長，町農換週番としても活躍して  

いる（荘：土肥町の農業粗生産額は花井20，600万円，乾シイタケ16，000万円，  
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米8，100万円，果実6，500万円，野菜5，700万円（昭和52年）などであ  

るが，農協の販売収入を見るに，その総額26，600万円のうち，しいたけは   

13，434万円，次いでみかんの2．724万円で群を抜いて，しいたけが大きく  

50軋玖上をしめている。こわほ同町の椎茸生産者のまとまりの良さを示すもの  

で，このことも民らの努力を示すものである）。   

氏のご家族ほ第1表のよう陀8∧より構成され 修学中の孫3一人を除く5∧が   

それぞれ仕事を分肇し，分担した仕事亡てついてほ各自責任をもって果している。   

氏ほ全般をみると共に，とく把シイタケの乾燥把ついては一手把引きうけ，長男  

第1表 家族構成  

氏  名  続 柄  生年月 日   主 な 仕 事   
朝 香  博  当 主  大 4．10．27  しいたけ，わさび，育林   

ク   と く  妻  大 4．11．20  しいたけ，農業   
ク  精一餌  長 男  昭13．1．11  しいたけ   
ク  八重子  同 妻  昭14．7．30  しいたけ   
〝  郁 子  孫  昭39．9．24  （中学生）   
ク  博 典  ．か  昭42．1」2  （ク ）   
ク  佳 子  ノケ  昭45．8．30  （′」＼学生）   
〝   た け  母  明34．3．30  家審   

夫妻ほ山の現場の仕事を主把犬∧はわきび，みかんの作業を主とするというよう  

（て仕尊の分担をしている。経営の記録も，農家経済簿，勤務表は博氏，しいたけ  

日誌は長男精・一一郎氏，夫人ほ家計簿というよう把各自分担している。これほ各自  

が分担した仕事に責任を感じてあたるため，極めて効果的であるとのことである。  

さらに，この家族の最も良いことは仕事把ついて十分討議し，腹蔵なく話しあう  

ことで，こわが，しいたけ生産技術の改善や経営の発展把結び付くことが多いと   

いう。   

氏の後継者たる精一郎氏も，しいたけ生産把従事して20年以上にもなり，町  

椎茸研究会長の任を果し，県の椎茸生産連の海舛調査や山林運営士養成研修把も  

参加し，昭和48年からほ県林こ菜会議所青年部把所属し，昭和52年以降，町農  

協理事としても活躍しており，後継者として立派に育ち，氏としても後範の憂の  

ない現在である。まことに申し分ない黄やましい家庭で，これも又氏および家族  

全休の結集した努力の賜物と言えよう。  
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圏受賞者の経営概況   

伊豆地方におけるシイタケ栽培の歴史ほ古く，江戸時代の寛叉年間（約300  

年前）が囁矢とされ 爾来，今日把至っているが，中でも田方郡がその中心をな  

し，昭和53年の静岡県の乾しいたけ生産額643t把対し，田方郡のそれほ  

220tで33舜，生しいたけ把至ってほ，県全体の1、863t陀対し，田方郡  

のそわほ970tの599あであり，郡全体として，いかにしいたけ生産に力を人  

わているか理解できよう。田方郡では10の椎茸生産組合が集り，連合会を結成  

しており，朝膚氏は現在会長の職把ある。田方地方でも土肥町はその特殊な土地，  

気象条件を活用して，どんこの生産が盛んである。すなわち，同町は菜，南，北  

の三方を山把．囲まれ 西は駿河湾把面し，地形急峻で町の総面積5，n O Olla余に  

すぎないが，標高は海技Omから950m内列結わたっている。降水還は年間約  

2．∩．007捕と多く，土肥′卜学校での観測では気温は年平均170cI最低ほ1，2  

月の10c，最高は8月の3lOc となっており，海軍把近い地域甘撫箱地滞で，  

冬季日中と夜との適当な温度隔差があり，どんこ栽培把は好適な要件を備えてい  

る。ちなみ托土肥町の概要を述べると，かっては金山で栄えたが，現在ほ農林水  

産茎と温泉主体の観光が町収入の主体をなす。町人ロは昭和50年のセンサスで  

は6，983∧，世帯数2．118戸，内農家656戸（専業，兼業を合したもの）  

林家数501戸で，総面積5，016ha，内林野面積ほ4，152haで林野率83肇  

と，極めて林野が多く，農耕地，樹閑地は少く，水和ほ10011a托すぎない。林  

地は民有林がほとんどで，針葉樹林が広葉樹林より面積的にほ若干多い。蓄頃ほ  

針凛樹146千㌦，クヌギ29千㌔，ザツ58千㌦，合計233千㌦で，haあた  

り針葉樹73．4！げ，広葉樹51．8汀Pにすぎない。土肥町の昭和52年の幾業相生  

産額ほ既述の通りであるが，しいたけの生産はすべて乾のみで34t，総生産徹  

16，000万円1戸当り平均販売額120万円となっている。   

次把朝◆脊氏の経営の概況を示そう。  

（1）土 地  

保有する土地は宅地0．03烏a，田畑0．23ha，みかん閣0．15ha，わさび田  
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0．1ha，山林，スギ，ヒノキ林5．19ila，クヌギ林18．121仏 経木林0，62ユ1a  

タケ林0．27ha，計24，20il恥なお，クヌギ林中0．80と1aほ3人把よる町有地  

2．50haの分攻契約林の持分である。列に水円を転換したクヌギ苗畑0．∩2ila，  

又，ほだ場として1．50jlaのクヌギ，ザツ林を借間している。保有森林把ついて  

は，昭和50年森価施業計画を作成し，知尊の認定をうけており，昭和！う4年把  

ほ氏は指導′休家として，県の認定をうけている。  

なお水乱 畑，みかん閣は自家消費をまかなう程度托面積を縮少し，クヌギ甫  

畑，はだ場，林地把転換している。   

森林の齢級別面積ほ第2表のとおりであり，クヌギ林の伐期齢ほおよそ12年  

であるので，法正面積ほ1，u齢級ほ7．55ha，∬齢級以上は3．∩211aとなり，  

l齢額のみ面積が多く，他ほ少くなっているのは，氏は原木林拡大を図り，機会  

あるごとに第3表把見られるよう把林地を購入しており，49年以降の婦人が  

2．63jlaとなっていることに基づく。   

舞2表 森林構成  単位：ha  

区  分  樹 種  6   Ⅲ   皿   Ⅴ   Ⅵ以上   討   

ス ギ  ha   l．4d－a  0．11ha   ha   1．69lla  り．45na  3．14 ha  

針某樹                    ヒノキ  0．42  1．38  0．25   2．05  

′′」＼計  1．91  0．11  2．47  0．70   5，19   

クヌギ  9．55  5．75  1．87  0．95  18．12  

広葉樹                   ザ ツ  0．08  0，03  0．51   0．62  

′j、計  9．55  5．75  1．95  0．95  0．03  0，51  18．74   

そ の′他  タ ケ  0．27   

合  計  9．55  7．66  2．∩6  0，95  2．50  1．21  24．20   

荘（1）昭和50年森林施業計画認定簿より   

r2）ザツ把はわさび臼の庇陰樹を含む  

（3）分収林は持分0．8山1aのみを計上  
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舞3表 山林購入実績  
単位ha  

年   次   24   25   27   3 0  31   3 5   41   4 9  51   …汁   

面   横   0．95   L60  2．50  L90  0，91  3．20  1．20   2．30  0．33  1右89   

偶人時  ザ  ツ  ザ  ツ  ザ  ツ  ザ  ツ  ク ヌ ギ  ザ  ツ  ザ  ツ  サ  ツ  ク ヌ ギ  
樹 機  

硯 在  クヌギ11年  クヌギZ′－13年  クヌギ‘l年  クヌギ 3年  クヌギ 鈎三   …；…；  ク舛漁a ヒノキ 

套慧   絡。  クヌギ3，－一拍三  クヌギ 3年  

（2）ほだ木  

ほだ木造成把用する原木ほ，数年前ほ約7割ほ購入陀依存していたが，49年  

から53年までの5年間の平均では，原木林の充実ととも紅白給賽は63痴と高  

まっていることが窮4表から知らわよう。はだ木の造成ほ毎年4万本位であるが，  

53年把64，000本と異常に多かったのほ地鳶の労働力が過剰で，地元の要求  

把より例年より多く伏せ込んだものである。又上原木の購入把ついては，地元零  

細生産者と哉合しないよう配慮し，地元列での手当が多い。  

弟4表 年次別ほだ木伏込登  

立  木  碑  人    今   寺汁  

1本、当り  総所覇  
ほだ木   

本 数  購入金瓶  本 数  金 徹  
1本当  金 籠   価格  

4 8  1儲  去笥  凶  蒲  団  岨  。爾  ま耶  j本   挙   

4 9  20．5  20  410  20．0  400  2（）  40，5  810  240．3  160．0   

5 0  18．2  20  36√l  22，0  l．OAlO  47  40，2  1．404  240．6  159，9   

51  30，9  20  618  10．0  650  65  40．9  l．268  242．6  16l．5   

52  39．l  20  782  8．0  220  27．5  47，1  l．022  249．3  16L3   

53  39，0  20  780  25．0  50こ〉  20  64，0  l．280  272．8  16l．7   

田  157，7   ／   ／   1．151  272．8  

比嚢   労 57．8  。2．  

伏せ込み期間は約2年で2夏を経過して，11－12月上旬にはだ起しを行う。  

はだ木の長きほ1．05mで，衆口直径は2cm以上ほすべて掟用する。平均すると  

ほぼ7cm位であるとのことである。53年未現在のはだ木の総本数27万本，発  

生可能本数は16万本位と見られる。  
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ほだ木原木樹種は90痴ほクヌギで，残りはコナラである。購入原木はすべて  

立木で購入して，自ら伐壬采，玉伐りを行う。   

掟用種菌は，どんこ生産を主とするため低温性のものな用いている。その品種  

別管用状況は第5表のとおりで，1本あたりの接種数ほ約11個である（第5表   

参照）。   

舞6表 品種別種菌使用実績  

森  菌 輿  明 治   1本当り  

121  505  247  908   
計  婦人会額  単 価   接種数  

4 8  42有岡  一夕固  2君国  千個  44   
個  53亨◆円   円 1．220    11．0   

4 9  430  20  450  621  1．380  11．1   

5 0  450   20  470  893  1．900  11，7   

5 1  480  20  500  950  1，900  11．5   

5 2  655  5  20  680  1、394  2．050  14．4   

5 3  630   30   20   1い  720  1．476  2．050  11．3   

（3）ほだ場  

はだ場ほ4個所で，その最一大のものは借地である土肥町笹原の1，5haのはだ場  

で，ここは海岸佐近い南向斜面で，下方急斜面に接する落葉樹林で（クヌギ，コ  

ナラ林）冬は暖かく，寒風托さらさわず，海抜100mの高さ把ある無霜地帯で，  

天白どんこの栽培把は好適な立地条件を備えている。ここに戒熟ほだ木の約50  

痴を収容している。残りは3個所で，面積1！1a余のほだ場に収容しているが，海  

岸よ●り遠く，やや山間苫じのため気温低く，湿度もやや高いため，天白どんこのほ  

だ場としては前者陀劣り，こうこ，こうしん等が主産物である。その1は，氏の  

住居のすぐ近くの河岸の水田をスギ林に転換したもので，面積0．2とIaで；混生がや  

や高く，どんこ生産に不適なため，大形のこうこを採るねらいで，十分の水分補  

給をも図り，スプリンクラーを設置している。さらに1個所は標高300mのヒ  

ノキ林内把あり，面積0．5haで，標高が高いので他把比し，聾の発生が遅い。  

（4）生産器具梯械および施設  

こわら把ついてほ，はだ木造成関係，きのこ生産関係と両者把共用のものと把  
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舞2図 ほだ場と保有山林の一部  

わかれ はだ木関係ではチコニニ／ノー4台，下刈機1台，発電機2台，電気ドリル  

5台で，きのこ生産関係でほスプリンクラー1式，乾燥室として財津式の中壁乾  

燥室（ェビラ45枚）と慶鼠式回転乾燥箋（ェピラ88枚），乾燥機としては大川膵1ェビラ  

45枚），リーーダー（ェビラ60枚），フェニックス（エビラ60枚），さらに熱交換機，リ  

ーーダー式スライサ←・の外に，他に余り見られない低温保管庫を備えている。共用  

のものとしてはライト′くン，トラック各1台と本宅式集材機3台，エンジンはメ  

イキ2台とロビン1台，ジグザグ適材用滑車250個，スナッチ70個，8mmの  

鋼索1，000mもの3，チルホーtル1を備えている（第14表参牌）0  

（5）労 働   

過去5年間の作業別，男女別労働日数を見る把第6表のとおりで，男女合計で  

最低1．444∧（50年），最高1、560人（52年），平均1．530人で，50  

年を除き毎年1．510人～1、56n人となっている。そのうちしいたけ関係は最  

低1．11こト∧（51年），最高1，244人（49年），平均1．149人で全体の  
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舞6表 作業別労働配分表   

49年  50年  51年  52年   53年  

男  女  男  女  男  女  男  女  男  女   

し  はだ木  
づくり   
しいたけ  

た   生 産   
け  言十  453．1  790．6  4825  641．6  488．9  622．0  459ユ  716．7  5025  695．2   

育 林   445  95  469  214  69，7  37．5  65．5  37．0  65β  37．8   

わさび   645  425  59点  37．5  685  545  755  56｛）  698  493   

その他   425  965  41．5  1135  365  1345  37．0  1135  45．0  915   

合 計   604，6  939．1  6299  814｛）  663．6  848．5  637．1  9232  6823  873．5   

74褒をしめている。   

昭和53年について自家雇用労働別漉見ると，第7表のとおりで，しいたけ関  

係では全労働力1，197．7∧把対し，雇用は583．7人（499あ）である。  

第7表 作業別自家雇用労働配分表（53年）  男女別では，男でほ自  

家労力309，9人，雇  

用労力192．6人，女  

では自家労力304，1   

人，雇用労力391．1   

∧となっている。雇用  

の多いのほ接種，採項、  

はだ起しなどでとくに   

労力を必電とすること   

把よる。＜頭数では雇   

用ほ男ヱi人，女9人で   

ある。  

なお月別の労力量を  

見ると，11月から。4   

日までは，一 しいたけ関   

自 家労力     雇 用 労：ノブ   合   計  

男  女  男  女  男  女   

伐 採  11．0  5．0  4．0  15．0  5，0  

は                  玉 伐  26．4  20．9  16．0  42．4  20．9   

運 搬  45．0  345  34．6  89．1  79．6  123．6  
だ  

接 種  23．7  25．0  44．6  155．2  68．3  180．2  
木  

とヒ  
2．7  4．・1  20．8  2．7  25．2   

プ、⊆．  

成   32．5  28．5  

」＼言十  152．3  1263  117．2  265．1  269．5  391．4   

ほだ場  
き  3．0  3．0  

落選              の   101．9   
77．9  60．7  23．0  162．6  100．9   

ゝ・ 凹  
5l．7  98．9  1．4．7  103．0  66．4  201．9  

生 痺   

計   309．9  304．1  192．6  391．1  5（）2．5  695．2   
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係の労働ヨ数がほとんどで，とく把2，3月ほ250∧以上を零し，ついで4月，  

12月は140人位，11月，1月は110∧前後で．その他の月ほ100＜以  

下を必要とする托すぎない。従って雇用労務ほ，この11月－4月に集中し，6  

－8月は全くない。育林，わさび，その他の作業は‘大体5月、10月把行われ，   

重ならないよう作業の配分を行っている。  

（6）生産と販売   

乾しいたけの過去5年間の氏の生産関係を見る把，第8表のとおりである。  

舞8表 生産及び販売額表  

生   産  量  販  売   自 家 消 費  
望三覆額  

販売遍  自家’髄  計  売上金  平均価格  1lくg当り  金 額   

4 9  3調鸞  8皆  3，59賢g  12粛葛  3，5調  3．3調  妄も唱  12．品唱   
5n  3，009   75  3，084  10，820  3．596  3．416  256  11．076   

51  2，812   70  2．882  13．77（）  4，897  4，625  324  14，094   

52  2．701   68  2．759  15，763  5，836  5，544  377  16，140   

53  3．074   77  3．151  15，984  5，200  4，940  380  16，364   

淀川 自家消費1kg当り価格は，販菟平均価格の5珍（出荷経費 販売手数料  

相当額1減とした。   

なお，しいたけのほか把，わさびの販売収入を合せて見ると，第9表のようで，  

5年間の平均は乾しいたけ13，768，600『，わさび2．036，00（）円で，合計  

15，804，600円となり，しいたけ部門の収入は全収入の87解をしめている。   

第9蓑 部門部販売収入  

年次  乾しいたけ  わ さ び  合  計   

4 9  12．5音節   1，7晶芦   14，2占甲   
5 0  10，820   1，850   14，670   

51  13，770   2．230   16，t〕00   

5 2  15，763   乙300   18，063   

5 3  15，984   2．100   18．084   
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隆二受賞財の特色   

天白どんこは，乾しいたけの王様とも称され 他の銘柄とくにどんこ系のもの  

との相違は，天白どんこは菌傘の表面ほ細かく ，かつ明瞭に亀裂し，亀裂の色沢  

は白く鮮明であり，その亀裂は互把交差して，花叉ほ亀甲状を呈していることで  

ある。氏の出品財は，このような花形の形成，亀裂の色沢，形態，重量などすべ  

て乃面において極めて優れたものである。しかも，これが偶々今矧取りのもので   

ないことは既述の過去の受賞歴からも明らかであろう。又第10表に示す氏の販  

売価格の」二肥農払共販のもの，日健連■市場のものとの対比をみても，氏の販売価  

格は常に最高で；．ことは49年全司的なしいたもチの大農作の年では，他よりも  

20喀以上高く，その′他の年でも常に10喀位高いことは，氏は常に良質のしい  

たけを生産していることを証明している。しかも販売数最も49→51年の平均  

で約3tと大量であるうえ，はだ木1！㌔あたり5カ年平均で3．74tくgであること  

は，氏のしいたけ生産技術および経営の極めて優秀なこ とを如実陀表現している。  

第10表 販売価格の比教  
TL」■  ノ’lくg  

．ま 9   5 0   51   5 2   5 3   

朝 香 氏  3．570  3，596  4，897  5，836  5，200   

土肥幾協共販  2．952  3．277  4，329  5，299  4，739   

日准適格場  2．890  3，260  4，450  4，945  4，250   
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次忙，その技術と経営の特色を述べるが，これらは既述のよう把氏の熱心な研  

究の成果である一方，経営成果の検討や仕事の進め方についての家族の話し合い  

ほ極めて酒蔵で，家簸〟・一丸となって生産に取り組んだ賜物であるとも言えよう。  

（1）原木林の造成   

氏は経営の成果を高めるため一つ把は，良質のきのこを生産するとともに生産  

費の低下把あると考えており，そわには，まづ安い原木を人手し，良質のはだ木  

を造成するために，自家所有の原木体を造成することが，肝要であるとし，昭和49  

年町健聾生産組合長把就任以来，県下にさきがけて原木林コンクールを実施し，  

原木林造成意慾の高揚をはかるととも把，これより以軌 氏白から林地の拡一大原  

木林の造成を進めて来た。このことは経営基盤の強化ととも把，自給原木把よる  

良質のきのこ生産をもねらえる一石二鳥の方法である。林地の拡大は第3表陀見  

られるように昭和24年から51年まで約15haの林地を購入し，0．9flaのスギ林を  

除き，他ほすべてクヌギ林としている。現在のクヌギ林膏積でも法正状態把なれ  

ばタ12年伐期で1．5ha以上伐採でき，原木托して約2万本近く自給できよう。   

氏は又，稲作転換のため水田の・一都にスギ，クヌギを造林し，はだ場原木林把  

利用するとともに，収益性の低いみかん筒をクヌギ林把転換している。このよう  

な耕地の造林は昭和48年以降0．47baとなる。   

さらに氏は育林費の低下，良質の植付苗の人事を企図し，自宅傍の水口0．02  

haをクヌギ宙畑にして，毎年2．n O O本の山行首を生産している。   

なお，昭和‘19年以降5年間のクヌギ植付（補棉が主）状況は第11表のとお  

りである。  

舞11表 クヌギの植栽  

年  次   4 9   5 0   51   5 2   5 3   

植 栽 本 数  2．40♂⊆  1．00済  1，70杏  1，70済   8。♂こ   

面  積   0．8㌔a  0．3か  0．5むa  0．7dla  0．3㌔a   
①クヌギの育苗の事例ほ少く，方法も確立していないので次に氏の方法を紹   

介する。  

種子は自家のクヌギ林の形質優良なものから採歎し（年把36£），採額後2  
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昼夜水浸した後，しゅろ皮で包み，2f∃迄土中埋蔵し，2月末殺虫剤で処理した  

上，3月播覆する。方法は10Cmx30Cmの条播である。翌年の春床替（15」〇m  

x30Cm）を行う。山行宙ほ2－3年生で間引いて出る。残粛は据置き大きくし，  

補稚偶に使う。   

② 植付と保育 犬苗は上郡を切り，′」＼苗ほそのまま植える。ha当植付本数ほ  

3，200本程度，下刈は新植後3年まで年2回行い，4年目は1回，5年計以降  

は必要に応じて行う。めかきは2年目（4～5本残す）と4年呂（2－3本残す）  

に行うようにしている。   

③ 偶人した林ほ雑木林であるが，中にコナラ，クヌギも混入している0 この  

ような雑木林をクヌギ林把改良するの把氏独特の方法を用いている。まづ，一旦  

皆伐し，クヌギを禰植するが，クヌギの萌芽木は成長が早く，補榛東を圧倒する  

ので，萌芽整理して3年経過したら，一旦皆伐しタ ほだ木など托利脚ノ，再び萌  

芽させ，これを又3年後に繰返すと，樹高などがそろった一斉林把仕立てられる。  

この方法によわは立木密変の高い形質のすぐわた原木林が得られる。なお，枝打  

も必贋に応じて実施する。   

普通のクヌギ萌芽林でほ伐採後のめかきは上と同様だが，下刈は2，4，8ク  

12年目把行う。   

以上のように氏は原木林の造成陀ついては，氏独特の技術を考案し，実行して  

いるが．これはしいたけ生産林家としては棲めて稀な例と思わわる。   

（2）ほだ木造成   

氏の原木作りは購入したものでも自家林からのものでも，自ら伐鼠玉伐り，  

搬出している。（原木長1．05m。立木栴人は町内および賀茂郡より）。伐採開  

始時期は紅葉5分程度をヨ安として，11月下旬計空で2、3即こわけて行う0  

伐倒後30－40日藷干しをし，原木の水分を抜いているが，この藻干しを十分  

托することが，はだ木の発生年数を長くし，収量の増加につながるものとして重  

視している。玉伐り時期ほ玉伐った後2時間蒐たち，形成層托甘い露が出る時期  

又は謂大の新柄横を折ってみて丸く曲る時期をよしとし，およそ1月上旬より玉  

伐り作業を開始し，3月桜の花の咲く項把ほ終るようにしている。玉伐り作業の  
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すんだものは，直ち把ジグザグ集材により麻内の伏せ込み地8て運ばれ接種される。  

玉伐り後の原木をできるだけ直射日光にあてないことは，コナラの場合はそれ程  

でないが，クヌギの場合ほ厳守している。従って玉伐り後，伏込み地貯運ぶまで  

はノ′j＼単位把木寄せし枝発でおおい，接種が伏込み地の利で行われる場合は，接種  

後直ち把林内の伏込み地に搬入する。又，倣伏せを行なわなければならない時も  

あるが，この時も玉伐り後直ち把直射ヨ光をあたらぬよう接種して棒積みする。   

接種孔の探さi・ま駒の長さの1．5倍で，接種位置は1列3－4カ所程度を交互に  

ずらし，千鳥状となるよう忙している。   

伏込み地は尾根筋の通風のよい林内，氏のいう夏昼寝のできる涼しい処で，上  

壌は小石まじりの砂賀上が望ましく，ベト士は好ましくなく，斜面の向きは北西  

がよいとのことである。林′伯ほ針広をとわないが，庇陰樹の枝払等で明るさを調  

節し，地表を刈り払い，腐植をとり除き，伏込み地はもちろん周囲まで清潔にし  

ており，一変捷用した伏込み地は再度使用することはない。伏込み方法はむかで  

伏せ，とく把細いものほよろい伏せとし，林内の湿度常より木の伏込み角変を調  

節している。   

氏は裸地伏せほ菌の成長，増殖に悪いし，萌芽更新把もよくないとして行わな  

い。又，氏は野廻りと称する現場の見まわりを重視し，毎月伏込み地を見礎わり，  

菌の伸長などを見，除草，はだ組みの手直し，庇陰の調節，天地返しなどはだ木  

の要求している作美を行っている。このような管理によりほだ廿奉80釘以上の  

成績をあげている。   

要するに氏ははだ木作りの基本に忠実に，かつ環境に適した方法を考姦して実  

行し，その成果を地域把普及しているといえよう。   

（3）ほだ場   

土肥町の西側沿岸部は，冬季も最低気温が00cを下ることなく，1、2月泥も  

しいたけが発生し，低い空気湿変のもとで天白どんこの優良品が育つが，冬の季  

節風が強いので－ この風のあたらない場所でなけわばならない。こわ把該当する  

のが，既述の小土肥の笹原のはだ場である。このほだ場は既述のように面椴1．5  

haであり．標高差は40m，傾斜20－25ヲ南面のクヌギ，コナラ，ザツ林で，  
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ほだ場（左）  

ジグザグ運材状況（石）  

冬は陽光が十分入り暖かく，凰もあたらない場所であるが，周囲把竹のフェンス  

をまわし，合しょう型にはだ木7万本を立てこんでいる。この場所は，天白どん   

この生産把は土肥町では最適な土地で，氏ほ20年以上もはだ場として用いてい  

る。その他のほだ場打ついてほ既述のとおりであるが，その位置や標高が異なる  

ため，きのこの発生時期がずれ 最も労力を賀する採取労働を緩和させるに役．立   

っている。   

（4）ジグザク集選対（単線循環式築選村法）の開発   

原木はだ木の運搬ほ，しいたけ生産における労務の比寛が高く仁氏の場合でも  

昭和47年には，はだ未造成に貸した692人中原木運搬に要した労力は38多の  

262人であった。しかも重労働であるので，運搬作業の能率向上，資周節減と  

共に労働強変の廃滅をはかるため，機械化が切望さわていたが，一事業地の面積  

が／トさく，職級い最も少なく，事業地も固定していないため，機械化が難しい状  

態常あった。近年，小型塵義の林内作業車が開発され利用されてきたが，土肥町  

は地形急峻なため，林内作業車の導入が不可能であった。氏は昭刺30年噴から  

集材機を導入していたが，種々の問題がありト分活用できなかった，そこで氏ほ  

ジグザグ集材王て着目し，昭和46年町で最初陀導入し．町椎茸研究会，メーーカー  

の本家製作所と協力し，索速乾の低速化（0，4m／see），安全作業のためのエ  

ンジンおよび集材機のプーリーの改善，脱索防止のための滑車のシ棚ブ部分肇の  

改善等を行ったため，一皮の番放もなく，近年ほジグ・ゲグ塊材を完全かてマスク00  
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し，活用するよう把なった。   

しかも現状把甘んじることなく，メーカーに年に1－2変現場陀きてもらい，  

機械の点検整備を行うかたわら，作業Åの問題点につき意見を交換している。こ  

の方式は，かくて土肥町把広く普及し，30人以上の生産者が採用するようにな  

った。その効果をみると，労力だけでも朝魯氏の場合，1万本で26人工の所，  

静岡魔の標準事例では動力一輪尊，クローラーー旋用の場合30人工で10乳以上  

も労力が少くてすむはか，人力木寄などが少くてすむため労働党変が廃滅され，  

家族労働のみですみ，ジグザグ衆線のため支障木の伐開が少く，他人の山林舟を  

有利に遥搬でき，一般の壌材機把比べ架設，徴収が容易であることなど，種々の  

メリットがある。ちなみ陀各工程に零する労力は架設，徴収に男5．0人，女3．5  

人を饗し，運搬把は男2∧女2∧（常襲め1人，荷掛け2人，荷卸運転1人）を  

必要とする。1荷あたりの運搬本数は4本で原木で20kg，はだ木で15kg，荷  

の間隔6mで運搬距離250mの場合，1日（6時間稼勒とする）の運搬荷数  

660荷（本数2．640本）となる。   

（5）採 取   

氏のしいたけ生蓬．とく把天白生産技術把おける特色は，きのこの適期採取と  

乾晩技術把ある。氏は50年把も及ぶしいたけ栽培陀基づく鋭い観察眼で．発生  

したしいたけが未だ1cm程壕のとき把生長時の状態を判定し，個々のしいたけの  

最も価値の高い時期に採煎を行う。銘柄別に述べれば，どんこは大柄のものほ膿  

の切わないとき，小柄のものほ膿の切れた直後，すなわち傘が6－7分開きのと  

き，こうこは7～8分開き，こうしんは9分間きを基準としている。自宅の庭把  

はだ木教本置き，その発生，生育状況を観察してはだ場の状況を常把推測し，か  

つ野廻ぁり把より適期採職を心掛けている。とく把周知のように乾しいた桝ま日  

和子で採蠍したものは品質もよく，乾燥効率も高いので，天気予報に留意し，雨  

の気配があると労働力をフルに効かし，雨前把極力採取をすませるよう努めてい  

る0 とく陀天白どんこは晴天が続いた後，雨が近づき空中湿匿が高まると急把生  

長し．亀裂が鮮明となることから降雨直前の採職を励行している。このよう托降  

雨前把集中的に採取を行うときは，乾燥施設把収容できない場合を生ずるが，氏  
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保冷庫  

ほそのた灯昭和51年低温保管用のプレハブ（10ぷ）（保冷庫と称している）  

を建て，＋50c位の低温で採喝したしいたけを一一時保管し，乾燥前の品質低下  

を防いでいる。低温保管倉庫を生しいたけの出荷調整に用いている例は多いが，  

乾しいたけで，このような旋用例iま静間県でははじめてで，日本でもほとんどな  

いと思われる。  

（6）乾 燥   

乾燥把あたってほ，まづバレ，黒子をわけ，下に述べる仕上げ乾燥前把，どん  

こ2種，こうこ，こうしん3種把わけて，乾燥を行う。乾燥施設は既述のとおり  

で，その内一大川原，リーダー，フェニックスの強制送風乾燥機の熱源は重油であ  

るが，回転三式乾燥箋は重油と薪，財経式の中量乾燥蔓は薪を使用している。この  

節を使用できることは，石油の節減把よる生産費の引‾Fげと，原木林内の雑木や  

廃ほだの有効利用になるという利点がある。   

採項した茸ほ，上記のようなあら選別して，乾燥機をカラダキした上，天稟ほ  

下段，中葉は中段，′J＼壌は上段にエビラを並べて乾燥機と回転式乾燥室で乾燥を  

始め，7－8分乾燥して葉形がほぼ固まった時点で取り出し，銘柄別把選別して  

エビラに並べ，中豊乾燥室に移し47㌦500cで，最後把5グー530c とし  

乾燥し，仕上げている。乾燥の後期は水分が少くなり，乾燥速度も遅くなるので，  

熱効率の低い強制送風式乾燥機を使撰することは無駄であり，熟効寒の高い，自  

然通気式の乾燥室へ移すのは非常把合理的である。なお，7－8分乾燥した時点  

では，葉形が固まっているので教扱いも容易で，乾燥機の‘1～5枚のエビラの茸  

を1枚の中豊乾燥室の1枚にまとめで収容できる利点もあり，乾燥施設の回転率  
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も向上する。   

回転窒乾燥室は，昭和33年把静剛県では氏がはじめて導人したもので，従来  

の乾燥施設£て比べ効率と仕上り品の品質がよいことから，その後県内把広く普及  

したものであるが，氏ほ昭和∈；2年ほこわ成熟交換機を取付け～ 乾燥効率をさら  

（てあげるよう改善した。この乾燥室での乾燥温斐表は次の第12表のとおりであ  

る。氏の乾燥法によわば天白どんこの良質のものの乾燥歩止りほ30感泣である。  

第12表 しいたけ乾操温度表  単位：OC  

銘 柄   開始  遜  2ノダ  3ク  4∠  5〃  6ク  7ノダ  8ク  9J  0′  屯  12  13′  4∠  15∠  6ノク  7十   

ど  

ん  

凹   

こ う こ   41  41  43  43  43  45  45  45  46  48  48  50  53  53  53  

氏ほ共販制鑑別召和25年確立させてから，町幾協を通じて販売しており，他  

の生産者も軌を－一托している。農協の手数料は販売額の2‰ さら把1．5射ま危  

険補爛のため把農協戒あづける。これほ手形の不渡りなどのあったときの補償に  

あてられ3年間無事故のときほ隻覆老の組合員にもどす仕組み把なっている。な  

お，椎茸生産組合には0．5褒を納める。土肥町の農協の販売収入は同町の花井生  

産額はしいたけのそわよりも多い把もかかわらず，昭和53年把ほしいたけ把つ  

いては，134，342守門，花井ほ16，250千円とすぎず，しいたけ版売収入は同  

盟掛つ収入の50喀をしめ，手数料収入把より幾協の発集把大きな貢献をなして  

いる。これも氏を中心とする生産者のまとまりのよさを示すもので，第10表の   

販売価格の比較を見ても土肥幾協共販把よるものは日椎連†石場価格より51年が   

3肇ほど安かっただけで，他ほ上まわり．44年から10ケ年でも51年を除く  

9年は止まぁる事実から，上述のことならび佗地域内で生産さわるしいたけの品  

質の優わていることを立証するもので，とく把氏の販売価格ほ町のそれよりもほ  

るか把高いことほ既述のとおりである，。   

なお，氏の生産にかかる乾しいたけの良質さを証明するものは・大盤作年の昭和  

49年の販売価格の比戟であろう。  
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閻受賞者の技術，経営の分析およびその普及性と今後の発展方向   

川 技術について   

氏のしいたけ生産技術ほついてはクヌギの重商から始まり，原木材の造成，は  

だ木づくり，伏込み，はだ場，発生，採教，選別，乾燥，販売まで分析を加えな  

がら述べてきたので，再度ここで繰り返そうとは思わないが，氏の技術はあくま  

でも基本把忠実で，かつ環境や立地条件把適した生産技術を開発してきたことに  

つきるといえよう。また氏自ら研究すると共に，地域の青年後継者をまとめ椎茸  

研究会を結成させ，研究を進め，地域生産者同志で意見をかわし，技術の向上把  

つとめているが，このような態度は，えてしてしいたけ生産者把多い秘密主義的  

な前近代的な職人敵性を打破し．広くしいたけ産業を隆盛ならしめるもので，極  

めて望ましいことである。  

（2）経営について  

氏は昭和27年から農家経済薄を記帳し始め，その後天ん 長男精岬都民が夫  

々家計簿しいたけ日誌を分趨記録しており，経営成果把ついても常に検討して経  

営を進めている。  

氏のしいたけ生産車業把ついて，昭和53年の経営成果を分析してみると次の   

とおりである。   

① ほだ木造成費。しいたけ原木費のうち自給分は別途試算し，1本20P］と  

し，購入分は実際の支払ったものによった。労働費は第7表と第13表，施設機  

械器具の減価償却緬は第ユ4表をもと灯計貸してあろ。   

第13表 しいたけ部門年次別労賃表  

区  分   単位  4 8   49   5 0   51   5 2   5 3   

雇用 日 数  ．人  93．4  89．6  104．2  150．8  127．6  192．6  

男                     支払賃金  千円  400  435  525  833  777  1，187  

平均賃金  円  4，283  4，855  5，038  5，524  6，089  6，164   

雇用 日 数  ′人  311．4  457．7  303．2  285．6  412．5  391．1  

女                     支払賃金  千円  846  1、361  970  993  1，5・墾9  1，506   平均賃金  円  2．717  2．973  3，199  3．．477  3，755  3，911   
－24－   



策14表 生産施設，機械器具表  

施；役 名  型    式  職 閏年  †針得餞衛  分‡昼率  分捜慨窺  酎用年数  償却価額  年償却概  傭   考   

白 眉勧、jli  ライトノミン  5妻戸  1、00昔円  

850  5  項目はほだ木   
遺戒としいた  

100   12   ィ15  3．8   け造成とも陀  

一19  130  50  65   12   59  4．9  共通  

53  135  50  68   12   61   5．1  伺“た  

メイキ号  30  50   15   8   14   1．8  

50  40  50  20   8   18  2．3  

ロビン   8   27  3．4  

滑兼  46  450  50  225   12  203  16，9  
70個  

100個   
49  750  50  375   12  238  28．2  

52  195  50  98   12   88  73  
30偶  

50儲   53  350  50  175   12  158  13．2  

スナッチ  46  40  50  20   12   18   l．5  

5 0磯   52  150  50  75   12   68  5．7   

ワイヤー  51  110  50  55   3   50  1、6，7  

1．000m   
52  110  50  55   3   50  16．7  

1．000m   53  110  50  55   3   50  16．7  

チェンノー  さ蠣紅み  

ホ州ムライト  3   63  21．0  

ノミ＿絹∴  
1台   53  135  100  135   3  122  ‘10．7  

【F）くり機   51  70  20  14   3   13  4．3   

発竃：嚢  49  2（）  100  20   8   18  2．3  

7 5 0w   51  70  8  ′  
はだ未造成と  

チルホーノレ   51  70   12   しいたけ生夜  
にメ  

電気ドリノレ  49  24  100  24   5   22  ▲l，」l   

1台   51   12  100  12   5   2．2  

2台   53  24  100  12   5   22  4．4  

スプリンクラー   52  390  100  390   8  351  43．9   

乾後発  26  180  6．9  

r司 乾 式  34  320  100  320   26  288  11．1  

乾燥機  8   54  6．8  

リ ーダー   50  400  100  ‘100   8  360  45．0  

フェニックス  52  600  100  60D   8  540  67，5  

漁交換 機  52  270  100  270   8  243  30．∠l  

．スライサーー   53  50  100  50   5   45  9．0   

低温保管碩  10】げ   51  1．957  10（1  1．957   26  1．761  67．7   
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こわ柁基づいて計算すると第15表のよう把1本あたり108円のはだ木造成  

費となる。  

舞16表 ほだ未造成費（昭和53年）  単辻：千円  

分  
項  目   摘  要  

購 入  自  給  償 却  計   

1． 流 動 財費  2．218  780  2．998   

（1）′ 原 木 費   50〔）  780  第4表            1．280   

（ニZ）種 歯 脅  1．476   1、476  第5表   

（3）その他資材費  242  

1，425  
第7表および  

3，168  

3．減価償却  363  

4．資本利子  360  

合 計   2．205  

1本当り生産費   
円  

108  

今；48年以降のはだ未造成費を計算すると第ユ6表のよう把なるが，昭和50  

、52年の1本あたり造成費が高いのは，高い原木を柄人したこと原木伐採地が  

不便であったこと，種菌代の値上がりと接種駒数の増加したこと（52年）陀よ  

るもので，53年は搬出の便のよい伐採地のため低下している。  

これらの結果から経営成果をまとめると第18表のとおりで，粗収益から経営  

費を差引いた純収益が1，200万円を超し，自家労働報酬は男子1日あたり把換  

算して21、163円，しいたけ1kgあたりの企業利潤；！．172円と家族的農林業  

憧営としては非常托高い水準把ある。（⑳ここでは地代を生産費把含めなかったの  

で，企業利潤は若干異なってくるが，農林水産省統計情報二部の昭周＝2年乾しい  

たけ生産費調査報嘗で見られるよう把，日本の平均で生産曹総額のわづか0．15  
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舞16表 年次別はだ木造成費  

4 8  4 9   5 0   51   5 2   5 3   

造成ほだ 木   千本  4 0．1  4 0．5  4 0，2  4 0．9  4 T．1  6 4∩   

原 木 費  千円  930  810  1，4∩4  1．268  1．∩22  l、280  

造  

その他   〝   
資材費  185  210  231  233  240  242  

或  

甥 却 費  〝  207  211  218  245  283  363  
費  計  〟  3．742  4，058  5，225  5，279  6，118  6，529  

資本利子  〝  205  223  287  290  336  360  

計  〝  3，947  4，281  5，512  5，569  6，454  6，889   

1本当り  
ほだ木造成費  円   98  106  137  136  137  108   

以上把基づいて計算した発生ほだ木の償雄熟ま第17褒のとおりである。  

第17表 発生はだ木資産および償却  

年次  はだ木本数  造 成 費  1本当 造成費  年債却金額  期末 現在価   

本   
4 8  

＝日当   

3，9 4 7   
千閂  

閂   88㌘  

4 9  4 0，5 00   4，281   10 6   9 6 3  1、3 91   

5 0  40，200   5，512   13 7  1、2 4 0  3，0 31   

51  40，900   5，56 9   13 6  1，2 5 3  4，316   

計  161．7 0 0  4，344  9，13 3   

多托すぎないことから見らわるよう紅塵祝しても影執よほとんどない）。  

このような1日の家族労働報酬2万円以上という事例は今までほとんど見らわ  

ず，氏の5口軽把わたる努力の成果と評価してよかろう。  

（3）普及性と今後の発展方向   

氏は地±針県，また広く他県まで指導普及精勤を行い，研鯵隻を受け入れ 視  

察者も那ロ53年だレナ・ごも700∧把近く，氏の技術および経営が広く普及さわ  
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舞18表 乾しいたけ生産費（昭和53年）  

項  目  金  額   摘  

①粗収益  23．25管弓  
（1）ほだ木増殖蟄  

（2）しいたけ生産額  

②生潅費  15，611  

（1）ほだ木育成費  

（2）物財費  201  

（3）労働費  

（∠l）減価償却費  

（5）投下資本利子  

③ 販売経費   799  販売額×0．05   

④ 企業別潤   〔；，843  

⑤1kg空Iり  

（1）粗収益  5，19㌘  16，364÷3，151kg   
生産費用（ほだ太育成費を除くト十販売費  

（2）生産・販売費  3．021  
（3）企業利潤   2．172  

・⑥ 怪 営 費   はだ木造成4，324＋きのこ生産5，975  
11，∩89      ＋販売費799   

（D 純 収 益   12．155  ①－－⑥   

⑧その他成果指標  

（1）純収益率   
容   

52．  ⑦－ン（む×100   

（2）企業利潤率   29．4  ④三一①〉く100   

（3）1日当り自家   労働報酬  21，j▼6ざ］  （⑦一一項本利子）÷522．8人   

つつある。とく忙氏の技術開発の基本とするところは，基本灯忠実で環境や立地  

条件忙マッチしつつ進める態変ほ，しいたけ生蓬のみならず・あらゆる分野に共  

通するものである。今，各所で問題把なっている原木林道成法忙しても氏の技術  

を基準として，各地方特有の技術が開発さわることが期待さわる。また氏等が開  
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発されたジグザグ運搬法は，極めて安全で効寒がよいので，この技術はそのまま  

各地で応用でき，普及性ほ大きい。氏や町椎葦研究会で行っている菌の晶穫鼎闇   

還試験も各地で行うことが望ましく，とく把氏のいわゆる野廻りも生産者たるも   

のはかかしてならないことである。伏込み，はだ楊枝術についても勺三薙目的銘柄，  

立地環境により異なってくるが，氏の技術，とく把考え方が極めて重要な指針と  

なろう。また，採畷乾燥技術かこついては，最近各生産一者ほ規模が大きくなりつつ  

あるので，とく把資することが大きい。一方，氏の経営規模ほ家族経営としては  

大きくなりすぎた嫌いもあるので，氏としても若干縮′卜したいようである。こわ  

陀ついては，今後労働力の減少．労賃の高潜も考えられ かつ規模が‘大きいと管  

理上困難をきたすことを思い合わせわは．適正規模まで縮小することは必要であ  

り，賢明な策と言えよう。販売について甘盤協を通ずる共販制度；ま地域社会をう  

るおし．生産者楓敏の扶助，意志交流，技術交換督すべての面から見て望ましく，  

広く普及させたいものである。上述したよう把，氏の技術と経営ほ極めて普及性  

が高い。さら陀氏の後継者養成ほついての熱意ほ賎烈なもので，氏自身すで把立  

派な後継者を得ていられる。「点から線へ」という氏の言を，しいたけ生産者は  

学ばなけかばならないことだろう。精一郎氏という堅実な後継者を碍た氏の経営   

の今後は明るく，ますます発展することと思われる。氏もまた安心して，家業の  

ほかに，しいたしナ産業の発展や社会播磨溌励まれること信じてやまない。  
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椎茸作りは「人。原木‥¢・づくり」  

博  朝 香  

＜私の椎茸作りの基本＞  

1・椎茸作りは人造り  

2・椎茸作りは原木作り  

3・椎茸作りは目標をもつこと  

4・椎茸作りは優菌の適健選定と基本把   

忠実  

5・椎茸作りは野廻りと適期採取するこ   

と   

人造りは己の姿勢を正し，物事を正  

しく記帳する，親子談合の場をもつ，  

基盤作りしてやる，後継老のないのは  

親の琶任だと思います。原木の無い椎  

茸作りは小作農と同じで，土地を買入  

れて原木作りによって椎茸の安定経営  

が出来ます。目標は夫婦2人で乾椎茸  

1t作りすることです。これ位の収入  

がないと，子供の教育も出来ません。   

伊豆の椎茸は冬詩作りが主体だから  

低温優菌上冬蔑の採取出来る森121を  

使用しています。接種は甫物を植付け  

るような気持で植付，伏込場は夏でも  

昼寝の出来るような屋根に伏込野廻り  

で活着します。また進み状態に留意し  

て，適期採取したら急いで乾燥に入り  

ます。冬簡の場合ほ中途で温度を一時  

下げて巻込をつけます。7分乾燥出来  

たらエビラよせして仕上室に入り，仕   

上げ乾燥室は薪を使用しているので，  

油の節約が25刻立い出来ます。今後は  

此の問題を研究することが，生産者の  

急務だと思います。   

選別は香侶3，香瀧1，冬話2，バ  

レ葉1の7通りの選別をして冷蔵厚保  

管します。共同販売なくしては椎茸の  

生産は有り得ません。冬薙の生産によ  

って輸出が出来，外貨隆得に役立ちま  

す。並級晶は方々で生産されているの  

で，我が国では上級品の生産に意をそ  

そぐことが非常に大事だと思います。   

人の一生は人数の歴史から見ると点  

にしか過ぎないと思います。点を線に  

すること即ち親から子，子から孫と受  

継ぎ，引継いで線となり，家が出来，地  

域社会，即ち国が出来，民族の歴史が  

生れるのです。いかに点が大事か，己  

の職分の重要性が認識出来ます。己の  

職分を尽すことが社会に貢献する等だ  

と思います。天命の有る限り業界発展  

に尽すこと，好きな椎茸作りに精進い  

たします。今後の御指導御鞭撞をお願  

い申上げます。  
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内閣総理大臣発受饗  

出品財 苗   ほ  

受賞者 竹内 泰道  

（北海道上川郡英瑛町寿町1－1－34）  

圏受賞者の略歴   

竹内索道氏の居住する北海遷ヒ川郡美瑛町は旭川戸言の南，上川盆地の南端把位  

置し，∧口約1．6万，幾叢生窪の盛んな所である。  

第1図 受賞者の所在地   竹舟家ほ先代の泰三郎氏が大正  

7年把香川浸から渡適し，当地で   

農業を営まわたが．昭和3年から   

附近の道庁の奨励甫ほに刺観きわ   

て苗木の生産を開始し，民間の先   

覚者として清j躍きれと。戦後荒廃  

した国士の緑化と道内の造林振興   

が強く叫ばれ その賃請忙応えて   

蔚畑事業把専念する決意を固め，  

次第把苗畑の規堰を拡凍さわた。   

昭和31年把先代が亡くなられ   

四男の奉還氏が当時，道立永山農  

業高校林科卒業後1年，19才の若さで先代の遺さわた10．7haの苗畑を継承さ  

れた。  

以後，氏ほ独力で経営および育苗技術の基礎的な勉強を続けるととも把，実地  
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に応用し，創意工夫を重ね，美恵子夫∧の絶大な協力のもとに，事業の進展に努  

力してこらわた。氏は42年むてほ病のため把両足切断の悲一運把相：過されたが，不  

屈の精神をもって－氏の言葉を借りれば〝入院加療中把綿密な事業計画をたて  

て・従業員とともにこれを実行に移してきた〝一障害を克服し，常∧と全く変  

らない日常活動を続けていることは，深く敬意を表したい。   

氏の20有余年ほわたるひたむきの情熱と，たゆまぬ努力によって，雷畑経営  

は着実に発展し，現在でほ32，7ha，年間200万本を超える優良山行雷を生覆  

する把至っている。規模の面では道内第2位，苗木の優秀さにおいても会頭トソ   

プクラスの評価を受けている。   

氏は全国i】】」林理苗品評会において，51年匿全常連会長賞，53年変農林一大臣  

賞受賞の栄誉右て輝き，また，全国種苗生産功労者として45年把全常連会長賞，  

52年に林野庁長官賞を受貸されている。   

また，氏の生産苗木の98多が森林組合，市町村の長短期の予約生産ないし委  

託轄覆として，優良山行苗の安定生産が続けられていることほ，需要者の氏の育  

苗技術把対する信頼感が，如何把厚いかを物語るものである。   

氏は若くして自立し，さら把，肉体的な障害を克服するなど，きびしい∧生，  

社会経験を乗りこえてこられとが，その間に培わわた豊かな∧間味と誠実。円浦  

な一人終に対する業界および地域社会の信望ほきわめて厚い。51年から北海道山  

林種苗協同組合副理事長の要職にあって，業界の発展把努力しておられるが，そ  

の他道造林振興会理事，民営首爛共済会鷹番，道稚苗懇話会会長，美瑛町森林組  

合代表監番として活躍されている。また，莫瑛町町会議員2期，同額工会副会長，  

社会福祉，学校関係の役員として地域社会の発展把、大きく貢献さわている。  

因受賞者の経営概要  

（1）組 織   

氏の経営する苗畑ほ，先代の時ほ個人経営であったが，氏が引継いだ時に株式  

会社とし，51年から農業法人有限会社となっている。現在役職員6名，作業員  

20名である。  
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床曹床－㍉舞5苗畑  

建物群（クールハウス，  
物品庫，建築中の休憩棟）  

は種苗畑   

氏が31年（て引継いだ当時の10．7ilaの苗畑は，その後次第に規模を拡】太し  

現在7匝けぬ32．7na把達している。その他山林130haを怪′落している。  

（2）施設および機械   

首相関係の主な施設および磯城ほ第1表のとおりである。   

第1表 主な苗畑施設および機械  

バス  2台中弘 マイクロ  

トラククー 1 ファーガノン135  

ブラオ  1  

バックレーキ 1  

掘職機   1  

横切機  2  

自動表替機 1  

除草機  1  
ロータリー 1  

噴霧機  2  
肥料散布機 1  

苗木積込機 1  

施  

事務所  1凍 46．2nf  

倉  庫  〝 257．4  
〝  〝   98．2  

牽  鷹  3裸  

体憩所  5牧 50～80  

クールハウス薫   】465ガ（容債）  

水道ポンプ（湛水周） 2  

東関 車  3台  

貨物トラック  2台 4t，1．5t  

藁）クールハウス（苗木低温貯蔵庫）は通常組施設を委託管理  
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（3）労 務   

現在職員3名，常傭女子20名で，各月別の作業体系は第2表のとおりである。  

第2表 昭和53年鹿苗畑作実の月別労働配分  （人）  

月  職員  雇傭   計   主  な  作  業   

4   46  280  326  追肥，掘職   

5   77  497  574  掘堵，床替，播稽，除草   

6   70  443  513  除草，床作   

7   70  451  521  除草，床作．根切，追肥▲ 掘臥 床替   

8   74  456  530  床替，助菖掘顆，除草   

9   80  465  545  掘私 選甫，山氾，補植，除草，保護   

10   70  448  518  掘敬 遠甫，山出，補植，床作，播種   

11  26  

12  

21 

3  

計   51－3  3．221   3，734  

11月中旬～3月は積雪のため作業は行われない。後二碓のよう推，クールハウス  

（苗木冷温貯蔵濾）の活用と機械の導入把よる作業の月別平準化と，作業効寒が  

きわめて高いことが氏の首相の特徴である。   

（4）苗木の生産  

最近4カ年間の山行苗の生産は，第3表のとおりである。  

舞3泰 山行苗の生産状況  

樹  種  昭和50年   51年   52年   53年   

カ ラ マ ツ   2 7 0   131   3 9 7   2 4 7   

ト ド マ ツ   1．11〔   1．210   1、5 2（）   1. 650OO 

アカエゾマツ   21   3 3   10 0   7 0   

そ の侮壬 蒋）   81   2 4 9   2 2 3   3 8 4   

言†   1，4 8 2   1，6 2 3   2，240   2．3 51   

藁）その他はヤチタモ．ヤマハンノキ，ヨーロ、ソパァカマツ，バンクスマツなど  
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規格別苗木  

（左から特号，1号，2号苗）   

昭和‘10年項までは，カラマツ苗木の生産が約80針を占めていたが，以後は  

造林の奥地化が進む把つれて， カラマツの需要の減退を予測し，トドマツ苗木の  

生産に移行し，現在ではトドマツ苗木が約80帝を占めるに至っている。  

腰受賞財ならびに受賞者の経営・技術面の分析および特色  

（1）受質財  

受賞の対象となった出昂財は，氏の第4苗畑のトドマツ1回床替（2．5－2．5）  

苗0．95haで，昭和53年変の全国山林甫畑品評会において，東北・北海道ブロ  

ックの最優秀西畑ニウ栄膏に輝き，魚体大臣賞を受賞したものである。   

出品財の平均宙長（H）41．6cm，平均根元径（D）10．9珊，tレ℃ 38で．  

根系の発達は良好で，上下のバランスのとれた優良甫で，LU行規格甫の比率ほ，  

特号8‰1号60‰ 2号32喀である。  

（2）経営・技術面の特色の概要   

氏の経営・技術面の特色は，次のよう托要約される。すなわち，1）苗木隻魔  

の基盤をなす宙畑の土作り，2）機械力の導入と創意工夫による機械の改良によ  

る作業絶率の増進，3）クールハウスの利用把あるといえる。そのはか，施肥，  

保護管理面における育苗技術の優秀性，作業員の雇傭▲条件や手厚い福利厚儀など  

の紗。、所まで行き届いた労務管理などによる従業員との固い精神的な絆が．氏の  

苗畑経営の発展の原動力をカしているといえる。   

① 土作りと緑肥栽培をとり入れた輪作体の堅持   

氏ほ〝苗木生産の原点ほ土作り把ある〝との信念のもと把，20年以上も前か  
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ら有機肇肥料の施用と休閑地（緑肥栽培）を含む鶴作を行っている。有畑経営の  

原点として土作りを重視することは，今までの優わた苗畑経営者のすべて花見ら   

れる共通点であるが，氏の場合も例列ではない。最近ではクールハウスの利用托   

よって，次のよう陀合理的〉把施薬が行われている。  

トドマツ苗の場合把は夏床替が主体・になるので，前年秋ほ甫木を掘服った後  

（ク～ルハウス托格納），春一家族替までの期間を利用してト収量も多く，根や  

茎の分解も早いスダックス306，ラッキーソルゴ岬などを緑肥として裁増して  

いるが，この方式把よると全苗細面横の 兢 のサイクノレの割合で，緑肥栽培が   

行われること把なる、。  

以前はオガクズ，ワラ，豚糞，牛糞などを用、、て堆肥を製造自給していたが，  

最近では地元の酪農家3戸と最期委託契約を結んで，堆肥の長期安定供給な計っ  

ている。堆肥の施用鼠ほ10a当りまき付床10t，床替床5tである。これら  

の施相馬は苗細の主体を占めるトドマツ苗畑では，据置欄間の永い点を考慮把入  

れても十分な施用還といえる。その他後述の施肥の項で示すように仁化学肥料と  

ともにかなりの還の魚柏．鶉糞などの有機質肥料を施用していること，有機質土  

壌改良剤のテンポロンの施．弔などが，地力の培養の大きな根源となっている。   

道央のような寒冷苛酷な気候の地域では，異常気候（冷害）の年も少くないが，  

有機質肥料を多慮好適用し地力を培蕃した畑では，作物の抵抗力が大きく，複写  

を回避し得ることほ農業方面では良く知られているが，苗木の場合も全く同じと   

いえる。  

④ 施肥設計   

氏の苗畑の基本的な施肥設計は，第4表£て示すとおりである。追肥ほ適期把ま  

き付床でほ液肥と配合肥料を3臥 床番床では配合肥料を2回行っている。   

全般的把ほチッソ把対してリン酸とカリの比率が轟いことが注目される。カリ  

ほ寒さ把対する抵抗力を高める作用を有する。また，リ／説は根肥といわれるよ  

う把根系の発達を促進する。このような施肥設計は，根系がよく発達し，上下の  

バランスのとわた苗木の生産と寒賓の回避iては，きわめて有効適切といえる。  
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第4表 施肥設計  

（トドマツ，10a 当）  

ま き付  ま き付  ．1回   1回   2 回   2 回  

区 分  
床   据置床  床替床  緒置床  床管弦  据置床   

堆肥 kg  10，000  5，000  5，000  

魚粕   30  40  30  

鞠糞   45  45  30  

テンポロン   50  20  20  

（30）藁  （30）藁  

クロダン  

配合肥料  液肥cc  140    140    140      90〔）  （30）藁 900  （60）藁  （30）登  

童）カツコ内は追肥   

離合肥料は・N一…P205…K20＝：14－28－21   

⑨ クールハウスを（苗木冷温貯蔵庫）の活用   

クールハウスを利用した育苗技術は北海道独自のもので，その歴史も新らしい。  

道内匠は遺眉組所有3膚（うち1席を氏が委託管理）個人所有1席に過ぎない。   

クールハウスほ次のよう軋利用さ勃ている。   

∽ 秋把翌春床替偶の劫雷を掘革避雷して蔚畑を審理するととも把，苗木をク  

ールハウス把貯蔵し，天瓢分を夏床替を行うこと把よって作業量を平準化する。  

同時に春、夏まで．上述の緑肥栽培を絶入わることが出来る。  

（イl春町融雪と同時把床替苛を掘臓・選苗・貯蔵して，床替時期を遅らせるこ  

と把よって，春のl．h行甫の出荷と竜複する作漠最を調節する。  

（ウ）最近では造林の奥地化が進むにつわて，植栽地と苗畑との気候差がいちぢ  

るしい場合が多くなっているが，山行雷を一時的把貯蔵して出荷を遅らせ，植栽  

時期の延長を可能にして，造林者の要請にこたえている。  

④ 横械化の拡充と創意工夫による機械の開発   

氏の苗畑でほ，年平均10a当り17∧の労働力で行われているが，道内首相  
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竹内式摂動蘭取磯  自動床菅機  

平均の44人の半分以下陀過ぎない。一方，機械の捷用は年平均10a当り3時  

間で，道平均2時間よりいちぢるしく多い。このような磯城化は労務の節減，苗  

畑経営の合理化陀大きく貢献しているが，さら把氏の創意工夫によって開発され  

た磯城も多い。主要なものの概葛は次のとおりである。   

の 苗木掘取機 氏が開発した苗木掘淑機は最近，全商連編集の「図説新しい  

育苗技術」の中で紹介されているが．氏がヨ一口、ソパ視察の折に智識を得た西ド  

イツ方式の苗木掘鞄機と北海道で用いられている馬鈴薯の掘劇薬の両方の長所を  

組合せた独創的な機械である。   

この特徴ほ苗木が上下に振動さわて根が浮上り，従来かなり力を要していた掘  

戦が磨い力で容易把行い得るため把，省力化の効果が大きく，同時把根が全く痛  

められないことが・大きな利点である。  

灯）自動床菅検 尿替前の気象条件が床替苗の活着と，その後の生長に‾大きく  

影響するので，氏の雷畑では30弟mの降雨があれば，その後3日間連続して床替  

することを基準托している。従来ほ1日4万本の床替であったが，自動床替磯の  

導人把よって1日14万本，一雨で42万本の床替が可能となった。とくに夏の  

床替は雨還が無ければ，活着およびその後の生長が不良となるので，自動床替機  

の導入は適期を逃がさずに床替の実行が可能となり，樽百薬の向上と同時托労務  

の省力化に大きく貢献している。  

曾）側横根切機 首木の直根根卯鰍よ・すで把広く普及しているが，氏が独自  

で開発された側根根切磯は独得のものである。  
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この機械の特徴は，甫畑の表土を大きく助かさないよう把，刃のうすい幅の短   

いものを使′l芋＝ノ，トラクタ〉－でけん引し，6列の苗木の側根を連続的陀根切りす  

る。こわは造林家の要求する根菜があまり広く張り過ぎず，しかも細根が密把発  

達した苗木を生産するために考案された。根菜の左右への横の拡がりは苗木の間  

隔■彗ごつめること把よっで解決し．同時に苗木の植親密受を高め．碍苗本数を高め  

る効果が縛らわる。  

蓬）除草・病虫害防除および保護管：哩   

省力のための除草剤，病虫害の防除（予防把重点をおく）のための薬剤の陵用  

基準ほ第5表のとおりであるが，毎年同じ薬剤の捷用ほ効力函から極力避けてい   

る。   

舞5表 薬剤使用基準（トドマツ，10a当）  

薬  剤   ま き紆  ・ま き紆  1回   1回  2 司   2回   

名   床  淫置床  床替床  据置床  床替床  据置床   

ニ ッ プ   CC   83  1．000  4，000  4，000  4，000  4，000   

ゲザミル g  500   500   500   500   

ゲザプリムg  150   150   150   150  

ダイソストンg  6，000  6，0〔10  

チエウラム g   

絹子消毒や土壌消毒陀はチウラム，土壌殺虫剤把ほダイアジノ／，立枯病にほ  

クチガレン，ダニ，トビムシ地のみ把ほエカチン，エストックス，マラソン，サ  

ビ病陀はサルトンを適時旋用している。   

気象害関係にほ，青首シ・－トトまき付床牒）、ヨシズ，寒冷紗を完備し，春霜  

（塊霜）把は5弓12日填まで，秋霜（早霜）には9月20日まで把，ヨシズ，  

寒冷紗を取付完了して，防除托努めている。  

（3）経営の分析   

氏の最近3カ年間の苗木生産事業把おける収支の概況は第6表のとおりである。   

氏の有畑把おける10a当りの苗木の生産螢を全道平均と比べると，カラマツ  

のまき付および－床苗では20～3n痴高いが，苗畑の主体を占めるトドマツ苗  
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舞6表 最近3カ年の雷畑事業の収支  （千i雪）  

年  度  別  
屡二 二分   費  目  

51年   5 2年   5 3年   

収 入 仏）  苗木売上金額   106，931  112．448  126，987   

直  
労 務 費  13．473  14，491  14，679  

棲  

望三  
産  

費  計   67，907  74，685  64，703  

支 出 （B）  職 員 給 料  11．036  13，982  17，215  

役 員 給 料   9，600   4，800  18，000  

公 租 公 課   312   297   2．368  

諸 管 理 費  14，n19  1（），886  15，935  

言†   34，969  29，965  53．518  

計   102．874  104，650  118，221   

差引粗利益  （A欄－B）  4，057   7，998   8，776   

でほ，それぞれ苗令把よって異なるが24～80多忙過ぎない。氏の苗畑の作業  

員の賃金は道内の最高で，さら把，福利厚生面の手厚さも驚くほどの高水準であ  

る。このような素惰らしい経営は，氏の長年把わたる氏の努力の結晶といえる。  

国普及牲と今後の発展   

以上のように，氏の育苗技術と雷畑経営は寒冷な道央という恵まれない条件下  

にあるにもかかわらず，技術的にも経営滴でも創意工夫をこらし，新しい技術を  

開発し，最高水準の苗木の大量隻窪が合理的陀営まわていることは，業界の最高  

水準レこあるものとして，広く模範とすべきものである。   

氏は49年以降北海道種苗懇話会の会長忙就任し，技術情報の交換普及ととも  

に．自己の開ミ削ノた多くの技術。機械を公開・普及把努め ，道全体の育苗技術と  

饉営の合理化の向上に大きな役割を－果しておられる。  
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北海道の苗畑は・＞一般に内地托比べると，はるか把大塊椎であるが，この点は機  

械力の導入にほ有利な条件を有しているといえる「一 また，樹種も北海道特有のト  

ドマツが主体で，育苗期間も長い。したがって，氏の育苗技術をそのままの形で  

スギ，ヒノキを主体とする内地の′J＼面積経営の苗畑陀普及することは難かしい。  

筆者は一般論として，育苗技術の多くのものほ，相互把閑適し合って総合的シこ効  

果を発揮するものでミ 他の苗畑の技術をそのまま模放しても．十分な効果を発揮  

し樽ない場合も少くないと考えている。例えば，上述の氏が開発した機械にして  

も，長年の土作り陀よって膨軟で理学性の良好な土壌が形成されていること把よ  

って，ほじめて素惰らしい効果を発輝しているといえる。大切ノ：こことは．他ノ、の  

技術を消化して，自己の首相に適したものにして導入することである。   

筆者が氏の経営・育蔚技術面でとくに一般把普及したいことほi氏の優秀な技  

術面は勿論であるが，そわ以上に，自分の首相の条件を熟知した上で，新しい技  

術を単なる模倣でほなく，十分に消化して自分の甫畑に最適の形で導人し，こわ  

を土台托して，創意工天と研究を重ねて，さち托すぐわた新しい技術を開発して  

行く甫畑饉営把対するひたむきな情熱とたゆまぬ努力である。築者ほここに歯畑  

経営者としての理想像を見出すものである。   

氏は北海道把おける宙畑経営の規模ほ50王ュaが限界で．それ以後は新しい技術  

の開登常よる質的な進歩を日登右てしている。氏は今春10haの畑地を晒人L．着  

々と削票把向って前進しておらわることは頼もしい限りである。   

氏は後継者にも恵まれ 長男英腰氏は・大学林学科把在学中で，父上の事業を継  

がわるべく勉学把勤んでおらわる。先代から引継がかた氏の事業が．理悉腋向っ  

て発展されることを，筆者は心からの敬意と期待をもって見守りたい。  
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優良西木の生産をめざして  

竹 内 奉 遥   

雇用安定と福祉向上，それと機械導入  

による経営の改善でした。今では従業  

員1人1人が，経営者の私に成り代っ  

たように苗木の生育な心配し，霜警報  

の出た時などは，どんな真夜中でも不  

平も言わず出動してくれます。   

機械については，優々工夫開発をし  

て作業能率の向上托努めト経営面でも  

大きなブラスとなっております。   

私は，生産苗200万本のほとんどを  

予約及び委託生産で実施しております  

が，お蔭様で自分で満足出来るような  

優良苗木を生産出来るめどが立ちまし  

た。   

これからも，今回の受賞におごるこ  

となく益々技術の向上に努め，森林資  

源の造成，国土保全の基礎となる優良  

苗木の生産に励み，地域社会の発展托，  

従業員と共に貢献する決意でおります。  

私は先代春三郎の死⊂により，昭和  

31年19歳で10．7haの西畑経営を継  

承しました。その後，苗木の需要増大  

に伴い，面額を徐々に拡大して現在は  

33baで年間200万本の山行苗木を生  

産しております。   

しかし，この間まき付け床の発芽が  

悪かったり，山行笛の生哲が悪く予定  

の出荷が出来ず，需要老に迷惑をかけ  

たり，また従業員の不慣れから童筒不  

良で叱琶を受け，返品されるような失  

敗もありました。   

このように生産者として失格に等し  

い私でしたが，土の刀で生産するもの  

は，土を酷使してはならない，いとし  

んで使うことが大事と気付き，以来  

「土づくり」に専念しました。   

そのために，経営基盤の確立と休閑  

地をより多くとるべく，土地の拡大を  

因りつつ堆肥の生産に力を入れてきま  

したが，土地拡大に伴い，自家での生  

産だけでほ充分な補給が出来なくなり，  

現在ほ酪鹿家数戸と最期委託契約を結  

んで，堆肥の安定的確保を因っており  

ます。また休閑地には緑肥栽培をとり  

入れ，地力の維持に努めております。   

次に私が意を注いだのほ，従業員の  
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日本藤林漁葵振興会長饗受薯  

出品財 林 業 経 営  

受賞者  
信同義彦  

（大分県目輯郡上確証湘大字上野l三f11029）  

箇受賞者の略歴   

上津江村は，筑後川の支流津江11の上流把位置し，東は熊本漫の／」＼国町と南小  

国町，南は安蘇町と菊池市（いずれも熊本県），西から北は天分県の中津江村と  

積している。大分児の中でほ，もっとも僻遠な人口の少な1．、山村の－一つである。  

当村ほ96多が林野で占められている。出品財は標高l、041mの尾の岳の山麓  

把4団地をもって存在している。山岳塑気象のため気候の変化敬しく，積雪ほ比  

較的状少ないが，年の降雨鼠ほ2．9007融て適する。このように，全村，山また  

Lhの上津江村の奥地むて位置する†が故把，当山林は水傾かん蕃保安林的存在となっ  

ている。   

舞1図 受賞者の所在地  
信間家ほ，熊本の菊池氏の   

子孫より分家し，硯戸主は7   

代目把あたる。立教大学の出   

身．学識ゆたか，また人柄じ   

つに温厚，しかし学徒劫員に  

て海軍予備学生となり少尉に  

任官，気骨あるところから，   

地元民の信頬も厚く，森林組   
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合の理事として，林業の発展把つとめている。   

経営者ほ，父（県会議員となって，熊本や日田へ通ザる遺作り，発電乳業にも  

努力した）の時代から，山林経営の動脈はまず遺作り陀あり，地域振興のため把  

ほ人口の過疎化を防止し，山と∧とほ一体とならねばならない，資産保持型の山  

林経営であってはならないと，の信念をいだいて今日忙いたっている。   

経営者としては，山に対する強固な使命親をもってあたり，林業収入の拡大の  

ため把，退席地帯からの脱出に，森林組合の進展把と，指導実行にあたっている。   

技術者としては，卒先造林木の品種，造林密度，枚打，除伐，間伐，林地肥培，  

除草剤．また個別経営計画樹立，林業資金の導人などの研究実行鳩羽して旺盛で，  

これがひいては地元民によき刺激と効果を与えている。  

また研究心も旺盛で，自営山林を．長伐親休（伐期】00－50年．水源かん  

蕃林的．高品質材の生産把）、中伐期林（伐期40〝30年，一般用材の生産把），  

短伐期林（伐期30膚20年，シポリ丸太，磨丸太十鯉節材の生産に），シイク  

原木林の4菩じ門ほ構成した。しかし未だ完全な法正林托1ま到達Lていないので．  

当面の収入源のために，間伐材販路の開拓（信栄林産設立）町着手した。これが  

・やぜおレヽ  
ひいては地元労務保持把貢献し，「山生会」を作り，優良材雀産把村民を向わせ   

ている。また一一方，地元民の収入補助と労務供給億として．シイタケ主産グル【  
エぺノハち  

プ「潤一会」をつくり，これ陀対して計画的に自営林から立木販売を行っている。  

生産基盤も林業資金の融資を積極的忙導入し，造林，林道も整備され こと把林  

道密痘はすでに20m／パ1a（村のそれは3，9m／1a）把達し．近く301Ⅵ／端a把  

適しようとしている。このように地元民の雇用安定（村列への流出防止），経済  

振興巨大手企業との間伐材の販路拡張），と合せて資本回収期間の早いシイタケ   

生産ならびに集約経営による甘加価値の高い経営方式は，他の林業経営者の模範   

㌢こ催すると思わわる。現に森林組合の理事として地域ノ休：業の発展把多大の寄与を   

している。  
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圏受賞者の経営概要  

（1）森林の所在地   

天分県日田郡上津江村大字上野眉宇黒石把集中している。   

（2）土地保有状況   

山林245ha．水田2ざIa，畑（）．2ト胤 山林245haのうち12rlaは小学校の農  

本財産として貸与。   

（3）山林その他の生産財の概要   

スギ林164ha，ヒノキ，林35ha，クヌギ林24ha，その他10ha（まつ林は  

か），シイタケ柏木5，0り0本。   

（4）保有機械，設備   

下刈機4台，チェーーニ／ノー2台，トラック（4t）1台．シイタケ乾燥機1台，  

クローラーー1 台，絞り丸太器具、lセット。  

森林の合歓構成  （ba）  

1令級  2  3   4  5  6  7  8  9  10  11′－   計  

区分                            1′－  6′－  11～16～  21′－  26～  31′－  36～  41～  56～   

51′－   5年  10  15  20  25  30  35  40  45  50   
ス ギ  5．0  48  14．612．3  7．2  1．6  1，8  1．4  21．3  692   

ヒノキ  l．4  4．3  7．2  1．1  1．2  0．4  1．0  0．6  0．8  188   

マ  ツ  0．3  0．8  32  9．6  2．8  16．7   

広葉、  2．4    5．6  3∫  11．7   

計  7．7  6．2  27．7 32．8  11．1  2．8  2．2  2．4  0．6  0、8  21．8  115．6   

生産基盤の整備  （m）  

年鑑   林 道   作業道   摘  二等   

（2 9）  （2．4（）0）  （28年水菩複旧）  

4 
700  

52  
1、0（）0  公庫資金   

53  2 8 0   治山事業  

57～60  
2．8 0 0   自  力   

計   2，400   4，7 80   30m．パ1a   
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私設作業道  優良材生産林（在来種富野系混合）   

伊野ぢ竺  
へふ  

信栄林産（間伐材加工工場）  シイタケ原木林（クヌギ林団地）遠望   

スギ品種別造林面積  （jla）  

ス  ギ  稚  別  
年 鑑  面 積  

ヤプクグリ  アヤースギ   rシタノヤマ） ス  ウラセノウレ  サンブスギ  ヨシノスギ   
アオギ  

昭35－39  59．29  27．43  10．67  0．69   0．50  2．00  18．00   

40、■44  35．04  18．06  10，50  0，1∩   2．80  2．00  1．58   

45一－49  10．19  2．85  7．05  0．29  

（5）生産部門別収支状況   

昭和53年匿の林産関係現収人は次のとおりである。   

主伐L598千円，間伐4，460千軋 頗茸69n千円，計6，748千円。  

（6）労務状況   

自家労働は夫婦，子供夫婦の4名，雇用は育林常用延1．548∧，シイタケ生  

産把204人．別に21人，合計1．773人。  
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団受賞財の特色  

（1）長年にわたる森林施設封蘭の樹立と高密烙網竺）開設により，育林諸作業の  

適期実施と効率化をはかるととも把集約経営林，一般用伐林，長伐新体．シイタ  

ケ原木林の4形態把分け．弾力ある林業経営を指向している。  

（：Z）現在の林分構成からして，収益確保と経営安定をほかるため，生シイタケ  

生産なちび把「信栄林産」の設立をもって，間伐林の高匿利用促進をほかってい   

る。  

（3）地元部落13戸のうち9戸の戸主を常用して，育林，シイタケ，林産各部  

門を合矧殉に配分し，所有山林と「静巣林産」とを職場に供して，林業労務者の  

所得の安定，事業主と労務者との地域ぐるみの共存共真の社会を形成している。  

（4）大手企業と契約し，所有山林ほじめ地域で生産さわる間伐材の販路を開托  

して，積極的に地域の特性把あった事業発展把努力している。  

（5）10数年前，個別饉営計画を作戎し，昭和∠15年からほ森林施設計画に基づ  

いた施某．造林，除伐，間伐を実行し，諸作業記録簿，諸台帳，森林施設図など  

がよく整備應頓されている。  

（（；）技術面でほ．地力の維持，増進と林木の成長促進をはかるため．20数年  

前から施肥佗力を入れ 除．筆削の導入．優良材生産のための諸保育作業把ついて   

も積極的であり，こわが地元にも波及定着してきている。  

（7）後継者確保養成のため把は，自分の息子には研修をさせ，地元婦∧把は  

「信栄林産」の工場で共働きの道を，その子供達把も「ワサビ田」の開設でと積  

極的な姿勢でとりくんでいる。  

圏受賞者の技術，経営の概況，分析  

（1）以上のよう把，この出品財は，きびしい当地の諸立地条件ケこみあった合理  

的，かつ安全性をもった経営がなさわている。   

すなわち，所有山林を集約経営林，一般用材隋 長伐期林，シイタケ原大林の  

4つの形態に分け．森‾休施業計画把基づき．それぞれの生産目標把応じた計画的  

な施策を行っている。集約経営林の生産目的は，∧工シポリ丸太，磨丸太，無節  
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材であり，短伐期（30年前後）で，5－6年生から枚打一 施肥を4回程度行う  

もので．人工シポ材などは，すで8て製品化されている。長伐期林（100年くら  

い）は，高品質材の生産を目的とし，計画的な保乱 除伐，間伐が行われ 成長  

も旺盛で成績も良好である。この形態の部分は，立地条件上から水源かん養保安  

林的効用を果して，地域に大きく貢献している。シイタケ原木林については・ク  

ヌギの人工殖栽成よって，樹種の改良と肥培とを行っており，かつまた，こわが  

地元民への労務の供給源でもあるシイタケ生産グループ「四一一会」（昭和41年  

陀設立した）に対し，計郭勺把立木販売をしているほか，自家用陀供し，現在1  

年5tの生シイタケを隼應し，今後増寝の計画予定である。  

（2）経営の近代化生産基盤の整備，資本装備の投資がかなり行われており，  

その利用効率も相当高い。   

昭和42年からほすすんで林業資金の融資をうけており，造林，林道の生産基  

盤も．はば整備され林道密度などは村のそれが3・9m／ペ1aであるのに対して・  

この経営林にあっては，すで把20m／舟aに達し－近くは30m／侃a作設するよ  

う計画されている。  

（3）土地利用および労働刀利用もかなり合理的である。山林は，かってほ，梅  

林，竹林，わさび堰などを試験的陀研究実験してきた。しかし成功ほいたらなか  

った。こか＝に屈せず将来を期して，さら陀研究をすすめ，地元への労働供給源と  

して，その確保に供しようとしている。現在，所有地の大部分は人工林として活  

用され 一部12．3haを地元小学校の基本財産として，その財濠把あて，地元民  

子弟の教育にも貢献している。他の土地は「信栄林産」の工場用地として活用し  

ている。その隣地は，将来，製材工場に拡張利用の計画がすすんでいる。労務把  

っいては，前述の如く．地元民の離村による過疎化をくいとめることと併せて．  

労務者通年就労促進把加えで恒常的収／上の確保に努めている。すなわち，地元民  

夫婦ともども把，山林労働ならび軋，「信傑林産．」での，自家生産材ならびにl  

地元材による間伐木利鞘により、大事企業むけ梱包材，ダンネージ材などを生産し・  

地元労鰍力の雇用創出に努めている。その成果は‾大なるものがあり、さらに今後  
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「  

拡■大の方向把ある。  

（▲墾）栽培技術把ついては，まず，大手製紙会社へパルプ原木を多量把供給して  

いたため，そのおり自力でチップエ場を設立した。こわは，はぼ2年間で閉鎖し  

た。これが機縁で，農林漁業金融公庫から造林資金の融資をうけ，流出する地元  

労務を活用調達して，昭和35年から昭和‘14年までの10年間に，約122Ila  

の造林を精／り的托すすめた。当概地は，非常に新しい時代の基岩安山岩の上に阿  

蘇火山の噴出物である凝灰繋壌土を主とした腐植打とんだ砂質ないし，礫貿壌土  

であって，スギの育成把は適している。スギ品種の選定には，もっとも安定した  

郷土品穫を主体としたヤプククリ，アプトスギ，などをとりながら，早生系のウラ  

セパル．サンブスギなどの造林は極力吟味しながら造林してきた。特把郷土品穫  

のヤプクグリは，幼今期把根曲りを生じ，短伐期施某にほやゝ難点があるので℡  

地利の憩い箇所，さらに品穫こり適応性の大きいことから地味の比較的おとる箇所  

忙選別造林している。しかし，近年の良質材生産指向や，間伐材の付加価値向上  

をはかるため托は，幼令期の根曲りが一一番欠点とさわるので，アヤスギなど根曲  

りの少ない品穫を意識的に選択しながら造林を推進している。樹種別の比率ほ，  

スギ70．3喀，ヒノキ15．2‰クヌギ14．5帝で，スギが主体をなしている。  

スギは1年生の挿木雷を使用し．品種としては，ヤプクグリ，アヤスギを主体把，  

アオスギ，ウラセパル ．サンブ，ヨシノスギなど数品種かこかぎっており▲ これら  

を適地を選択して導入している。生産呂慄は従来，他の経営者と同様，一般用材  

生産においていたが，15年前から，諸条件を考慮把将来をも見とおして，アオ  

スギ，ヨシノスギ陀よる優良材の生産把変更している。すなわち，優良材生産地   

については－ 地利，地位的な条件を勘案して，選定するとともに，枚打、ら把つい  

ては画・－一的に行わず，立木の形状に適した技術を実施している。林地肥培は，昭  

和35年から幼令林施肥を行なってきたが，最近は，除伐，間伐，枚打をした林   

分の生長促進のため，壮令木把対する施肥をも行うことにしている。  

（！i）経営把は計画性があり，かつ経営に対する改尊意慾が旺勢である。   

とく把昭和40年からは林業経営に専念して，山を見直し．県からの応援をう  

けて，実地踏査把ほじまり．昭和42年からは農林漁業金融公庫から林濃資金の  
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融資導入をうけl積極的に経営基盤の造成把あたり，自ニE的な個別像諸計画を樹  

立した。昭和45年には森林施業計画花数訂し，以降はこれ佗基づいて実施し，  

経営の計画化と改善把は，とく把積極的陀とり組み一 多大の成果をあげつつあり，  

主伐期に達すれば収支の安定は可を巨と考えらわる。   

さらに、一般用材，優良材，隻シイタケ生産，間伐材の寓・要開拓，など広範な  

活動を続けている。昭和41年，地域産業振興の一環として，シイタケ栽培な地  

域の基幹作目とすることを提唱して，シイタケ生産希望者把よる「潤一－一会」を結  

成し，自家取木材な供給するなど，地域の発展を考慮した林業経営を行っている。  

また．昭和50年「山生会＿；を設立，36名の会員で出発，優良材生産のため従  

来の密植林打抜打，間伐の技術をとり入れ 合せてシポリ丸太。磨丸太，無節材  

の生産地域を形成するべく．中心的役割を博している。  

（6）簿記類について。これら森林施▲莱計画把基づいての経営管理にあたっては，  

言うまでもなく，山林台帳，施業計画乳 森林施業図，森林記録簿，造林督金関  

係書頓綴，賃金台帳，会計帳簿など，そのほか各種の帳簿蟻がかなりよく整理さ  

れている。また5年ごとに資金雷 労務，収益などの実態を分析研究すること把つ  

とめ，精力的把意慾的に林業経営把とりくんでいる。  

薗地域社会への貢献と今後の発展方向   

全村，山また山の上津江村では，民有林はすべて水源かん養保安林的存在であ  

り，きわめて零細な保有構造，資産保持型のL山林経営，林道，作業道の配置構造  

の弱小性，村民流出把よる林業労働の減少傾向，など数多くの問題点なかかえて  

いる。このような環境の中で恵まわている点は肥沃な土壌によるスギ植林の可能  

性とその造成であろう。経営者は，地元屈指の篤林家として，先代より遺作り，  

発電事業，労働流出防止のため，シイタケ原木の供給，所有山林の生産・驚薩活  

J引こよる地元住民の・生活安定に貢献Lてきた。とく把間伐材の静翳開発．山村経  

済の振興．過疎化防止のための諸施策と，その実行への腐心努力をしている。ま  

た林業経営のほか把，梱包材の生産会社「信栗林産」を設立し．従弟員の雇用を  

通年化して，雇′馴呆験などかこよる福祉葡の充実なもはかっている。さらに今後は  
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間伐材利用のため，製材加工部門の進出をも計画している。  

また森林組合のため托も．白から理容として活躍し，間伐材の委託販売，作業  

班の活用など並々ならぬ努力をしている。所有山林の造林成績は，林業改良指導  

員の技術指‡轟を積極的に受け入れ その保育，管理把努力をいたし，非常に良好   

であり．経営の斬新さと多角性は地元の林業家の垂範に値いするものである。   

長男は，熊本市の工場で目下修業中であるが，近く林業経営の後継者として帰  

村する予定把なっている。また，長女夫婦（婿養子）は．父の補助者として，シ  

イタケ生産を主体とした林業実践署じ門l経理部門を担当し，信栄林産の業務をも  

助けて，精力的に家族ぐるみで林業経営陀取組んでいる。   

近年とみ佐木材雷電が列材把傾斜し．国産材のうち，中，下草級材の生産，な  

かでも間伐材の消費に影響を与えつつある趨勢のもとにあって，大企業むけにス  

ギの間伐材利用の開拓はあかるい話であり．今後．さら陀この進展がのぞまれる。   

以上，経営者は白から標模した4つの重点目標，①，長伐期，中伐期，短伐期  

の組合せ把よる経営，②．林業労務の確保と安定化，③，林道を通じての地域社  

会への貢献，④，経済効賽，作業効率を高めるための作業道の開設を着実に実践  

しているが，出品財の内容ほ一応地元社会の賞讃をえている。また，その基礎を  

なす技術，および経営ほとく把優秀とまではいかないまでも，林業普及技術員な  

どの指導をもうけいれ 白からの研究も加えながら健実把敢行しト林業の近代化  

と産業的発展把役立てようとしている点は，地域社会に直接，間接貢献している   

ものがある。   

林業的土地利用の進度および∧工林の成熟痘合の極めて高い上津江村把あって，  

今後，さら托一層，活力のある健全な森林と，そこからの優良材の生産への指向，  

軋／」＼規模所有者の観葉化などによっての高変集約施業体系の確立，ならび把林  

業生産の環二墳墓盤整備，そして特殊林産物の生産体質の強化－ ひいては，林業生  

産と木材工業との調和へのたゆまざる進展が望まれ あわせて，林業後継者，林  

業労働者の確衡 森林組合の広域合併による執行体制の強化把対して，経営者の  

努力ほあづかって力あるものを認め，さらに層一層の精進と発展が期待される。  
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山村の村づくりに邁進  

信 同 義 彦   

終戦後員後，製材，チップ，米材，  

北洋材，南洋材，新建材と優々取扱い  

経験致して熊本に在住し，昭和36年頃  

から私なりに植林に辛がけて参り，39  

年に一応最初の計画を完了しましたが，  

昭和40年に帰京致しまして，林業にほ  

全くの素人でありました関係上，昭和  

40年，41年に，県の林業改良掬導員の  

方にご指導をいただき経営計画を策定  

致し，42年より45年まで，第2期計画  

を実行致し，今日まで酉林致して参り  

ました。   

第1期計画は，主に広葉樹をチップ  

を生産することによって，跡地に杉62  

わaを造林しました。第2期計画でをま，  

私の住んでいる地域が，青から椎茸の  

産地で，そのため地元の方々とのより  

密接な連繋を保ち，また椎茸栽培にも  

緻篠的に参加することで，くぬぎ（凱．4  

ha）の造林をとり入れ，杉45ha，ひ  

のき23baを植栽帝林して参りました。  

そして現在では，除間伐，枝打が主体  

となり，これからが本格的な山道りと  

言ったところです。   

義経営の目標としては，部落に簡易水  

道の水源な提供致して腎りますことも  

あり，良伐期の団地と40一、50年を翰  

伐期とした法正林の設定と優良材の生  

産を目的とした短伐期林の組合せによ  

る経営であります。勿論，このために  

は労務の確保と安定化を因ること，作  

業効率と経済効率を高めるための高密  

度化された作業道の開設を目標として  

腎ります。そして最終的に負荷価値の  

高いものを生産し，私は私なりに林業  

を通じて地域の村道りに参加したいと  

思って腎ります。併し，この目標を達  

成することは並大抵のことではなく，  

絶えざる努力と忍耐と計画等が要求さ  

れ，殊に長期の年月が必要であり，後  

拙著との合意常よってのみ達成され，  

そこに経営の年輪が築かれてゆくもの  

と信じて賢ります。   

今回栽の林業経営が表彰の栄替にあ  

ずかりまして，全く意外のことと恐顔  

致し，また同時に大きな勇気づけをい  

ただき，地域林業のために，そして過  

疎の故に洗われるLLj村の村道りのため  

に微力を尽したいと思います。  
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第18回／農林水産祭受賞者の業績  

印刷・発行／昭和55年3H20日  
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天皇陛下拝謁のあと皇居で記念機影の天皇杯受賞者  
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rむらづくりの今後の方向」を講演する農  

村開発企画委員会等務理事の石川英夫氏（右）   





発 刊 の こ と ば  

農林水産祭ほ，全国民の幾林水産業に対する認識を深め，農林水産業老の技術  

改善及び経営発展の意欲の高揚を図るための国民的な祭典として，昭和37年，  

鹿林水産業者に天皇杯が御下賜になったのを機会に，従来の新教感謝祭を発展的  

に拡充して始められたものです。   

この農林永産祭は，農林水産省と日本農林漁業振興会との共催のもとに，各方  

面の協力を得て，毎年11月23日・勤労感謝の日を中心に開催され，農林水産業  

老に天皇杯などの授与を行う式典や一般国民に農林水産業を紹介する農林水産展  

などきわめて多彩な行事を行ってきております。   

昭和54年度は，その1鋸回目に当たりますが，本年度の最大の特色ほ，農林  

水産祭の表彰行事の対象部門として，従来の幾産，園芸，畜産，蚕糸，林産及び  

水産の6部門のほか㌢こ，新た㌢こ「むらづくり」部門が設けられ，これに天皇杯が  

御下賜針こなったということです。   

本年変の天皇杯などの遜質審査の結果は，次のとおりです。   

すなわち，従来からの農産等の6部門については，第18回農林水産祭に参加し  

た各種表彰行事（344件）において農林水産大臣賞を受賞した出品財552点の中  

から，天皇杯を授与されるもの6点（各部門ごとに1点），内閣総理大臣覚を授  

与されるもの6点（同），日本農林漁業振興会会長賞を授与されるもの7点（園  

芸部門2点，その他の部門1点）がそれぞれ選考されました。また，新たに設け  

られたむらづくり部門については，41県から各1点推薦のあったむらずくり事  

例の中から，天皇杯，内閣総理大臣賞を授与されるもの各1点，農林水産大臣裳  

を授与きれるもの14点がそれぞれ選考されました。   

農林水産奈において表彰されたこれらの受賞者の優れた業頗ほ，農林水産業の  

近代化や豊かで住みよい農山漁村づくりへの生きた指標として，関係各方面の方  

々に大いに稗益することと思います。ここに，これらの薬液の概要をとりまとめ  

て発行することと致した次第です。   

終わりに，本書の編集に御協力をいただいた執筆者その他の関係各位に対し，  

深甚の謝意を表します。  

昭和55年3月  

財団法人  日本農林漁業振興会   



水 産 部 門  

天皇杯受賓／警護にんべん  

（日本大学農獣医学部教授／高 橋 豊 雄）   

内閣総理大臣薯受饗／城ケ島漁業協同組合増殖研究会………………‥ 18  

（温水養魚開発協会常務理事／黒 目〕竹 弥）   

日本農林漁業振興会長認受寮／室戸岬漁業協同組合研究部………… 29  

（高崎経済大学教授／大 津 昭一一郎）   



天 皇 杯 受 薯  

出品財 かつおぶし削8jぶし   

受賞者に んべ ん  

（代表者 高津伊兵衛）  

（束京都中央区日本橋室町2－8）  

頗受賞者の柏歴   

株式会社にんべんほ，元禄12年（1699年）に初代高津伊兵衛が江戸にか  

つお節足を創業して以来，代々の店主は初代の創業理念「良品執値なし」を深く  

心に刻んで家業に励み，幕布，諸大名の御用達などを勤め，また日露戦争に際し  

ては，かつお節頓の納入を－一手にうけるなど，家業は隆盛把進展した。大正7年，  

従来の個人商店を株式会社高津商店に改組し，昭利23年に社名を株式会社にん  

べんに改め，現在把至っている。昭和16毎，11代伊兵衛が日太鰹節統制株式  

会社社長を兼任し，戦時下業界の指導に尽力した。   

昭和23年，戦災にて焼失した店舗を現在地東京都日太橋に復興し，昭和30  

年代には販売網の拡張などに力をつくしたが，当時かつお節業界は不況の汲を受  

け，苦境の時代であった。にんべ′んは，この不振を打破するため昭和44年長年  

の努力の結実である，かつおぶし削りぶし（商品名フレッシュノくック1を業界に  

先がけて生産，発売した。太商品の大ヒットにより，その後，社業は隆盛の一途   

を進んでいる。   

現社長12代伊兵衛は，11代伊兵衛の長男として昭和10年11月13日東  

京都港区青山にて出生，33年3月青山学院大学経済学部を卒業，株式会社伊勢  

丹把入社，35年1月株式会社にんべん把転じた。一社員として各穫現場事務に  

つとめ，42免役員就任とともに前社長高津照五郎を補佐し，特にフレッシュパ  

ックの生産販売に尽力し，今日の社業安定，隆盛把貢献した。52年社長就任以  
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株式会社にんべんの役員  

降は，自から陣頭指揮をとって一層の発展托努力している。なお，フレッシュパ  

ックに続く新製晶の生産販売にも意をそそぎ，着々と成果を挙げている○   

氏ほ現在，全国剤節工業協会副会長，日太鰹節協会技術研究委員などに就任し，  

業界把多大の貢献をなしているが，業界の発展にほ特把意を用い，フレッシュパ  

ックの開発把際して取得した9件の磯城関係特許ほ，独占することなく，すべて  

業界に公開している。また一あ母校育Lu学院校友会の各種役員をつとめる傍ら，  

初等部ラグビーコ…チとして若者の体力，情操の養成淀も熱意をそそいでいる。  

国縫営概況   

株式会社にんべんは，東京都中央区臼太橋奄町2丁目8番地把本社をおき，東  

京都目黒区把仕入部，埼玉県川口市把工場，研究開発郡，静岡県境津‘市把配送セ  

ンター，この′他4出張所，1審務所を有している。社員250名を擁し，代表取  

締役社長高津伊兵衛をほじめ，常務取締役3名，監査役1名の役員が就任してい  

る。資本金8，800万円，総資産76億円，年商約101億円（昭利53年変）  

の中／′ト企業で．取扱商品ほかつおぶし削りぶし‥・フレッシュパック（55給8千  

万円，全販売の559あ），液体調味謡ト・つゆの素（26億4千万円，20痴），  

かつお節，削り節，その他である，受賞財かつおぶし削りぶし（この種商品陀対  

しJAS規格協会が昭和51年，この他のけずり節商品と区別するため命名した）  

の販売竜は，発売当初の昭和44年以降5，6年間は増加の一途を進んだが，こ  

こ数年問は1億、1億5千万袋（1袋5g入り）程夜を推移している。   

膏貸店などに多くの直営店舗を有し，その他有力問屋，大型ス州パーなどに卸  
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売するなど全国に販売ルートを有し，また欧米諸周などへも多少ながら輸出して   

いる。  

なお，株式会社にんべんの経営分析を行った結果，53年直中′′J＼企業庁による  

食品卸売業および食品製造業の標準指標と，にんべんの指標を比較してみるに概  

ね良好であり，したがって経営は安定している。  

圏受賞財の概要  

本受賞の原料かつお節の源泉ともいえるカツオ乾製品は，天意令（710年）   

にも記録され，古くから食用されていた。現在のかつお節把近い製品ほ，江戸中  

期に土佐，紀州に登場し，伊豆，安房へ伝り，その後，南ほ薩牽から北は三陸ま  

での広い地域把て製造され，副食品，調味料として広く国民に愛用され，明治末  

期以降第2次‾大戦前までほ，年間1万tはどが生産された。   

かつお節は，そのすべてが良質なクンバク質で栄養価値の高いものであり，う  

ま味成分の双璧ともいうべき各種アミノ酸とイノシン酸を有し，とくにイノシン   

酸含量の多いものである。またアミノ酸とイノシン酸把ほ，うま昧把対し相乗効  

果をあらわし，したがってかつお節ほ優秀な天然調味料である。  

この製法のあらましは次のとおりである。   

新鮮なカツオから両側肉を切りとり，この肉あるいほ，さらにこれを体軸把沿っ  

て2枚に切りさいた肉片を沸騰水中にて十分に煮熟する。次把′」＼骨を抜きとり，  

皮および皮下脂肪を削りとる。この煮熱肉を堅大のいぶした壇の中でしばらくの   

間，高温加熱乾燥する。次把放冷し，再び前同様把乾燥，そして放冷する。この  

ような所謂，間歓焙鹿を10数回くりかえし，水分28喀はどまでに乾燥する。  

次にこの表面を削り，膚を整え，カビつけのため樽に詰め，ふたをし10－15  

日間放置する。表面にカビが発生する〔これを天日に干し，カビを払い落し，再  

び樽話する。このカピ付操作を通常4回はど繰りかえす。このような処理の終了  

したものが「かつお節」であり，業者はこれを本鰹節と呼ぶ。   

かつお節の現存の製法ほ，約300年前に端を発し，秘伝ともいわれた伝承技  

術，これに加えて各時代のかつお節職．∧の次々に重ねた修練，工夫によって今日  
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の優秀なものに完成された。この優れた技術は，歴代のお職人衆の思いもかけな  

かった高度の科学理論の数々によって裏付けされている。すなわち，生肉を煮熱  

することは肉に存在する腐敗紺㈲ 自己消化酵素の働を止めることによって，肉  

を腐敗し難いものとし，また肉タンノくク質を熟変性させ，肉を乾燥tノやすい状態  

にする。カツオ肉中には，うま味成分イノシン酸を無味にするイノシン酸分解酵  

素が含まれている。このものは加熱されると，その作用がこわきれる。したがっ  

て生肉を乾燥するとイノシン酸が撫味なものとなるが，煮熟後乾燥すれば肉中の  

イノシン酸はそのままで残り，カツオ節のうま味把役立つこと把なる。焙乾は製  

品を低水分にすることにより，保存性を高める篭饗な役割りを有するが，煙の中  

での乾燥は，應の香気或分をかつお節に付・与し，また優に含まれる防酸化成分が，  

かつお覇托含まれる脂質の酸化，悉変を防たし，製品の晶賽保持に役立っている。  

カビ紆において，かつお節中の水分，脂質がカビの繁殖把より消失，減少し，製  

品の品質が向上する。なおカビが脂質を分解，消費する際に香気成分が生じ，か  

つお節に香気を加える。   

このように保存性を高く，優れた栄養食品，天然調練料であるかつお節は，旋  

用把際し，その都変則らなければ簸えない不便さのため主婦から敬遠され，また  

－一ふ  合成調味料の目覚しい市場への進出，サバ，イワシなどの安価な削り節の  

消費鼠の増ノ川などにより，かつお節の需要は著しく減少し，一時は「番傘，，接  

燈，日和下駄卜鼻緒すげかい，かつお節」と斜陽の代表托さえあげられた。   

280年の歴史を電ね，東京の老舗の右翼に列し，光栄ある伝統を保持するに  

んべんも時代の流れである消僚者のかつお節離れに抗しえず，戦後の－一時期は経  

営把危機感すらただよった。前社長高津照五郎氏は，かつお節業界がこの苦境を  

乗り切るためには，かつお節を原料として消費者のニーズに適合した商品の開発  

が急務と考え，昭和33年ごろから社を挙げてその開発抵当った。   

当時，市場に多最に出廻っていたサバ，イワシなどの削り節は，品質良好とは   

いえず，保存性も低いものであった。また良質なかつお節を店頭にて削って販売   

されていたが，これは香味，色沢などが短時間内に消失，悪変するものであった。  

にんべんほ優良かつお節を原料とし，その香味，色沢を長期間保持し，使用に  
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便利な商品の開発を臼ぎlて，昭利33年噴から不活性ガス充囁包装削り節の製   

造把ついて研究を開始した。原料かつお節の品質，包装用フイルムの性能，ガス  

置換方式，削り疑りキの塑状，1袋の内容量などについて種々模索の後，43年把  

至ってようやく満足のえられる商品の開発に成巧し，翌44年春からフレッシュ  

パックと名づけて市販を開始した。   

消費者のニーズに適合し，風味良好なこの商晶ほ，急速に需蔓が高まり，近年  

天′」＼10n社を越える業者が競って，この種商品を生産している。ある経済通信  

社の推定値によるものではあるが，昭和45句三以来の本商品生産量の推移は次の  

ようである。45年の生産量65tが，年々急増し，48年2．000t，50年   

5，000 t，53年は6，800tに達している。この推定値の正否ほ，さだかで   

はないとしても，本商品の急激な生長ぶりを物語るものと考えられる。   

一斉，かつお節の生産ほ，戦前1万t台を長い間つづけていたが，昭和20年  

代把ほ2千－6千tを低迷し，その後漸増したが，39年ようやく1万t台に乗  

り，44年14，000tに増加し，その後上昇傾向をたどり，51年24，464  

t，52尭23．755t（農′休省統計年報）を記額した。   

かつおぶし削りぶしバック商品の原料かつお節は，荒仕ヒげ節と称されるもの  

で，これは本柘節と同様に品質優良なもので，製造行程もほとんど同じである。  

本柘節にては煮熟肉に破損があれば・これを修繕し製品の形を整えるが，荒仕上  

げ節把ては，このような処理は省略し，またカピ付は2番にて終了する。   

この2点を異にするのみである。   

前述の農林統計のかつお節生産量のうち，近年のもののなかには荒仕ヒープ節生  

産量も含まれている。日本鰹節協会の資料把よると昭和52年の荒仕ヒげ節の生  

産量は10，125tとのことである。したがって52年直のかつお節生産料（2  

3，755t）における荒仕上げ節の占める割合ほ，42．6喀に達して，近年把お  

けるかつお節の生産増の大部分は，本商品向け荒イ土上げ節の生産によるものと考   

えられる。本商品の開発，生産がかつお節業界に貢献する所以といえるであろう。   

一方，かつお節原料魚であるカツオは，わが国漁獲量の5位あるいは6位を占  

め，数年前までほ年間20万t弱のものが水揚げされていた。近年上位のタラ，  

－10－   



エ場の内部（上左）  

削り磯（右）  

自動充填ガス置換包装装置（左下）  

マグロなどが，漁獲量を低下しているのに反し，カツオは47年噴から増加し，  

49年346，895tを記臆し，その後30万t前後を推移している。わが国カ  

ツオ漁業の主管漁場である太平洋把おけるカツオ漁獲可能魔は，80～100万  

tともいわれ，イント1年，大西洋などの資源を加えるならば一層多くなり，現在  

もっとも余裕ある水産資源の一つといわれている。   

このように資簡約把は有望なカツオも，その需要面ほ余りよい状況ではない0  

そう菜としては刺身，たたきなどの生食に一剛、られるが，煮，焼きしたものほ余  

りよろこぼれない。加工用としては鰭詰および，その原料となる冷凍品向である  

が，これらの大半はアメIjカへ輸出されていた。現在，わが国輸出全般における  

と同囁きびしい状態である。   

かつお節はカツオの需要面把おl．、て重要な役割をはたしている。昭和52年慶  
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の全かつお節を原魚換算（歩留り18痴として）すると131，000t把なり，  

同年のカツオ漁獲量309，407tの約42喀にあたり，漁獲されたカツオの半  

量近くが，かつお節に作られることになる。   

したがって現在，全かつお節の42．6痴を占める荒仕上節を原料とするかつお  

ぶしけずり節パック製品は，近年におけるカツオ漁獲増をささえる一要凋で，カ  

ツオ漁業の安定把貢献しているともいえよう。  

本商品ほ次の諸工程によって作られる。先ず原料節の表面をよく洗い，水潰後  

800c，10分間蒸煮殺菌し，冷蔵庫にしばらく保管する。次に超硬刃の回転削  

り機堰かけて厚さ50ミクロン程度把削り，更陀幅2凱孤はど把締切したものを，  

自動計量窒素ガス置換包装機へ送り込み，ガスバリアー性の高いプラスチックの  

透明積層フイルム製′J＼袋に5gづつ入れ，この袋の中に数分問窒素ガスを噴出さ  

せ，空気を完全把追い出して窒素を充喝し，たゞちに密封する。これら製品は一  

品ごとに金属探知器にて金属混入の有無が検査される。な野上記の秤量以降の作  

業は，すべて機械化され，自動的に行われ，1ラインの製造能力は1分間あたり  

60～80袋である。  

園出品財の生産上の特色  

かつお節には多少とも脂質が含まれ、焙．乾の防酸化効果により安定化している  

が，長い間空気にふれると空気中わ酸素により酸化，変質し，かつお節の品質低  

下を招く。肪質の多いかつお節は所謂油節となり，また不良品ヒラタを生じる。  

カツオ肉の鮮紅色ほ筋肉色素ミオグロビンによるもので，この色素も酸化し，褐  

変する。したがって，かつお節の色沢ほ酸素によって変色する。ましてや，かつ   

お節の赤色色素ほ，カツオ当三肉の場合よりも一層酸化褐変しやすいようである。  

かつお節のような塊状のものでも上記のように空気との接触により悪変が生じ   

るが，ましてや薄片状の削り節ほ空気との接触面がいちゞるしく広く，肪質，色  

素の変化が速に生じる。しかし，完全に空気を除き教索の全く存在しない状態把  

削り節を保持すれば，この憂は全くなくなる。その一方・法ほ，真空包装すること  

である。堅牢な容易を用いればこの方法も有効であるが，比較的安価なフィルム  
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包装によると，内容物の削り節が外王によりくだけ商品価値の：ないものとなる○  

もしも，フイルム製袋の中の空気を不溶性ガスにて置換，充喫するならば，削り  

節の身くずれをなく脂質，色素は全く酸化，変質しない。また焙乾，カビ紆に由  

来する芳香成分も消失せず，畳床成分も安定である。なお削り節の製造把際して  

ほ削り作業を容易にするため，製品水分ほ21喀程度で，このようなものにはカ  

ビ，カツオプシムシが繁殖する。しかし不活性ガス中では，これらによる害が完  

全把阻止される。   

にんべんほ，上記の諸点を留意して新製晶の開発把着手し，先ず炭酸ガスある  

いは窒素ガスを充嘱したポリセロ袋入かつおぶし削り節を試作した。しかし，炭  

敢ガスほ短時間内に内容物に含まれる水分に溶けこみ，衆望包装のものとなり，  

一方，窒素ガスほ3日間ほどにて透過敵失し，ともに失敗作であった。その後，  

7ルミ箔袋を恥、窒素ガス充噸製品を試作した。品質保持という点では満足すべ  

きものであったが，桃色の美しいかつお削り節を消費者が透視しえないため，商  

品としてほ不成功であった。その後ガス充塀機，その他各種の製造機械の改良，  

試作を行いながら，包装用：7ィルム把ついて程々検討した。包装材の選定にほ次  

の諸点把注意した。すなわちガス，水分，紫列線などの透過防止性および作業適  

性として開口性，帯電防止憺克どである。その結果ポリプロビ㌧／ンとポリエチレ  

ンでビニロンをサン・ドイツチした三層フイルムを用い，真空ボックス式にて窒素  

ガスを充喝した内容物透視可能な包装商品の製造把成功した。これがフレッユパ  

ック第1号ともいうべきものである。   

通常，食品問屋にては不特定の製造業者からの単なる購入品に自社ブランドを  

付して販売することも多い。にんべんは創業以来，かつお節販売を業とし，自家  

製晶は禰で，代々優秀な製造業者を協力者とし，その製品を販売してきた。協力  

者は自家製品をにんべんに納入することを誇りとするはどであった。   

本受賞財も生産開始の当初には，川口苗の自社工場にて製造したが，現在生産  

されている多量（年間1鮭、1鯨五千万嚢）の商品は，はとんどすべてが協力工  

場把て生産されている。現在フレッシュノくック関係の傘下協力工場ほ11工場把  

適しているが，にんべんが協力工場な設定する際には，在来から関係あるものは  
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品質検査室  

立地条件などを考慮し，新規のものほ運営者の人柄，経営姿執 製造技術などを  

検討して決定する。これら工場では，にんべんにて一括購入した原料節を用い，  

本社生産管理部把て作製した製造仕様・書にしたがって生産を行う。すなわち，製  

造仕様書にもとずく戯造条件の適否，使用機械の個有性能の保持の有無などをチ  

ェックしつつ生産を行い，これら生産情況を生産管理日報に記載し，速に本社生  

産管理部に送付，チェックを受ける。一方，製品の品質ほ，研究開発部によって  

定められた品質管理規定にもとずいで製品の内容物遷尾，水分含有量，粒隆およ  

び充唄ガス中の酸素残存違などを，それぞれ一定期間ごとに一定袋数を抜きとり，  

工場内の試験室把て検査している。その結果はすべて品質管理日報に記載し，生  

産管理部に速やかに送られる。このように工場自体にて自主的な品質管理を行わ  

せると共に随涛本社生産管理部の担当者が各工場を巡廻し，記億を検討し，適切  

な指示を行い，必零把応じて抜き取った試料把ついて本社品質管理望にて生菌数，  

エキス分などの検査を行い，原料，工程管理をチェックし，JAS規格に適合す  

る優良品の生産把努力している。ちなみに本社直属の川口工場は，昭和・46年10  

月JAS規格の削り節製造工場として第1号の認定証をうけており，その後傘下  

協力工場のうち3カ工場もJAS認定工場となっている。   

原料の荒仕上げ節は，任意の市場から購入するのでほなく，特定の生産協力工  

場にて作られたものを，にんべん本社にて一指帝人し，不適格晶を排除した後，  

削り節生産協力工場に供給される。かつお節製造脇力工場にては，生産管理部で  

作・製された荒仕上げ節製造仕様書にもとずいて生産を行う。原料節の品質は，削  
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り節用片の性状紅いちぢるしく影響し，脂質の多いものは削り片がからまりやす  

くなり，またカピ付を余り十分把行うと削り片が粉状となりやすい。したがって  

先任上げ節にては2番カピ付にて止めている。この他の製造条件もフレッシュパ  

ック向きとして，十分検討した製造法にもとずいて生産が行われている。   

なお，にんべんでは傘下かつお節製造工場のうちの％にあたる6カ工場に対  

しては，近代的多量生産方式把よらず，不便ながら丁寧な伝統的教生によって生   

産するよう指導している。これは伝承技術の保存維持にも役立つものである。   

にんべんは，工場の生産管理，指導陀努力する一斉，経営面における相互扶助  

の艶化，経営者の資質の向上などを目的として全傘下協力工場とにんべん会を結  

成し，協力工場の経営者，その後継者および上級管理者の研修，懇談会を開催し  

て，経営，技術，衛生教育に意を用いている。また協力工場には自社にて開発し  

た自働計量ガス置換包装器などを貸与し，また資本参加するか，協力工場が資金  

を金融機僕欣求める際には，違背保証人になる等の処置を行っている。   

なお，にんべん傘下の削り節協力工場の経営者ほ，すべてかつお覇托ついて熟  

知する優秀な∧材で，この強力な集団が把んべんの本製品の優秀さをささえる基  

盤をなすもので，もしも，かつお節に無関係であった人把よって生産が行われた  

ならば優良品を作ることは全く不可能であったろう。  

圏普及性および今後の発展方向   

昭和44年春にんべんにより本商品が開発，販売を開始されたが，その翌45  

年から53年までの9年間に大小100社によって同種商品が作られ，生産量ほ  

約100備にのびた。このような増加ほ，本商品がかつお節把くらべ捷用が格段  

に便利であり，また消費者の自然食品志向に合致した芳香美味色魔な天然調味食  

品で，高変成長下のわが国消費者の要求佗応える食品であったことに原因する。  

一方，本商品の発明者にんべんが，その開発に際し，その技術を公開したことも  

普及上見逃すことのできないものである。現在，本商品の年間全生産量は6，500  

tはどで，このうち把んべんの商品は約15多である。   

従廉から削り節製造を専業とする大事業者，大手水産会社を始め，様々な企業  
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規模の業者など100社はどで本商品が生産されている。これら生産者の中にほ  

在来／ト規模把かつお節製造を行ってきた業者も参加しており，これら業者は，漁  

業組合あるいは加工組合などの洛力をえて，ガス置換包装器を組合施設中などに  

設置し・ここで自家生産のかつお節を，それぞれノくック製品となしている。   

本商品の普及性は，生産量の増大および業界各層へ広く生産が診透した点では，  

近頃稀れなものであろう。   

上述の如く本商品は，この10年間に急激したが，最近増加率の低下傾向が認  

められる。にんべんにてほ，こわに対処しフレッシュパックの改良品ソフトタイ  

プ削り節を発売した。また，従来の本柘節とはば同項のものであって，①定型，  

②定量，③均質，④省資源化，⑤香味づけ自由，⑥削り容易などの特長を有する  

商品を開発し，54年秋に発売を開始した。また，かつおサラミ，かつおソーセ  

wジとも称すべき若人向，欧米人向の新製品を完成し，これらを53年秋バリー  

にて開催された新規食品および包装資材発表展示会であるシァル展に出品し好評  

を博した。  

このよう把，忙んべんほカツオを原料として国民各年令層に広く愛好され さ  

ら把は世界に受け人れられる優れた食品を作ることに努力している。  
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消費者のニーズに応える製品の開発  

警護に ん べ ん  

（代表者 高津伊兵衛）   

1家族1個使用という経済性も考慮し  

た。   

発売時は消費者にサンプリングな行  

い，食べてもらって，評価な直接聞き，  

品質の改良を行った。その結果，効果  

は徐々陀表れ，45年需要は急上昇して  

きた。生産体制は毎年改良な加え，遂  

に完全自動化な可能にした自動充畷ガ  

ス置換包装装記な開発し，併せて品質  

管理の完全システム化な計った。   

製法覇許はあえて独占することなく，  

業界の発展のためにと公開し，その結  

果パックメーカーは現在，100有余な  

数えるに至った。   

パック需要の増加は鰹節業界発展忙  

つながり，食品業界に画期的な話毯な  

提供した。また自然食ブームの「襲な  

になったことも意義あるととであっナら   

また，本年は創業280年を記念して  

「辣鰹節」の発売なしました。この製  

品は生鰹の大きさに関係なく，一定の  

塾状，一定の教員忙加工することが出  

来るため，省資源時代に期待される製  

品であると自負しております。   

鰹節の需要は明治，大正，昭和と順  

調托伸びてきたが，第二次世界大戦以  

後は年々需要が停滞して，鰹節業界全  

体が斜陽産業化した。その原因として  

は，化学調味料の市場進出があり，ま  

た食品業界が1ンスタント化の方向へ  

進んでいったことが考えられる。この  

棟な背祭の中で鰹節専門店としてlま，  

日本の味である鰹節な如何にして世間  

陀再認識してもらうかが，基本的な使  

命であると考え，昭和33年フレッシュ  

パックの開発に着手した。   

その基本テーマは鰹節の旨さと，け  

づり節の持つ簡便さな兼備えた製品を  

如何Ⅵ作るかということであった。   

鰹節は旨いが削る手間がかかり，け  

づり節は簡単だが品質の変化が激しく  

味が良くない。それでもけづり節は毎  

年需要が増大し，鰹節の味な求めてい  

る消費者ニーズに遊行しつつあった。   

昭和33年に研究托着手して以来約10  

年，透明な気密性のフイルムの出現托  

より，遂常フレッシュパックの開発に  

成功した。従来の削花より細かい削花  

にし，口当りをソフトにし，窒素ガス  

な封入して保存性な高め，カビヤ虫の  

発生な完全に防ぎ，5♂入の小袋として，  



内閣総理大臣賓受寒  

出品財 アワビ増養殖   

受賞者 城ケ島漁業協同組合  

増殖研究会（代表者 星野俊射  

（神奈川県三浦市三崎町城ケ島500－28）  

閻受賞者の略歴一薯任の厳守   

この増殖研究会は，地先沿  

岸漁業の発展と組合員の所得  

の向上を期するため，会員が  

協力して漁業資源の増殖，漁  

場の管理及び漁獲物等の価値  

増大等把関する調査研究を行  

うことを削杓としている。  

昭和51年3月には，第2   

次沿岸漁業構造改善審美によ  

り，7ワビの種苗供給兼葛巻  

施設が設置さわたので，この  

施設の目凛を逮戎させるため  

もあって，同年の2月に，こ   

の研究会が漁筋内の組織とし  

舞1図 受裳者の所在地  

て設立されたのである。   

城ケ島漁貌は神剋【一県三浦半島の突端匠ある島で，北原白秋の「城ケ島の雨＿J  

の詩で有名な美しい島である。漁業の誘から見れま，漁場環璃ほ乳好で，沿葦ほ  
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城ケ島漁業協同組合  
増殖研究会のメンバー  

岩礁托恵まわているので，アワビの生産が多く，アワビの増殖叔ついては，古く  

から漁協の審美として，取り上げらわて来た。この漁協が，アワビと取り組んだ  

のは当然である。   

研究会員は漁協の正組合員65名全員を会員とし，会長1名，副会長，1名，  

会計1名，監理2名を選任し，5名の役員が，毎月2回橿例会を開き運営してい  

る○ この例会にほ，漁協の役員，職員も参加し，研究会の円滑な活動托努めてい  

るのである。   

なお，別陀若手会員を中心托して，1班8～9名の4班を編成し，それぞれ責  

任分担をきめて，研究活動常当っている。この責任分樋制ほよく守られ アワビ  

の増殖察業把良い成果をあげ，昭和54年3月に「アワビ種苗生産3年目を迎え  

て」と題して，日頃の成果を，第25回全国漁村許壮年婦∧活動実績発表大会把  

発表し，賞を受けたのである。   

この研究会ほ，その他常サザエの増殖，クルマエビの養殖（てついても研究活動  

を広げている。   

会長の星野俊男氏は昭和2年，この地に生れ 学校を卒業と同時陀漁業打つき，  

昭和53年4月把衆望をになって会長に選ばれ率先して研究活動に当り，会員  

会の団結を図っている。  

飽受賞材の特色一資源の愛護   

日本のアワビの年生産還は約5，0n O tあるが，需要が多いので年間約3．000  

tも痴人している現状である。したがって，岩礁海岸を持つ，漁協把とって，7  
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種苗供給兼蓄養施設  魚の薔賽施設と組合事務所   

ワピば重電な生産物である。ところが，成員花成長するまでに4、5年を零し，  

漁獲ほ比戟的容易なので，乱獲におち人り易いのである。   

特把，観光地として有名な，この城ケ島では，訪れる人も多く，昭和35年城  

ケ島大橋が建設さわて以来，車で直接乗り入れる観光客も増加し，年間200万  

人把適している。したがって，いわゆる「磯荒し」が多く，アワビの増殖事業把  

は，苦労している。この研究会はこの増殖審業に対し，種々努力しているが，次  

佐技術上の特徴を述べよう。  

（1）種苗の中間育成   

7ワピの人工採首技術ほ開発され かなり普及されて来たので，殻長20一Ⅷ程  

暖までの稚貝の量産はできるよう躍なった。しかし，天然漁場へ放養して増殖す  

るには，少なくとも殻艮30Ⅷ以上托飼脅する必零がある。   

このため，組合は第2次沿岸漁業構造改善施設托より，第1表のよう托種苗供  

給額藩蕃施設（中間育成施設）を昭和51年3月に建設した。   

第1表 種苗供給兼葛蕃施設  

飼 育 水 槽  

管  理  棟  

海水ポ ン プ  

空気 ポ ン プ  

採  雷  槽  

波  板  

施  設   費  

16面（1．7mX5．3mXl．1m，コンクリート製）  

1樵（19．8汀ヂ）   

2台（3．7kw）   

2台（2 kw）   

5槽（2．4mXl．OmXO．7m，FRP製）  

7，800牧（30cmX60cm，45cm〉く45cm）  

1．5nO万円（至司4∩各県：うr）‰三浦市15動組合15夢〕  
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研究会は，この施設把よって，県裁培漁業センターから配付を受けた稚月（1  

個26円）を中間育成して，漁場へ放養した。   

第2表 中間育成結果  

年鑑  管理期間   育成開始時   放 流 時   1個平均 歩留   

53．4～53．10  150kg（5万個）  320kg（48，500個）  6．6g 97帝  
53  

53．12－54．9  

121kg（27，816個）  
54             54．5、・54．9   i4・3．80夢  

70kg（16，092個）   
（54・9現在）   

（注）藁自給生産の種苗と混慈したので歩留不明。中間育成ほ憐量に管理しなけ  

れほ歩留りが悪いので，若い研究会員が中心陀なって，当番制によって  

管理した。   

週1回，カジメ約100kg給餌するが，稚貝・の‾大きさ，密あ季節把より摂  

餌量が異なるので，なるべく多くの会員が餌の状況を観察し，不足の場合ほ直ち  

に当番会員把連絡し，給餌を行うよう托した。   

また，飼育水槽の残餌や泥の清掃は，冬期は10日把1回，夏期ほ5日忙1回  

行い，飼育水を清浄にするよう努めた。  

（2）人工採苗   

アワビの年間漁獲量を20tとする目標をたてた。そのためにほ将来年間の種  

苗放流量を20万個托する必雪がある。ところが，県栽培漁業センクーの種苗生  

産に限度があるので，自ら種苗を自給する努力をしている．。   

この施設は中間膏或を目的として，設置されたのであるが，研究会はこの施設  

を利用して，採苗陀努めている。その結果は第3表の通りである。   

舞3表 自給機雷  

1個平均   

年鑑  管理期間  採常夜枚数  放 流 時    51  51．10一－52．12  7，946枚  190kg（53，757個）  3・3g  5 2  52．11一－54．9  3，500  75kg（13，562〝）  5．5g  5 3  53．11、・  7，893  
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農水産試験場と栽培漁業センクーは，城ケ島托あり，普及我員も駐在している  

ので，指導が受け易い。  

特把人工採苗は技術的fて困難な点が多いので，県の指導を受けながら除々托成果  

をあげている。  

受精卵の採取から幼生の波板への付着までの問は特陀水温の低下把注意し，電  

熱ヒーターで不充分な場合は，管理棟内をストーブ暖房した。   

また，波板から稚月の別離陀ほ絵箋で傷をつけないよう把注意したが，穀長，  

5Ⅷ以下の稚貝は，そのまま飼育を続ゆるよう托し，へい死を防いだ。   

なお，稚貝の附着器として，プラスチックの十字坂を使用していたが，泥がた  

まり易いので，現在はプラスチック樋（長さ90珊，写真参照）に改良した。  

（3）漁場造成  

研究会は組合が実施する次の漁場造成事業に積極的把協力したことはもちろん  
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である。   

アワビ礁  45－52年  26基設置  

N塑礁  51年  100基〝   

（なお，27、50年の間に投石12．212汀㌔実施）  

（4）放饗方法の改善と漁場筍増   

種苗ほなるべく大きくして，漁場へ放藩する斉が効果ほ良いが，魚等の食害を  

防ぐため，「金網かご」把収容して放蕃している。これでも食われるものが出る  

のが観察されたので，52年定からは，約25名の研究会魚拓種苗を割り当て，  

各自が潜水して，50か所の穴場へ一つづつ放慈する方法も試みている。   

組合として，漁業権管理委員会（9名）が徹底した管理を行っているが，研究  

会は率先して努力している。   

主なことほ次の通りである。   

殻長制限の厳守（アワビ穀長11cm）   

アワビ，サザエ，イセエビ制限定規の携行   

禁漁区の管理   

培おこし禁止（稚貝保護のため）   

ウエットプトーツ及びアクアラング禁止   

漁場パトロール，（磯荒し防止のため）  

夏季は毎日，海上1餐（2人），陸上（2～4∧）パトロール   

組合員に対しては，遮反者托は漁獲物の没収，7日間の出漁停止の厳罰托処し  

て，自らを戒めている。   

この結果，観光地把もかかわらず，磯荒しは，ほとんど見らわなくなった○   

種苗放慈，漁場管理の努力把よって漁獲高ほ安定して来た（第4表）0また・  

別打者凄施設もあり，死7ワビの減少托努力し，出荷も調整しているので，年々  

品質もよくなっている。  
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第4表 アワビの漁獲高と単価   

年鑑  漁 獲 量  単価円／kg   

4 6   6，984kg   1，433   

4 7   11，123   1，423   

4 8   7，270   1、730   

4 9   10，287   2．567   

5 0   9，291   2．657   

51   5，798   2．798   

5 2   8，572   2．597   

5 3   10，041   2．928   

また，放流アワビの大半はクロアワ  

ビであるが，漁獲さわたクロアワビの  

70多は放養アワビで占めるようにな  

っているのを見ても，種苗放蕃の成果  

を知ることができる。   

なお，神奈川県のアワビの漁獲高は，  

61t（52年匿）であるから城ケ島  

漁協は約14喀を占めている。  

圏受賞者の経営一磯の合理的利用   

城ケ島の人口は972＜（昭和53年）で，世帯数は245であるが，その  

うち，漁協組合員ほ149人（正65∧，準84人），140世帯（正56，準  

84・）である。   

貝頬，藻類に恵まれているので，裸潜り，のぞき突によるアワビ，サザエの採  

見，テングサ，ヒジキ等の採藻，刺網等の磯根漁業が主幹漁業になっている（第  

5表）。そのほか，たこつば，釣，／j、塑定置網，ワカメ養殖把加えて，近年ほコ  

ンプ養殖が試みらわている。  

策5表 主幹漁業の漁期・経営体数  

漁業種類   裸 潜 り   のぞき突き   刺  網   

漁  期   6・－9月   10・－3月   8・－5月   

経営体数   2 6   2 4   2 5  

このよう把沿岸のしかも磯漁業が主体なので，前記のアワビ増殖事業を中心に  

して磯の資源の増殖に努めるとともに，磯を合判的に利用して・所得の向上を図  

っている（第6表）。  
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第6表 漁獲数量及び水場金敬  

5 2年皮  5 3年変  

漁獲数量（弱）  水場金額（守門）（痴）  漁獲数量（肇）  水場金額（千円）   

月  額  33t（20．5）  43，950（38．0う  70t（44．5）  79，800（61．7）   

（内アワヒ〕  （8）（5．3）  22．260（19，2）  10 （6．4）  （2940（））（227）   

藻  頓  86（53．2）  18、940（16．4）  52（33．3）  11｛）00（85）   

魚  頓  42（26．3）  52．820（45．7）  35（22．2）  38，500（29月）   

言十   161   115，710   157   129，300   

＜集荷販売二＞   

都市近郊で，しかも観光地なので，漁獲物の共同版売ほ困難な点が多いが，昭  

和イま6年以降，すべて漁協で共同集荷し，一都（海藻）を除いて，買取販売を実  

施している。   

アワビなどほ，漁協の暮春施設で薔慈し，鮮麓を保持するとともに，市況を見   

て出荷調整している。   

有利拡販売するため，近くの売店，料理店，観光客への直売が多いが，そのは  

か横須賀，構浜，東京等の市場へ出荷している。このような販売の努力をしてい  

るので，水場金額は年々増加している。   

なお，観光客との関係ほ，組合の所得につながるよう努力さわている。   

釣客把対しては，組合員が釣船を捧供し，売店，民宿も経営され 所得の向上   

になっている。  

（1）漁協の業務  

このような状況で，組合が運営されているが，漁業資材等の購売事業を行って  

いることはもちろんである。そのはか，漁協で生活物資のストアーを直営して，   

組合員咋便宜を因っている。   

なお，漁協の婦∧部ほ116名で結成されているが，貯蓄の増強ばかりでなく，   

漁協の販売車業及び前記の漁協・ストアーの陽動 料理講習会，生活用品の展示即  
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売会を開催している。   

また農協婦人部と交流して有無相通じていることは構築すべきことである。こ  

のような，婦人部の活発な活動ほ，組合員の所得，福祉の向上把貢献しているの   

である。  

組合の業務は第7表の通り健全に運営されている。  

舞7表 漁協の業務内啓  発8表研究会員増資内容（53年症単位川00円）  

項  目  51年庶  S2年鑑  53年鑑   

組合員救  15l   151   1′19   

iE 〟   70   68   65   

塾 〝   81   83   lirl 

職    jl  10   11   

出 資 金  28．。3ケ刊  29，14ナ刑  29，14ナ椚   

補充事 業  57．179  5軋883  53．436   

販売当主．装  100，534  117，777  148．373   

貯   金  693．476  770，840  854，ト17   

指導肇牒潤  5．732   3．830   4．572   

利 益 金  1．9′10   710   3．490   

項  目   A   い   

（1う 収 入 金 怒i   8．一i69   7t334   

① 魚   貝   7，189   6，811   

（診 海   藻   203   100   

③ つ り 船   1．058   409   

④比蘭配当金   19   14   

（2）必 華 経 理  2．535   2．458   

（こユ）碑従者控除   i．870   1．870   

（∠l）曹色モ日管控除   100   100   

（5）所 得 金 額   3．964   2．906   

（6）生保等控除封   1．840   525   

（7）所 関 税 歌   356   305   

◎  ①扶姿家族2名  ①扶豪家族なし  

②専従者ほ世帯  ②専従者は世帯  

主の妻と弟  主の妻及び良男   

（2）漁業者の経営   

組合員の平均年令は55才でかなり高いが，研究会員の中陀ほ，20－30才  

代の青年もかなり居り｝若い力を発揮して活動している0組合の指導把よって，  

組合員の大部分は，青色申告を行っているが，研究会員の経営内容は第8表の通  

りで，所得は年々向上している○  

国今後の発展一観光事業との調整   

ここは，大都市に近く，有名な観光地で種々問題がある陀もかかわらず，この  

研究会員が中心把なり，主幹漁業であるアワビの増殖事業をかなめとして，地先  

の資源保護，増殖匠努めた結果，組合活動を促し，観光事業との調整も取れ地  
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域の特性を生かして，漁業の発展を図っていることは，都市近郊の沿岸漁業の範  

と言うことができる。  

この研究会が設立さわる前からアワビの増殖把努めているが，昭利30年から  

幼只の移殖を始めていることほ，全国的把見ても古い歴史がある。この中間育成  

施設が設置されたのは，神奈川県で最初である。この成果ほ県内ばかりでなく，  

広く普及の役割を果している。   

アワビ稚貝20万偶の放番目僕達成把ほ，まだまだ努力が必葵であるが，次の  

方針をとり，今後の発展を図る予定である。  

（1）アワビ種苗の中間育成   

県からの配付を多く受け，優艮種苗を養成して，放養することを中心とする。   

ほ）アワビ種苗の自給   

困難な点が多いが，県の指導を受け，採常数の増加把努める。  

（3）放賽技術の研究   

放流容器の研究把も努め，夜間放蕃を含め効果的な放流方法を開発する。   

なお，この中間飼育施設の空いている水槽を捷用して，9、12月の問，稚ク   

ルマエビ（体長5cm）を放養して，飼育試験を行っている  
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会員の勇気が活動の支え   

城ケ島漁業協同組合増殖研究会  

（代表者 星野俊男）   

研究会が昭和51年2月に発足してか  

ら3年が経過して，7ワピ種苗生産を  

主とする研究会活動が，内閣総理大臣  

賞という栄誉を得たのは，会員の協調  

精神が徐々忙緩まり，一つの目標に力  

が耗集された結果であったと考えてお  

ります。勿論母体である漁協の長期的  

振興計画に基づいた楷導をバック忙，  

また神奈川県水産試験場や普及員の協  

力を得て，研究会活動が運営されてき  

たわけですが，アワビの種苗生産を行  

い，棲み場の改良造成を行い，さら佐  

笹甫放流の漁趣効果を高め，自然を管  

理していこうという試みであるだけ吼  

未知の分野に挑戦する会員の大胆な勇  

気が活動の支えでありました。   

私達の活動は，会員各自の操業後に  

開始されますが，そのためアワビの欲  

しいものを必要とする時忙，与えてや  

れないことが一番残念でした。力仕寄  

であれば会員の力を合わせれば座礁し  

た船でも動かせますが，旨く受精しな  

い時，気温が下がり細胞分裂や幼生の  

波板への付着がうまくいかない時，さ  

らに椎貝が5〝貯花の大きさ忙なると，  

餌を不足させないため波板からの剥離  

作業をするのですが，1個1個剥離し  

ていく時のしんどさ陀はこたえました。  

私達の指は細かい作業には，あまり向  

いていないからです。   

アワビ漁獲量は増減はある托しても，  

一昔前の2倍程度に保たれており，ま  

た漁協の出荷調整などの努力忙より水  

揚金額ほ年々増大しております。その  

ため，組合員は勿論一般島民，民宿，  

ラ売店の人達忙も研究会活動への理解が  

深まり，磯荒しする人を発見した場合  

には，いち早く漁協へ通報しでくれる  

など，まこと把審ほしい状況になって  

きています。   

城ケ島周辺は餌となるカジメ，アラ  

メなどが豊富であることや，海底の地  

形などから7ワビを主とする磯槻漁業  

の振興忙ほ有利な条件は臭っており，  

自然の克服は長い年月を要する忙して  

も，今後は研究会独自の努力と漁協の  

力を合せて，磯板漁業を振興させてい  

きたいと考えています。10月の台風20  

号による高波で，よもやと思われた種  

苗生産施設が破壊され，【委l然に挑戦す  

る人間への鉄槌のように感じました。  

しかし，研究会活動の基礎になる施設  

の復旧計画は着々に進行しており，関  

係者のご協力を得て，恐れず頑張って  

いきたいと考えております。  
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日本農林漁凝振興会長饗受薯  

出品財 マダイ一本釣  

受賞者 室戸岬漁業協同組合  

研究部（代表者 武井勝喜）  

（高知県室戸市室戸岬町4728－3）  

図受賞者の略歴   

高知県室戸市室戸岬地区は，高知県の東南端に位置し，急傾斜の山が海岸まで  

迫り，ほとんど農耕地灯恵まわず，古くから漁業により生活を営んでいる純漁業  

地区である。   

室戸岬漁協ほ781人の組合で構成さわており，遠洋鮪漁業を柱とし，沿窪漁  

業も盛んな地区であり，昭和53年変の水場は212億円作達している。室戸岬  

地区の最大の漁業である遠洋鮪漁業ほ，40才前後把なると体力的に，その業務  

に従事することができなくなり，したがって沿岸漁業把従察することになる。沿  

岸漁業としては，瀕付魚と鮪頼，サバ，アジ頬等の回遊魚を対象とした・一本釣漁  

業を中心にその他，潜水器，三枚網，サンゴ漁業等を営んでいる。   

今回受員の対象となった室戸岬漁協研究報＝研究部会員180人 会長武井勝  

者）は，主として遠洋鮪漁業から沿岸漁業へと，第2の人生を切り開いた漁業者  

のグル…プの研究活動の成果である。室戸岬漁業研究部は，昭利33年2月に発  

足し，武井会長を中心とした18∧の研究メンバーの研究体制ほ，漁業技術の数  

々の課題を研究メンバー把課し．会員相互間のそわぞわの研究交流把よって研究  

成果が発表されてきた。漁村青壮年全国大会において，過去2回研究発表を行っ  

ている。昭和36年第5回一大会，めじか曳縄釣潜行板の研究（大会記念賞武井勝喜）  

昭和43年MK式自動シャクリ機の省力化打ついて（研究会グループ受濱水産庁  
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室戸岬漁業協同組合研究部のメンバー  

長官賞）等，今回3皮目の研究発表の成果である。   

この研究グループほ絶えず変わる自然，社会的変動陀対応した研究体制を持続  
〝  

させており，今日，漁村把おける指導者の少いなかで むら づくりの観点から 〝  

も貴重な存在である。   

漁海況の変動等により主たる漁獲物であったメジカの潰成ほ，沿岸漁家経営陀  

とって著しい打撃であった把もかかわらず，研究部の熱心な研究成果により，い  

か活餌の開発により，たい一本釣漁業を成立させた。沿岸漁業におけるこのよう  

な発想の転換によって，漁家経営を一歩前進させたことは，単なる利益追求とい  

うことでほなく，200カイリ時代における沿岸漁業の再評価，漁村社会の組織  

化という観点から大きく評価することができる。   

また，研究会の申合わせ等からもみらわるように小型魚の採捕禁止，タイ放流  

事業等，資源に対する配慮は，産業∧としてのモラールも高く，沿岸漁業陀正面  

から取組む姿勢も海部∧の子孫である漁∧として，かなり好感をもつことができ  

た。そして，これらの研究成果の波及効果も大きく，他県，他地区へと普及して  

おり，数少い沿斧漁業の正統的な振興策として，武井会長をはじめとした研究部  

の中心的メンバーのチームワーク及び，そのリーグ…シップ把よって種々の研究  

活動成果把高い評価をすることができる。  

閻受賞者の経営概況  

室戸岬地区は，高知県把おける遠洋かつお，まぐろ漁業で著名な地区である。  

また，沿岸漁業把おいても回遊魚を対象とした漁業も盛んで，優秀な漁場陀恵ま  
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釣針をはずす  活餌の小イカ萱使用したマダイ一客釣  
漁法により釣り揚げたマダイ   

わ｝一本釣漁業を営んでいる。室戸岬漁協では，遠洋まぐろ船主組合，沿岸まぐろ  

船主組合（19t型漁船），沿岸／j、塑船主組合，′ト釣組合の4グル”…プ把漁業経  

営を区分することができる。今回，活開いかによるマダイ一本釣の研究開発の中・  

心となったのほ，沿岸小型船主組合（52経営体）のうち，指導的な立場の研究  

部員が種々漁具，餌等をテストし，且つ，その成果をみたものである。現在でほ  

／J＼釣組合の大部分もこのシステムを採鞘し，マダイ一本釣灯従事している。   

マダイー本釣の開発の動機は，昭和50年噴から和歌山県沖に発生した天塑冷  

水塊の影響把より，漁獲の60啓を占めていたメジカが不漁となり，その不況を  

打開するため，地先のマダイ釣漁業の研究開発陀とりくみ，清岡′j＼いか捷用把よ  

るマダイー本釣漁法を開発した。清閑小いかは，従来の活エビの捷用より経費が  

安く，容易に操繋が可能となった。また，括エビを和歌山県まで買付け陀行く労  

力，経費を考えると，はるかに合理化が貫徹さわた。しかも大きな漁獲が侍らわ  

るため沿岸漁船の間把普及し，多くの漁民がマダイー本釣に従事し，漁家の安定  

化が一層促進された。   

マダイー本釣匠着手した50年から3カ年間のマダイの漁獲高ほ第1表の如く   

である。  

舞1表 マダイの漁猿高  

昭和 50年   15隻   水 場 高 4．5t   760万円   

昭和 51年   30隻   JJ  5，6 t  1．100万円   

昭和 5‘2年  100隻   〝   21．6 t  4，200万円   

上記の如く年々水場高も増加し，沿岸漁業の経営安定の基礎となった。  
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参考まで慣，タイー本釣専門に近い漁家の6年間，5経営体の水揚状況をみる  

と第2表の如くである。なお，49年を100とし，また，50年からマダイ一  

本釣着手，52年からはとんどがタイー本釣が専業となっている。E経営体は5  

1年把代船建造，若干船が大型化している。  

第2表 五経営体の水揚状況  

昭和  
．18年   49年   50年  51年   52年   53年  備  考   

404万円  309乃円  320刑  348万円  475万円  380万円  曳純，タイ釣  

A                 （13仇7肇）  （100．0褒）  （ユ03，5痴）  （112．5多）  （153．5停）  （123．0痴）   
249方円  134刃ヨ  195万円  225万円  277万円  275刀雪  ．タイ釣，他  

B                 （185．9帝）  （100．0帝）  （145．7肇）  （167，6笹）  （206．3痴）  （205．1褒）   
270万雪  284万円  247万円  297万円  384万円  296万円  タイ釣，他  

C                 （95．2喀）  （100．09各）  （87．0痴）  （104．8肇）  （135．3多）  （104．3帝）   
D  249万円  135万円  173刀刃  235万円  353万円  241方円   〟  

（184．4痴）  （100．0痴）  （128．7痴）  （174，59る）  （261．6褒）  （178．9飾）   

E  109万円   107万円  90万円  310二万円  375万円  265万円   〟  
（102．2喀）  （100．0痴）  （84．3多）  （290．5多）  r351．1舜）  （248．1多）  

昭和49年から50年拓かけてメジカが極端把少くなり，5b年把マダイー本  

釣を開始，52年からタイー本釣が専業化し，マダイ釣は本格化し，′j＼塾船主組  

合の52隻のみならず，沿岸の／」、釣組合の漁船をも含めて172隻に及ぷ漁船の  

はとんどが，タイ一本釣漁業把従事している。   

なお，定置耗購入綱する活餌はケンサキイ九 スルメイカ，マツイカの稚魚の  

ムギワラスズメイカ等である。  

園受賞財の特色   

49年以前までは，メジカの一本釣が大きな収入源で，収入の60多を占めて   

いた。ところが，メジカの回遊がはとんど見られなくなり，生計を維持すること  

が困難となった。このような漁業状況を打開するために，他の漁業による収入源  

を研究部で検討した結果，地形的に活餌の人手，啓養が困難なため，マダイ釣を  

したくても，はとんどの者が操業できない現状であるので，先ず活きたエビを使   

用しないで収入を得ることができ，マダイ釣漁法把取り組んでみてほどうかとい  
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うことが，活動課題選定の動機であった。   

当初，擬餌陀よるマダイ釣を試みたが，成績ほよくなかった。このような状況  

の折，研究部員の2～3名が地先の定置網把′J＼イカ（ケンサキイカ，スルメイカ）  

が入網することに注目し，この′j＼イカを清かして，マダイ釣を試みたところ，多  

い時には，1日1隻当たり2．5～6kgのマダイが15匹釣れ 当隠 活きたエビ  

を陵用していた者の約3倍もの漁獲を得ることができた。このことから，清閑′J、  

イ．カでマダイを多く釣ることができる確信を碍，その理由として次のことが推測  

さわた。  

（イ）小イカは・エビより動きが   

活発で，よりマダイの噴い  

を誘う。  

（ロ）小イカはエビより大きく，   

餌として認識さわやすい。   

活きた小イカを使ったマダイ   

釣漁法は多くの沿岸漁船に普   

及した。しかしなが ら，次   

のような問題がでてきたので，   

改良を加えた。  

（1）清閑のさしカ陀ついて  

′J＼イカの「しり」の先端  

と「しお吹き」に釣針をさ  

舞1図 清餌の′j＼イカのさし方  

舞2図 ケンサキイカふんどう釣漁具  

（プ‾‾［忘ス  ーパ14－16号15爪  

一…よりとり、クルサルカソ3，－4考  

浮シユ・7テ1・－3骨（3～6．5cⅥ）  

ナイロン10～12考3爪   

祝兼親子サルカ／9XlO  

していたが，魚の「あたり」   

を待っている間に／J＼イカの   

活力のなくなるのがわかっ  

たeそこで「しお吹き」把乃・  

さすのをやめ，「胴の端」   

にさすようにした。この方   

法によって，′J、イカの活力  

ミ 翰シュヮテ10．5m（91ダ）  

（シュッテの衣衝な赤，白，娩色軍の和也で鐙う）  
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の減退が少なくなった。荒天の時把ほ，′j、イカが釣針からたびたび列わる   

ので，「しり」の背中側から釣針をさして腹側へ出し，さら把釣針を背中側   

把出すよう托した（第l図参照）〇   

（2）清岡の／j、イカの入手について定置網に人網した′トイカ托依存していたた   

め，次のような問題がでてきた。  

① 最も「飼二目■き」のある日の出前後町操業できない。  

② 操菜船が増加し，′J＼イカの人手が困難になった。  

（卦 荒物の多い時には′J＼イカの活力が減退しており，操業中をて死ぬものが多  

く，十分な事業ができない。  

そこでケンサキイカふんどう釣漁具を用いて火党利用把より，地先で／J、イ  

カが釣かるかどうか操業を試みた（第2図参照）。その結果，／J＼イカの釣  

わることがわかったと共にマダイ釣陀必璽な還の活力のある小イカまで容  

易托確保できることがわかった。  

（3）死んだ′トイカを餌として有効把利用する方法について   

操業中把活きた／j、イカがなくなった晩 やむをえず，死んだ／J＼イカを陰っ   

て操業していたが，この場合「餌付き」ははとんどなかった。  

そこで，／j＼イカをシデ切り，＝ゴへイ切り，輪切り，短冊切り托して操業を   

試みた（第3区惨牌）0その結果，シデ切り，ゴへイ切りにした′J、イカで少   

量の漁獲があった。さら把切餌を効果的にする把ほどうしたらよいかという   

話し合いの中で，イカの愚かけ漁法把よってキハダ鮪の多くの漁獲のあった   

こと把セニントを碍，切解から効果的に墨を出してマダイを釣る把はどのよう   

托すればよいのか苗場の水槽，次陀港内，さらに漁場で試験を行なった。   

その結果，  

① 凪の時は墨袋のなるべく下部陀，荒天時は墨其のできるだけ上部把鋭利  

－34－   



舞3図 切餌の種類  な刃物の先で1－－1．57偶  

の稚傷を入れるとよかっ  

た。  

② 甘近で操業している船   

把魚の「あたり」があっ  

た場合，漁具をしやくり  

墨を多く出す。また，   

「あたり」があった時は，   

綻用している他の漁具把   

も衝撃を与え急激陀愚を   

出すとよいことがわかっ  

た。  

この方法で清岡の小イ  

カの約の漁獲があった。  

切飼：托したり，切開か  

ら墨を出すこと把よって，  

なにゆえ，逐次マダイが  

多く釣れるようになった  

のか検討したところ，切  

開は死んだイカその■まま  

シデ切り  ゴへイ切り  

短冊切り  

のものに比べて水中で回転せず，潮の援抗，船の動揺等把よって，マダイ  

の喰いを誘うよう効きをする。また，マダイはイカの塁を出した瞬間に遷  

そのもの陀よって噴いを誘わわる，あるいは，威嚇さわ怒って喰いを誘わ  

れるのではないだろうかということが推測された。  

活きた／j、イカ、がなくなった時には，この方法を用いて操濃を続ける者も  

多くなった。  

「漁 法」   

漁具と操業方法（第4溺参照）  

－35－   
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夜間火光利用により，′トイカを釣り，これを活かし，餌とする．、日の出を  

基準に漁場に向かう。漁場托到着すれば山立て，魚凍により操業位置を選定  
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舞6図 マダイ釣漁場図   し，操業を始める。  

ケッチ帆をまき船  

を潮流把流しなが   

ら魚の「あたり」  

を待つ。漁期ほ4   

月、7月の中旬の  

間で，漁場は室戸   

岬周辺の水深40  

、150mの概ね  

岩礁底である。  

マダイ釣漁法に  

取り組んだ結果，  

（1）多くの沿岸船が   

マダイ釣に従事で  

きるようになった。  

（昭和50年15  

隻，51年30隻，  

52年100隻）  

（2）マダイの水場農   

が増加した（第5図参照）。  

（3）メジカーー本釣漁業の不振な沿岸船の経営安定の－一翼を痩うことができた0  

（4）漁場が拡大した（第6図参照）。  

。波 及 効 果   

活餌の小イカを使用したマダイ釣漁法は，経費がかからず容易打抜業でき，  

しかも漁獲が多いため，近隣地区把普及した。また県列からの視察を受け，研  

修会を行なった。   

。今後の計画と問題点  

rl）高水温期の′j＼イカのへい死対策  

－37－   



漁獲の喜び  

7月中旬～9月の高水温期にはせっかく確保した小イカの活力を減退させ   

たり，へい死させたりして，十分な事業が行なえないので，この間題を早く   

解決したい。  

（2）マダイ資源減少の懸念  

マダイ釣が沿岸船の主幹漁業把なり，今後多くの沿岸船が限られた漁場で   

マダイ釣を行なうと思われるので，稚魚の放流寮業等を本格的に行う必要が   

あろう〇  

閻今後の発展   

この漁協研究苫じは，武井会長を中心とした18名の研究の中心メンバーほ極め  

て研究心に富み，この研究成果以列泥も種々の研究課題をテーマにし，また技術  

の交流を個々に連絡しあっている。このよう把複数の指導者の特質が篤農的であ  

り，種々自然，社会的変動条件に対応した研究体制を長い間持続させていること  

は，リ…ダーシップが非常に優わていることが理解できる。   

このような研究活動の成果が，漁村社会の組織化という結果を生起している。  

最近かなり沿岸漁業の衰退化に伴い，解体化のきぎしのみえる漁村のなかで・漁  

村社会の組織化が生産，研究を中心としたなかで推進されたことは，最も望まし  

い姿である。   

今後の問題点として，資源に対する意識が著しく高く，魚体の′」＼さいものの採  

捕の禁止，県へ働きかけて種苗放流事業を行っている。54年はマダイ種苗を9  

月8E】把2．500尾を放流している。そこで標識調査も併せて行い，回遊経路な  

－38－   



どの研究に協力している。   

高知県把おいても稚魚種苗センターの設置などの計画も具体化し，漁民の璽望  

に沿うべく，毎年数十万尾単位の放流事業を行う計画である。漁場についても従  

来は，水深60m位であったものが，この漁法陀改良してから水深150m位ま  

で操業するようになり，漁場ほ紘一大し，しかも漁獲寒が高いため，室戸地区はも  

とより，奈半利地区，足摺岬地区まで普及し，県列から視察にみられるなど普及  

効果ほ高く，沿岸漁業振興対策及び漁家経営安定のために，この研究集団の果し  

た役割ほ大きく，今後益々研究体削を経緯し．その発展を期待することができる。  

ー39－   



資源保護重点に計画的な漁扮  

室戸岬漁業協同組合研究部  

（代表者   

沿岸漁業の不振は今さら始まったも  

のでなく，深刻であり，早くから「獲  

る漁業より作る漁業」に転換し，経営  

を計って腎る処は多い。併し私達の地  

区は，地形的にも環境的にも恵まれザ，  

捗る漁業に疲らなければならない宿命  

的な存在であります。昭和48年，鳥取  

県網代地区で視察研修した擬餌に依る  

「マダイ」漁法は，漁場及び海況条件  

の異りか失敗に終り，其の他，活「ェ  

ビ」の入手及び蓄義，また「カニ」餌  

使用等，色々試みたが，其の成績はよ  

くなかった。   

遂にこの研究は頓挫しかけたが，活  

窮の小「イカ」使用に依って，軌道忙  

乗せる挙が出来た。中でも高水温忙弱  

い「小イカ」は活力を失い，其の上鞄  

死するので，死にイカの使用忙特に苦  

労をした。死忙「イカ」な如何に活  

「イカ」忙似せるか，其の切り方や海  

中忙於て回転の防止，更忙墨の適当な  

出し方等で，やっと今の漁法となった。  

この漁法は，どの地域でも使用出来る  

もので，利用価値は大きいと思い，早  

速，近隣地区忙普及するに当り，研究  

部員及び組合員から限られた漁場に，  

多くの他所船の入漁で忽ち資源減少と  

なり，吾々の死活忙繋がると猛反対を  

武井勝賓）   

受けたが，この反対を何んとか抑えて，   

普及すると共陀県の大会で発表した。  

今年は全般忙特別の不漁年であるが，   

反対した組合員は他所船導入に依る資   

源枯渇だと，其の潜在意識が強く，現   

在でも批判を受けて腎り，辛い立場忙   

置かれている。  

今後の抱負としては，資源保護忙重   

点を置き，－・なお一層，計画的な漁携を   

行うよう心掛けなけれほと思うと共忙，   

行政忙おいても何卒，稚魚の放流を御   

構い申し上げます。申し遅れましたが，  

この度は振興会良質匿浴し光栄忙存じ  

ますと共にこの栄替に恥じないよう益   

々励んで行く覚悟であります。  

有難う御座いました。心から御礼申  

し上げます。   
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「むらづくりの今後の方向」を講演する農  

村開発企画委員会専務理事の石川英夫氏給う   





発刊の こ と ば  

農林水盛祭ほ，全国民の農林水産業に対する認識を深め，農林水産業者の技  

術改善及び経営発展の意欲の高揚を図るための国民的な祭典として，昭和37  
年，農林水産業者に天皇杯が御下賜になったのを機会に，従来の新儲感謝祭を  

発展的に拡充して始められたものです。   
この農林水産祭は，農林水産省と日本農林漁業振興会との共催のもとに，各  

方面の協力を得て，毎年11月23日・勤労感謝の日を中心に開催され，農林水魔  

業者に天皇杯などの授与を行う式典や一般国民に幾林水産業を紹介する農林水  
産展などきわめて多彩な行事を行ってきております。   

昭和54年度は，その18回目に当たりますが，本年度の最大の特色は，農林水  

産祭の表彰行事の対象部門として，従来の農産，園芸，畜産，蚕糸，林産及び  

水産の6部門のはかに，新たに「むらづくり」部門が設けられ，これに天皇杯  

が御下賜になったということです。   
わが国の農林漁業の場合には，生産面，生活面で農林漁業者の共同活動が果  

たしている役割ほ非常に大きく，その基盤に支えられてはじめて，地域放林漁  

業の振興や豊かで住みよい農山漁村の建設も可能であるといって過言でほあり  

ません。「むらづくり」部門を新たに設けた趣旨は，このような農山漁村にお  
ける地域く、・るみの共同活動，すなわち「むらづくり」の重要性を評価し，優良  

な事例を表彰することによって「むらづくり」の全国的な展開を奨励，助長し  

ようとすることにあります。   
本年度の「むらづくり部門」の選賞審査においてほ41県から各1点推薦のあ  

った「むらづくり」事例の中から，天皇杯，内閣総理大臣賞を授与されるもの  
各1点，農林水産大臣賞を授与されるもの14点が，それぞれ選考されました。   

これらの優れたむらづくり業績ほ，地域農林漁業の振興や豊かで住みよい農  
山漁村づくりへの生きた指標として，関係各方面の方々に大いに稗益すること  
と思います。ここに，これらの業績の概要をとりまとめて発行することと致し  

た次第です。   

また，本年度の農林水産祭の式典の場に飼いて，財団法人農林開発企画委員  

会専務理事石川英夫氏による「むらづくりの今後の方向」と腰する講窮が行わ  

れました。あわせて，ここにその内容を紹介し，関係各方面の皆様方の御参考  

に供することとした次第です。   
終わりに，本書の編集に御協力をいただいた石川英夫氏をほじめ，執筆者そ  

の他の関係各位に対し，深甚の謝意を表します。  

昭和55年3月  

財団法人 日本農林漁業振興会   



も   く  じ  

講演／ー‾村づくりの今後の方向」  

（¢堵農村開発企画委員会専務理事／石 川 英 夫）  

天皇杯受賞／大浜新しい村づくり委員会……………… 15  

（農林水産省構造改善局就業改善課／伊 藤 雅 義）  

内聞総理大臣覚受覚／椴小屋集落連合会  

（幾林水産省構造改善局地域計画課／森 本 豊 志）  

農林水産大臣饗／千田集落  

（農林水産省大臣官房企画室／咲 花 茂 樹）  

農林水産大臣賞／福山明るい集落づくり実践集落………………… 56  

（幾林水産省猥蚕園芸局普及都督及教育課／岩 本 明 久）  

農林水産大臣賞／但東町平田区  

（農林水産省大臣官房調査課／中 川 聴七郎）  

農林永産大臣鷺／有明町蓬原中野小組合  

（農林水産省構造改善局構造改善事業課／薮 時 宗 博）   



財団法人・農村開発企画委員会  

専務理事  

石 川 英 夫   



阜暗い夜空に光る屋の存在、   

が紹介にあずかりました農村開発企画委員会の石川でございます。私もむら  

づくり部門の審査員の一人として今度の行事に側面からご協力させていただき  

ました。今回の受賞者の方々に対して，心から「おめでとうございます」とま  

ず申し上げます。   

日本の農業の前途にほ，水田利用の再編成とか，豚肉をほじめとする生産物  

の低迷とか，さらに農産物の輸入が激増するかも知れないとか，後継ぎの問題  

はどうだとか，全体として見ますと，日本の農業の前途ほ決して明るくない。  

いま1980年代へと年代が改まりますが，さてこの年代が日本の農業と農民と農  

村にとってはどんな年になるか，だれも確信を持って予測できないような状態  

であります。  

これほ農業だけではない。この極東の島国に住むわれわれ日本人の運命が激  

動する世界の中でどういう針路をとっていくだろうという点もきわめて不確実  

なのですから，盛業もそれなりに右へ左と振り回されることにならざるを得な  

いでしょう。ところがきょうの受賞者の方々の業績を一つ一つ拝見してい る  

と，「これほ絶対大丈夫だ。こういう方々で日本の農業が固められれば，どん  

な国際競争の荒波が釆ても，絶対に日本の盛業がつぶれることはない」という  

確信をあれわれに持たせてくれるのです。  

これはいわば日本の農業の特徴でありまして，私たちほ，これを「マクロ不  

況，ミクロ活況」と言っています。マクロ，つまり全体的な状況は暗雲が立ち  

込めて，真っ暗である。ところがミクロ，つまり皆様方一人一人の業績とか，  

その他，立派なむらづくりの業績を見ると，こういうふうにやっていけば波風  

が立っても絶対大丈夫のようにみえます。これほまったく奇妙な情景なので，  

暗い夜空に光る盈のごとき存在として皆様方がある。だから，皆様方の一つ一  

つの星のまたたきのような光をどんどん強くし，それらを寄せ集め，そして暗  

い日本幾其の天空をだんだんに明るくしていく可能性が決してないことはな  

い。これをどう現実のものとしていくかが皆様方の実践の課題であり，かつ日  
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本の幾政の課題になっておると思うわけです。   

ところで，個人，あるいほ集団としてどんな優秀な業績を上げた方も，皆さ  

んの足はそれぞれのムラに置かれている。いまそのことを最も雄弁に語られた  

のが岡山県の牧野さん（54年度農林水産祭畜産部P【錮こおける天皇杯受賞者）だ  

ったと思います。牧野さんのいろいろ個人的な焚践が，結局，地域の農業振興  

協議会という形に発展していったということであります。これほ最も典型的な  

報告だったと思うのです。わが道を行くというような形で進んでいるどんな優  

秀な営農老も，宙に浮いて営農しているわけではない。その足ほほっきりムラ  

に置かれているし，地域に置かれているということであります。どんなに輝け  

る営農実績段上げた方も，自分の経営を考えると同時にムラの事を考えない人  

はないというのが大方の優秀農家，つまり皆さん方のような受賞農家や集団の  

日常生活だろうと思います。   

ですから，さっき申したように，皆様方受賞者の星の光をさらに強め，固め  

ていく地盤ほ，当然皆様方が住んでいらっしゃる集落であり，そして地区であ  

り，ムラであるということになるかと思うのであります。したがって，皆様方  

のもつ中核的な力で，ムラの農業をどういうふうに引っ張っていくかがさし当  

たって求められる努力であり，それを手助けする政策として，農林水産省が最  

近地域農政という政策を展開され始めたことは，ここで私が改めて説明するま  

でもないと思うんです。   

皆様方ほ優秀な農家であると同時軋 ムラの中でただ一人自分だけのことを  

考えている我利我利亡者ではない。そんな方ほ大体受賞しないと思うのです。  

ムラのことを考え，ムラの人たちとどういうふうに，そのムラの農業，あるい  

ほまたムラの生活を引き上げていくかということを考えていらっしゃるのが受  

賞幾家の方であろう。これほ日本の農業のような場合，特に重要であります。  

外国のように，ばらばらと散在して住み，農場を経営しているような農家の場  

合ほ，あまりムラとかかわり合いを持たなくても，自分の漁場の囲いの中でせ  

っせとやっていればいいという人たちが多いようです。だが日本の盛業の場合  

は，我らたくさんの反別を持っている方も，それを一カ所にまとめている方は  
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少なくて，ムラの他の人たちの土地との入り組みの中で自分の耕地を耕してい  

らっしゃる。水の使い方にしても，みんなと一緒に水を使わなければならな  

い。農地にしてもみんなと一緒に使わなくてはらないという形で，地域の人た  

ちとうまくやらなけれ凋泊分たちの営農は成功しないというのが，今後とも日  

本の農民，とくに優秀農家のあり方であろうと思うわけです。  

各県にみられる優秀な事例   

いままでのように個別，もしくは，営農集団の技能賞に加えて，むらづくり  

の表彰をこんど幾林水産省や主催団体がお取り上げになった理由は，まさにこ  

こにあるわけであり，まことに時宜を得た企てであったと思う次第です。   

ほじめての試みであるだけに，私は審査員の一人として，一体どれほどの実  

績のむらづくりが各県から推せんされてくるかと実ほ心配しておりました。こ  

れは私たちの大変な見当違いでした。各県，各市町村とも，こういうようなむ  

らづくりの表彰の企てが始まるのを待っていましたとばかり，実に優秀ないろ  

んな事例が各県からあがってきました。審査は，害煩審査から始まるわけです  

が，甲乙つけがたいものが沢山あがってきて，われわれの審査員の間で実に真  

剣な議論が行われました。さらに来年度もこの表彰が続けられれば，いっそう  

立派なむらづくりの事例があがってくるであろうと，われわれほ期待を強くし  

ているわけです。   

ところで各県からの優秀事例を見ますと，最初にエンジンをかけたのほ，優  

秀な営農者とか営農集団の方々である。そこに兼業農家も入れ，非農家も巻き  

込み，役場も引き込んでいくといったように，実践の最初のスタートほ，百戦  

練磨でいろいろな波風を切り抜けてきた専業的な農業者の動きであったという  

ことが，多くの事例に共通しております。そこに，現代の幾業者の力強さを私  

たちは感じとった次第であります。   

さて，今日ほ時間も限られておりますので，むらづくりの技法についてすこ  

し述べてみたいと思います。むらづくりの技法というものを，まだ私たちほ皆  

様方の経験を基礎にして完全に集約化しているとほいえません。営農技術，あ  
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るいは経営技術については，国や県にりっばな農業技術試験があって，皆様方  

の技術や経営の業績が，いいか想いか，本物かどうかほ，大体判定できるわけ  

です。だが，むらづくり技法についての本格的な研究は，まだ始められたばか  

りで，むらづくりの業績の優劣の判定ほなかなかむずかしいし，むしろ現段階  

ほそれぞれの地域で皆様方がおやりになっているいろいろな技法をできるだけ  

数多く集め，系統的に集精して分析し，それらに共通するむらづくりの技法な  

り進め方といったものをこれから私たちが考えていかなければならないわけで  

す。したがって，選賞審査の審査員になるというのもまことに傑越な次第であ  

りまして，私たちとしてはむしろ審査せしながら数えていただくことが非常に  

多かったわけです。   

次に，むらづくりの技法の確立にあたって取り上げるべき点を，愛媛県の大  

浜集落以下，各ブロックでトップになった事例の中から読み取っていきたいと  

思います。  

知恵を出し合い民主的運営   

愛媛の大浜集落の場合ほ，機能別，年齢別，性別の実にたくさんの各種のグ  

ルいプができており，その中で一番強力なのほ婦人グループらしいけれども，  

これをむらづくり推進委員会という全体的な委員会で，いろんな年齢別のグル  

ープ，作物別のグループをうまく統合し，うまくコントP－ルしている。それ  

ぞれのグループほそれぞれの性格を持って非常に動くけれども，大浜集落とし  

て，それぞれの団体の動きをふわりと地域として一定の方向に調整していく役  

割りを推進委員会が果したという点です。   

恐らくこの推進委員会の委員さんたちは一人一人がひとかどの人物であろう  

けれども，どうもこの中にほ西郷隆盛のような傑出した指導者がいなかったら  

しい。むしろ，みんなが寄り集まって，知恵を出し合って民主的に運営されて  

いったのではあるまいか，このあたりが大浜集落の経験からの学びどころじゃ  

ないかと考えます。   

各地の農村集落を見ておりますと，晋のよらに青年団と婦人会と二本立ての  
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組織体制でほなくて，趣味の上では民謡グループだとか，コーラスのグループ  

だとかが作らられ，年齢別にも老人会，青壮年会，若妻会があって，これで十  

分かと思ったら中宴会とかいうのまでできたところもあって，いろんな団体が  

花盛りになっているけれども，それらのいろんな団体の花盛りを一定の方向に  

うまく調整していく。しかも西郷隆盛のような豪傑じゃない人たちが寄り集ま  

って調整していくところの集団的な知恵の出し方が，大浜からの学びどころじ  

やないかと考えているわけです。  

「共同財産」が団結の中心、   

内閣総理大臣賞を受けました秋田県の板子屋という集落ほ，秋田県北のやや  

山がかったところのようですが，これからむらづくりをしていく上において，  

どこでも必要でほないかと思われる共同財産をここでは作っている。山林百町  

歩から始まって，そこに水田だとかたばこ園だとか，あるいほまた菜園だとか  

桐とか杉とかを植えた。一部の水田ほ分割して貸し付けたというようなやり方  

をやっているらしいけれども，この共同財産が板子屋の場合ほ団結の中心にな  

っている。   

実ほ， この共同財産というのほ，農地改革のころ，ある篤志家，つまり村の  

中の大きな地主さんが自ら山林を解放されて，これを集落に渡したのが，この  

共同財産の始まりだそうです。こういう形で，篤志家がいてほじめてでき上が  

った共同財産というのは少し特殊事例のようだけれども，そのはか，かなり多  

くの村々で，財産区という形で共有山林を青から運営している例もあ 

板子屋の場合のように，集落の団結の基礎として，共同財産を地域の経営のた  

捌こ活用していくことははかの村でも広く考えられていいでしょう。例えば，  

共同茶園をつくったり，共同茶工場を経営したりして集落経営をやっている例  

としてほもうひとつ鹿児島県の蓬原中野集落があります。ここの集落運営ほ，  

非常に歴史が古く，明治27年という昔に小組合組織が創設され，大正11年にむ  

らづくりの方針，つまり「村是」というものをつくりまして，営々と共同財産  

をつくり，村是を守ってきた。ちょっと古めかしいみたいですけれども，この  
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中野小組合の経験からわれわれが学ぶべきことは何であるかというと，むらづ  

くりは3年や5年の間に一朝一夕にできるものでほなく，二世代，三世代にわ  

たる歴史の積み上げが必要な場合がある。中野小組合の例はそれを示してお  

り，その歴史の上に共同のお茶園の経営とか茶工場の経営とか，これで集落の  

財政的な基礎をつくっている努力が一つの見どころでほないかと，われわれは  

読み取ったわけであります。  

無視できない平凡な もしきたり、   

次に，兵庫県の平田地区ですが，ここほこれからむらづくりをやる上での一  

般原則を提示しているところである。つまり，むらづくり推進委員会という有  

志の人が集凍ってむらづくりについて提案したり計画をつくるが，それは集落  

総会にかけて決定の上，みんなで実行に移すということをやっております。部  

落総会というのほ，町内会とか言われたりしているものからの地縁集団であ っ  

て，むらづくりの場合，これが正面に飛び出す場合もあるけれども，大体ほ後  

ろにじっと構えていて推進委員会などでいいアイディアがまとめられたところ  

で，「よっしゃ」とみんな軋承認を求めて，行動に移していくというような一  

つの無口の団体であるのが普通です。   

どこでもむらづくりに一同が動き出すに際しては，区長さんだとか区議会と  

いうようなところの承認や決議を経ないといけない。そんな平凡なしきたりが  

今後も各地でむらづくりをやる上において無視できない大切なことであると思  

います。   

行政区とか部落常会とかいう農村の地縁団体にほ，大体4つくらいの型があ  

る。第1ほ伝統型集落というもので，これほ農地改革の前のムラとか，いまで  

もおくれた山村地帯のムラを想像していただきたい。田畑とか山林とかを待っ  

ただんなさんが集落の集まりでほ床柱をしょって座る。あとの住民ほ盈のへり  

の方に座って，だんなさんが決めたことを，ハイといってみんなで従っていく  

ようにする。こんな集落ほいまでほ大変少なくなってしまったけれども，まだ  

少しほあります。しかし今日でほこういう集落ほあくまで例外であり，平等圭  
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義が集落運営の原則になってしまった。そこに育とは違ったむずかしさがある  

わけです。   

第2の型は，最近どこでも非常に多くみられる集落で，私ほこれをかりに回  

覧板型集落と言っている。そこでほ区長さんだとか集落の役員がやることとし  

ては，最低限，役場の嘱託という立場で，組長を通じてみんなに行政関係の回  

覧板を回すだけ，むらづくりなどというよけいなことほ一切やらない。任期1  

年の区長や役員であるから，よけいなことをやってみんなに恨まれたってつま  

らない。どだいたいした報酬もくれないし，回覧板だけ回して役員ほ任期を終  

えようというのが第2の埜になっています。この第2の型がさいきんふえてき  

た理由としては，農村集落が音のように純粋な専業的農家が大多数を占めてい  

たという状態から，いまでほ兼業農家が大多数になり，そこへよそ者の非農家  

も入りこんできて，集落住民を全体としてまとめにくくしてきているという事  

情があると思います。   

第3の型ほ，ちょっと目覚めてきた集落で，町村長さんが町村振興計画をた  

てて，国や県からいろいろな環境整備の補助金をとってきたということを知っ  

て，各集落が決起し，身近な環境整備事業の補助金をおれの集落へ持ってこい，  

いやこっちの集落に持ってこい，というようなことになり，町村会議員さんま  

で動員して集落の代表が町村長室まで談じ込むというような動きを示す集落で  

す。私ほこれを圧力団体型の集落とかりに名付けております。この第3の圧力  

団体型の集落ほ，韓1型はもちろん第2型よりほ元気のある集落になっている  

けれども，自分声ちの身のまわりの環境整備を何でも町村長や県にやってもら  

おうという行政依存に徹している点で，まだ遅れているといわねばならない。   

第4の型としてほ，これから各地に出てこなくてはならないのでほないかと  

私たちが待望している住民計治の集落です。ここでほ住民がみんなで，ムラの  

ことを決めて実行していこうということですから，これをかりに住民自治塑の  

集落と名付けておきます。これが今度の受賞繁務の中にたくさん姿をあらわし  

てきました。住民自治といっても，何から何までみんな自分たちがやっていく  

というわけでもないので，うまく自治体行政も使いながら，集落の方々の合意  
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のもとに自分たちでできることは力を合わせて，さっさと片付けていくという  

大変知恵の要るむらづくりです。こういうような形のものに移っていく過渡期  

的な姿が兵庫県の平田地区の例に出ていると思います。  

集落住民の連関性を作る   

それから開演ブロックのトップになりました茨城県の千田集落ほ，県北の大  

変貧しいところだったそうでありますが，茨城県が昭和40年ごろから県独自で  

始めた田園都市建設事業に乗りまして，貧しさからの解放に－・生懸命取り組ん  

だところである。この集落で目につきましたのほ，集落全戸で月掛け街立貯金  

をやり，町村や県が行う事業の地元負担をこれで計画的に徴収しているという  

やり方です。これほ，さっき述べたような秋田県や鹿児島県の例にみられる共  

同財産が本来なかった集落で，新たにお金を集めるという行動の中に，集落住  

民の連帯性をつくっていこうという努力が認められるということで，私たちは  

注目しているわけであります。要する軋，集落共同財産造成のいろんな知恵が  

ここにあらわれているように思うのであります。   

最後に北陸のトップであります新潟県の福山集落の明るい村づく り推進委  

員会ほ，集落の人たちが全員で自分たちの集落の生活環虜診断を行った，すな  

わち，ムラの生活環境でどこがすぐれており，どこが惑いからどこをどう改め  

ようという計画をたてるために，集落の主だった人だけでほなくて全員全戸が  

参加して環境診断をやったということが特徴的な動きであります。またここで  

もう一つ注目されることは，単に自分たちのためのむらづくりだけでほなく  

て，都会の人たちももっとムラに釆てもらうようにするために，キャンプ場だ  

とか観光農園だとかを集落環境診断の中から積極的につくり上げて，都市住民  

との交流を図ろうという努力をされた例として，私たちの日を引いたことであ  

ります。  

住んでいくに値するゃむら、   

最後に述べたいことは，今後のむらづくりの目標というものほ何であろうか  
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ということです。愛媛県の大浜の例などをみておりますと，スローガンづくり  

が皆さんたいへんうまくなっています。ここでスローガンづくり技能賞という  

のを設けてみたらおもしろいのでほないかとさえ思うく阜らいです。ところで私  

がここで皆様方に訴えるむらづくりに共通のスローガンを考えてみたのです  

が，きわめて平凡なるスローガンしか思いつきませんでした。つまり，これか  

らのむらづくりの基本線としてほ，みんながここに「住んでいくに値するム  

ラ」をつくるにはどうしたらよいかということなのです。自分たちが住んでい  

く価値がないようなむらなら，若い人をはじめとして住民は次々に出ていって  

しまいます。住む価値がないむらならよそから移り住んで来る人もない。そこ  

で自分たちのムラのどこをどういうふうに改めながら住むに値するむらをつく  

っていくかという方向を，われわれも皆さんと一緒になってこれから探求して  

いかなければならないと思うのです。  

次に，「住んでいくに値するムラ」づくりというスローガンを小割りにして  

みますと三本の柱になる。第一の柱ほまた平凡だけれども「住みやすいむらづ  

くり。」，第二は「個性のあるむらづくり。」です。最近，各地で民俗芸能の復  

興などが見られますが，千篇一律のむらではなくて，それぞれに個性のあるむ  

らづくりを目指していこうということです。第三の住ほ，「魅力あるむらづく  

り。」というので，自分たちがそこに住んでいくことが楽しくなるというのと  

同時に，ほかの地域の人たちにも誇ることができ，むらの生活を乱さない限り  

都会の人も来て遊んでいきなさい，あるいはまた住んでみなさいよと言えるよ  

うな魅力あるむらづくりをやるということです。   

時間も限られておりますので，ここいらで私の話を終ろうとおもいますが，  

私たちはこの表彰を機会に，全国各地で盛り上るであろうむらづくりの動きに  

たいし，できることは最大限にご援助をしていきたいと思っておりますし，ま  

た今後とも皆様方との交流を深めていきたいと存じておりますので，よろしく  

お願い申し上げます。  
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杯 受 賓  

（愛媛県西宇和郡伊方町大浜）  

園地区の概況  

伊方町大浜地区は，愛媛県の西端に突き出た佐田岬半島の基部に位置し，宇  

和海に画した急傾斜地帯である。平坦地ほ省無に等しく，集落（戸数：166戸，  

人口：745人）はリアス式海岸の一隅に相寄って形成され，後背の急峻な段々  

畑に，山頂までみかんが植栽されている。   

気候ほ，宇和海の黒潮の影響をうけて温暖（平均気温160c）で，みかんの  

栽培に適している。   

交通は，地区の中心を国道197号線が走り，八幡浜市へ奉で約20分の距離に  

第1図 受賞者の所在地  
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大浜新しい村づくり推進  

費員会のメンバー  

大浜のみかん園は急傾斜鞄に展開  

している（右側中央部にみられる  

のはハウスみかん園）  

第2図 大浜集落の概要  
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ある。   

総数家数ほ，総戸数の819ちに当る135戸で，そのうち専業農家ほ38戸（289ち），  

第1種兼業農家ほ85戸（63ヲち），第2種兼業農家は12戸（99ち），産業別就漢人口  

ほ，第1次産業が89労（すべてが農業），第2次産業が69ら，第3次産業が5  

野で，農業の比重が極めて高い地区である。   

しかも，兼業幾家の大半は伝統ある酒造り業に従事しており，農閑期を利用  

して県内外に出稼ぎに行っているのがこの地区の特色である。   

耕地蘭掛ま127ilaで，1戸当たり94a，地目ほすべて樹園地で，主要作目ほ  

温州みかん，伊予柑等のみかん専作地帯である。   

なお，この地区に本格的にみかんが導入されみかん作りが盛んとなったのは  

昭和20年代後半からで，戦前ほ養蚕を行い，主食ほ芋と変に依存していた地区  

であり，杜氏などの出稼ぎも多く，また，中国東北部（満州）へ開拓団を送り  

出し，戦後ほ，引き揚げた開拓者を再び国東半島へ送り出した経験を持つ寒村  

であったようである。   

殴むらづくりの内容   

（1）むらづくりを推進するに至った背景・動機   

割合に恵まれた立地条件と，強い団結力により高品質の温州みかんの生産が  

行われ，みかんブームを呼んだ昭和30年代にほ，当集落ほ経営的にも極めて安  

定し，温州みかん専作地帯として名声を馳せていた。しかし42年の大草ばつに  

始まり，翌43年から数回におよぶ温州みかんの価格の暴落・低迷は，農家経済  

に大きな衝撃を与え，生産意欲を減退させていった。いったん向上した生活水  

準ほ急には下げることができず，青年や経営主は，積極的な経営改善方策をと  

ることなく農業所得の低下を出稼ぎ収入に求めていった。  

このことほ，経営面で基幹労働力を失うことになり，みかん栽培管理の粗放  

化を招き，品質の低下をもたらすとともに，主婦や老人の労捌をさらに過重に  

し，健康障害を招くなど，みかん主産地としての大浜ほ崩壊の危機に直面する  

とともに家庭や地域の活力が失われ，暗い影を落としていった。  

－17 【   



欝1表 戸数及び人口  

（単位：戸，人，〈 〉内及び（）内は汚）  

第2豪 産業別就業人口  

（単位：人，（）内は労）  

第3案 農用地面積  
（単位：ha）  
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このような状態が5～6年も続いた頃，従来から晩柑の研究を進めていた若  

い幾業者たちが中心となって，地区に残った我々だけでも大浜の農業を守って  

ゆこうと，「大浜果樹生産研究会」の同志を結集，昭和48年から高能率集団的  

生産組織育成事業を導入して，管理作業の一部共同化や請負作業，更には温州  

みかんから晩柑類への品種更新を積極的に進めるなど，連帯を強めながら常盤  

改善の研究と実践に取り組んでいった。   

そして，この研究会に，みかん作の重要な担い手である婦人の理解を得るこ  

とも必要であるとして，夫婦同伴で出席することにしたところ，若妻たちから  

最も多忙なみかんの収穫時に共同炊事の必要性が提案され，さっそく実施に移  

された。これを契機として従来の生産優先の活動から生活改善にも目がむけら  

れ，昭和49年にほ，婦人の組織である生活改善グループが誕生し，営農と生活  

を一体的に改善する，みかん産地づくりが進められることとなった。   

この果樹生産研究会と生活改善グループによる営農と生活の両面におけるみ  

かん産地としての再生を目指した集団活動ほ，地区内でも注目を浴び，立派な  

みかん産地の再生による豊かなむらづくりほ，やがて地区全体の共通目標とな  

り，50年からこの2つのグループが中核となって，地区く、、るみの営農と生活の  

両面における“新しいむらづくり”運動が展開されることになった。   

様民の心にほ，「現状を打ち破り，新しいむらづくりをしなくては」という  

気持ちを抱く人も少なくはなかったが，従来，それをひとつの遅効に結びつけ  

ることがなかなかできなかった。その運動の発火点となったのが，この果樹生  

産研究会と生活改善グループの活動であった。   

（2）むらづくりの推進体制と合意形成   

現在，この営農と生活の両面におけるむらづくりの中心的役割を担っている  

・のが，50年に組織された「大浜新しい村づくり推進委員会」である 。この推進  

委員会ほ，果樹生産研究会，生活改善グループをほじめ，従来からあった地区  

長会，婦人会，青年団，老人会など各種の集団で構成され，営農部会と生活部  

会が設けられている。各戸ほ，いずれかの集団を通じて2つの部会に所属して  

おり，地区くやるみの体制がとられている。  
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営農部会では農業生産，経営面での課題について，生産部会では生活，健  

康，環境改善の課題について検討・実践することとしている。   

従来，この地区では，地区としてことを決めて進めていく場合，ややもすれ  

ば上意下達塑であったが，大浜新しい村づく り推進委員会が組織されてから  

ほ，これが次第に改められて，住民の発意によって，小さなことでも必要だと  

思うことから改善していくことが基本とされるようになってきた。   

推進委員会は，発足と同時に地区内全戸を対象として，営農，家庭生活及び  

地域社会の面から総合的な意向調査を行い，むらづくりの目標として①農業の  

振興，②生活の改善，③地域社会の建設，を掲げた。各集団からこの目標に沿  

って問題が提起されると，事柄の性格によって営農部会あるいは生活部会を開  

催し，活発な討議を重ねて解決の方向を定め，実行に移している。   

役員は委員長，部会長，  

各委員とも1年交替となっ  

ており，特に目立ったリー   

ダーほいるとは認められな  

いにもかかわらず，住民の  

強い参加意識のもとに活発  

な意見交換と地域社会とし  

ての合意形成がスムースに  

行まっれ，地区全体のむらづ  

くりの実践が図られてい  

る。このような住民のむら  

づくりへの参加意識は役員  

となる人達が，「いやいや  

役員をやっても1年，楽し  

くしても1年，どうせやる  

なら思い出に残る仕事をし  

ようや」を食言実に取り組  

第3図 大浜新しい村づくりの推進委員会組織図  
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んでいるということにも端的に表われているといえよう。  

（5）むらづくりの概要   

この地区が進めてきたむらづくりの概要ほ次のとおりである。   

① 農業の振興と担い手の育成  

（ア）品種更新による所得の向上と労力の分散   

農業生産のほとんどが温州みかんで占められていた大浜にとって，43キ以降  

の重なる価格の暴落・低迷ほ大きな打撃であった。これに対処するため，大浜  

の農業を守ろうとする若い農業者ほ同志の結集を図って，温州みかんから比較  

的価格の安定している中晩柑顆への品種更新を進めていった。この若者の品種  

更新の輪はやがて地区全体に広がり，135戸の全農家が地域営農計画に沿った  

個別計画を構て品種更新を進める運動を展開していった。   

若い担い手が中心となって接木班を編成して請負作業と共同作業により品位  

の更新を推進したこと，更にほ中堅層が指導班となって見本園を設置して実証  

しながら更新後の管理の徹底と減収期間の短縮に努めたことなどが実って，温  

州みかんの面積割合は，50年の999らから54年には78ヲらとなり，収穫時の労働ピ  

ークはかなり解消され，また，1戸当り平均粗収入も増加している。  

（イ）土壌管理の徹底   

近年になって以前に比べ温州みかんの品質をこバラツキが目立ったことから，  

案分析による栄養診断と土壌診断を実施し，1戸1戸が，その実態を確認し  

た。その結果，みかんの根が少なく，土が固まり，腐しょくが少ないなどの問  

題点を知り，その対策として中桝，有機物の投与，石灰質肥料の施用等を地区  

く“るみの「土づくり，根づくり運動」として展開していった。この運動を進め  

るに当たっても，町内の他の地区の養豚農家の豚糞を利用した簡易堆肥施設を  

みかん園内に設置するとともに，土づくり見本園も設置して効果を高めるよう  

をこするなど，並々ならぬ工夫がこらされている。  

（ウ）密植園の間伐と防風垣の徹底管理   

放置された防風垣と密椎による日照不足は，みかんの晶質の低下をもたらす  

ことほもとより，投下労働力を増加し，さらにほ農薬の危害防止のう えからも  
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第4表 柑きつ頬の品種別作付面積  

（単位：11a，（）内ほ％）  

伊予柑岳票；；；  普通温州   早生温州  かんきつ書  

3 12727 

（2）（100）  

第5表 品種別生産量  

（単位：t，（）内界）  

第6表 幾業粗生産額  

（単位：千円）  
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問題であった。このた軌“樹に太陽を・土に光を，均等な光は均等な品質を  

生み，太陽のきらめきの強さほ味濫こくを授けてくれる”を，食言共に「みか  

んの樹に太陽いっぱい運動」を推進し，徹底した防風垣の管理と密植園の間伐  

を，年中行事として地l互く、、るみみで進めてきた。   

これらの「土づくり・板づくり運動」，さらにほ「みかんの樹に太陽一杯運  

動」を推進した結果，みかんの加工向けの割合は50年魔の17ヲらから54年産は10  

労に減少するとともに，10a当り収最も3，6191くgから3，8241（gへと増加するな  

ど，所得の増大や生産性の向上が図られている。  

（エ）基盤整備   

急傾斜段畑地帯の大浜において，労働軽減と生産性の向上を図るためには，  

鹿遣，園内道，単軌遺の整備が先決条件である。このため，この地区でほ，以  

前から自主的に逐次，非補助土地改良事業等を導入することによって，その整  

備に努めてきたが，むらづくりの推進の単においても，その整備を重点課題と  

して位置づけ，積極的にこれに取り組んでいる。   

この結果，農道の路線密度ほ，49年のila当たり71mから54年にほ104mと整  

備され，更に将来ほこれを150mにすることを目標にしている。   

また，単軌道も11a当たり101mから116mとなり，みかんの運搬効率を高めて  

いる。   

このほか，盛業生産基盤の改善と省力化あるいは幾其の危察防止対策等盛業  

経常の改善を図るた軋 「国営南予用水事業」の完成を待って，多目的スプリ  

ソクラーを設置することも計画されているところである。  

（オ）後継者の育成確保   

農業後継者の確保ほ，どの地域でも深刻な問題であるが，ここ大浜において  

も，49年時点でほ農業後継者のいる農家ほ，総農家135戸のうち12戸で99らに  

満たなかった。このため，本地区においても，農業振興を図るうえで，その中  

核的な推進力となる後継者の育成確保ほ，何にもまして重要な課題であった。   

そこで，その経営が後継者の創意に委ねられる「後継者担当園」を農家ごと  

ことなどによって後継者の研究グループ活動を  に設置し，技術展示ほを設ける  
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農業後終着グループの研修みかん園（大  

浜地区のむらづくりの特色は，後継者グ  

ループの活動が盛んなことである）  

推進し，わが家の経営及び生活設計についての親子共同学習を実施し，更に県  

内・県外の研修への参加を進めるなど．地区く“るみで農業後継者の育成確保に  

取り組んでいった。この結果，「青年農業者クラブ」を軸として年々，後継者  

活動も充実するとともに，新規就農者及びUターン青年の定着によって，現在  

でほ後継者のいる農家ほ20戸に増加している。後継者活劇が盛んなことも，こ  

の地区の大きな特色であり，地区の農業生産や生活改善面での推進母体とし  

て，今後の活動が期待され注目されている。   

このように，むらづくりの基礎となる営農改善が，後継者対策をも含めて農  

業者の自主的な話し合いを基にして地区ぐるみで着実に進められている○ この  

結果，第2種兼業農家が減少し，専業農家，第1種兼業農家が，ともに増える  

という大きな成果を挙げている。   

② 生活改善  

（7）主婦の労働軽減   

急傾斜段畑地帯におけるみかん作労働は，もともと主婦にとって重労働であ  

る。 しかも，既に述べたように，昭和43年の大草ばつと43年以降の引き続くみ  

かん価格の暴落，低迷は，農業所得の減少をもたらすとともに，これを埋める  

ための経営主や青年による出稼ぎや日雇いの増加を招き，このことは，農業労  

働における主婦のウェイトを一層重いものとしていった○  
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農繁期の共同炊寮   

主婦たちほよく働き，その労働ほさらに通産なものとなっていったが，他  

方，摘果作業を共同で進めたり，生産技術についてもすすんで研修に参加する  

など，これまで，ややもすれば消極的であった婦人の活動が，新しい体験の積  

み重ねの中から次第に横板性を増していった。   

このような状況のなかで，主婦たちは，みかん農家にとって最も多忙な，み  

かん収穫期の炊事を何んとかできないだろうかと生産組織にもちかけ，更に地  

区を動かして，48年にほ生瀾改善資金（100万円）の借入れによって共同炊事場  

を設置し，共同炊事を開始することとなった。   

その年共同炊事に参加した農家ほ46戸で35日間実施されたが，その後，年々  

希望者ほ増加して54年にほ79戸（農家戸数の約6割）にも達しており，主婦の  

第了表 共同炊事経過  
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労働軽減と農繁期における栄養確保に大いに役立っている。また，調理を担当  

しているのは，主として非農家の主婦であり，この点でも農家と非農家の交流  

を通じた地区ぐるみのむらづくりに寄与しているといえよう。   

この共同炊事の成功が，婦人たちに自信をもたせ，自分達の問題は自分達で  

解決していこうという気運を強く盛り上げるところとなった。  

（イ）健康管理   

自分たちほ，農業の担い手であるという誇りと，誰れにも負けず健康である  

ことを自負していた主婦たちにとって，昭和49年に町が実施した健康診断の結  

果，49浄の婦人に貧血症状が確認されたことほ大変なショックであった。この  

ため，さっそく，生活部会でもこの対策を検討し，50年から幾業者健康モデル  

地区育成事業を導入して，地区ぐるみの健康づくり運動を進めていった。   

その具体的な活動は，貧血グループを結成してこれを中心とした緑黄色野  

菜，レバー等の摂取による食生活の改善，みかんの木の一部伐採による家庭菜  

園の開設，「食卓に野菜料理一皿追加運動」，「牛乳を飲もう運動」などの展  

開であり，その結果，53年にほ貧血者が8野に減少するなど地区全体の健康増  

進が図られている。   

こよのうに食生活の改善に取り組む一方，51年からは毎月10日を農休日と定  

めて一斉に農作業を休み，体を休めるとともに，この農休日には町や農業改良  

普及所の協力を得ながら料理講習を開いたり，この日を「大浜健康相談日」と  

して健康診断が行われるなど，各種の地域活動が活発になされている。   

また，果樹農家にとって，健康管理の上で最も気になるのは農薬危害である  

が，これについても， 48年以来，町単独事業の農薬危害対策事業を導入して，  

農薬カレンダーの記帳を続けるとともに，マスクの共同購入，防除衣の試着実  

験と共同購入，更にほ，みかん園へのうがい水の持参運動を進めるなど，農葦  

から俸を守るための対策を地道に，いろいろの工夫をこらしながら，地区く小る  

みで展開し，みるべき成果をあげている。   

（ウ）農産物の共同加工   

主婦たちによる労働軽減対策や健康作り運動が成功すると，地区の申に次々  
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主婦による農産加エ  

に共同活動の輪が広がっていった。生活改善グループが中心となって，グルー  

プによる山菜や海草の採取と，その加工，みかんジュースやシロップ蔽，みそ  

作り，町の花でもある「つわぷき」のみそ漬けなど，地域の特産物のよさを生  

かす手作り食品の製造が共同で盛んに行われるようになり，年々その領域も広  

められている。これらの加工品ほ，町や県の農業祭やコンクールにも出品さ  

れ，こうした中で，地区の高齢者の技術が見直され，ふるさとの味を再認識す  

る運動が高まっていった。   

そして，このような地域活動の展開ほ，婦人の間における世代をこえた交  

流，農家・非農家間を通ずる交流を促し，地区の中に温かいぬくもりを伝える  

源ともなっている。   

（エ）冠婚葬祭の簡素化   

地区内各戸で行われる冠婚葬祭は，古いしきたりが残っている一方，年々舵  

手にな り，従来から改善策が提唱されては失敗がくり返され，あきらめムード  

が続いた。しかし，村づくり推進委員会ほ改めて住民に対する意向調査を実施  

し，それを基にして話し合いを重ねに重ねた上で，思い切った簡素化のための  

規約を取り決軌 その遵守に努めている。   

その結果，新たな公民館の建設という条件整備ともあいまって，この面でも  

みるべき成果を挙げている。   

以上のようにきめ細かい多様な生活改善運動が婦人グループを中心として横  

様的に展開されている。  
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ふるさと富つり大会における老人グル  

ープの出演（ふるさと富つりは住民全  

員の参加によって盛大に行ゎれ，むら  

に大いに活気を与えている）   

⑨ 地域社会の建設  

（ア）郷土富つりの復活，ふるさと富つりの開始   

このようにして，家庭に，そして地域社会に，次斯こ活気がもどって来たな  

かで，何回目かの農休日の集まりの機会に，「今の生活は便利になったけれ  

ど，昔のようなゆとりやうるおいがなくなった。音，みんなで心をほずませ，  

血をわかせた祭を復活させようではないか」という声があがり，久しくと絶え  

ていた「和霊様まつり」が51年7月から復活した。この日ほ，万般飾の旗をな  

び牟せた30隻前後の如こよる海上／ミレードや港の広場での歌合戦で，みんなが  

笑い楽しむ一日とな っている。   

また，翌52年からほ，みんなで樹てたプログラムによる，新しい形の「ふる  

さとまつり」も生れている。この祭りは，一般の伝統をもった祭りとは趣きの  

違った祭りで，男性が会場の設営にあたり，集会所の広場にちょうちん，万国  

旗を飾り，婦人ほ郷土料理に腕をふるい，住民全員による野外立食会，各世代  

の代表によるむらづくりピジョンの発表，あるいほ住民自身による芸能大会等  

が行われ，文字通り地区をあげての祭典となっている。また，住民のむらづく  

りへの参加意識を高めるため，この祭りに際して，むらづくり標語を住民から  

募集して選賞せ行うという創意工夫もこらされている。この祭りは毎年趣向を  

こらし，年々盛大になっているが，自分連が作った祭りということで，今日，  

なくてはならない楽しいレクリェーショソの一日となっており，地区住民の連  

帯意識の高揚の場としても非常に大きな役割を果たしている。  
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第8表 地区に導入した主な事業  

事  業  名 】 実 施 年 度  

昭和44年皮  

昭和48年皮  

昭和49年度  

昭和50年虔  

昭和50～52年度  

昭和50～53年度  

昭和50～54年度  

昭和51年度  

昭和52，54年度  

昭和38，43，44，46年虔  

昭和45，46，48，  
49，50，51，52年虔  

昭和41，42年虔  

昭和52年庶  

昭和48年度  

第1次農業構造改善事業  

高能率集団的生産組織育成事業  

豊かな村づくり実践班活動事業  

農薬危害防止対策事業  

晩紺類等産地育成事業  

農業者健康モデル地区育成事業  

地域農業経営育成総合指導事業  

クラブ活動推進特別事業  

コミュニティ施設整備事業  

非補助土地改良事業  

県単独土地改良事業  

団体営一般農道事業  

団体営樹園地農道整備事業  

（生活改善資金）  

（イ）地域の美化運動   

このように「和霊様まつり」が復活し，更に新しい「ふるさとまつり」が生  

れたことほ，各世代がより広くむらづくりに参加するきっかけとなった○老人  

たちは，話し合いの結果，古くから地区内に伝わる文化的通産を大切に守って  

ゆこうと，神社や大師堂の改造を行い，神社に芝生の植付けを行った。そし  

て，このような活動ほ，その他の活動にまで拡がり，更にこれが地区全体の美  

イヒ運動にまで発展して，高齢者の生きがいともなっている○  

（ウ）ふるさと文集「おおは富」の発行   

住民の創意と工夫によるむらづくりを一層推進するため，最近，ふるさと文  

集「おおはま」が発行された。   

この「おおはま」においては，地区に伝わる伝統的な文化，行事等の紹介，  

村づくり推進委員会の活動報告などが行われるほか，営農面，生活面での住民  

各層からの意見や提案などが幅広く掲載されて，地区住民の声の広場として大  

きな役割を果たしている。  

（エ）公共施設の整備  
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地域住民の交流の場としての公民館，青年の家，老人の家などが住民の自主  

性によって建設されており，これらの施設ほ，いずれも地域活動の拠点として  

大きな機能を果たしている。一部国の助成を導入して建設した立派な公民館を  

利用しての，住民の諸活動ほもとより，古材を集め住民の労働奉仕で建設した  

老人の家，旧保育所を改造して建設した青年の家での老人及び青年のそれぞれ  

の活動も活発で，これらの施設は，お互いのむらづくりの意志を確かめ，合意  

を形成し，連帯感を育てる場となっている。  

圏むらづくりの成果と課題及び今後の展望  

この地区のむらづくりは，いわゆるItみかん危機”を契機として展開された  

ものであるが，整備された推進体制のもとでむらづくりの目標をたて，むら全  

体の討議を通じて，自主的に一歩一歩基盤整備をほじめとする各種の常襲改善  

対策を行う一方，後継者も積極的に技術改良，経営改善の活動に取り組み，ま  

た，婦人グループを中心として生活改善，ふるさと文化の見直しを進めるなど  

幅広い地域活動を，相互に関連づけながら総合的，一体的に進めてきている。  

こうした運動の成果として，農業経営の安定・向上と造作業の合理化，能率化  

が図られたほか，後継者の育成とUターン青年の定着，主婦労働の軽減，住属  

の栄養の向上・健康管理の徹底，地域幾産物の共同加工や祭りの開催など生活  

文化活動による地域の連帯感の向上などが図られ，家庭と地域社会に活力を取  

り戻し，豊かで住みよいむらづくりを実現させている。   

今後は，営農面でほ需要の動向に沿った市場性の高い晩柑類等への積極的な  

品種転換をさらに図るとともに，省力化の観点から幾道，閣内道などの整臓を  

一層促進すること，また，生活面では，従来からどちらかといえば運動として  

展開されてきた生活改善対策のほかに，密居集落における集落道，下水道など  

生活環魔の整備を図ることが大きな課題といえるが，地区く“るみの話し合いに  

基づいて着実に問題の解決を図って，むらづくりを進めてきたこれまでの実績  

と住民の強固な団結力によって，これらの課題も近い将来に達成し，更にすぐ  

れた成果を収めることが期待される。  
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私たちのむらづくりの歩みと今後の抱負  

大浜新しい村づくり委員会  

（吉  田  集）   

って，個別経営計画をたててきまし  

た。   

そこで，色々な意見に出くわして  

困惑したこともしばしばでした。   

そうしたことを経験するうちに，  

私たちは，「どうせ世話役をするな  

ら，思い切りやろうではないか，心  
に残る仕事をしようや。」を合言葉  
にして，生活面でほ，彪休日を実践  

し，地域では，異なった各世代の気  

持ちを一つにできる「ふるさとまつ  

り」を実施したのです。   

こうした一つ一つの活動のあと  

は，みかん作業の合間に隣に声をか  

け，道で逢えば，結果の反響を開く，  

それをもちよって，次の計画にとり  

入れるよう，みんなの声が反映する  

「村づくり」に心がけました。私た  

ちの活動が軌道に乗ったのは，いま  

一つほ，どの機関からも一体になっ  

て指導が得られたことも，組織が目  

標をもとに一つに結びつけたのだと  

も思います。   

更に，これからは共通の地域間題  

である濃水・土づくりなど他作目，  

他地域の人々とも手を結んで行かね  

ばならないことが多い。そしてトわ  

が地域の中でも更に美しい共同共助  

活動を続けるために，次のくわ入れ  

を始めなければならないと情熱を燃  

やしている昨今です。  

私たちの住む伊方町大浜ほ，戸数  

166戸，そのうち幾家ほ135戸で，  

127haの樹園地へみかんを主体に伊  

予柑・ネーブルを栽培している果樹  
専作地帯です。   

しかし，昭和42年の大干ばつ，さ  

らに，翌年からの温州みかんの生産  

過剰による価格の大暴落が相つぎ，  

みかん専業に生きる私たちにとって  
大変な打撃でありました。   

そんな時，8名の青年達が晩柑研  

究会を結成し，みかんの品種更新に  

取り組みました。   
これにつづいて，夫の出稼ぎの留  

守を守り，みかん生産を担う婦人連  

がその活動に加わり，生活と生産の  

2つの組織が，地域の協力活動を始  

めました。接木から共同炊事の実  
施，更に施設づくりへと活動を進め  

るうちに，次々と組織が目覚め，地  

域の中にあるの組織が一つになって  

「村づくり」をすすめる気運が盛り  
上り，昭和50年には態勢が整ってき  

ました。組織の代表が推進委員に選  
ばれ，私たち委員は最初に地域全戸  

から意見を開くことからすすめ，地  

域の目標づくりをしました。先ず盛  
業面でほ，晩紺類の導入を希望する  

人が多く，品種更新によって経済的  

に圧迫されるのをどうするかについ  
て，1人の委員が7～8戸を受けも  
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内閣総理大臣驚受賞  

（秋田県北秋田郡森吉町槙小屋）  

園地区の概況   

（1）地区の自然的，経済的，社会的一般状況   

根小屋地区の所在する森吉町ほ，秋田県北部中央軋位置し，総面積34，187  

11a，人口10，850人の山間部の町である。同町の東部大半は奥羽山脈に接する山  

林地帯であり，西側を米代川の支流の阿仁川が縦断し，耕地の大部分ほこの流  

域に集中している。  

第1図 受賞者の所在地  
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気象条件ほ，年平均気温10．2度，年間降水量1，473Ⅶ，根雪期間12月8日～  

4月10日と5カ月に及び，最大積雪が1．5mに達する典型的な積雪寒冷地帯で  

あって，農業の生産条件にほ必ずしも恵まれていない地帯である。   

森書町の産業構成は，産業別就業人口でみると，農業を中心とした第1次産  

業が39ヲらと最も多い。農≡業生産の状況を農業粗生産額でみると，米が最も多く  

55．7ヲらを占めているが，県平均の73．4ヲちに比べると大幅に低く，近年は薬たば  

こ，ばれいしょを中心にした畑作物，肉牛，乳牛の大家畜を中心とした畜産物  

の生産が伸びてきている。   

根小屋集落は，森吉町の中心地である米内沢地区の東南部約1．2kmの地点に  

あり，平坦部は肥沃な沖積層地帯で，水田に利用され，また北部は洪積台地と  

なっており，畑，採草放牧地として利用されている（第1図参照）。  

（2）地区の構成員の状況   

棍小屋集落は，合計40戸で構成され，うち幾家戸数は34戸である（第1表参  

照）。集落の運営組織としては，従来からの「部落会」組織の長所を活かし，  

それを近代的，民主的な組織に再編成し，下部組織として農業生産，集落事  

業，生活改善等の担当組織をそれぞれ独立させ，これらが，責任を分担し合い  

第1表 構成員の状況  
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第2匿Ⅰ棍小屋集落連合会組織図  

ながら，相互に連携をとりつつ道営されている（第2図参照）。  

（5）地区の農林業の状況   

この地域の農林業生産状況ほ，米が中心であるが，約100壬1aにも及ぶ共有原  

野を集落く、、るみで開発し，草地，畑地，樹園地，桐園等に造成し，有効活用し  

ており，米以外の作目の生産が年々高まってきている（第2表参照）。  

第2東 銀落の農家戸数，農用地面積等   

注 （）内ほ1戸当り平均，但し肉牛，たばこは関係農家平均   

遜むらづくりの内容   

（1）むらづくりを推進するに至った背景，動機   

昭和29年以前の眼小屋集落ほ1戸平均50aというわずかな耕地しかなく，積  

－35－   



雪寒冷地でしかも山間部に位置することもあって，地域の農業生産力ほ極めて  

低く，農業のみでほ生計を維持することが困難であったため，そのほとんどが  

兼業にたよる生活であった。   

しかも向上する生活水準を維持するためにほ，より盲恕賃金の兼業を求めざる  

を得なかったが，近在に適当な就労の場がないため，故郷を遠く離れての「出  

稼ぎ」が板小屋集落における所得確保のための支配的な兼業の形態となってい  

たのである。   

出稼老は，42戸の集落のうち20戸にも及び，しかも6カ月間ほ，家族を残し  

て他出するため，出稼期間における棍小屋集落ほ，文字通り灯の消えた寂しさ  

となり，子供の教育の問題，家庭生活上の問題及び春，秋の農作業の粗放化  

等，個々の農家に様々な問題が発生した。さらに，集落におけるコミュニティ  

活動も低調になり，地域社会としての根小屋集落の維持さえむづかしい状態に  

なっていった。  

こうした状態に追い込まれていた板小屋集落の人々は，低生産性農業と出稼二  

ぎとの悪循環を断ち切り，地域で自立するにほ思い切った農業投資以外にほな  

いと考え，蓄積の少ない個々の農家でほ限界があるため，集落く“るみの農家の′  

共同の努力で開田や土地改良事業を実施することとした。   

辛い周辺の地域にほ共有地としての未利用地が多くあって，開発ほ順調に進  

んだが，他方，幾家の労働過重等が問題となってきたため，集落内部での話合  

いを重ね，単なる農業生産の拡大だけでほ地域の発展はないとの結論に達し，  

≦共同作業を一歩進め，集落く小るみで豊かなむらづくりを目指すことになった。  

妄このため，従来からあった「部落会」組織を再編成し，「農民も一個の社会人  

‥視野を広め，力を合せて豊かなむらづくりを実現しよう」を合言葉に，集  

落をあげてむらづくりに邁進することとなった。  

（2）むらづくりについての合意形成の過程   

板小屋集落が前述のような，いわば集落としての危故に際会したときまずと  

った方策は，集落の結束をより強固にし，一九となってこれに対応しようとし  

たことである。  
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こうして，この集落においてほ，従来からあった「部落会」の中で徹底的に  

討論をし，その中から全員の合意として「農業を基盤とする豊かなむらづく  

り」を打ち出している。   

こうした合意についての基本方針を実現する手段として，   

① 「ゆい」を生かした稲作の協業化   

② 未利用地開発による複合作目の拡大   

③ 生活改善活動による住みよい環境づくり   

④ 集団運営による地域社会づくり  

を掲げ，新しいむらづくりの実践に取り組んできている。   

こうした合意形成の過程の中で限小屋集落においてほ，集落の古い秩序に基  

づく住民意識の変革に努め，集落組織を機能的に再編成して集落事業の実行グ  

ループ，農業生塵グループ，生活改善グループの専門組織港つくり，それらが  

互いに連携凌とりつつ新しいむらづくりに取り組んできている。こうした20年  

に亘る地道な活動により，集落が活性化され，この結栄，農家及び非農家の楼  

々な要求が，それぞれのグループの中で取り上げられ，それが全体会議の申で  

検討され，集落の意志として決定され，各グループにおいて実現をこ移されると  

いうしくみができあがっているもので，地域紙織の運営のあり方としても撃想  

的なものといえよう。  

（3）むらづくりの推進体制   

① 組織整備の経緯   

板小屋集落にほ，従前から「部落会」があり，集落の古老が中心とな り，部  

落財産の管理等を行っていたものであるが，出稼ぎの増加を契機にむらく小るみ  

で豊かなむらづくりを目指すこととなった段階で，従来の「部落会」の長所を  

生かしつつ，より民主的効率的な運営を目指して，組織の再編成が行われてき  

ている。   

その組織盤脾の経過ほ，まず昭和29年，地域の食糧生産の増大と零細経営か  

らの脱皮を目指し，集落内の青年農業者が中心となって，「根小屋農業研究会」  

を結成し，農作業の共同化や農業技術の研究翫こ努めたのが集団活動の始まりで  
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環境整備～側溝の清掃  

あった。   

その後，農事研究会が農業生産の拡大の方途を模索していく中で，地域を挙  

げての共同体制がなければ，農業労働を強化しても所得向上に結びつかないこ  

とが明らかになってきたため，昭和32年に「根小屋幾事研究会」を発展的に解  

消し，新たに農業生産集団として，「棍小屋呼友会」を発足させ，農業生産に  

おける共同体制を一層強化するとともに，その下部組織として従来からあった  

「若者組」的な組織「共勇会」に大きな権限を与え，これを推進母体として，  

道路，側滞の整備等集落内の環境整備や春秋のむらまつり等が実施されてきて  

いる。   

こうした中で，農業生産も順調に拡大してきたが，ややもすれば生産優先と  

なり，家庭生活がおろそかになりがちであったため，集落内の婦人連が結集  

し，昭和36年，従来の婦人会組織を農業生産集団である「呼友会」との連携を  

十分図るため，「棍小屋呼友会生活改善部」として再編成し，以来，生産と生  

活のバラソスのとれたむらづくりの実現に努力してきている。   

このように，板小尾集落連合会では中核的な農業者の同志的な結合が軸とな  

って，各グループの積極的な社会参加を進め，強眉な地域の連帯感を育てつ  

つ，集落の意志を結集させていることが注目される（第2図参照）。   

② 推進体制の特徴   

また，むらづくりを推進する上で重要な役割を果たしている限小尾集落組織  
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の運営面における特徴ほ，   

∽ 集落の基本的な組織である「部落会」にほ，集落の全戸が加入し，合意  

形成を図るための徹底した話し合いを基礎にしているため，各戸の参加意識が  

極めて強いこと。   

好）各組織ごとに事業，事務の分担を明確にしているため，組織が効率的に  

活動していること。  

（功 構成員の個々の意見を組儲常反映させることに力点を置き，「家の会」  

－→「確認会議」→「匹…季会議」H→「目標会議」という合意形成のプロセスにみ  

られるように，各人の意見を集約していくための民主的手続に独白のエ夫をし  

ていること（第3表参照）。  

第3褒 集落における話し合いの積み重ね  

会議の種類  内  容  

の 岩 衰、∃ 毎日，夕食時に1日の反省と明日の予定を話し合う。  

確認会議  月1回，活動の経過と終了した事項の反省をふまえ，今後の活  

（各組織）勤撼分担寒聯を協断る。  

四季会‡詭  ≧ 春，夏，秋，冬に各1軌 各組織役員により，事業や活動方針  

（集落連合会）iについて話し合う。  

目標会議  

（住民総会）   

自分のこと，家のこと，集落のこと等について，1年及び将来  

の目標をかかげ改善したいことを発表しあう。年1軌1人1発  

言の機会をもつ。   

国 全員一致して会を運営していくことを基本にし，「持ち回り役員制」「合  

議制」等を取り入れ，組織の永続的な運ノ勘こ配慮していること，等が挙げられ  

る。   

なお，森吉町においても，根小屋集落における活動を高く評価し，これに対  

する指導，支援を実施している。  

（4）むらづくりの内容と極微   

本地区におけるむらづくりの特徴は，積雪寒冷地で出稼ぎ等に依存せざるを  

得ない閤難な条麿下にあって，集落住民の意識改革を進軋 古い集落組織を再  
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たばこの共同移植  

共有林野を開発して造成した桐  

畑（全体で1駒勘：根小屋集落の  

特色あるむらづくり活動の一つ  

のシンボルである）  

農繁期における共同炊事（主婦だけでなく，  

おばあさんたちの大活躍の場となっている）  

編成して新しい地域組織として活性化させながら，集落の共同財産である山林  

原野を活用して農林業の生産基盤を理解し．稲作の集落く小るみの協業化とたば  

こ，肉牛等の複合的な作目の拡大を図るとともに，集落農業の組織化を進め，  

また，婦人グループによる生活改善に取り組むなど総合的なむらづくりを展開  

していることである。   

その具体的内容を挙げると，次のとおりである。   

① 「閃かれた地域宥二会づくり」を目指して旧来の身分的色彩の強い集落組  

織を再編成し，これによって住民の意向を年令階層別に，また，機能集団別に  

積み上げ，「合議制」により意志決定を行うという手法が確立されていること  

である。   

② 幾林業の生産基盤の確立のため，約100haの集落の共同財産である山林  
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努力を積み重ねてきており，その活用方法も杉林，東園，桐畑についてほ共同  

管理とするはか，田畑ほ住民の耕地規模に配慮した活用方法を採用している  

（筋4表参照）。  

③ 47年にほ秋田県の集落農場化事業に率先して取り組み，稲作の機械化と  

省力化のための協業組織を整備するとともに，稲作，たばこ作，飼料作を通じ  

て「ゆい」の伝統を生かした労働の相互扶助方式を幅広く活用して，集落の共   



同作業と連帯意識の維持，強化を因ってきている（第5表参照）。   

④ 生活面でほ，年2回の農繁期の共同炊事と季節共同保育が契機となっ  

て，43年に集落の「生活総合セソター」を設置し，各種の集落組織の活動の拠  

点とするとともに，住民の健康管理活動や，地元の転作大豆を使っての豆腐や  

味噌の自家生産を進める等，集落く“るみの生活改善活動を幅広く展開してい  

る。   

⑤ 集落全戸による青壮年組織として「共勇会」を設け，道路，側溝の手入  

れや整備，春秋のむらまつり等を進めているほか，子供会は火の用心活動にい  

そしむなど，地道なコミュニティ活動を長期にわたって展開している。さらに  

老人グループもソバを栽培し，集落の全家庭に年越しソバを贈ったり，農繁期  

の共同炊事や神社，墓地の清掃を担当するなどコミュニティ活動に意欲的に参  

加しており，住民の各世代を通じての積極的な社会参加が，集落住民の地域連  

帯感の醸成に大きな役割を果たしている。   

全国の農村において地域の連帯感が希薄化し，農村社会の基盤が弱体化して  

きている今日，板小屋集落で実践されているむらづくりの手法なり考え方ほ，  

今後のむらづくりに大いに参考になるものといえよう。   

因むらづくりの成果と課題，今後の展望等   

（1）むらづくりの成果   

こうした集落住民全員による地道な活動の結果，   

① 昭和29年当時にはわずかに0．5haに過ぎなかった1戸当たり水計画債  

を，現在ほ1．2haにまで拡大し，さらに，規模拡大と併行して土地改良事業を  

実施し，水田の乾田化，区画の拡大を推進してきたほか，県の単独事業である  

集落農場化事業を活用し，稲作機械化作業体系を確立し，生産性の高い稲作集  

団を形成している（第6蓑，第7表参照）。   

② こうした稲作労働の省力化を背景として，「呼友会」が中心となって更  

に共有林の活用をすすめ，土地の条件に応じて植林（杉）菜園，桐畑，たばこ  

畑，草地等に活用し，地域の農林業の基盤の確立に役立てている。草地につい  
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第6表 稲作集団の概要  

欝7蓑 稲作の生産性予瑠酢勘漁家  

1時間当たり  10 a 当た り  

得 … 労働時間  収   量  

r酌5 660短  64，500円   109．5時間  

闘
 
 
 

（
 
 秋田県平均  

ては，昭和42年から団体営草地開発事業等濫より現在まで1511aを開発し，これ  

を肉牛飼育農家に貸付けし，賃貸料を「部落会」の運営費として活用してい  

る。菜園，桐畑については「部落会」事業として，43年，46年にそれぞれ植付  

けている。また，顆膵掴5年にほ6．6ilaを畑地に造成し，水田面積の比較的少な  

い幾家に貸付けし，経営規模の拡大に大いに寄与している。   

③ こうした稲作の生産性の増大と複合作目の拡大による農業収益の増加  

ほ，後継者の農業濫対する意欲を呼び起し，全戸に後継者が定着し，嫁とりに  

も全て不安がないという活力ある地域社会を作り上げている。   

また，こうした成果ほ，出稼者の減少にも顕著にみられ，昭和30年代前半に  

ほ20名に及んだ出稼者ほ，現在わずかに1名に減少している。   

④ さらに，「部落会」を中心として各組織が互いに意志の疎通を図り，集  

落内の農家，非農家が一体となって行う組織の運営は，各戸の仲間意識を高め  

る上で極めて有効に働いており，春秋2回のお祭りにほ，近隣の集落からも多  

くの参加があり，地域コミュニティの形成と地域の活性化に大いに役立ってい  

る。  

（2）むらづくりの課題と今後の展望   

今後の課題としてほ，農業生産面では桐材の価格が輸入材の増大により低落  
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傾向を続けてきていること，菜園の造成が奥地で行われ，十分な管理が行き届  

かなかったことから収益をあげるに至っていないことなど，集落の共同の努力  

で育成されてきた集落財産が十分その効果を発揮してきていないというような  

問題がみられる。今後桐園についてほ長期的視点から，その資産の運用を図  

り，また菜園についてほ，最近林道の整備が行われ，日常的管理が可能になっ  

てきているため，その管理体制を強めることにより共同財産の傭値凌高め地域  

活動の財政的基盤としていくことが期待されよう。   

生活面に届いては，「生活総合センター」を中心として生活改善活動が積極  

的に展開されているところであるが，今後，地域住民の陸唐の増進と連帯感の  

強化に資するためにもスポーツ広場等の建設が要望されているところであり，  

この実現が望まれるところである。   

また，椴小屋地区におけるむらづくり運動は，昭和30年代に呼友会を母体と  

した青年農業者を中核として盛りあがってきたものであり，現在その人々が地  

域の中心的存在となってきている。幾業従事者が徐々に減少していくと見込ま  

れる中で，農業者を主体とする地域づくりのエネルギーを，次の世代にどうい  

う形で受け継ぎ発展させていくかが，今後の残された課題になると思われる。  

しかしながら長年の問につちかわれた合意形成のための民主的手法と人々の熱  

意によって、さらに活力ある地域社会が形成されることが期待されるところで  

ある。  
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協同による創作活動に活路求めて  

聴小屋集落連合会  

衆 議）  

植栽等集落有原野の高度利用を図る   

とともに生活改善センターの建設に   

よる保育所の設置や農繁期における   

共同炊事の実施等生産基盤の拡大と   

生活改善を一体的にとらえた村づく   

りを進めてきました。   

50年代は，これまでの生産基盤の   

整備に加え，集落内のコミュニティ   

括助の促進を重点としております。   

これからの村づくりにほ，事業等の   

執行機能と学習活動を通じた意識の   

高揚が両立しなければならないと考   

え，年齢別，機能別に各種組織を結   

成するとともに集落連合会組織のも   

とに各組織が明確な機能分担と調和   

を保ちつつ，みんなが参加し，みん   

なが意見を出し合い，みんなが心の   

安らぎと誇りをもてる郷土の建設を   

めざして努力しているところであり   

ます。   

この度の栄えある受賞は，誠に感   

激至極であり，これを契機に更に一   

歩前進した村づくりに励んで参りた   

いと存じますので，関係者の皆様の   

一層の御指導をお靡い申しあげま   

す。  

（武 石  

我が集落の活力ある「明日への展  

望」を白から切り拓こうという願い  

から，20代の青年が主体となって，  

昭和32年に「呼友会」を結成以来，  

早や20年の歳月が経過したのです  

が，この間は，集落の歴史の車でま  

さに飛躍の一言に集約される時期で  

あったと思われます。   

当時の集落は，五反歩百姓そのも  

ので，小学校の子供を見れば，限小  

屋集落とわかるといわれるほど低い  

生活レベルにあったものです。   

これほ，従来からの板づよい慣習  

が，現実を大きく支配していたこと  

から，せっかく集落に内在する優れ  

た人的，物的要素を発掘することが  

出来なかったため，集落全体の活力  

が消滅したことによるものと気付・  

き，呼友会を中心に新しい目と心で  

村づくりに取り組みました。   

昭和30年代ほ，生産技術の理論学  

習と開田，既存田の圭備，共有原野  

の開畑等の土地基盤整備に集落をあ  

ぼての組織活動として取り組み，40  

年代は，開削こよる牧乳 某たばこ  

栽培の拡大，さらにほ栗，桐，杉の  
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農林水産大臣 

（茨城県那珂郡緒川村1325）  

園地区の概況  

千田集落ほ，茨城県の北々西の県境にある緒川村の西南端に位置し，栃木県  

に接している。集落の土地ほ，山林原野が76労を占めており，耕地は189ちにす  

ぎず，しかもそのほとんどが傾斜地という山村集落である。戸数ほ，総数77  

戸で，その8割にあたる63戸が農家である 。人口ほ，昭和45年の国勢調査によ  

第2図 千田集落概況図  第1図 受賞者の所在地  

・鞘・猥落禅  

＝＝i三乳迂路  

－‾‾’川  

（か理路市セン㌢川  

標け洞′、長ミ：；  

屑津川水道機場  

閑易水道配水池  
l三≡   

．街路灯  

⑳脚胱描封摘  

○ 住宅地   



千田集落の集会  

ると397人で，40～45年の5年間に54人が減少している。その後も47年頃まで  

は毎年10人前後の減少をみたが，むらづくりに積極的に取り組むようになって  

からの減少は極くわずかとなり，48年から53年の5年間で17人の減少に止ま  

第1表 集落の土地利用  

第2表 集落の戸数  

第3蛮 人 口 の 推 移  
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第4家 集落の段業生産の状況  

り，過疎化の進行に歯止めがかけられつつある。   

産業の主力ほ第1次産業，特に農業であるが，1ha以下の小規模農家が多  

い。中心作物ほ，しいたけ，たばこ，米，麦，そばであるが，近年，ぶどう栽  

培や農協との契約による納豆用の小粒大豆，そらまめ，白小豆等が増加し，さ  

らに，だいこんの種子生産等も定着しつつある。   

囲むらづくりの内容   

（1）むらづくりを推進するに至った背景・勤松   

本集落は辺境の地にある山村集落という実情から，永年にわたって生活環境  

の非常に恵まれない状況にあった。   

例えば，モータリゼーショソの波もとうに一巡した昭和46年，千田集落にお  

いては，わずかに1mの舗装道路も無く，曲りくねった急傾斜の凸凹道ばかり  

で，串が自宅に入れない家が半数近くもあったという事実が，このことを端的  

に物語っている。   

また，本集落においては，表土が浅く，すぐ固い岩盤につき当たり，井戸も  
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満足に掘れず，渇水期にほ，農業用水ほもとより生活用水にも事欠く家が大半  

で，風呂にも入れない家すら少なくないという状態であった。   

これらの状況の中で，「なんとかしてよそ並みになりたい」というのが住民  

の永い問の願望であった。しかし，それも自らが身銭をきっても，というよう  

な強いものとなるまでには至らなかった。むしろ，より良い生活を求めて人口  

が流出する中で，残った人々ほ，その際望を実現する手がかりもないまま，あ  

きらめの気時に支離されていたといった方が適当かもしれない。   

そこへ一つの転機がやってきた。すなわち，昭和46年8月，千田集落の分校  

跡の公民館において，県知事の現地公聴会が開催され，この席上で集落改善の  

手法が示された。これがきっかけとなって，度重なる会合の結果，約1年後，  

集落全戸の合意により，注l園都市建設事業に集落をあげて取り組むことが確認  

され，千田集落田園都市建設推進協議会が発足することとなった。  

（参考）   

田園都市建設事業とほ，1璽銅i138年に発想されて以来，事業の推進が図ら  

れてきた茨城県独自の県単事業で，モデル集落住民が1戸当たり2万円を  

拠出し，それに市町村が900万円，県が1，700万円を補助して，市町村段  

階に設置された田園都市協会（社団法人）に「田園都市建設基金」として  

積み立て，それを3年間に，集落住民の鉦主性と創意に基づき策定した実  

施計画に沿って上記基金を取り崩しながら総合的に集落環境整備を行って  

いこうとするものである。住民負担は，この基金負担で終るものではな  

く，一定率の取り崩し率（補助率）の残余の分について事業費負担が伴  

う。また，基金による事業のみで完結するものではなく，関連事業とし  

て，各種補助事業の導入を図っていくことが基本原則となっている。  

（2）むらづくりについての合意形成の過程   

合意形成の過程は，運動の進捗段階によって特徴があり，その過程を発展段  

階に応じて時期別に区分すれば，次の4つに大別できる。   

第1段階（46年8月～47年7月）：むらづくりに取り組むための基本的合意  

形成に至る段階   

第2段階（47年7月～49年3月）：集落改善に関する構想樹立とプラン作成  
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のための合意形成に至る過程   

第3段階（49年4月～52年3月）：事業推進に関する具体的な問題解決のた  

めの合意形成の過程   

第4段階（50年1月～現在）：生活慣行改善運動を目指す合意形成の過程   

まず，第1段階における特徴は，あきらめと無気力の状態にあった人々の意  

識を，自分達の知恵と力の結集によって，自分達の集落を住むに値する地域社  

会につくり変えていこうとする積極的な方向に転換させ，とにかく田園都市建  

設事業によって新しいむらづくりを開始しようという合意を住民の間に形成し  

たことである。  

リーダー達軋 「この機を逸したら，集落再生のチャンスは再びめく中ってほ  

釆ないだろう」という考え方から，かなり切迫した気持で取り組んだが，一般  

住民の反応ほ，いたって消極的であった。「田園都市大いに結構。県や村で事  

業をやってくれるのなら賛成だが，自分達が金や労力を出してまでやるという  

のでは反対だ」という人々が大半を占めた。   

そこで，とられた方法は，集落組織をフルに活用しての会合（主に小姐ごと  

の座談会），学識経験者を呼んでの研修会，先進地の視察等であった。   

第2段階でほ，後で述べるような推進体制を整備し，これを基礎にして系統  

だった合意形成の活動を展開し，県，村等関係機関による集落総点検の結果を  

参考にしながら，次の6つの目標課題を設定した。これらは，49年3月に実施  

計画書としてまとめられるに至った。   

① 交通通信施設の整備（生活道路の改良整備，街路灯の設置）   

② 田園都市センターの建設（老朽化した既存の公民館に代って，集会，研  

修，冠婚葬祭，住民の憩いの場等集落発展の拠点となる総合施設の建設）   

③ 住宅環境の整備（台所・浴室・便所等の改善，門道の改良，木障払いの  

実施等）   

④ 環境衛生施設の整備（簡易水道の建設，兼排水処理施設・簡易ゴミ焼却  

炉の設置，共同霊堂の建設及び葬祭の合理化の推進）   

⑤ 集落組織の合理化（集落組織の再編成と生活慣行の合理化の推進）  
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⑥ 農業生産基盤の整備（圃場整備，幾道の改良整備，経営改善等）   

第3段階の問題は，個別の事業を進める上での具体的な問題についてのコソ  

セソサスをいかに形成するかということであった。事業実施濫入った当初の段  

階でほ，多くの人々の考え方は，「誰の家にも串が入れるようにすることにほ  

賛成だが，そのために我が家の農地がつぶされるのはゴメソだ」というもので  

あった。   

そこで，これを解決するため，まず，協同の力で契現しやすいものから実施  

し，それによって新たな相互の信頼感と連帯を創り出し，それを土台に，さら  

に新たな合意の形成を図るという手法をとった。そのため，センターが最初の  

事業として着手され，敷地造成のために協同の労働奉仕が行われた。これらの  

積み重ねによって，共同霊堂建設の前提となる敷地等についての合意が形成さ  

れたのである。「手を出せ，汗を出せ，チエを出せ」がこのときのスローガソ  

となった。   

第4段階の特徴ほ，新しい慣行創出の前提となる生活意識の転換を実現する  

ための合意形成の過程といえる。ここで力を発揮したのほ，センター建設を機  

に設置された新生活推進委員会（のちに公民館活動の一部として位置づ仇 公  

民館新生活推進部に改組）であった。   

（5）むらづくりの推進体制   

昭和47年7月，集落全戸を構成員とする千田集落田圃都市建設推適協議会が  

発足し推進機関として25名の委員から成る推進委員会が設置された。さらに，  

その下に専門的な研究，検討を行う機関として，家庭環境改善，社会環境改  

善，営幾改善，道路改善の4つの専門部会を設置し，25名の推進委員を4つに  

分けて構成することとした。他方，協議会の基礎組戯として8つの小敵（自治  

的な集落運営の基礎単位）をすえた。   

この場合，創意浸こらした点は，行政区組織との緊密化を図る立場から，推  

進委員に区長，副区長を入れ，同時に公民館活動との提携を促進することを狙  

いに，公民館代表を比較的多数メンバーに加えたことである。さらにほ地域的  

偏在を避け，あわせて下部討議の円滑化を図る立場から，8つの小組から各1  
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名の代表を加え，また，各階層の意向を反映させることを狙いに，婦人代表，  

後継者代表，老人代表を各2名ずつ加えた。なお，推進委員の中で注目される  

のは，元学校長が2名おり，いずれも中枢的役割を担っている点である。  

欝3園 田同郡市建設推進協議会組織図  

（4）むらづくりの内容と成果   

厳しい立地条件下にあって，自らの生計を維持するのに精一杯で過してきた  

集落住民が，県，普及所及び村当局の指導助言を待つつ，全員が一体となり，  

話合いを積み重ねながら，其の豊かさを求めて明るく住みよいむらづくりを進  

めてきた結果，辺境の地にある貧乏集落の姿が一変するところとなった。   

生活面でほ，まず第1に，田園都市センターの完成を故に，新生活運動を始  

めようとする機運が高まり，50年9月に新生活運動実践要綱が住民の総意で決  

定され，冠婚葬祭の簡素化，健康管理，集落芙化等を中心に住みよい集落づく  

りが続けられている。   

また，このセンタMを拠点として，婦人会，老人会，若妻会（あすなろクラ  

ブ）等が頻繁に開かれ，他地域のグループとの交流や先進地視察を行う等活発  

な活動を行っている。さらには，54年4月から，盆栽，民謡，書道，料理，バ  

レー，ソフト，野球等のクラブが発足するなど，集落内の各層にわたるコミュ  

ニティ活動が一段と活発化し，諸会合が話しやすい明るい雰囲気になるととも  

に出席率も高まる等多くの好影響をもたらしている。  
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千田集落のむらづくりの  

拠点・田園都市センター  

老人会と若宴会の集い   

第2に，簡易水道，雑排水処理施設をほじめとする生活環境施設の整備によ  

り，居住環境が大きく向上した。   

第3に，道路網の整備により，人力に煩った農作業から解放されるととも  

に，自宅通勤による恒常的勤務の安定兼業が可能となった。また，住民の行動  

塞周が拡大し，「閉じ込められた集落」から「閃かれた集落」へと変りつつあ  

る。   

第4に，共同霊堂の完成により，土葬から火葬へ，l計宅葬からセンタ←葬へ  

と変り，新生活運動度側面から助長することとなった。この共同の納骨堂方式  

ほ，茨城県下でも初めてのものである。   

次に漁業生産面でほ，農道整備，圃場整備，各種新規作物の展示圃設置，し  

いたけの乾燥機導入・はだ場設置等を進めてきた結鼠 基幹作目であるしいた  

けの生産拡大，新規作目としての巨峰ぶどうの導入及びぶどう栽培研究クラブ  

の発足，そば。小粒大豆・小豆・そらまめの農協との契約栽培の推進等着実な  

成果を収めつつある。   

遜むらづくりの評価と今後の課題  

舗装された遠路も無く，集落の大部分を占める山林は集落外の人の所有が大  

半で，狭い耕地も平坦な所ほ少なく，水も十分でない「ないないづくし」の集  

落において，住民自ら時間と努力を惜しまず，徹底した討議の中から集落改造  
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へ光を見出し，リーダーと住民が，がっちりスクラムを組んで，これを実践に  

移すことにより，生活環境の改善，農業の振興等豊かで活力ある集落づくりを  

進め，過疎化の流れを食い止めることに成功しつつあることは，高い評価に値  

するものである。また，同様の条件下にある地域ほもちろんのこと，その他の・  

地域にとっても，むらづくりの模範となるものであろう。   

なお，今後に残されている課題としては，   

① 行事ごとに組分けが異なっている複雑な集落内組織の再編成   

② 幾林業の振興（生産基盤の整備，しいたけ・和牛・果樹・養豚等の振  

興，観光農業の育成）   

③ 道路交通網の劉臥住宅環境の整備，健康づくりの場の設置等生活環境  

の一層の整備  

等があると思われる。今後，これらの課題を実現し，本集落の恵まれた自然を  

活かした豊かで住みよい集落づくりを山層推進することが期待される0  
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真の豊かき を求めて  

千田集落  

（大 武 次 男）  

1．発端＝千田の村づくりほ，昭和   

46年8月，時の知事岩上さんが現   

地公聴会で千田を訪れたことに始   
まる。地域住民との話し合いの中   
で，知事は，田園都市建設事業を推   

進したらと授言されたのである。  
田園都市建設事業というのは，   

集落が1戸当たり1万円を拠出   

し，県1，500万円，村800万円の補   

助金を基金として，3年間に住民   
主体の事業を実施する本県独自の   
画期的な事業なのである。  

2．決断＝貧乏集落にとってそれか   

らが大変であった。というのほ，   

経済成長のヒズミもあって，住民   

も依存的な傾向が強かったから，   

県や村が集落の整備をしてくれる   

ならともかく，身銭を切ってやる   

のでほ反対という意向がかなり強   
く，やろうと決断するまでに約1   

年，その間大小30回余の会合を開   

いて，いろいろな角度から検討を   

加えた。その間，県当局及び協会   

から有効適切な情報の授供と方向   
づけがされた。これが住民にやる   
気を起こさせる行政の大きな任務   
でほないかと思う。その結果，47   

年7月ようやっと本気でこの事業   

に取り組もうということになり，   

各層各年代の代襲26名からなる建   

設推進委員会の発足を見た。  
3．計画＝この段階では推進委員会   

が中心になって，集落の見直しを   

する一方，各層各年代の意見，希   

望等を尊重しながら，アソケート   

調査等も実施した。また，県は関   

係依関を動員して集落の総点検を   
行い，診断報告苔を集落へおろし   

てきた。推進委員会は，これらを   
比較検討して，3か年にわたる事   

業計画を樹立した。この間，約1   

年半の日時を要したが，反面尊い   

教訓を得た。それはコソセソサス   
を得るための時間と労力を惜んで   
はならないということであった。  

4．事業実施（49～51年）＝「手を   

出せ汗出せチェを出せ」を食言薬   
に，自分たちで出来ることは，労   

力提供でこの事業の推進に当たっ   

た。これは，「為すことによって   

学ぶ」というか，共同の目的を達   

成するにはこれがいいと考えたか   
らで，自治意識や連帯感を高める   

のに役立ったと自負している。主   

なものをあげると，   

○村づくりの拠点としての田園都   
市セソクーの建設○道路の改良   
補装（延長8k－れ）17基の街路灯  

の整備○簡易水道事業○土地改  

良事業（県単補助，村単補助）   
○営農改善（巨峰ブドウの導  

入，しいたけの規模拡大）○新生  
活運動の展開○共同霊堂の建設  

5．今後の課題＝人間の幸福とほ，   

豊かさとほ一体何だろうか，を追   
求しながら，農村の生活文化を高  

め，明るい住みよい村づく り  

と，みんな張り切っている。  
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農林水産大臣賞受賞  

（新潟県北魚沼郡守門村福山新田）  

園地区の概況  

福山集落ほ，新潟県下でも有数の豪雪地帯である守門村の北西端にある山村  

集落である。守門村の中央部南西から北東には，国道252号線と国鉄只見線が  

並走しており，須原と上条の二駅がある。村役場のある須原から集落中心地ま  

でほ直線距離にして約51（mであるが，自動車を利用するとすれば，上条から西  

へ約61くmという位置である。  

むらの周囲を標高450m～520  

m余りの雑木林に囲まれ，標高  

380m～410mの中央部ナべ底状  

の地帯に総戸数110戸，人口432  

人の集落が展開している。標高  

が高く，盆地状の地形の中にあ  

るため，同村の中でも積雪量ほ  

多く，平年で3．5m～4．5mに達  

している。また，降積雪期間も  

12月中旬から翌年5月上旬まで  

の5か月に及んでおり，春，秋  

が短期間であることから，濃作  

物の栽培は大きな制約を受けて  

いる。   

第1図 受賞者の所在地  
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福山明るいふるさと  

爽践集落のメンバー  

第2図 福山集落全体図   

幾用地は，水田が主体で，ほかにむらづくりの一環として丘陵地帯に造成さ  

れた畑を合せて77ilaである。総幾家数94戸，1戸当たり平均農用地面積ほ0．1  

haである。かつては，周辺の祁木林による製炭あるいは養蚕が盛んであった  

が，現在は専業幾家がわずかに1戸である。兼業幾家ほ，主として30才～50才  

代の世帯主が兼業に従事しており，水稲収穫後の10月中旬から翌年4月下旬頃  

までの期間，土木作業員，運転士等に季節的に就業するものが多い。出稼ぎ  
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ほ，道路の整備により小出町方面への通勤が可能になったことや造林雇用があ  

ることにより激減しているものの，村の出稼ぎ統計によれば，53年に52人が出  

稼ぎをしている。   

集落からほ近隣主要箇所への道路のうち，自動車の通行可能な路線ほ，現在  

もわずかに2線だけである。生活道路として最も重要な上条と集落を結ぶ県道  

の全面改装が53年秋にようやく完成し，冬季間も除雪により串の運行がどうに  

か確保されるようになった。これで，中学生の寄宿舎生活も冬期間のみに限ら  

れるようになったほか，通勤兼業も年間をとおして可能となったのである。  

欝1妾 戸 数（54年）  

第2表 経営耕地面積（54年）  

第3表 主な作目の販売高（54年）  

米  ‡夏大根  夏秋トマト】椎  茸‡その他 ∃   計  

2，666千円】2，075千円ll，200千円l 615千円  52，374千円  

囲むらづくりの背景とその過程  

このように厳しい自然的，経済的粂件に置かれていたことから，福山集落は  

高度経済成長期をとおして過疎化の荒波に巻き込まれることとなった。若者ほ  

職場を求め都市に流出し，挙家離村も相次いだ。むらの識者からほ，むらの将  

来を憂うる声があがり，住民からは，時代のすう勢に応じた暮しを望む声が起  

った。   

このような住民世論の高まりのなかで，山村の孤立化及びこれからくる生活  
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力を合せて建設した  

克雪管理センター  

の立遅れからの脱却の願いをこめて，初めに手をつけたのが山村振興事業（42  

年度）による道路の整備であった。若者が安心して定住できるむらづくりとい  

う目標に向って，攫民の話合いほ積み重ねられた。著者をむらに引きつけるた  

捌こも，また，百分たちが豊かな暮しをするためにも，むらの経済的基盤を整  

える必要があるということで住民は一致した。夏だいこんを中心とした畑作の  

振興による農業所得の増大をめざし，46年度から開畑を開始する一方，45年度  

から杉の植林を計画的に推進することとなった。   

生産関係が主体のむらづくりに転機をもたらしたのは，48年度の克雪管理セ  

ンターの設立であった。3階建のセンターほ，1階が住民の健康を守る診療施  

設，2，3階ほ多目的施設として各種の会議，会合の場を撞供した。センター  

を拠点として，住民各層の交流ほ活発化し，同時にむらづくりの推進機関であ  

る福山公民館審議委員会の活動も促進されることとなった0   

そうした活動をとおして，住民の中には，経済的条件が整い，道路の整備等  

生活基感が整いさえすれば，著者を引きつけるむらづくりができるというもの  

でほなく，自分たちが心のふれあいのある豊かな暮しをするためにも，開かれ  

たむらにしていかなければならないという考えが徐々に浸透していった。これ  

は，外部との交流を積極的に深め，取り入れるべきものは取り入れながら，同  

時に，むらの暮しの良い面ほ意識的に育てていこうということであった。   

こうして，51年度から自然体雀村整備事業によりキャンプ場や観光農園を開  

設した。LL‡村集落という自然条件を活かして所得の増大を図るとともに，都市  
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住民との交流を深めることに眼目があった。   

また，51年皮から小出農業改良普及所の重点普及指導対象に取り上げられた  

ことも一つの契機となって，福山明るいむらづくり推進委員会が発足すると，  

冠婚葬祭の簡素化，家庭の明朗化の推進，花壇づくり，日給野菜づくり等むら  

の暮しの改善や運動会，雪まつり，盆踊りなど，住民の心のふれあいを高める  

コミュニティ活動も活発となっていった。   

囲むらづくりの推進体制  

当集落のむらづくりは，農業生産対策や生活基盤整備などに代表される事業  

導入型のものと，住民の共同活動による生活環境整備や生活改善に代表される  

住民参加型のものが，相互に補完し合って推進されているといえる。   

事業導入に当たってほ，住民世論をもとに区委員会がプラン作りを進め，区  

総会で決議される。しかし，むらづく り共同活動の中心であるとともに，青  

年，壮年，婦人，老人など住民各層の意見を住民世論としてまとめあげるのに  

中心的役割を果たしているのは，公民館審議委員会と明るいむらづくり推進委  

負会といえる。   

公民館審議委員会ほ，40年に設立された集落内の各団体の代表者及び学識経  

験者16名を構成員  

とする委員会であ  

る。運動会，雪ま  

つり，文化祭等従  

来からのむらの行  

事をむらづくりの  

一環として計画し  

たり，冠媚葬祭の  

簡素化の方向を示  

すなど共同活動に  

関する審議，推進  

第3図 福山明るいふるさとづくり実践集落の  

むらづくり推進体制  
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機関である。   

一方，明るいむらづくり推進委員会ほ，合理的でしかもむらの良さは生かし  

た潤いあるむらづくりに積極的に取り組むために，集落内の各団体を結集した  

機関である。学校と速けいした後継ぎの養成，住民総参加によるむらの芙化運  

動や共同素地の建設，伝承芸能民謡の保存などの実行母体であり，住民総参加  

のむらづくりを期するためをこ創意工夫をこらしてきている。   

まず，集落生活環境診断を実行し，全戸が参加するとともに集約結果の検討  

会をこれも全戸が参加して行った。また，むらづくり推進標語を募集してむら  

づくりの気運を盛り上げるとともに，意識の統一と浸透を図った。その結果  

は，209点もの応募があり，「みんなで語り，みんなで築こうむらづくり」等が  

入選し，入選標語ほ表示板を作り，小学校の校門脇やその他の集落内の要所要  

所に掲げられた。さらに，集落入口の道路脇に「福山明るいむらづくり実践集  

落」の標柱を立て意識高揚に努めたりもした。このようにして引き出された住  

民の創意とエネルギーが，次々と具体的な成果となって現われているといえよ  

う。   

守門村の中でも，最も過疎化が進行してきた集落でのむらづくりであるとい  

うこともあって，村をはじめ農業委員会，農協等関係牧関は，－▲致協力した支  

援体制をとってきている。また，地域指導班を編成し，生産，生活，共同活動  

の各面にわたって，小出農業改良普及所の援助がなされている。   

因むらづくりの成果  

農業の振興をめざしまず手をつけたのが，丘陵地帯を開畑し，高冷地という  

自然条件を活かした夏だいこん，夏秋トマト等の野菜栽培であった。水稲単作  

で，しかも耕地が狭いという状態を打ち破って，盛業所得の増大を図ったので  

ある。   

閃畑は，46年度の造成開始以来53年度まで17．3haに及び，福山そ菜協業生産  

組合を主体に，野菜指定産地生産出荷近代化事業を導入するなど積極的に生産  

拡大を図り，－▲時ほだいこんの販売高だけで15百万円を超えるに至った。しか  
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整備のなった生活道路  

し 現在連作障害に直面し，抵抗性品種の導入，土づくりや輪作体系の確立に  

戯意取り組むほか，休養村キャンプ場への野菜供給を行っている。   

一方，50年度からほ56年度までに76．8ユ1aを目標として水田の大区画は場整備  

を推進し，さらに共同育苗施設を設置するなど稲作の省力化に努めている。ま  

た，自然休養村の観光農園やきのこ園の開園により，自然条件を活かした所得  

の増大を図っている。   

周囲を雑木林に因まれて耕地の少ない福山集落にとって，林業資源の開発ほ  

むらの将来を左右する事柄である。そこで45年度から現在まで153．4ha（うち  

集落で部落共有林などに行った造林35ha，森林開発公団，県林業公社による造  

林118．411a）の杉の植林が行われてきている。   

農林業の振興とともに，山間豪雪地である当集落の発展にと って不可欠なも  

のが，基幹道路の整備，無雪化である。基幹道路の整備，無雪化ほ，ただ単に  

生活の利便性の確保のためばかりではなく，冬場の出稼ぎをなくし，通勤兼業  

を可能とする。   

42年度の山村振興事業を皮切りに，逐次，道路網の整備は進められた。上条  

地区までの県道6．5kmの改良工事が53年秋に完了すると，スクールバスが，朝  

晩の2回運行するようになり，年間を通じて寄宿生活を余儀なくされていた中  

学生の寮生活も冬期間に限られるようになり，各家庭にほ明るさがもたらされ  

た。また，一般住民もバスの利用ができる上に，冬期間も磯械除雪によって無  

雪道路化したため，上条，須原，小出町方面までの通勤兼業が可能となり，幾  
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老人クラブによるあら細工指導  

家経済の安定に寄与している。   

除雪作業をはじめ，冬の出稼期におけるむらの生活機能を確保するためク 50  

年に冬期保安員制度を創設した。12月1日から翌年3月31日まで4人の保安要  

員が配置されている。また，都市住民との交流を深めるとともに，農家所得の  

増大を図るため，既に述べたように，51年度に自然体沓村事業の一環として，  

キャソプ場，グランド等の建設を行っている。キャンプ場利用者ほ，52年50  

人，53年155人，54年600人と急増する一方，集落でも運動会に利用している。  

なお，克雪管理セソクーでは，ボーイスカウトの合宿をはじめ，大学の実習を  

毎年受け入れるなど，当センターほ，住民と外部との交流の場ともなっている。   

次に，心のふれあいのあるむらと健康で明るい家庭生活づくりのために住民  

総参加で推進している共同活動についてみると，次のように努力打積み重ねが  

なされている。  

運動会，雪まつり，品評会等には，52年度から「明るいふるさとづくり」運  

動会などのように名称を冠し，会終了後には会費制の懇親会を催すように企画  

するなど，連帯感の醸成に意を用いている。   

後継者対策としてほ，子どもたちに子どもの暗から農業に親しみをもたせる  

ことが重要である。このため，学校と遠けいして実習団を設け，収樵，感謝祭  

にはもちつき大会を行っているほか，老人たちが，わら細工や遊具づくりを指  

導して，むらの生活の良さを数えている。   

また，老人クラブが中心となって，花苗の養成配布，植樹と管理など，生き  
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がい対策の一環としてむらの莫化を進めている。   

54年8月に共同墓地が集落を見晴らす高台に完成した。将来は公園墓地とし  

て整備を進め，住民の憩いの場とする計画である。   

「おはよう」，「ありがとう」，「ごくろうさん」などと感謝の気持ちを態度  

で示そうと，学校，家庭における一声運動を推進している。   

そのほか，伝承芸能，民謡の保存，自給野菜の栽培や野菜の加工利用を図る  

など，その活動は多彩である。   

過疎化からの脱却と時流に合った暮しをしたいという住民の願いに突き動か  

されて，生産，生活基盤の整備から出発したむらづくりであった。それが，豊  

かでしかも心のふれあいのあるむらづくりをめざして，外部との交流，むらの  

生活の合理化と良い面の見直しなどを含む幅広い共同活動へと発展してきた。  

福山明るいふるさとづくり実践集落の総合的な成果ほ，むらづくりを推進して  

きた住民1人1人の自信と誇りに満ちた明るさと，近年若者たちがむらに定着  

しはじめたことに端的に現われているといえよう。  

第4表 福山集落の年齢別人口構成一若者たちほむらに定着しぼじめている－－－  

匿今後の展望  

集落から近隣町村までの基幹道路の改良整備の一層の推進，進行中の基盤整  

備完了後の農業生産の安定化対策など，今後に残された課題がある叫方，現  

在，進行中の植林の成果が期待されるなど将来の見通しも明るいといえよう。  
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このように当集落ほ，山間豪雪地という極めて不利な自然条件下にありなが  

ら，集落内のリーダーシップを中心にして住民総参加のむらづく りを推雪道  

し，過疎化の進行をくいとめることに成功しつつあり，全国のへき地山村振興  

のモデルとするにふさわしく，今後の活動の一層の展開が期待される。  
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観光農業の振興にさらに努力   

福山明るいふるさとづくり実践集落  

（馬 場 正 勇）  

1．むらづくりの動機   

福山集落は，交通の便が悪く，平  

年積雪が4m余りの典型的な山村集  

落である。昭和30年代の高度経済成  

長の影響をもろに受け，過疎化が急  

速に進み，住民は前途の不安に動揺  

した。しかし残された人達ほ，「人  

並みの生活」を合言葉に行政主導に  

よる生活環境，農業基盤の整備にた  

ちあがり，急速な整備が進められ  

た。一方51年虔より，小出農業改良  

普及所の特別指導班による農山漁村  

生活環境整備特別指導事業により，  

行政主導型むらづくりと併行して住  

民の合意と地域連帯感醸成による，  

名実ともに住みよい豊かなむらづく  

りが進められるようになった。  

2．集落の運営   

福山集落の54年魔の一般会計決算  

額ほ556万円（1戸当り5万円）であ  

り，他の集落の2倍近い予算規模で  

あり，むらづくりに対する住民の意  

欲の程がうかがえよう。総会ほ，定  

例と臨時をあわせ年6回，役員会は  

27回，何れも出席率が高く，行政主  

導型むらづくりの推進が中心議題で  

ある。心のふれあいを高めるむらづ  

くりに要した活動熟も 99万円であ  

り，他地域に例をみない活動事例と  

して，雪まつり，大運動会ほ年中最  

大の行事となっている。また，54年  

度に完成をみた総工費1，100万円の  

共同墓碑ほ一切の補助金に依存せ  

ず，むら人の合意と連帯感により完  

成した記念の砕である。老人の生き  

がい対策，子供とのふれあいを深め  
るために，学校農園による収穫感謝  

祭（もちつき大会）わら細工指導等  

も恒例となり，敬老精神のかん嚢に  

役立っている。  

3．今後の課題   

複雑化する社会の中にあって，地  

域連帯をもとにしたむらづくりがい  
かにむづかしいか，リーダー∵ンップ  

の必要性と共に痛感している。しか  
し，農林水産大臣賞の受賞が一つの  

契琉となって住民に，むらづくりに  

対する自覚と奮起を促したことは，  

なによりの収穫である。   

自然休養村事業の導入によって，  

都市住民との交流も一段と高まって  

いるので，施設の整備と併せ，ふる  

さと福山だけがもつ自然の恵みを満  
喫できる観光農業の振興にも一層の  

努力を注ぎたい。  
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農林水産大臣牽受賛  

（兵庫県出石郡但東町平田）  

園地区の概況  

平田区は，兵庫県の北東，京都府と隣接する但東町内に位置する山村集落で  

ある。町役場のある出合集落から主要地方道で約4km入ったところに所在し，  

住民の生活や経済に関係の深い豊岡苗1福知山市，宮津苗へほそれぞれ30kmの  

距離にある。   

自然条件ほ，年間平均気温12．50C，年間降雨量2，791m（降水日数219日），  

根雪期間12月下旬～3月中旬（最高積雪1．5m）（但東町平均）にみられるよう  

に積雪寒冷地域であり，積雪期問の長いことほ，生産活動や日常生活に厳しい  

制約を与えている。   

周囲を山にかこまれ，集落の中央にほ出石川の清流があり豊かな自然に恵ま  

れているが，平地  

第1寓 受賞者の所在地  
は少なく，集落の  

面積277Ilaのうち，  

山林が245haを占  

め，耕地は2811a  

（うち8割ほ棚田  

状態の水田）かこす  

ぎない。山林の約  

3分の2ほ部落共  

有林であるが，概   
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但東町平田区の集会  

して生産性の低い天然の松林，栗木で占められている。   

平田区の戸数ほ，昭和30年代に至るまでほぼ69戸であったが，30年代後半か  

ら減少がはじまり，むらづくりに着手する49年にほ61戸となった。その後ほ減  

少が止まり，分家1戸の増加もあって，現在62戸である。そのうち農家ほ58  

戸，非農家は4戸である。  

人口ほ，35年には  

358人であったもの  

が，その後次第に減  

少し，49年には250 

人となった。しか  

し，むらづくりを契  

機に若干ながら増加  

に転じ 54年現在で  

ほ258人となってい  

第2屈 平田区の人口の推移  

100人  200人  300人  400／＼  

る（第2囲）。年齢構成ほ，49年以降，高齢者の死亡，青年のUタMソ，出産等  

により若干ながら若返りがみられる。   

平田区は，62戸のうち58戸が幾家であることにみられるように，農業中心の  

集落である。農家の専兼別構成ほ，専業農家2戸，Ⅰ兼農家6戸，Ⅱ乗法家50  

戸となっている。1戸当たり平均耕地面積は48a（田39a，畑9a）である。  

また，62戸のすべてが共有林にかかわりをもち，全戸が集落生産森林組合員と  
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なっている。新地が少ないた軋 幾家の大部分ほ兼業に従事しているが，その  

就業形態ほ窮3図のとおりである。   

耕地の利潤状況は，  

水瓢利用再編対策への  

積極的な取り組み（転  

作等馴票達成率1679ち  

】54年皮）により多様  

化しており，水稲が約  

5割であ り，残りに  

愛，飼料作物，野菜等  

の作付けが行われてい  

輩3図＋平田区の盈家の就業状態  

、、ヽ  
＝紹ほ、倶，箸i勺外の   、－－  

区分をホすゎ  

る。家畜の関係農家1戸当たり飼養頭数ほ，繁殖和牛2頭，肥育牛48乱 乳牛  

27頭，穫鶏2，200羽等である。   

むらづくりの一環として肉用牛の導入が進められたこと等により，平田区の  

農産物販売額ほ著しく伸びており，53年度には，49年庶の約4倍に当たる1億  

3千万円弱となっている。その作目別構成は，従来に比べ米のウェイトが低下  

し，肉用牛がふえるなど著しく変化している（第4図）。  

欝4屈 平田区の農産物販売額の推移  

5，000ノノー！り   

むらづくりに取り組んで以降，肉用牛団地の造成，ほ場基輪番菜や，地域農  

政特別対策事業の実施等が行われ，徐々にではあるが農業生産のための環境づ  

くりが進んでいる。  
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山林については，集落生産森林組合の計画に沿って杉，桧の植林が進められ  

ており，また，共有林からの収益ほむらづくりの財源の山部に当てられてい  

る。   

囲むらづくりの内容  

すでにみたように，平田区は，30年代後半以降過疎化が進み，また，兼業化  

も進行して，住民間の連帯感が薄れるとともに，集落の存立すら危ぶまれる危  

横に立った。住民も集落役員も今後の集落のあり方について思い悩んでいたと  

き，兵庫県は，「平田区で成功すれば県内のどの山村でもむらづくりほできる」  

という観点から，49年度に平田区を農村集落総合計画策定事業（県単独事業）  

の実施地区に選定した。この事業ほ，農業改良普及所と地元集落が共同して農  

村集落の実態を調査し，調査の過程で住民のなかに集落を再建する強運を醸成  

させ，さらにこれが集落計画として結実することを期待するものであった。平  

田区では，調査の実施が契機となって，実際にむらづくりに向けての住民の意  

欲と努力が引き出されることとなった。   

当初この事業に対しては，集落役員，住民ともども実態調査だけで終るので  

はないかと懐疑的であった。しかし，調査結果を取りまとめる過程で，平田区  

の生活・生産環境がいかに貧弱であるかを住民全員が改めて知ることとなっ  

た。例えば，生活環境面をとってみても，基礎集落固または第1次生活圏にあ  

るべき施設（東京都立大石田助教授「農村生活圏の区分と施設系統の計画基  

準」）が何一つ揃っていないことを知ったのである。   

その結果，平田区の基本的な問題点を，①老齢化，②生活環童の遅れ，③不  

安定兼業等と据え，これらの点を踏まえて平田区のむらづくり将来構想の作成  

に着手することとなった。将来構想の作成に当たってほ，①住民みんなが責任  

をもって参加すること，②住みよい，暮しよい環境を作ること，③むらが存続  

し発展すること，という3つの基本原則があらかじめ住民間で合意されてい  

る。将来構想の作成作業ほ，世帯主，婦人会，老人会，青年会等の代表者で構  

成する「むらづくり委員会」によって進められ，最終的には世帯主で構成され  
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「むらづくりは人づくり」  
人づくりの拠点とな番創作舘  

る集落総会で決定された。   

将来構想ほ概略次のような地道な内容でまとめられている。   

① 基礎的条件の整備（土地利用計画，家庭排水整備，電波難視聴の解職等）   

② 産業の振興（幾林業を中心とする地域の資源を活済H－る産業の創造等）   

③ 社会開発の推進（公民館の建設，老人クラブの育成，生活環境の空寝術，  

健顔管理，食生活の改善等）   

④ その他（部落共有林の活用，豊かな楽しい生活の実現等）   

むらづくりの推進体制についてほ，従来の集落運営が，住民の側での参加意  

識が弱かったこ ともあってどちらかといえば区長集権体制のもとでの上意下達  

的なうらみがあったが，将来構想づくりのなかで，新しい自治組織への衣替え  

が行われ，現在ほこの組織でむらづくりが推進されている。   

第6図にみられるように，平田区のむらづくりほ，各層代表者で構成される  

「むらづくり委員会」が企画，立案し，これを全住民で構成される「住民会  

議」で検討し，「集落総会」（全世帯主で構成）で決定のうえ実行に移されてい  

る。   

むらづくり委員会ほ年4臥 住民会議ほ年5回，集落総会ほ原則として毎月  

1回定例的に開催されており，それぞれ常時80～90浄の出席率で，青年，婦人  

等の発言，提案が活発である。   

平田区のむらづくりは，すでにみたように基礎的条件の整備が当面する最大  

の課題であった。そこで，まず身近なところからということで住宅環境の整備  
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水田利矧こよる転作物を定着化さ  ほ場整備後の転作状況（左上は肉  

せるための瞳道教重  用牛団地）   

（外便所の解消，台所・浴室の改善等）とテレビ共聴アンテナの建設に着手し  

た。次に，これに自信を得て農家高齢者創作活動施設（以下「創作館」という）  

の導入及び集落内道路の改修，生活遺の拡幅，簡易水道の設置等を行った。   

これらの実施により集落の生活環境ほ大きく変り，老人の健康管理，児童の  

通園。通学の安全，近隣家間の交流の面や婦人労働の過重の解消の面で大きな  

成果が挙がるとともに，創作館を拠点に，高齢者，婦人，青年等の文化，スポ  

ーツ活動が活発化し，住民間の連帯意識が飛躍的に向上をみるに至った。   

さらに，農業生産の環境づくりということで，まず，部落共有林を活用して  

肉用牛団地の建設が行われた。このことにより4戸の担い手農家が育成される  

とともに乎琵！区の農業生産の飛躍的な伸びがもたらされることとなった。その  

飼料基盤ほ，転作飼料，老人会が集める野菜，林地の下草等の利用による自給  

飼料が主体となっていることほ注目に値しよう。また，水田についてほ場整備  

事業に着手し，転作の推進，農作業の効率化に農家の大きな期待が寄せられて  

いるほか，この過程で農用地利用増進事業への取り組みも始まっている。   

一方，部落共有林について計画植林が開始されている0   

平田区のむらづくりの特徴を要約すると次の点となろう。   

① 住民の総意による活動各層の代表者で構成する「むらづくり委員会」を  

中心に，住民の自主的活動により進められていること。   

② 連帯感の向上＝創作館を拠点とする高齢者，青年，婦人等による文化括  
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第7園 平田区むらづくりの概要  

生産環境づ〈リ  生活づくり  

畜産剛也によi）4戸の  

杓い手農′家が′l二れる。  

水沼の基至芸掛澗により  

生魔の省力化  
計画的植林  

内便所の設叢等  

共同で廃山青みそづくり  
農虔物の加二こ・調理に  
による食生蔵敷薫  
象寝業閏づく1）  

叩くこ＼          し   ∴  生活環境づくリ  

・高齢者による花■や掌いづくり  

・趣味のグループ誕牛  

集会所・遊び場  
住曙の聖職（農業改良資金）  

f封箆の変化（掃除・花づくiり  

水道施設  
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動等を通じて住民間の連帯感の醸成，連帯意識の向上が進んでいること。   

③ 生活。生産環境の整備生活のための基礎的条件の整備に成果を挙げ，次  

いで農業生産環境の整備に発展し，担い手農家の育成等にも成果を待つつ  

あること。   

閻むらづくりの成果と今後の課題  

平巨別亘ほ，かつて満蒙開拓団を派遣し，派退員の大半が集団自決したという  

悲劇的な歴史を背負い，このためどちらかといえば外部に対し閉鎖的な共同体  

であったが，関係硫関の協力を得ながら住民の創意工兵と自主的な努力によ  

り，過疎化の危機を克服して住民間に連帯意識を呼び戻し，地域の基幹産業で  

ある農林業の振興，幾相生活環境の改善に取り組んでむらに活気をもたらすと  

ともに，高齢者に生き甲斐を，婦人に過重労働の解消を，地域住民に定着をも  

たらすに至っていることほ高く評価できよう。   

このようなむらづくり活動ほ引き続き着実に展開されており，現在，さらに  

新しい発展をみようとしている。たとえば，一つほ隣接する福知山市の長野田  

工業田地への通勤兼業が可能となるようトンネルの開さくについての具体的取  

り組みがほじまっていることであり，二つほ，地元出身の都市在住者のなかか  

ら平田区に「ふるさとの家」を作ってはしいという要望が高まっていることに  

対し，その建設についての具体的な検討に入っていること等である。   

以上に述べた平圧＝亘のむらづくりは近隣地域にも影響をもたらし，すでに幾  

つかの市町村で「平田区に学ぶ」むらづくり活動が始まっている。   

平田区のむらづくりについての今後の課題は，今までの成果を確保しつつ，  

生活環境及び幾林業基盤の整備を一層進め，地域内での就労・所得磯会の確保  

・充実を進めることにより，若い人がさらに定着できるような魅力ある地域社  

会を建設することであろう。このようなむらづくり活動が引き続き充実される  

ことにより，定住地域としての基礎が確立し，着実な発展が期待できると思わ  

れる。  
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心のつながったコミュニティづく り  

イ旦凍町平田区  

（桑 丼 又 男）   

「兵庫県の1集落平均世帯数ほ約  

60でちょうど平田集落が61戸だか  

ら，農村魔魔総合計画を策定しない  

か」と県から声がかかり，この事業  

に取り組んだのが，日鋼口49年5月で  

あったから，早くも5年が経過した  

ことになる。   
当初ほ役員会を開いても，総会で  

請っても「役人のモルモットにされ  

るのでほないか」と普及員の説明に  

もなかなか耳をかさなかったわれわ  
れが，村づくりに真剣に取り組むよ  

うになったのほ，翌年の巻からと言  

ってよいと思う。意識調査，現地調  

査と普及員数名の相つぐ訪問を受  
け，引っばられて重い腰をあげたも  

のである。しかし，いったん事にあ  

たれば，伝統の「いなきばつる牛」  
の粘り強い観性を生かして，推進委  

員会，住民会議を連日のように開い  

て新しいむらづくりをめざす計画策  

定に取り組んだ。   

むらの特色というか問題点は，  
1．戸数に対して耕地面積が少ない  

2．高酔著が多く，老年化指数が高   

い。  
3．専業農家が2戸で他ほ兼業磯倭  

4．拠点となる集会施設がない。  

5．簡易水道がない。   
など数多くあり，これを克服して  

いかに住みよいむらをつくるかにス  

ポットをあてた。   

その結果  
1．テレビの共聴を隣接集落と共同   

で実施。  

2．住民会議の中で共有林の一部を   

畜産団地として開放し，経営参加   
者も全体から参集して決定し，公   

害不安を解消した。  

3．荒廃した湿田を地域農政特対に   

より整備し，野菜戯家等との蛮地   

の流動化を図った。  
4．高齢者の生きがい農園を併設し   

た創作館が建ち，コミュニティの   

拠点となった。  
5．町の事業で簡易水道の敷設が実   

現し，計画最終年皮にほ，土地改   

良区により団体営は場整備が進ん   

で，欝2のむらづくりのスタMト   

を切ることになった。   
計画中に著者が3名Uクーソし，  

昨年は子連れの若夫婦組も帰郷し  

て，むらにほ少しずつ活気がみられ  

るようになったし，創r巨鯨を拠点と  
して，詩吟，生花，練馬ひも，俳句  
等の生きがいグループが生まれ，地  

道な活動を続けるようになったこと  

もうれしいできごとである。しか  

し，従来の戸主だけの総会から，住  

民全部が参加する住民会議方式の定  
着に努めたが，盛りあがり続ける会  

議を継続することは誠に困難なこと  
である。3年間ほ役員の交替はない  

と続けた推進体制も息切れのするこ  
とであるし，推進員の切り替えと，  

事業だけの現象面にとらわれず，心  

のつながったコミュニティづくりに  

大忙しのこのごろである。  
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農林水産大臣質受茸  

（鹿児島県曽於郡有明町蓬原中野）  

国地区の概況   

（1）自然的・経済的・社会的条件  

第1図 受賞者の所在地  有明町は，鹿児  

島県の東南部に位  

置し，町の中央部  

を2級河川の菱田  

川が商流して志布  

志湾にそそぎ，そ  

の流域に水野地帯  

が開けている。西  

部は比較的平坦  

で，東部は起伏の  

多い畑地背からな  

っている純農村で   

ある。   

蓬原中野集落  

ほ，町のはぼ中  

央，菱田川の上流  

に位置し，集落に  

沿って東側に水   
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有明町道原中野小組合のメンバー  

田，西側の台地に畑，樹閑地が開けている。年間平均気温は170C内外で比較  

的温暖であり，雨量ほ年間2，000mm以上で，特に梅雨期と台風時に集中し，豪  

雨の際ほ特殊火山灰土壌（シラス）のため災繋を受けやすく，立地条件として  

ほ必ずしも恵まれているとはいえない。   

また，当集落は，農家率749らの純農村集落で1戸当りの経営規模も大きく  

（1戸当たり平均耕地面積1．5ila），農業経営は安定している。人口の増減率を  

みると，昭和54年にほ昭和50年に比し5．5％の減少となっており，この最大の  

要因は新規学卒者の流出であったが，ここ数年，郷土を見直す動きとともに著  

者のUターン現象も見られ，農業経営に意欲を持つ若者が増えつつある。   

集落内の土地面積ほ約203ilaで，このうち耕地面積ほ96lla（479ち）と比較的  

耕地に恵まれている。  

（Z）紡成員の状況   

昭和54年9月現在における蓬原中野集落の総戸数は86戸であり，このうち農  

家戸数ほ64戸（74ヲら），非農家戸数は22戸（26ヲち）となっている。農家の専兼別  

内訳ほ，専業農家が33戸，一種兼業農家が21戸，二種兼業農家が10戸と，専業  

農家割合が非常に高い。また，年齢別人口比をみると，20才以下が23労，20～  

50才が44野，51才以上が33発となっているd  

（3）農林業の状況   

耕地面潰96haのうち，水田が23ユ1a，普通畑が51ila，樹園地が22ilaであり，1  

戸当りの平均経営耕地面掛ま1．5haとなっている。  
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農業経営についてほ，畑のほ場整備等各積土地改良事業と農業近代化施設等  

の導入により，火山灰土壌という劣悪な灸件を克服して，茶，肉用牛等を基幹  

作目として拡大する一方，最近でほメロン，イチゴの導入，でん粉用甘藷から  

青果用甘藷への移行が進んでおり，近代的農業へと変化しつつある（第1表）。  

第1褒 主要作目の生産状況等   

また，現在でほ農地の流動化が図られるとともに，表裏作ともに高度利用が  

なされている。   

54年の経営耕地規模別農家数についてみると，50年に比較し，111a以下の小  

規模経営農家ほ減少し，2ila以上の比較的経営規模の大きい盛家が増加してい  

る。   

囲むらづくりの内容   

（1）むらづくりを推進するに至った背景・動機   

当集落のむらづくりの歴史ほ，遠く明治27年中野小組合の創設に始まり，大  

正11年「中野小組合是」の篤瞳を契機に集落の自治活動が芽ばえ，むらづくり  

の積み重ねが行われてきている。そして，ここにおける特色ほ，集落の共同茶  

園，共同茶工場及び共有林を中心に，集落自体がひとつの共同体となって，共  

同活動がそのまま集落運営の基本となっていたことであり，このような状況の  
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約引野ほの幾落共有林  共同作業により管理された衆落共同茶園  

中では，集落住民全員の連帯意識の醸成が常に重要な事柄であった。   

しかし，最近における社会経済借倒の変化の中で，兼業農家の増加，遇潔凝  

営形態の多様化，複雑化などが進むに伴って，地区住民の間に，連帯感づくり  

の必要性が再認識されるとともに，時代に即応した新しいむらづくりの推進が  

重要な課題として検討されるに至った。   

折しも，昭和52年度から鹿児島県が提唱した農村振興遊動を契機として，境  

港の現状を見直す機運が起こり，従来の共同活動の主体である小組合の組織に  

加えて，各種のグループの代表からなる「むらづくり要員会」を設置し，共同  

茶園，共同茶工場，共同作業場及び共有林を集落活働の原点として位置づけつ  

つ，集落住民相互の連帯意識を高め，農業生産の向上，生活環境の整備，健康  

管理等総合的なむらづくりに取り組んでいった。  

（Z）むらづくりについての合憲形成の過程   

農村振興運動の話合い活動を契機に，むらづくりの推進の中心となる専任の  

推進員2人（正・捌で任期5年）を選出するとともに，この推進員と小組合長  

及び剥小組合長，常澄生産グループ代表（1），青年団（1），婦人会（1），長寿会（1），  

子供会（1）の9人からなる「むらづくり委員会」を53年4月に設置した。   

この「むらづり委員会」においては，各部門ごとの課題および集落共通の課  

題について集約し，併せて集落実態調査や住民意向調査を実施し，当面の課  

題，解決方策について，∽自分連で解決できるもの，ぴ）町及び関係機関の協力  
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を得て解決するもの等に整理してとりまとめ，集落住民全員からなる集落総会  

の合意を得て「むらづくり方策」を策定した。   

最近（54年4月）において集落が樹立した当面解決しなければならない「む  

らづくり方策」は，   

①むらの盛業問題としては，∽主要作目の拡大目標，材）優良茶生産の拡大，  

（勿担い手の育成の項目を3課題として取り上げ，②むらの環境整備としては，  

（勿共同墓地の整備，好）運動広場の設置の2項臥 ③むらの共同活動としては，  

∽共同作業の実践並びに合理化，ぴ）レクリェ【ショソ・スポーツ活動の推進の  

2項臥 ④むらの福祉としては，長寿会活動の支援の全部で8項目の課題から  

なっている。   

なお，共同茶園，共同茶工場及び共有林からの収益ほ，これをすべてむらづ  

くりを推進するための活動経費に充当し，そのはか，集落活動が集落住民の自  

主的な労力提供によって行われている。   

ちなみに，54年度の集落予算をみると，収入約353万円（主なものは茶園収  

入130万円，山林収入100万円，茶工場収入30万円等）となっている。  

（3）むらづくりの推進体制   

むらづくりの推進に当たっては，従来からの小組合組織と新たな組織である  

「むらづくり委員会」とが，相互の有機的関連のもとに推進母体となってい  

る。   

また，むらづくりに関する基本方針は，集落総会で決定されることとなって  

いる。   

このほか，集落には共同活動を円滑に推進するため，共同茶工場委員，共有  

地管理委員，婦人会，青年団，長寿会，子供会，入会林野整備組合，茶生産グ  

ループをはじめとする常盤生産グループ，生活改善グループなどがあり，それ  

ぞれが活発に活蘭している。   

「むらづくり委員会」は，むらづくりの総合的な検討を行い，具体的な実践  

方策をたて，これを集落総会にはかり，むらづくりの実践を推進することとな  

っている。  
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このような体制のもとで，むらづくりの話し合い活動及び集落の共同活動  

は，農家・非戯家を問わず，全員参加，時間厳守を原則とし，はぼ100ヲちの参  

加を得ていると同時に，集落共有財産からの収益についてほ，これをすべて集  

落運営経費に充当するなど，文字通りむらぐるみの参加のもとに民主的な運営  

がなされている。  

第2区l蓬原中野集落のむらづくり推進体制  

（4）むらづくりの内容と特徴   

① 地域農林業の変化と発展   

すでに述べたような集落における各種の共同活動の展開，水田・畑の基盤整  

備の推進および盛業近代化施設の導入と併行して，各営農生産グループの整  

備，強化に集落ぐみるで取り組んできた結果，農業の近代化が進む一方，地域  

の基幹作目である茶，肉用牛の生産拡大をはじ軌 イチゴ，メロン，青果用甘  

しょ等の園芸作物の新規導入が図られるなど，農業生産性の向上が前著であ  
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る。   

これらを具体的にみると，①県営は場整備事業の実施（畑のほ場整備で43年  

着エ），②入会林野の整備，③収益性の高い作物の導入と産地化（イチゴ，メ  

ロン，青果用甘しょ），④優良牛の集団的育成（基礎めす牛の更新，改良，増  

頭等），⑤優良茶生産体制の整備（茶園面積の拡大と成園化による生産量の増大  

に対処し，近代的茶生産体制確立のための茶処理加工施設の増設）等があげら  

れ，また，農地の高度利用，流通化も図られている。   

このため，当集落においては，農業後継者（青年団15人のうち専業10人）が  

確保されており，意欲的に農業濫取り組み，地域盛業の中核的担い手となって  

いる。   

⑧ 豊かで住みよいむらづくりの建設   

集落内において，各種の生活条件の改善盤備のための活動が行われると同時  

にコミュニティ活動の強化が図られ，これにより豊かで住みよいむらづくりが  

推進されている。これらの具体的内容ほ次のとおりである。   

集落美化運動ほ，定期的に集落内道路排水路の整備，清そうを行い，また，  

長寿会，子供会による花いっぱい運動，道標整備等を行うなど生活環境の美化  

に寄与している。   

生活改善につい てほ，住宅改善，台所改善に意欲的に取り組み，また，カ，  

ハエのいない快適な生活条件をつくり出すため，年2回集落全域にわたり一斉  

駆除を行っている。   

さらに，健康で明るい家庭を建設するため，定期蘭Ⅶ健康診断を実施すると  

ともに，毎月婦人会による料理，生花，踊り等の講習も開催されている。   

また，集落内に散在（20カ所）している墓地を話合いにより，納骨堂（3カ  

所）として整理し，墓地のもつ暗いイメージをぬく巾いさり，集落住民の憩いの  

場としても活用している。   

コミュニティ活動の強化の面において，第1にあげられるのほ，集会施設の  

建設である。この集会施設についてほ，昭和39年に中野公民館支所が，次いで  

昭和44年にほ中野公民館が建設され，集落総会，各種集会等に利用され，コミ  
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集落運動会  

ユニティ作りの核となっている。   

第2としてほ，スポーツ施設の整備があげられる。この集落においても，以  

前ほスポーツ活動のための適当な広場がなく農家の休閑地等を利用し，その場  

をしのいでいたが，話合いの結果，集落住民の奉仕作業により長寿会専用ゲー  

トボール場を昭和53年に設置した。   

また，紫落住民全体の総合的なスポーツの場としての運動広場の建設も具体  

化し，昭利55年度をこほ建設の予定となっている。   

集落あげてのスポーツ活動が盛んである－ふ方，レクリエーショソ活動も各種  

のものが展開され，地域ぐるみの健康増進と連帯感の醸成に大いに役立ってい  

る。  

③ 集落住民の経営・生活の改蕃・向上   

集落全員のむらづくりへの参加を通じて，個別経営においても生産意欲が向  

上し，メロン，イチゴ，青果用甘しょ等収益性の高い作目の導入，優良牛への  

改良等による生産の拡大と経営が一段と進み，幾芸所得の大幅な向上が図られ  

ている。   

特をこ，集落の基幹作目である茶については，共同作業の実践と共同処理加工  

により高品質の優良茶の生産が行われ，集落の収益及び個別農家の茶生産にお  

ける収益の著しい向上が見られる。   

このようなことから，住民の生活においても，衣食住の改善が進み，快適な  

生活環魔の改善が着実に図られつつある。  
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以上，当該集落のむらづくりの歴史ほ古く，伝統的な集落組織の上に新しい  

組織「むらづくり委員会」を積み量れ集落住民全員参加により自主的に策定  

した「むらづくり方策」に沿ってむらづくりを推進している。   

臨むらづくりの成果と課題及び今後の展望  

（1）むらづくりの成果と課題   

蓬原中野小組合のむらづくりは，長い歴史的な集落活動を継承しながら，伝  

統的集落組織の上に新しいむらづくり体制の整備を行い，集落住民全員参加方  

式による「むらづくり方策」を策定して，これに基づき活力あるむらづくりに  

取り組んでいる。   

特に，火山灰土壌の低位生産地帯という劣悪な条件を克服して，茶，肉用牛  

等を基幹作目とし，さらにほ商品作目としての価値の高いイチゴ，メロソ等の  

新規作目を導入して農業生産の振興を因っていることが特徴である○   

このような各種の営農活動に加えて，道路・排水路の整備，スポーツ活動等  

につき，集落住民全員の参加による共同活動を積極的に行い，共同茶園，共同  

茶工場および共有林の経営を軸としつつ，「自立自興」の精神のもとに進めて  

いるむらづくりは，高く評価されるものといえよう。   

なお，今後に残された課題としては，振興作目として近年導入されたイチゴ  

メロン等の作目の定着化および安定経営確立のための栽培技術の普及確立が必  

要であり，そのための研修と組織づくりが急務であると考えられる。  

（2）今後の展望   

当集落は，町の幾村振興運動拠点集落，農業改良普及所の重点対象集団に指  

定されており，また，住民の意欲も極めて高いので，これらがあいまって，さ  

らに農業所得の向上，生活環境の整備，連帯感づくりなど積極的なむらづくり  

の推進が図られ，周辺地域のむらづくりの推進にも大きな波及効果を与えるこ  

とが期待される。  
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営農グルサプ間の交流促進図る  

有明町蓬尿中野′ト組合  

（上 野 東 男）   

昭和40年代以降の高度経済成長の  

中で，幾菜ばなれや兼業化が進行  

し，また，専業農業についても経営  

形態の多様化などにより，これまで  

幾繋期・農閑期とはっきり区別され  
ていた農作業パターンも，新しい作  

目の導入などにより年間を通じて農  

繁期が常に存在している。   

このような農村の現状のなかで，  

住民相互の連帯意識の高揚が特に重  

要な課題になってきているが，私た  

ちの集落では，50haの共有林と共同  

茶園，共同茶工場を所有し，小組合  

員の共同作業によるこれらの経営維  

持を基礎に，共同活動を集落活動の  

原点としたむらづくりに取り系邑んで  

し 

まず，集落運営の基本とる集会等  

についてほ，集落独自のルールを設  

仇 全員参加と時間厳守を徹底する  

とともに，集落共同作業についても  

星取りを行い，小組合員として当然  

義務を負わなければならないものに  

ついて不公平にならないよう配慮し  

ている。特濫作目との関係で共同作  

業と農繁期が重なり出席できない者  

については，舷閑期において別に作  

業を設仇「星ならし」をするな  

ど，全ての小組合員に協力，理解が  

得られるよう苦心している。   

また，昭和52年から県が呼びかけ  

ている農村振興運動を契機に，従来  

の小組合組織を中心に集落内の総見  

直し，点検を行い，むらづくりの話  

し合いをすすめてきたが，これらに  

具体的に取り組むにつれ，既存の組  

織では対応がむずかしくなり，新し  

く各グループ，団体等の代表からな  

る「村づくり委員会」を設置し，具  

体的な集落の課題解決に向って現在  

実践活動を展開している。   

村づくり要員会においてほ，集落  

全体の話し合いや各グループ，団体  

等の意見を「むらづくり方策」とし  

てとりまめるとともに，このむらづ  

くり方策の実践にあたっては，課題  

ごとに検討班を設けて，課題解決に  

あたっている。   

今後は，これまで先輩たちが築い  

てきた伝統的な村づくりの業績を受  

け継ぎ，新しい村づくり委員会を中  

心に集落内の話し合いを積み上玖  

営農グループ間の交流促進や幾家間  

の幾他の賃貸借など営農問懲にも取  

り組み，さらに豊かで住みよいむら  

づくりに精進してまりたいい。  
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